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は じ め に
言語体系研究部第一研究室では、平成８（１９９６）年以来、「複合辞の意味・用
法の記述的研究」をテーマとして、用例のデータ・べースの構築を行い、記述研究を
進めるとともに、年度毎に研究会を開催して、関係研究者と意見交換を行いつつ、考
察を深めてきた。平成１１年を以って、当該テーマでの研究がいったん区切りを迎え
たことをきっかけに、その成果を用例集の形でまとめることとし、同年以降成稿に向
け準備を進めた。未だ稿本というべき段階ではあるが、一応の総括というべきものが
まとまってきたので、ここに報告する次第である。
現代日本語においていわゆる「複合辞」形式の発達は、文法面での一つの重要な特
徴であり、その研究は、記述面・理論面でもまだまだ積み重ねられねばならない。本
報告書は、そのための基礎研究の一歩となることを意図したもので、理論的な面を念
頭に置きながらも、結果としては、個別記述の方に力を注いだものとなっている。辞
書類でも必ずしも十分な説明が与えられていないこの種の形式について、広く平易に
記述したことは、一般に裨益するところも少なくないものと考えるとともに、個別の
記述の積み重ねが理論化の契機となることを期するものでもある。
本報告書の執筆は、言語体系研究部第一研究室室長の山崎誠と平成１２年度同研究
室非常勤研究員藤田保幸（滋賀大学教育学部教授）が担当し、全般に協議しつつ進め
た。中心となる４の「用例と解説」については、用例の選定と整理を山崎が担当し、
解説の原案を藤田が執筆して、相互に持ちより、協議のうえ完成稿をまとめた。
平成１３年３月
国立国語研究所長 甲斐睦朗
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１．複合辞研究の展開と問題点
一．は じ め に
１ いくつかの語が一まとまりになって、その一まとまりが固有の「付属語」(辞)的な意味
を担うものとして用いられる形式──およそ、｢複合辞｣とはそのようなものと理解されてい
る。例えば、次の(1)(2)(3)において、
(1) 文法について研究する。
(2) 迷ったところで、仕方がない。
(3) 今日は遅くなるかもしれない。
「について」「ところで」「かもしれない」といった形式は、それぞれ「ニ」+「就ク」+
「テ」とか「所」+「デ」とか「カ」+「モ」+「知レル」+「ナイ」といった単語の組み合わ
さったものと理解されるが、全体で一まとまりとなって、個々のもともとの意味の組み合わ
せ以上の一種の辞的な意味を担うものといえる。このような「複合辞」に関する研究が、現
代日本語の文法論・意味論において一つの重要な課題であることは、近年いっそう明確に意
識されるようになってきたと思われる。
こうした現状の背景には、突きつめれば、次のような二つの経緯が考えられよう。
一つには、文表現の分析にあたって、個々の単語を基本とする把握・記述を行なうだけで
は限界があるということが、はっきりしたのだといえる。我々は、言葉の最も基本的なまと
まり（単位）として「文」と「語」をまず意識する。中でも今日の文法研究の中心となる対
象は「文」であるが、｢文｣は「語」を素材として組み立てられていると見られるから、
「文」を「語」という素材に分解し、「語」と「語」の関係のあり方を調べることで、「文」
の構造を記述しようという方略がとられる。それは自然なことであり、実際そこから多くの
こともわかってくる。もし、ある「語」として把握される言葉が、常にその「語」として一
定の意味・働きを持つものであり、それがいわば加算的に積み上げられることで、文の意味
や構造が形づくられるというようなものであるなら、上記のような方法で、「文」のしくみ
は十二分に説明できるはずである。しかし、実際には事はそう単純に済むものではなく、
「文」においては、「語」という単位に離散的に還元しては記述しにくいような“意味”が
いろいろな次元で見出されるものであり、また、ある「語」として分析できる言葉が、そう
いう「語」として常に一定の意味・働きを持つものともいえない。現代日本語の文法研究の
進展が、そのような言葉の“実際”をより明確に示してきたことと相応じて、文の構造分析
にあたっては、「語」より大きな言葉のまとまりをも一つの単位としてとり上げる必要があ
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ることがはっきりしてきた。「複合辞」とは、そうした「より大きな」単位の一つであるが、
日本語の文法において付属語（辞）的な形式が重要な役割を果たすものであることからしても、
こうした形式の研究が大切であることは言うまでもないことといえる。
今一つには、こうした複合辞的形式の発達は、近・現代日本語の文法の一つの特徴的事実
と考えられるものだということである。しばしば指摘されるように、一般に、古典語から
近・現代語への文法面での変化は、総合的表現から分析的表現への移行と特徴づけられる面
がある。例えば、古典語の助動詞「べし」は一語で、強い推量・意志・可能等のさまざまな
意味を表わすとされるが、近・現代語においては、それが「～にちがいない」「～つもり
だ」「～ことができる」「～ほうがよい」等と言い分けて表現される。つまり、一語で総合的
に言い表わしていたいろいろな意味が、それぞれ場合場合で分析・区別されて言い表わされ
るようになったといえる。そして、そのような言い分けのための形式として、さまざまな複
合助動詞的形式が利用されている。また、こうした複合辞は、複合形式であることにおいて、
所謂「透明性」が高い。例えば、「～にちがいない」といった形式は、「～ニ-違イ（トイウ
モノガ）-ナイ」と把握される複合形式であり、「確カニ～ダ」との強い推量を表わす形とし
て、その意味するところの組み立てが読みとれ、その点においても分析的な表現といえる。
このような観察からも知られるとおり、「複合辞」とは、近・現代日本語の文法の一つの特
徴とされる「分析的表現」という一面を支える重要な要素であり、その研究は、史的な問題
を意識しても重要と考えられるわけである。
以上のとおり、「複合辞」の研究の必要性・重要性が意識されるようになってきたことは、
それなりの必然性のあることではある。けれども、現段階では、拠り所となるものとして参
照すべき、射程の広い研究は、まだ必ずしも多くない。以下、いささかこれまでの研究の流
れを概観し、複合辞研究の課題・問題点を考えてみることにしたい。
二．研究史概観
２－１ 「複合辞」というとらえ方を初めて提唱したのは、永野賢（1953）「表現文法の問
題――複合辞の認定について――」である（注1）。
永野は、例えば「（～スル/シタ）からには」のように、「語源的・構造的には」更にいく
つかの語に分解できるものであっても、「言語主体（話し手・聞き手）の意識に即して考え
る時」単なる部分の合成以上の「一まとまりの意味を持っているものと見てよい」連語形式
の存在を指摘し、これを「複合助詞」と呼ぶ。そして、その種の「複合助詞」の認定基準と
して、次の三ヶ条の条件の一つでも満たせばよいとする。
その一 単なる構成要素のプラス以上の意味をもっていること。
その二 類語（意味の近似した他の助詞や複合助詞）の中にあって、独特の意
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味やニュアンスを分担していること。
その三 構成要素の結合が固着していること。
確かに、例えば上記の「～からには」で考えると、これは「カラ｣+「ニ｣+「ハ」という
個々の語の意味の総和では考えにくい「特に理由を提示して、課題の場を設定し、次に来る
陳述を強く期待させる」（99頁）といった特有の意味を担っていると考えられるものであり、
理由表現としても「～から」「～ので」など類義的な表現と異なる意味・ニュアンスを持っ
て対立するものだし、これで一つの固定度の高いまとまりといえよう（「からにこそは」な
どと間にはさみ込めない点でも、それは明らかだろう）。いずれの条件も満たしており、ま
さに典型的な「複合助詞」ということになる。
更に、永野は同様の基準で「複合助動詞」をも考えることができるとし、また、時枝文法
の「辞」の考え方に立って、感動詞や接続詞のような言葉も「辞」的形式として同種の複合
した形のものが考えられるとしたうえで、「複合助詞」「複合助動詞」及び「複合感動詞」
「複合接続詞」を一まとめにして、「複合辞」と呼んだ。「複合辞」というとらえ方が、ここ
に初めてはっきりした形で提示されたのである。
もっとも、複合形式の感動詞や接続詞をも「複合辞」として一括する処理は継承されなか
った。こうした自立語的形式を「複合助詞」「複合助動詞」のような付属語的形式と一括し
て同次元で扱うことには、いろいろ無理があろう反面、とりたててのメリットもなかろうか
ら、まずは妥当なことといえよう。また、以上のような連接する語の結びついた表現を「連
接結合」とするのに対し、「……ば～ほど」（ex.「見れば見るほど」）のような呼応表現も
「呼応結合」と呼んで「複合辞」の一種とする考え方も示されているが、このような見方も
以後の研究の採るところとはなっていない。呼応することで密接に関係するものと、連接し
て一まとまりになっているものとでは、結びつきのあり方が異なるものと思われ、こうした
見方が継承されなかったことも、確かに納得できる（ただ、こうした呼応表現の構文的位置
づけは、文における呼応表現のトータルな整理ともかかわらせて何らかの形で試みられて然
るべきものであり、その点については、なお今日に至るまで一つの宿題が残されたことにな
るといってもよいだろうか）。
以上のように、すべてがそのまま継承されたわけではないが、約半世紀を経た現在の目で
ふり返っても、永野の所論については、その視野の広さに感心させられるところも多いし、
「複合助詞」「複合助動詞」を中心とする「複合辞」というとらえ方の趣旨は、今日にまで
十分受け継がれるものとなったといえるだろう（注2）。
（注1） なお、永野（1953）に先行する国立国語研究所（1951）『現代語の助詞・助動詞――用
法と実例――』は、永野が担当したものだが、「複合辞」というとらえ方につながる記述も
十分に加えた秀れた用例集として、現代日本語研究の分野で広く活用され続けた。
（注2） ただ、一点評言を加えておくなら、永野は、自らの提唱した「複合辞」という考え方を
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「表現文法の問題」と位置づけ、「従来のような単語や文節などが単位とされる」文法論と
別次元の問題として、従来の文法論との対決を回避した。時代的制約といってしまえばそれ
までだが、永野の論じたことが、その新しさにもかかわらず旧い考え方を超克する契機とし
てなかなか生かされなかったということも、今ふり返れば、一面でまた故なきことではない。
２－２ 永野（1953）以降、「複合辞」「複合助詞」「複合助動詞」といった考え方は、折に
ふれ必要に応じて参照はされるものの、幅広く考察を加えるといった形の研究は、ほとんど
見られなかった。こうした形式の研究が重要な問題としてクローズ・アップされてくるまで
には、何より、現代日本語文法の研究が相応に深化する時間が必要だったわけである。
1970年代に入る頃から、文法研究に新しい動きが際立ってくるが、「複合辞」の問題と関
連してまず注目されるのは、鈴木重幸（1972）など教科研グループの文法研究で示された
「後置詞」という考え方である。「後置詞」とは、
単独では文の部分とはならず、名詞の格の形（およびその他の単語の名詞相当の形式）
とくみあわさって、その名詞の他の単語に対する関係をあらわすために発達した補助的
な単語である。 （鈴木（1972）499頁）
とされる。具体的には「（～）において」「（～）について」「（～）として」「（～）をめぐっ
て」などの、複合助詞的表現の部分を問題にするものであるが、格助詞の部分を名詞の屈折
的形式と考える形態論をここでも一貫させるから、例えば上記のような表現では、「～に」
「～と」「～を」までは名詞の格の形であり、「おいて」「ついて」「して」「めぐって」など
が格の形に補助的に添えられる「後置詞」とされるのである。「後置詞化しつつある単語は
かなりあ」り（500頁）、「どのようなものを後置詞とみとめるかについては、なお検討を要
する」が（501頁）、上記のような動詞由来の「後置詞」以外にも、形式名詞を含むものには
補助的な関係を表わすものが見られ、その中でも例えば、「（～の）おかげで」「（～の）のた
めに」「（～の）くせに」などというような類は「後置詞的である」としている。
この「後置詞」という考え方は、鈴木らが拠って立つ形態論の考え方を一貫して分析を進
める中で出てきたもので、「複合助詞」などとして問題にされる表現形式を彼らの体系的な
文法記述の中に然るべく位置づけたものとして注目される。こうした記述の仕方については、
なお検討する余地もあろうが（注3）、「後置詞」という記述の仕方に立つ研究は、その後、
高橋（1983）、金子（1983）、佐藤（1990）などの成果を生んでいくことになる。
他方、奥津敬一郎は、例えば「誠は死ぬほど疲れた」「この布地は高いだけに品がよい」
など、必ず実質内容を補足する語句と組み合わさって副詞的規定句を形成する自立しない形
式のいろいろを、「形式副詞」と呼んで記述している（未見ながら、奥津の学位論文である
奥津（1973）『生成日本文法論』の約半分の未公刊部分には形式副詞論が含まれる由、また、
その所論の要点は、奥津・他（1986）の第一章に要領よくまとめられている）。「形式副詞」
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という考え方は、既に1960年代後半から示されており、副詞的修飾句（節）の再編・体系化
を目ざしたものであったが、「形式副詞」としてとり上げられた形式には、「複合助詞」とし
て扱われるようなものもいろいろあり、そうした形式について掘り下げられた記述は、「複
合辞」の研究の興味深い事例として読むことのできるものともなっている。
（注3） 複合辞については、その一まとまりとしての性格が強調されるのではあるから、そのよ
うな形式を――例えば「～によって」を「～に」と「よって」に分割する扱いがよいのかど
うかは、検討の余地のあるところである。
例えば、｢バラを病気見舞いとして送る｣の｢として｣と、｢彼にしてあの程度の出来事だ｣の
｢にして｣は、かなり意味の異なるものであり、それはそれぞれが｢として｣｢にして｣の形をと
ることによって生まれている相違といえよう。それを｢～と｣+｢して｣｢～に｣+｢して｣と分割し
て、等しく｢して｣のような後置詞をとり出すのがよい処理かどうかは考えてみてよいことか
と思われる。
２－３ 1970年以降の現代の文法研究の深化は、必然的に｢複合辞｣のような形式への注目を
避けられないものにしていった。
例えば、受身文における動作主を表わす形式には、「～に」「～から」などとともに「～に
よって」の形がある。そして、「太郎が次郎をなぐった」に対する受身文では、「次郎は太郎
になぐられた」と、動作主は「～に」で表わされるのが自然だが、「芥川龍之介が『羅生
門』を書いた」に対する受身文では、「『羅生門』は芥川龍之介によって／*に書かれた」のよ
うに、動作主が「～によって」で表わされるのが自然で、「～に」の形では不自然である。
受身文の表現を綿密に記述していく過程では、当然こうした使い分けが問題になってくるも
のであり、そういった研究の深まりの中では「に」対して複合辞「によって」の特性が注目
されることになる。
このように、文法研究の深まりとともに、様々な局面で、通常の（単純）助詞・助動詞と
ともに「複合辞」にも注目しなければならないということがはっきりと認識されるようにな
っていったといえよう。また、盛んになってきた日本語教育の分野においても、こうした
「複合辞」形式が表現のためのパタン（文型）としてとり上げられ、その意味・用法の分析
を深める必要性が実感されたことも、「複合辞」の研究を推進するものとなった。
そういった認識・問題意識から出発して、改めて複合辞のうち「複合助詞」を広く俯瞰し
て、その特質をおさえようとしたものに、砂川有里子（1987）がある。砂川は、「複合助
詞」を広く概観し、意味と統語（構文）的特徴の両面から、その特質を考察した。
すなわち、まず意味的な特質としては、「複合助詞」は、構成要素となっているもともと
の実質語の部分の実質的意味が稀薄化して一まとまりの関係構成的意味を担うものとなって
いるにせよ、もとの実質的意味が全く消えたものではなく、むしろそれが関係構成的意味の
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差異化に貢献するものだと考えられる。更には、それがまた（単純）助詞によっては表わせ
ない関係構成を可能にすることにも貢献していると、砂川は指摘する。例えば、「用例集の
作成に向けて作業を進める」と、複合助詞を用いて言える関係表現は、「用例集の作成に作
業を進める」などと、単純な助詞を用いただけでは、決して表わせないというわけである。
こうした観察から、砂川は、
あいまいな関係、あるいは格助詞によって結び付けられないような結び付きの弱い関係
にある二者をことさらに関係づけるような働きが、上に挙げたような複合助詞に認める
ことができるのである。 （46頁）
として、複合助詞についてその「関係構成力の強さ」（同）を強調する。もっとも、強弱と
いった程度の差という言い方で、複合助詞と一般の（単純）助詞の関係構成のあり方の違い
をとらえることが妥当かどうかはよく考えてみなければなるまいが、砂川の指摘したところ
は、とりわけ複合格助詞の関係構成的な働きの特質を考えるにあたって基本となる大切な事
柄といえよう。
また、統語（構文）的な観点からは、「複合助詞」は、その構成要素が、複合助詞の部分
として固定化するにあたって、もともと持っていた統語的な機能を失っていくことが指摘さ
れる。動詞を構成要素とするものでは、動詞の本来持っているヴｫイス・テンス・ムードの
区別や肯定―否定の区別が失われ、そうした区別に応じた形を自由にとれなくなる。例えば、
「取り扱いにあたっては慎重を要する」と言えても、「取り扱いにあたらなくては慎重を要
するわけではない」などと否定の言い方はとれない。また、動詞が本来とれるはずの格成分
も自由にとれなくなり、ごく限られたものと結びつく形しかとれなくなる。例えば、「～に
あたって」の場合、「～に」と結びつく形しかとれなくなっている（「君が取り扱いにあたっ
ては慎重を要する」などという言い方は不可で、動詞「あたる」が本来とれるはずの「～
ガ」はもはやとれない）。名詞を構成要素とするものでも同様のことで、その名詞部分が自
由にいろいろな格助詞を伴ったりできなくなっているのである。こうした指摘は、永野が
「複合辞」であることの要件の一つとして問題にした「結合が固着していること」という点
を、文法的な面から具体化しておさえたものということができる。
以上、砂川の研究は、今日においてもまず考えるべき基本的な事柄をよくおさえており、
対象が「複合助詞」にかぎられるとはいえ、この時期の研究の水準を示す一つの総括となっ
ているといってよいだろう。
２－４ ちなみに、「複合助動詞」については、全体をおさえた総括というべきものは出な
かったが、複合助動詞と考えられるるような形式が多くはモダリティ的な意味を担うと見ら
れるものであったため、1980年代後半以降、文法研究の流行がモダリティの問題に移るにつ
れ、個々の意味・用法の記述はそれなりに進んでいったといえる。
ただ、現今のモダリティ研究では、「だろう」「らしい」といった一般の（単純）助動詞で
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あれ、「かもしれない」「にちがいない」などの複合助動詞であれ、モダリティ形式として特
段の区別立てなしに記述されるのがふつうのようである。けれども、複合形式が複合形式で
あることの特性といった面に光を当てる観点や、そういった観点からの概観の可能性につい
ても、なお考えてみる必要があるかもしれない（注4）。
（注4） そういった観点を生かしたいささかの試みとしては、藤田（2000）第4章第二節第1項の
分析がある（その3-3・4参照）。
２－５ さて、1990年に入る前後の頃から、松木正恵の一連の研究が世に問われ、「複合
辞」の研究は新たな段階を迎えることになる。
松木の研究は、考え方においては、永野の所論を承けてその精密化を目ざしたものであり、
最も端的には松木（1990）によってその概要を知ることができる。また、これに先行する松
木・森田（1989）は、もっぱら松木の尽力による膨大な用例の集成と記述分析であり、ここ
において、現代日本語の「複合辞」研究は大きな拠り所を得ることになった。全体的な俯瞰
と個別的な記述という両面にわたる松木の研究が出されたことは、文字どおり画期的なこと
であったといえる。
今、松木（1990）に拠って、その考え方の骨子を本稿なりに要約しておくことにする。
まず、研究にあたっては、対象を確定しなければならない。「複合辞」の研究においても、
「複合辞」をどのようなものとして認定していくのかが、最初に（そして、実はおしまいま
で）大きな問題となる。認定の拠り所としては、さしあたり永野（1953）の三ヶ条の条件が
考えられる。しかし、そのうちの「その二」、つまり、「類語（意味の近似した他の助詞・助
動詞や複合辞）の中で独特の意味やニュアンスを分担する」という条件は、実は「複合辞」
にだけあてはまるものとはいえない（一般の（単純）助詞・助動詞や形式名詞・形式用言に
ついてもあてはまり得るものである）。このような「その二」も含めて、三つの条件のどれ
かを満たしていれば「複合辞」だとするのでは、不的確で甘すぎるということになる。そこ
で、松木は、永野の三ヶ条の「その一」を生かし、「形式全体として、個々の構成要素の合
計以上の独自の意味が生じていること」とすることに加え、「形式的にも意味的にも辞的な
機能を果たしていること」と、「辞」（付属語類）であることをも明確にし、この二点を新た
な複合辞認定基準の骨子としている。また、一方で「複合辞」を形の面から次のような三つ
のタイプに分類し、
第1種複合辞――助詞・助動詞のみが二語以上複合したもの。
第2種複合辞――実質的意味が稀薄になった形式名詞を中心に複合したもの。
第3種複合辞――用言が実質的意味を稀薄にしたもの（形式用言）を中心に複合したも
の。
第2・3種の認定基準は、第1種の場合とは自ずから異なってくるものとして、これらについ
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ては、更に「中心となる『詞』（自立語類）の実質的意味が薄れ、形式的・関係構成的に機
能していること」という一点をも付け加えている。
更に、こうした基準を満たして「複合辞」となっている場合でも、その複合辞化の度合い
は一様ではないとして、「複合辞性（複合辞らしさ）」という観点を導入し、どの程度複合辞
らしくなっているかを計る考え方を示した点は、注目される。「複合辞化」を計る尺度とし
ては、次の三つの観点があげられている。
(ｉ) 構成要素の（結びつきの）緊密化の度合い
(ii) 形式名詞・形式用言の形式化（＝実質的意味の稀薄化）の度合い
(iii) 形式用言の文法範疇（≒ヴｫイス・テンス・ムードなどの文法的表現の区別）喪
失の度合い
一見して明らからかなように、(ｉ)は永野の基準の「その三」を生かしたものであり、
(ii)(iii)は砂川などの先行研究を着実に踏まえていこうとするものといえよう。こうした
観点から、複合したと見なされる形式の意味・文法的特質を様々に探り、個々の複合辞を、
その“複合辞らしさ”の違いで位置づけていこうとするのである。
以上の松木の研究は、永野によって「複合辞」のとらえ方を整理・改善し、いわば一桁レ
ベル・アップしたものであることは、疑いない。これによって、「複合辞」の認定基準が明
確化され、多様な「複合辞」も「複合辞性（複合辞らしさ）」の相違として然るべく位置づ
けられることになる。確かに、理念的にはそうであるはずなのだが、しかし、残念ながら実
際問題としては、まだまたそれには程遠い段階にとどまっているといわざるをえない。なぜ
なら、松木のいう認定基準や尺度がいろいろな点で抽象的なままであり、これを実際に適用
するにあたって、考えるべきこと・手さぐりのままであることがいくらも残されているから
である。
端的には、「構成要素の合計以上の独自の意味」とはどういうことなのか――どういう場
合は“合計”にすぎず、どういう場合は“合計”を超えたものなのか、はっきり対極的な事
例なら紛れまいが、微妙なところではなかなかきれいに割り切れないのである。（例えば、
「～スルうえに」の「うえに」は、「うえ」+「に」の個々の意味の合計を担うだけの単なる
連語なのか、それとも、それ以上の独自の意味を担う「複合辞」なのか、その判定は決して
自明のことではあるまい）。そもそも、微妙なところを切り分けるために“基準”が欲しい
のだから、そこをスッキリ割り切れなければ、未しということであろう。ただ、考えてみれ
ば、この点は、複合語として独自の概念を表わしているのか個々の意味の組み合わせを表示
しているだけなのかといった、単語の認定という基本問題ともつながるものであり（しかも、
自立語類と違って、指し示す内容が具体的でないだけいっそう厄介である）、本当は容易に
片づく問題でないようである。基本的な事柄にわたる考察の深化が要請されることかもしれ
ない。
あるいは、「複合辞性」を計る尺度（特に (ii) (iii) ）についても、具体的な個々の場
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合についての判断が難しい場合がある。殊に (ii) については、判断がかなり主観的になら
ざるを得ない場合もあろう。また、(iii) についても、具体的な次元に下ろしてみて、問題
になって様々な要件をそれぞれどう考えるかは、決して簡単ではない。例えば、文法範疇の
一つとして、ていねいな形をとるか否かということが考えられる。その点で、例えば、
(4)-a 相手がなにも知らないからといって、だましていいわけではない。
(4)-b *相手がなにも知らないからといいまして、だましていいわけではありません。
(5)-a このところ、土曜というと、雨ふるな。
(5)-b このところ、土曜といいますと、雨がふりますな。
のように、「といって」はていねいな形をとれないが、「というと」は一応ていねい形をとれ
る。つまり、前者は“ていねい-非ていねい”という文法範疇を失っているのである。しか
し、だからといって、「といって」の方が「というと」より「複合辞」らしいと言うのがよ
いのか、いささか気になるところである。むしろ、どちらも独自の関係構成的意味を担った
相応に「辞」的な形式であることにおいては、さほど異ならないようにさえ思える。“複合
辞らしさ”を計るのに本当に（あるいは、大いに）有効な特徴とそうでない特徴があるので
はないかということも、一度考えておく必要があるだろう。
松木（1990）で示されたとらえ方は、なおいわば青写真というべき部分も少なくないとい
うべきであろうか。それを具体的に肉づけしていくには、個別の言語事実一つ一つとの対話
において、更に考察を深めていく必要があると思われる。松木自身が、松木（1992a）など
で新たなとらえ方の手掛かりを模索する一方（注５）、近年は個別記述に力を注いでいるこ
とも、その意味では示唆的なものがあるといえよう。
（注５）松木は、「くせに」のような複合接続助詞がマイナス評価の述定を誘導するといった観
察を高く評価し、そうした特性をもつものがそうでないものよりも「複合辞性」が高いとす
るようである（そうした特性をもつのか否かといった点を、「機能度」という尺度でとらえ、
「機能度」が高いこと（＝そうした特性をはっきり持つこと）が“複合辞らしさ”が高いこ
とになると見ているらしい）。
しかし、誘導とか文末制約とかいった影響を与えるということは、要するに、当該の辞的
形式の持つ意味の反映であろう。とすれば、実際のところは、複合助詞のような辞的形式に
も、その特徴が文末制約の形で反映されるような意味を持つものもあれば、そうでないよう
な意味を持つものもあると、まずは考えておくのが穏当な見方だろう。そうした制約を持つ
ものの方が、持たないものよりも複合辞的な性格が強いといった見方は、必ずしも成り立た
ないと思われる。極端な例で言えば、「けれど」と「のに」は（もともとは複合によって生
まれたものであり）、ともに逆接の接続助詞とされるが、かなり性格が異なり、「のに」は、
反期待といったニュアンスがあることもあって、一般に命令の言い切りを導きにくい。しか
し、そうした制約（“導かない”という形での誘導）があるからといって、それ故「のに」
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の方が「けれど」より（複合？）辞的性格が強いと判断するのは、いかにも不自然であろう。
松木の上記のような見方にも、これと同様の不自然さがあるように思える。
２－６ 複合辞研究にとって、最近の最も注目すべき貢献といえるものは、砂川を代表とす
るグループ・ジャマシイ（1998）『日本語文型辞典』であろう。単語単位の従来の辞典類で
はとりあげにくかった、単語を超えるレベルの重要な表現パタンを「文型」としてリスト・
アップし、現代日本語の用例を作例で示すとともに、簡潔な解説を付したものである。単語
を超えるレベルの結びつきを取り上げるから、もちろん、「複合辞」とされるような多くの
表現形式が採られている（それにとどまるものではないが）。十年近い年月をかけて編まれ
た労作であり、基本文献として松木・森田（1989）とともに、最初に参照すべきものとなる
だろう。ただ、その価値を高く評価したうえで、この労作が「文型」という言語教育の分野
の単位設定によって編まれたことにより、等閑に付している問題がある――例えば、複合辞
か否かの認定をうるさく問うようなことは、さしあたり問題にならない――ことも、一応念
頭に置いておいてよい。
三． 総 括
３－１ 以上、かけ足で、「複合辞」の研究のこれまでをふり返ってみたが、既に（とりわ
け、松木（1990a）あたりで）明らかなように、結局、複合辞研究の根本問題は、どのよう
なものを「複合辞」としてとり上げていくのかの認定・正確な概念規定の問題である。永野
の提唱が受けいれられていったことでも知られるように、「複合辞」という呼び方で特立し
て論じたいと感じられる形式が、現代日本語において少なからず見出せることは事実である。
ただ、そうしたいわば直観的に認定される形式群に通有する特質をこれと規定することは、
容易ではない。なぜなら、それを試みようとすれば、問題は具体的には、「構成要素の意味
の単なる総和以上のものになるとはどういうことか」「実質的な意味が希薄になるとはどう
いうことか」「辞（関係構成的な形式）として働くとはどういうことか」といった基本的な
問いへと解体することになるし、「文法的な種々の機能を失うこと」といった重要な事実の
意味するところを改めて考え直すことが求められることにもなるからである。
けれども、事柄が基本的であるだけ、その考究は大切な事柄だともいえる。当面の困難を
いとわず、とにかく研究の道をつけたい――1996年度より、言語体系研究部第一研究室が
「複合辞の意味・用法の記述的研究」をテーマとした意図も、事実そういったところにあっ
た（なお、本書に一応の成果をまとめるにあたってのさしあたりの考え方・方針については、
凡例に記した）。
そして、個々の複合辞の意味・用法の個別記述は、相変わらず重要な課題である。松木・
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森田（1989）や砂川・他（1998）のような労作も出されたが、現状では具体例に基いた個別
記述の蓄積はまだまだ必要であり、また、深化もされなければならない。そのような現状を
念頭に置き、本書では、まだ稿本の段階というべきではあるが、新しい用例を集めることに
努め、また、個々について事柄によっては敢えて踏み込んで論じてみたところもある。それ
がまた、一つの問題提起の意味を持つなら幸いである。
３－２ 「複合辞」の研究には、以上のように理論面と記述面のいずれにおいても、取り組
むべき根本的な課題が横たわっている。そして、そうした課題への解答は、言語事実への省
察と理論化との往還の中に求められようかと思う。本書の研究は、そうした道程の一歩に寄
与することを意図したのである。
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藤田保幸（2000）『国語引用構文の研究』和泉書院
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２．資料について
２．１ 本書の用例資料
本書で主に用例を採り上げた資料を次に一覧する。主に１９７０年代以降の現代日本語
の資料（もっとも古いもので１９６６年刊）として穏当なものを採り上げるよう選定した。
なお、同様の考え方で、これ以外にも適宜多様な文献から用例を収集している。
詳説・随筆・新書・実用書等
阿刀田高「夜間飛行」 ＊
生田久美子「認知科学選書14「わざ」から知る」東京大学出版会 1987年
石川喬司「彗星伝説」 ＊
阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」筑摩書房 1988年
伊藤桂一「羊蹄甲の花の蔭」 ＊
井上ひさし「夏に花散る天坊一座」 ＊
ＮＨＫ出版編「覚えたい山野草のテクニック」日本放送出版協会 1995年
長田弘「ねこに未来はない」晶文社 1971年
亀井節夫「日本に象がいたころ」岩波新書 1967年
河合信和「ネアンデルタール人と現代人」文春新書 1999年
河合隼雄「とりかへばや、男と女」新潮文庫 1994年
川口松太郎「はだか修行」 ＊
岸田今日子「セニスィエンタの家」 ＊
栗本薫「イエロー・マジック・カーニバル」 ＊
黒岩重吾「海の蛍」 ＊
源氏鶏太「運がよかった」 ＊
柴門ふみ「恋愛論」ＰＨＰ研究所 1990年
柴門ふみ「恋愛論２応用編」ＰＨＰ研究所 1991年
さくらももこ「もものかんづめ」集英社 1991年
佐野洋「無事永眠」 ＊
澤野久雄「小さな林檎の実から」 ＊
篠田節子「絹の変容」集英社文庫 1993年
主婦の友生活シリーズ「なつかしい手作りおやつ」主婦の友 1993年
高橋三千綱「花言葉」集英社文庫 1994年
田中光二「泳ぐ男」 ＊
田中小実昌「不思議な娘」 ＊
田辺聖子「姥ごよみ」 ＊
築山桂「浪華の翔風」鳥影社 1998年
筒井康隆「日本古代ＳＦ考」 ＊
中村正軏「嘔吐の海」 ＊
２ 資料について
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中村雄二郎「術語集－気になることば－」岩波新書 1984年
夏樹静子「鼓笛隊」 ＊
ねじめ正一「高円寺純情商店街」新潮文庫 1992年
野坂昭如「沼袋ぬばたまの夜」 ＊
野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」岩波書店 1988年
村上陽一郎「科学者とは何か」新潮選書1994年
野本陽代「宇宙の果てにせまる」岩波新書 1998年
半村良「秋子の写真」 ＊
藤原審爾「風とまる」 ＊
三浦哲郎「お菊」 ＊
三浦哲郎「忍ぶ川」新潮文庫 1965年
水上勉「森」 ＊
三好京三「地摺りの歌 ＊」
向田邦子「鮒」 ＊
森村桂「天国にいちばん近い島」角川文庫 1966年
山口洋子「情夫（いろ） ＊」
養老孟司「ヒトの見方」ちくま文庫 1991年
吉行淳之介「踊り子」 ＊
＊を付けたものは、日本文芸家協会編「ザ・エンターテインメント１９８２」角川書
店 1982年所収の短編小説である。
新聞ＣＤ－ＲＯＭ
朝日新聞社「ＣＤ－ＨＩＡＳＫ’９４」紀伊国屋書店・日外アソシエーツ 1995年
白書
経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」大蔵省印刷局 1998年
中学校・高等学校教科書
大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」講談社 1974年
柴田雄次ほか「化学Ⅰ」大日本図書 1974年
石田寿老ほか「生物Ⅰ」清水書院 1975年
湊正雄ほか「地学Ⅰ」実教出版 1974年
中村元ほか「倫理・社会」東京書籍 1974年
辻清明ほか「政治経済 新訂版」自由書房 1974年
宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」山川出版 1974年
土井正興ほか「三省堂世界史」三省堂 1974年
青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」二宮書店 1974年
坪井忠二ほか「新理科１分野上」大日本図書 1980年
坪井忠二ほか「新理科１分野下」大日本図書 1980年
２ 資料について
－14－
２ 資料について
坪井忠二ほか「新理科２分野上」大日本図書 1980年
坪井忠二ほか「新理科２分野下」大日本図書 1980年
鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」東京書籍 1980年
鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」東京書籍 1980年
鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」東京書籍 1980年
シナリオ
大石静「アフリカの夜」ドラマ1999年5月号
大森寿美男「夜逃げ屋本舗」ドラマ1999年3月号
大森美香「美少女Ｈ 一七歳の記録」ドラマ1999年9月号
岡田惠和「彼女たちの時代」ドラマ1999年8月号
金子ありさ「美少女Ｈ２ 卒業旅行」ドラマ1999年9月号
北阪昌人「海の中の砂漠」ドラマ1999年4月号
君塚良一「グッドニュース」ドラマ1999年5月号
倉本聰「もう呼ぶな、海！」ドラマ1999年3月号
武田徳久「屋根裏のガラスの靴」ドラマ1999年6月号
武田百合子「コワイ童話 シンデレラ」ドラマ1999年4月号
寺田敏雄「２４時間だけの嘘」ドラマ1994年4月号
林宏司「愛してるってゆうてえな」ドラマ1999年6月号
坂東賢治「新・俺達の時代」ドラマ1999年8月号
坂東賢治「美少女Ｈ２ ソーダマシン」ドラマ1999年9月号
吉田紀子「卒業旅行」ドラマ1999年4月号
２ 資料について 
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２．２ 参考・基本先行文献でとりあげられた「複合辞」一覧 
 
 以下にあげる表は、複合辞に関する基本的な先行文献である森田・松木(1989)『日本語表現文型』
に見出し項目としてとりあげられたものを基本とし、それらが、国立国語研究所編［永野賢］(1951)
『現代語の助詞・助動詞』、グループ・ジャマシイ編(1998)『日本語文型辞典』に採録されている
かどうかを一覧した対照表である。なお、「備考１」欄には、本書での採録状況もあわせて表示し
た。 
 「複合辞」欄に取り上げたものは、上記森田・松木(1989)の見出し項目によったが、本書で若干
加えたものもある。すなわち、①他の二書（のいずれか）に採られており、複合辞として併せて取
り上げてよいと考えられたもの（「備考２」欄に「＊１」と記す）、②同義の形式の形の上でのヴ
ァリエーションというべきもの（「備考２」欄に「＊２」と記す）、③注記のような意味で関連し
て取り上げたもの（「備考２」欄に「＊３」と記し、末尾に注記する）である。しかし、基本的に
は、森田・松木(1989)の項目に基づいている。 
 配列は、「複合辞」欄の五十音順である。語形（及びその表示の仕方）は森田・松木(1989)に従
った。なお、同書で語形が同じで用法が異なるとされるものについては、その区別の手がかりとし
て「備考２」欄に同書を参考にして簡単な注を表示した。これらについては、それぞれの文献の間
で必ずしも用法の区分が一致していないものもあるため、厳密な対比にはならないが、森田・松木(1
989)に従って用法が確認できたものについては記号を付した。 
 記号の見方であるが、「○」は、見出しあるいは小見出しにその語形が確認できるもの、「△」
は、見出しには挙げられていないが、解説あるいは用例の中にその語形あるいは用法が確認できる
ものや参考として挙げられたもの、「－」は、採録されていないものである。 
 
「複合辞」 
日本語表現
文型 
現代語の助
詞・助動詞
日本語文型
辞典 
（備考１） 
本 書 
（備考２） 
あげく（に）     ○     －     ○    －  
あとで     －     －     ○    ○ ＊１ 
あとに     －     －     ○    ○ ＊１ 
以上（は）     ○     －     ○    －  
一方だ     ○     －     ○    ○  
うえ（で）     ○     －     ○    ○  
うえ（に）     ○     －     ○    ○  
うえは     ○     －     ○    ○  
得る     －     －     ○    ○ ＊１ 
お～ください     ○     －     ○    －  
お～願います     ○     －     ○    －  
おかげで     ○     －     ○    －  
かい     ○     ○     －    － 問いかけ 
かい     ○     ○     －    － 反駁 
がいい     ○     －     ○    △  
２ 資料について 
－16－ 
限りだ     ○     －     －    －  
かぎり（は）     ○     －     ○    － 順接・仮定 
かぎり（は）     ○     －     ○    － 順接・因果関係 
かというと     ○     －     ○    －  
かといえば     ○     －     ○    －  
（か）と思うと     ○     －     ○    ○ 同時性 
かと思うと     ○     －     ○    ○ 逆接・対比 
（か）と（思う）間もなく     ○     －     ○    －  
（か）と思えば     ○     －     ○    ○ 同時性 
かと思えば     ○     －     ○    ○ 逆接・対比 
（か）と思ったら     ○     －     ○    ○  
かとすれば     ○     －     －    －  
（か）とみると     ○     －     －    －  
（か）とみれば     ○     －     －    －  
かな     ○     ○     ○    － 詠嘆 
かな     ○     ○     ○    － 問いかけ 
がな     ○     ○     ○    － 詠嘆 
がな     ○     ○     ○    － 非難 
がな     ○     ○     ○    － 願望 
が早いか     ○     ○     ○    ○  
かもしれない     ○     ○     ○    ○  
かもわからない     ○     －     ○    △  
からいうと     ○     ○     ○    －  
からいえば     ○     ○     ○    －  
からいって     ○     ○     ○    －  
からして     ○     ○     ○    ○ 視点 
からして     ○     －     ○    ○ 起点 
からすると     ○     ○     ○    ○  
からすれば     ○     ○     ○    ○  
からといって     ○     ○     ○    －  
からには     ○     ○     ○    ○  
からは     ○     ○     ○    －  
からみたら     ○     ○     ○    －  
からみて     ○     ○     ○    －  
からみると     ○     ○     ○    －  
からみれば     ○     ○     ○    －  
かわり（に）     ○     －     ○    ○  
くせして     ○     －     ○    －  
くせに     ○     ○     ○    ○  
２ 資料について 
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ことか     ○     ○     ○    －  
ことがある     ○     ○     ○    ○  
ことができない     ○     －     －    △  
ことができる     ○     －     ○    ○  
ことだ     ○     －     ○    ○ 詠嘆 
ことだ     ○     －     ○    ○ 勧告 
ことだ（し）     ○     －     ○    －  
ことだろう     ○     －     ○    －  
ごとに     －     －     ○    ○ ＊１ 
ことにしている     ○     ○     ○    △  
ことにする     ○     ○     ○    ○  
ことになっている     ○     ○     ○    △  
ことになる     ○     －     ○    ○ 必然 
ことになる     ○     ○     ○    ○ 自然成立 
ことに（は）     ○     －     ○    － 強調 
ことには     ○     ○     ○    － 順接・仮定 
ことは     ○     －     ○    －  
ことはいけない     ○     －     －    －  
ことはない     ○     －     ○    △  
ことはならない     ○     －     ○    －  
こともならない     ○     －     －    －  
ざるを得ない     ○     －     ○    ○ 必然 
ざるを得ない     ○     －     ○    ○ 肯定的意向 
すえ（に）     ○     －     ○    －  
ずにいる     ○     ○     ○    －  
ずにおく     ○     －     ○    －  
ずにおる     ○     －     －    －  
ずにしまう     ○     －     －    －  
ずに（は）いられない     ○     －     ○    △  
ずに（は）おかない     ○     －     ○    －  
（する）ところ     ○     －     ○    －  
せいか     ○     －     ○    －  
そばから     ○     －     ○    ○  
だい     ○     ○     ○    － 詠嘆 
だい     ○     ○     ○    － 疑問 
だい     ○     ○     ○    － 反駁 
（たい）ものだ     ○     －     ○    －  
だけあって     ○     ○     －    ○  
だけに     ○     ○     ○    ○  
２ 資料について 
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だけのことはある     ○     ○     ○    －  
たっけ     ○     ○     ○    － 確認 
たっけ     ○     ○     ○    － 回想 
だっけ     ○     ○     ○    － 確認 
だっけ     ○     ○     ○    － 回想 
だって     ○     ○     ○    － 確認 
だって     ○     ○     ○    － 伝聞 
たっていい     ○     ○     －    ○  
たってかまわない     ○     －     －    －  
たって仕様がない     －     －     －    ○ ＊２ 
たところ     ○     －     ○    －  
たばかり     ○     ○     ○    ○  
ため（に）     ○     ○     ○    －  
たらいい     ○     ○     ○    ○  
たらいけない     －     －     －    ○ ＊２ 
たらだめ（だ）     ○     －     －    －  
たらどう     ○     ○     ○    －  
つつある     ○     ○     ○    ○  
って     －     ○     ○    △ ＊１ 
つもりだ     ○     －     ○    ○  
てあげる     ○     －     ○    －  
てある     ○     ○     ○    －  
ていく     ○     －     ○    －  
ていけない     ○     －     ○    －  
ていただきたい     ○     －     ○    －  
ていただく     ○     －     ○    －  
ていただけますか     ○     －     ○    －  
ていたところ     ○     －     ○    －  
ていらっしゃる     ○     △     －    －  
ている     ○     △     ○    －  
ているところ     ○     －     ○    －  
ておく     ○     －     ○    －  
ておる     ○     －     －    －  
てください     ○     －     ○    －  
てくださいますか     ○     －     ○    －  
てくださる     ○     －     ○    －  
てくる     ○     －     ○    －  
てくれ（ないか）     ○     －     ○    －  
てくれる     ○     －     ○    －  
２ 資料について 
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てさしあげる     ○     －     ○    －  
て仕方（が）ない     ○     －     ○    ○  
てしまう     ○     －     ○    －  
て仕様がない     ○     －     ○    ○  
てたまらない     ○     ○     ○    ○  
てちょうだい     ○     －     ○    －  
てならない     ○     －     ○    ○  
ては     ○     ○     ○    ○ 順接・仮定 
ては     ○     ○     ○    ○ 順接・確定 
ては     ○     －     ○    － 反復 
てはいけない     ○     －     ○    ○ 禁止 
てはいけない     ○     ○     －    ○ 当為の否定 
て（は）いられない     ○     －     ○    －  
てはだめ（だ）     ○     －     ○    △  
てはどう     ○     －     ○    －  
ではないか     ○     ○     ○    － 驚異 
ではないか     ○     ○     ○    － 問いかけ 
て（は）ならない     ○     ○     ○    △ 当為の否定 
てはならない     ○     ○     ○    △ 禁止 
てほしい     ○     ○     ○    － 願望 
てほしい     ○     ○     ○    － 要求 
て参る     ○     －     －    －  
てみせる     ○     －     ○    －  
てみたら     ○     －     ○    －  
てみると     ○     －     ○    －  
てみれば     ○     －     －    －  
ても     －     ○     ○    ○ ＊１ 
て（も）いい     ○     ○     ○    ○  
て（も）かまわない     ○     －     ○    △  
ても仕方がない     ○     －     ○    －  
ても仕様がない     ○     －     －    ○  
でもって     ○     －     －    － 状態 
でもって     ○     －     ○    ○ 手段・原因 
でもって     ○     －     －    － 境界 
てもらいたい     ○     －     －    －  
てもらう     ○     －     ○    －  
てもらえないか     ○     －     －    －  
てやる     ○     －     ○    －  
といい     ○     △     ○    ○  
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～といい…といい     ○     －     ○    ○  
という     ○     ○     ○    ○ 同格 
という     ○     －     ○    － 強調 
ということ     ○     －     ○    －  
という（ことだ）     ○     －     ○    △  
というと     ○     ○     ○    ○  
というのは     ○     ○     ○    － 定義 
というのは     ○     ○     ○    － 主題化 
というものだ     ○     －     ○    △  
といえども     ○     ○     ○    ○  
といえば     ○     ○     ○    ○  
といけない     －     －     ○    ○ ＊２ 
といった     ○     ○     ○    ○ 同格 
といった     ○     －     －    － 強調 
といったら     ○     －     －    － 主題化 
といったら     ○     －     －    － 感嘆 
（とい）ったらない     ○     －     ○    ○  
といって     ○     －     ○    ○  
といっても     ○     ○     ○    ○  
～といわず…といわず     ○     －     ○    ○  
ときたら     ○     －     ○    ○ 主題化 
ときたら     ○     －     －    － 非難 
とくると     ○     －     －    －  
ところ（が）     ○     ○     ○    ○ 継起 
ところが     ○     ○     －    － 逆接・仮定 
どころか     ○     ○     ○    ○ 添加 
どころか     ○     ○     ○    ○ 逆接・対比 
どころか     ○     ○     ○    ○ 添加 
ところだ     ○     －     ○    ○  
ところで     ○     ○     ○    ○ 逆接・仮定 
ところで     ○     ○     ○    ○ 逆接・確定 
どころではない     ○     ○     ○    ○  
ところの     ○     ○     ○    －  
ところを     ○     －     ○    ○  
としたら     ○     －     ○    ○ 順接・仮定 
としたら     ○     －     ○    ○ 順接・確定 
として     ○     ○     ○    ○ 資格 
として     ○     －     ○    △ 強調 
としては     ○     ○     ○    ○  
２ 資料について 
－21－ 
としても     ○     －     ○    ○ 主題化 
としても     ○     ○     ○    ○ 逆接・仮定 
としても     ○     ○     ○    ○ 逆接・確定 
とすると     ○     ○     ○    ○ 順接・仮定 
とすると     ○     ○     ○    ○ 順接・確定 
とすれば     ○     ○     ○    ○ 順接・仮定 
とすれば     ○     ○     ○    ○ 順接・確定 
とたん（に）     ○     －     ○    －  
と同時に     ○     －     ○    －  
となったら     －     －     ○    ○ ＊１ 
となっては     ○     －     ○    －  
となると     ○     ○     ○    ○  
となれば     ○     －     ○    ○  
との     ○     ○     ○    ○  
とのこと     ○     －     ○    －  
とのことだ     ○     －     ○    － 伝聞 
とは     ○     ○     ○    ○ 定義 
とは     ○     ○     ○    ○ 主題化 
とは     ○     ○     ○    － 感嘆 
とはいい条     ○     －     －    －  
とはいいながら     ○     －     ○    ○  
とはいうものの     ○     －     ○    ○  
とはいえ     ○     －     ○    ○  
と（は）いって（も）     ○     －     ○    △  
とは限らない     ○     －     ○    ○  
とばかり（に）     ○     －     ○    －  
とも限らない     △     －     ○    ○  
と（も）なく     ○     －     ○    －  
とやら     ○     ○     ○    － 不明確 
とやら     ○     ○     ○    － 伝聞 
ないか（い）     ○     ○     ○    －  
ないかな     ○     ○     ○    －  
ないではいられない     ○     －     ○    ○  
ないではおかない     ○     －     ○    －  
ながらに     ○     －     ○    －  
なくてはいけない     ○     －     ○    △  
なくてはだめ（だ）     ○     －     －    △  
なくてはならない     ○     △     ○    ○  
なければいけない     ○     －     ○    △  
２ 資料について 
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なければだめ（だ）     ○     －     ○    △  
なければならない     ○     ○     ○    ○  
ならでは     ○     －     ○    △  
なり（で）     ○     ○     ○    － 継起 
なり（で）     ○     ○     ○    － 並立 
なんか     －     ○     ○    △ ＊１ 
なんて     －     ○     ○    △ ＊１ 
にあたって     ○     －     ○    ○  
にあって     ○     －     ○    ○  
に至っては     ○     －     ○    ○  
に至る     ○     ○     ○    －  
に至ると     ○     －     －    －  
に至るまで     ○     －     ○    ○  
において     ○     ○     ○    ○  
に応じ（て）     －     －     ○    ○ ＊１ 
におかれましては     ○     △     ○    －  
における     －     ○     ○    △ ＊１ 
に限って     ○     －     －    ○  
に限らず     ○     －     －    ○ 非限定 
に限らず     ○     －     －    ○ 添加 
に限り     ○     －     ○    ○  
に限る     －     －     ○    ○ ＊１ 
にかけ（て）     ○     －     ○    ○ 終点 
にかけて（は・も）     ○     －     ○    ○ 対象 
にかけても     ○     －     ○    ○ 対象 
にかけると     ○     －     －    －  
に関して     ○     ○     ○    ○  
にきまっていた     ○     －     －    ○  
にきまっている     ○     －     ○    ○ 必然 
にきまっている     ○     －     ○    ○ 推量 
に比べて     －     －     ○    ○ ＊１ 
に際し（て）     ○     －     ○    ○  
に先立ち     －     －     ○    ○ ＊１ 
に先立って     －     －     ○    ○ ＊１ 
に従い     ○     －     ○    ○ 相関 
に従い     ○     －     ○    ○ 順接・因果関係 
に従って     ○     －     ○    ○ 相関 
に従って     ○     －     ○    ○ 順接・因果関係 
にしたって     ○     －     ○    △ 主題化 
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にしたって     ○     －     ○    △ 逆接・仮定 
にしたって     ○     －     ○    △ 逆接・確定 
にして     ○     －     ○    － 手段 
にして     ○     －     ○    － 時・場所 
にして     ○     －     ○    － 強調 
にしては     ○     ○     ○    － 主題化 
にしては     ○     ○     ○    － 逆接・確定 
にしてみては     ○     －     ○    －  
にしてみれば     ○     －     ○    －  
にしても     ○     ○     ○    ○ 主題化 
にしても     ○     －     ○    － 強調 
にしても     ○     ○     ○    ○ 逆接・仮定 
にしても     ○     ○     ○    ○ 逆接・確定 
～にしても…にしても     ○     －     ○    △  
にしろ     ○     －     －    △ 主題化 
にしろ     ○     －     ○    △ 逆接・仮定 
にしろ     ○     －     ○    △ 逆接・確定 
～にしろ…にしろ     ○     －     －    △  
に過ぎない     ○     ○     ○    ○  
にせよ     ○     ○     ○    △ 逆接・仮定 
にせよ     ○     ○     ○    △ 逆接・確定 
～にせよ…にせよ     ○     △     －    △  
に相違ない     ○     －     ○    △  
に対し（て）     ○     ○     ○    ○ 対象 
に対して     ○     －     ○    ○ 割合 
に足りない     ○     －     ○    ○  
に違いない     ○     ○     ○    ○  
について     ○     ○     ○    ○ 対象 
について     ○     －     ○    ○ 割合 
につき     ○     －     ○    △ 対象 
につき     ○     －     ○    △ 根拠 
につき     ○     －     ○    △ 割合 
～につけ…につけ     ○     －     ○    △  
につけ（て）     ○     －     ○    ○ 関連 
につけ（て）     ○     －     ○    ○ 状況 
につれ（て）     ○     －     ○    ○ 相関 
につれ（て）     ○     －     ○    ○ 順接・因果関係 
にとって     ○     ○     ○    ○  
にとどまらない     －     －     －    ○ ＊３〔注１〕 
２ 資料について 
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にとり     －     －     －    ○ ＊２ 
になると     ○     ○     ○    －  
には     ○     ○     ○    －  
には及ばない     ○     －     ○    ○  
にほかならない     ○     －     ○    ○  
に（も）かかわらず     ○     ○     ○    ○  
に（も）なく     ○     －     ○    －  
によったら     ○     －     △    －  
によって     ○     ○     ○    ○ 手段・根拠 
によって（は）     ○     －     ○    ○ 対応 
によらず     ○     －     ○    ○ 対応 
によらず     ○     －     ○    ○ 非限定 
により     ○     －     ○    ○ 手段・根拠 
により     ○     －     ○    ○ 対応 
によると     ○     ○     ○    ○ 手段・根拠 
によると     ○     －     ○    － 対応 
によれば     ○     －     ○    ○  
にわたって     ○     －     ○    ○  
にわたり     －     －     ○    ○ ＊２ 
ねばならぬ     ○     ○     ○    △  
のあまり（に）     ○     －     ○    －  
（の）折から     ○     －     ○    ○  
（の）折に     ○     －     ○    －  
のかぎり     ○     －     ○    －  
（の）くせして     ○     －     ○    －  
（の）くせに     ○     △     ○    △  
のこと（で）     ○     －     －    －  
のだ     ○     ○     ○    －  
のだろう     ○     △     ○    －  
のに対し（て）     ○     －     ○    ○  
のみならず     ○     ○     ○    ○  
ばいい     ○     △     ○    ○  
ばかりか     ○     ○     ○    － (副助詞用法) 
ばかりか     ○     ○     ○    － (接続助詞用法)
ばかりだ     －     ○     ○    ○ ＊１ 
ばかりに     ○     ○     ○    －  
ばこそ     ○     ○     ○    －  
はずがない     ○     －     ○    △  
はずだ     ○     －     ○    ○ 必然 
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はずだ     ○     －     ○    ○ 推定 
べからず     ○     ○     ○    －  
べきだ     ○     －     ○    ○  
べきで（は）ない     ○     －     △    △  
べくもない     ○     －     ○    －  
ほうがいい     ○     －     ○    ○  
ほか仕方がない     ○     －     －    ○  
ほかない     ○     －     －    ○  
まいとする     ○     －     ○    △  
まいに     ○     －     －    －  
までだ     ○     ○     ○    ○  
までのことだ     ○     ○     ○    ○  
までのこともない     △      ○    ○  
までも     ○     ○     ○    －  
までもない     ○     ○     ○    ○  
まま（で）     ○     －     ○    － 継起 
まま（で）     ○     －     ○    － 並立 
ものか     ○     ○     ○    － 否定 
ものか     ○     ○     ○    － 適当 
ものだ     ○     －     ○    ○ 詠嘆 
ものだ     ○     －     ○    ○ 本性・勧告 
ものだ     ○     －     ○    ○ 回想 
ものだから     ○     ○     ○    －  
もので     ○     ○     －    －  
もので（は）ない     ○     －     －    △ 否定形による当為
ものではない     ○     －     ○    △ 否定 
ものではない     ○     －     ○    △ 禁止 
ものなら     ○     ○     ○    ○  
ものの     ○     ○     ○    ○  
ものを     ○     －     －    － 順接・因果関係 
ものを     ○     ○     ○    ○ 逆接・確定 
ものを     ○     －     －    － 非難 
ものを     ○     －     －    － 理由・根拠 
や否や     ○     ○     ○    ○  
（よ）うか     ○     ○     ○    － 反語 
（よ）うか     ○     ○     ○    － 勧誘 
（よ）うが     ○     ○     ○    ○ 逆接・仮定 
（よ）うが     ○     ○     ○    － 確認 
（よ）うが     ○     ○     ○    － 後悔 
２ 資料について 
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～（よ）うが…まいが     ○     ○     ○    △  
～（よ）うが…（よ）うが     ○     ○     ○    △  
（よ）うことなら     ○     －     －    －  
（よ）うではないか     ○     ○     ○    －  
（よ）うと     ○     ○     ○    ○  
～（よ）うと…まいと     ○     ○     ○    △  
～（よ）うと…（よ）うと     ○     ○     ○    △  
（よ）うとする     ○     ○     ○    ○  
（よ）うとするところ     ○     －     △    －  
（よ）うに     ○     ○     ○    －  
ようにしている     ○     －     △    －  
ようにする     ○     －     ○    －  
ようになる     ○     －     ○    －  
（よ）うものなら     ○     ○     ○    ○  
より仕様がない     －     －     －    ○ ＊２ 
より（ほかに）仕方がない     ○     －     ○    ○  
（より）ほか（は）ない     ○     －     ○    ○ 手段の限定 
よりほか（は）ない     ○     －     ○    ○ 必然 
わけがない     ○     －     ○    ○  
わけだ     ○     －     ○    ○  
わけではない     ○     －     ○    △  
わけに（は）いかない     ○     －     ○    ○ 不可能 
わけにはいかない     ○     －     ○    ○ 当為の否定 
わりあいに     ○     －     －    －  
わりに     ○     －     ○    ○  
を介して     －     －     －    ○ ＊３〔注２〕 
を駆って     －     －     －    ○ ＊３〔注２〕 
を通じて     ○     －     ○    ○ 仲介 
を通じて     ○     －     ○    ○ 範囲 
を通して     ○     －     △    ○  
を問わず     ○     －     ○    ○  
をはじめ     ○     －     ○    ○  
をめぐって     ○     －     ○    ○  
をめぐり     ○     －     △    － 対象・関連 
をもって     ○     ○     ○    ○ 状態 
をもって     ○     ○     ○    ○ 手段 
をもって     ○     ○     △    ○ 境界 
をや     ○     －     －    －  
をよそに     ○     －     ○    ○  
２ 資料について 
－27－ 
んとする     ○     ○     －    －  
んばかり     ○     ○     ○    △ 強調 
んばかり     ○     ○     ○    △ アスペクト 
 
 注１ 「にとどまらない」・・・相応に固定化しており、「にすぎない」などとも対比される形式と 
    してここで取り上げてもよいと判断した。 
 注２ 「を介して」「を駆って」・・・相応に固定化しており、「～ヲ…」型の連用辞の一つとして 
    ここで取り上げてもよいと判断した。 
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Ⅰ．編集方針・項目選定について
本書における記述・研究にあたっては、次のような考え方で、項目選定を行った。
まず、松木・森田(1989)で複合辞として立項されているものを基本とし、そのうち更に
他のいずれかの用例集でもとりあげられている形式で、一つの複合形式として熟合度が高
く、また、一般性も高いと判断されるものを、さしあたりの研究対象としてリスト・アッ
プし、記述を開始した。１の「展開と問題点」にふれたとおり、複合辞の認定の問題は確
かに基本的な問題ではあるが、当面あえて細かく議論せず、従来直観的に選ばれてきたも
ののうち無理がないと感じられるものの範囲の中で記述を進めることで、そこから認定の
問題をも考え直そうという方針をとったものである。ただ、認定の点に関しては、残念な
がら、未だ研究の及ばないところが多く、考えるべきことを適宜ノート等で覚書的に記し
た部分もあるが、総括した形での見解をまとめることは、今後の課題としたい。本書は、
結局、理論的な考究の基礎となる各論的な記述に力を注いだ形でのいったんの結果報告で
ある。
記述を進めるうちに、一般性の高くないものについていくつか削除したほか、当初予定
していた項目のうち、終助詞的な複合辞については、今回はとり上げないこととした。談
話レベルのいろいろな問題がからんでくることで、他のものとはかなり異なる考察の観点
をとる必要もあり、今回は時間的にそこまでは難しいと判断されたからである。また、「の
だ」などもとり上げてしかるべきだが、さすがにかなり研究の蓄積があるものでもあり、
先行研究に委ねることとして省略した（ちなみに、「～シている」などの「て････」型の
補助動詞形式が複合辞としてとり上げられることもあるが、熟合度の点でとるべきもので
はないと判断し、一切とらなかった）。一方、当初採らなかったものでいくつか注目され
たものも追加した。以上のような経過で、本書のような項目でもって最終的にまとめるこ
とにした。
Ⅱ．複合辞の分類について
複合辞は、辞的形式であるから、まず、述語の部分に付加されて活用する「助動詞的複
合辞」と、基本的に活用しない「助詞的複合辞」に大別することができるだろう（もっと
も、「助詞的複合辞」のうち、格助詞に近いタイプの類には、その連体形式を活用的な語
形変化で派生するものもあるが、述語の部分に付加されるものでないという意味でそれら
を助動詞的と扱う必要はないと考えられる）。
このうち、「助詞的複合辞」については、従来、格助詞・副助詞・接続助詞といった学
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校文法の助詞分類に引き付けて整理されることが多かったが、ある形式を格助詞的複合辞、
別の形式を副助詞的複合辞と区別しきることに、無理の出てくる面もあるので、本書では、
ややゆるやかな整理として、
接続辞類：基本的に節（述語句を含む文的なまとまり）を受けて、複文前件を形成す
るもの。
連用辞類：基本的に名詞を受けて、述語にかかる成分を形成するもの。
連体辞類：名詞や節などを受けて、連体修飾句を形成するもの。
文末辞類：文末に付加されて、話し手のコミュニケーション上のさまざまな気持ちを
示すもの。
という四分類をとることにした。ただし、上にもふれたとおり、文末辞類（終助詞的な複
合辞）については、本書の記述から外した。更に、記述の整理の便宜上、「接続辞類」と
「連用辞類」については、形に即して以下のように小分けして配列した。
接続辞類１：～ト系 「～といっても」など
接続辞類２：～ウ系 「～（よ）うと」など
接続辞類３：形式名詞転成系 「～うえで」など
接続辞類４：その他
連用辞類１：～ニ系 「～について」など
連用辞類２：～ト系 「～として」など
連用辞類３：～ヲ系 「～をめぐって」など
連用辞類４：その他
なお、しばしば複合辞とされる形式のうち、厳密には複合辞とすべきでないが、使用度
も高く注意すべきもののいくつか（もっぱら、口頭語的なもの）は、参考として付記した。
また、「助動詞的複合辞」についても、同様に形に即して以下のように小分けして配列
した。
名詞複合系 「つもりだ」など
コト系 「ことがある」など
副助詞複合系 「ばかりだ」など
～ニ系 「にちがいない」など
～イイ／ワルイ系 「ほうがいい」など
その他
こうした小分けは、一応の整理のための見通しをつけるもので、特段の理論的基準によ
るものではない。
Ⅲ．項目の記述について
①見出し
３ 凡例
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「助詞的複合辞」（Ａ１～）と「助動詞的複合辞」（Ｂ１～）とに分けて挙げた。
数字は、それぞれの中での通し番号である。
②接続
前接する部分にどのような言葉がくるのか、形式・品詞的特徴についての情報を簡
略に示した（詳しい点については、文法の項で更に説明したものもある）。なお、い
ささか注記しておく。
(ⅰ) 用言等については、未然形・連用形・仮定形などのどの形を承けるか、また
スル形（つまり、終止－連体形）・シタ形を承けるかという点をまず、逐次記
した。その他のいろいろな形についても、記すべきかもしれないが、煩瑣にな
りすぎるので、特に問題となる場合を除き、シテイル形・シテイタ形について
併せて触れるにとどめた。接続する形が複雑な場合には、極力具体的な形を示
すようにした。
(ⅱ) 説明に際し、「用言」「動詞」などと記しているが、特に断らない限り、「用
言」「動詞」などは、「行く」「正しい」などのような単独の語に限らず、「行
かせる」「正しくない」などのような使役・受身の助動詞や否定の助動詞（及
び補助形容詞）などを伴った形をも指すものとしておく。
(ⅲ) 名詞という場合は、単独の名詞に限らず、「私の家」「色の白い花」のよう
な修飾語を伴った名詞句をいうものとしておく。なお、名詞節という場合、特
に断らなければ、「私が彼に会ったこと／の」のような「～コト」「～ノ」節
をいうものである。
③意味・用法
当該形式の担う意味あるいはその用法について、まとめて示した。その際、中核と
なるところをおさえて示すよう努めた。また、当該形式の担う意味として記述した方
が分かりやすい場合と当該形式の表現としての用いられ方として記述した方が分かり
やすい場合とがあるが、それぞれ便宜に従って記述した。用例の配列は、基本的に意
味・用法の記述と対応するようにして考えた。
④用例
１９７０年代以降の資料から、使用の実例を広く集めるとともに、実例が不足する
場合には、極力自然な実例に近い作例（その旨を注記）を用意して、掲げた。資料と
した主要文献は、２の「資料について」に記した通りである。また、作例については、
その自然さに問題がないかを、第三者の目でチェックして、信頼度のあるものとする
ようにした。作例のチェックには、余田弘実氏（西山短期大学専任講師・国語学（近
世語））の尽力を得た。ここに謝して、明記しておきたい。
⑤文法
当該形式の形態的なヴァリエーション（ていねい形がとれるかどうか、連体修飾の
－31－
３ 凡例
形が取れるか、連用中止の形が取れるか、意志・命令・疑問などの形がとれるか、等
々）についての情報、前後の共起関係に関わる文法情報など、文法面で注意すべき事
柄を記す。また、必要に応じて、接続の部分の補足も記す。
⑥ノート
上記の項目で記述出来ない事柄、もしくは、十分な記述が出来ない事柄について、
各論的に立ち入って述べた。とりわけ、類義表現との相違や用法の制限について、具
体的に記すよう心掛けた。参考文献としてあげた先行研究の知見を紹介する事柄もあ
るが、本書の見解として新たに提出する事柄もあるので、研究的に引用する場合は、
必ず参考文献の方も確認されたい。
⑦関連項目
当該形式と意味・用法等で関連する形式で、本書において立項されているものを、
参考として指示した。
⑧参考文献
直接この項の記述と関連する、あるいは、この項の記述のために参照した参考文献
を挙げた。巻末の参考文献リストへの参照を指示する形をとっているが、巻末のリス
トに上がっていないものは、ここに書誌情報も掲げた。
※付記
記述に際しては、ヴォイス（能動・受動・使役などの区別）・テンス（時制、すな
わち、過去・現在・未来の時の区別）・アスペクト（完了・進行などの区別）・ムー
ド（推量・断定など文表現に係わる話し手の主観的なとらえ方の表現や伝達に際する
主観的な気持ちの表現）など、ごく少しだけ専門用語を用いたが、一般の参考に供す
ることをも念頭に置いて、平易な一般的言葉づかいで書けるところは、極力そのよう
な表現をとった。同様の趣旨で一般的な学校文法の用語を用いることが多いが、一方
で学校文法で用いられない「～スル形」等といった用語を用いたところもある。不統
一なのは批判のあるところかとも思うが、項目によっては、学校文法による表示の仕
方あるいは学校文法によらない表示の仕方では、事柄を表すのがどうしても困難もし
くは煩瑣であり、やむなく便宜に従ったものである。
なお、誤解のないよう、いくつかの用語・記号について、簡単に注記しておく。
Ａ・Ｂ 用法のパタンを示す時に、当該形式の前後にくる言葉を一般化して、
Ａ、Ｂのように表示する。例えば、「ＡどころかＢ」のようにして、当
該の「どころか」の前後にくる言葉を一般化して表す。なお、「～」
「････」のような書き方にする場合もある。
Ｎ 用法のパタンを示す時に、名詞（体言）をこのように略記することが
ある。
前件・後件 複文の主節（言い切り節）の部分を後件、従属節の部分（とりわけ、
－32－
３ 凡例
接続助詞を除いた部分）を前件と呼ぶ。例えば「春になったとはいえ、
まだ寒い」の場合、「春になった」が前件、「まだ寒い」が後件にあた
る。
スル形・シタ形 用言の終止・連体が同形であるその形をスル形と呼ぶ。スルで
代表させるが、形容詞・形容動詞などの終止・連体同形の形もスル形で
ある。すなわち、「歩く」「正しい」「静かである」は、いずれもスル形
である（なお、「静かだ」という終止形に対しては、「静かな」という
連体形が考えられるので、この場合終止・連体同形とは言えないが、便
宜上「静かだ」も一応スル形としておく）。同様に用言が「タ」を伴う
形がシタ形で、「歩いた」「正しかった」「静かだった」はいずれもシタ
形である。また、「歩いている」「歩いていた」のような形をシテイル
形・シテイタ形と呼ぶ。
４．用 例 と 解 説
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項 目 一 覧
助詞的複合辞
接続辞類１：～ト系
Ａ１ ～といって・～といっても
Ａ２ ～とはいえ
Ａ３ ～としても
Ａ４ ～とすれば・～とすると・～としたら
Ａ５ ～というと・～といえば
Ａ６ ～となると・～となれば・～となったら
Ａ７ ～と（は）いうものの
Ａ８ ～と（は）いいながら
Ａ９ ～（か）と思うと・～（か）と思えば・～（か）と思ったら
接続辞類２：～ウ系
Ａ１０ ～（よ）うと・～（よ）うが
Ａ１１ ～（よ）うものなら
接続辞類３：形式名詞転成系
Ａ１２ ～うえで
Ａ１３ ～うえに
Ａ１４ ～うえは
Ａ１５ ～あとで
Ａ１６ ～あとに
Ａ１７ ～くせに
Ａ１８ ～そばから
Ａ１９ ～わりに
Ａ２０ ～ところを
Ａ２１ ～ところが
Ａ２２ ～ところで
Ａ２３ ～ごとに
Ａ２４ ～おりから
Ａ２５ ～かわりに
Ａ２６ ～ものの
Ａ２７ ～ものを
Ａ２８ ～ものなら
接続辞類４・その他
Ａ２９ ～ては
Ａ３０ ～ても
Ａ３１ ～やいなや・～がはやいか
４ 項目一覧
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Ａ３２ ～にもかかわらず
Ａ３３ ～のに対して
Ａ３４ ～にしても
Ａ３５ ～だけに・～だけあって
Ａ３６ ～からには
参考１ ～って
連用辞類１：～ニ系
Ａ３７ ～にあたって
Ａ３８ ～にあって
Ａ３９ ～において
Ａ４０ ～に限り・～に限って
Ａ４１ ～に限らず
Ａ４２ ～に応じて・～に応じ
Ａ４３ ～にかけても・～にかけて
Ａ４４ ～にかけては
Ａ４５ ～に比べて
Ａ４６ ～に関して
Ａ４７ ～に先立って・～に先立ち
Ａ４８ ～に際して・～に際し
Ａ４９ ～に至っては
Ａ５０ ～に至るまで
Ａ５１ ～に従って・～に従い
Ａ５２ ～に対して・～に対し
Ａ５３ ～について
Ａ５４ ～につけて・～につけ
Ａ５５ ～につれて・～につれ
Ａ５６ ～にとって・～にとり
Ａ５７ ～によって・～により
Ａ５８ ～にわたって・～にわたり
Ａ５９ ～にかけて・～にかけ
Ａ６０ ～によっては・～によらず
Ａ６１ ～によれば・～によると
連用辞類２：～ト系
Ａ６２ ～として
Ａ６３ ～としては・～としても
Ａ６４ ～といえども
Ａ６５ ～ときたら
Ａ６６ ～といい～といい
Ａ６７ ～といわず～といわず
連用辞類３：～ヲ系
４ 項目一覧
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４ 項目一覧
Ａ６８ ～を問わず
Ａ６９ ～をよそに
Ａ７０ ～をはじめ
Ａ７１ ～を通じて
Ａ７２ ～をとおして
Ａ７３ ～をめぐって
Ａ７４ ～をもって
Ａ７５ ～を介して
Ａ７６ ～を駆って
連用辞類４：その他
Ａ７７ ～からして・～からすれば・～からすると
Ａ７８ ～でもって
Ａ７９ ～どころか
Ａ８０ ～のみならず
Ａ８１ ～とは
参考２ ～なんて
参考３ ～なんか
参考４ ～ならでは
連体辞類・接尾辞類
Ａ８２ ～という・～との
Ａ８３ ～といった
助動詞的複合辞
名詞複合系
Ｂ１ ～ものだ
Ｂ２ ～はずだ
Ｂ３ ～つもりだ
Ｂ４ ～ところだ
Ｂ５ ～一方だ
Ｂ６ ～どころではない
Ｂ７ ～ほかない・～より（ほか）ない・～（ほか／より）仕方（が）ない
Ｂ８ ～わけだ
Ｂ９ ～わけがない
Ｂ１０ ～わけにはいかない
コト系
Ｂ１１ ～ことだ
Ｂ１２ ～ことがある
Ｂ１３ ～ことができる
Ｂ１４ ～ことになる
－38－
４ 項目一覧
Ｂ１５ ～ことにする
副助詞複合系
Ｂ１６ ～までだ・～までのことだ
Ｂ１７ ～までもない・～までのこともない
Ｂ１８ ～ばかりだ
～ニ系
Ｂ１９ ～に決まっている
Ｂ２０ ～に限る
Ｂ２１ ～にとどまらない
Ｂ２２ ～に足りない
Ｂ２３ ～にちがいない
Ｂ２４ ～にほかならない
Ｂ２５ ～に過ぎない
Ｂ２６ ～には及ばない
～イイ／ワルイ系
Ｂ２７ ～ほうがいい
Ｂ２８ ～たらいい・～といい・～ばいい
Ｂ２９ ～たらいけない・～といけない・～てはいけない
Ｂ３０ ～て（も）いい・～たっていい
その他
Ｂ３１ ～ても仕様がない・～たって仕様がない
Ｂ３２ ～ないではいられない
Ｂ３３ ～てならない・～て仕方ない・～てたまらない・～てしょうがない
Ｂ３４ ～といったらない
Ｂ３５ ～つつある
Ｂ３６ ～（よ）うとする
Ｂ３７ ～かもしれない
Ｂ３８ ～とは限らない・～とも限らない
Ｂ３９ ～得る
Ｂ４０ ～ざるを得ない
Ｂ４１ ～べきだ
Ｂ４２ ～なければならない・～なくてはならない
第 一 部 助 詞 的 複 合 辞
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接続辞類１・～ト系
◇Ａ１ ～といって・～といっても
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「Ａといって／といってもＢ」の形で、基本的に前件Ａの内容から推論される事柄を否
認する意味の後件Ｂを導く言い方で用いられる｡
用例
(1) 世の中が変わったといっても、そこからぬけ出ることは容易ではないことを示す典
型的な例を見ることができる。（太田次男「諷諭詩人白楽天」）
(2) 江戸の町は広いんだ。盲滅法走り廻ったからといって辻斬りに出くわすものでもな
かろう。（平岩弓枝「御宿かわせみ・迷子石」）
(3) 町屋ならば町奉行所の支配下だが、大名家はもとより、旗本、御家人の屋敷には、
盗賊らしい者が逃げ込んだからといって、いきなりふみ込むわけには行かない。（平岩弓
枝「御宿かわせみ・牡丹屋敷の人々」）
(4) もっとも郵便馬車が速いとは言っても、法律に規定によれば一番速いギャロップで
走ってはならず、それより遅いトロットで走ることになっていた。（本城靖久「馬車の文
化史」）
(5) そして、見知らぬ人々に、自分が誕生日だからといって祝福を強制してはいけない。
（柴門ふみ「恋愛論」)
(6) 「いや、そうは参りますまい。家を出たと申しても市太郎に落度があったわけでは
なし、長男は長男でござれば、〔略〕（平岩弓枝「御宿かわせみ・白い影法師」）
(7) 減税があるといっても、消費税を上げることが前提ならば効果はない。（朝日新聞
'94.2.4)
(8) ガンだといっても、早期発見だ。（作例）
(9) かまうもんか。柳屋が以前の主人だといっても、知らん顏をしておればよいさ。（作
例）
(10) 機械化が進んだといっても，坑内の労働はきびしい。（鵜飼信成ほか「新しい社
会［地理］」)
(11) しかし、太陽の三〇〇倍から四〇〇〇倍の明るさがあり、遠いところでも見える
といっても、星は星である。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(12) 一句ひねると言っても、俳句ではなく川柳である。（半村良「秋子の写真」)
(13) 「潜るといっても五十センチぐらいですが、サンゴがあって、きれいなお魚が泳
いでいて、それはきれいでした」（朝日新聞 '94.1.20)
(14) すぐに来て下さい｡まあ､すぐにといっても､ご無理のないぐらいで結構ですが…
…｡（作例）
(15) 同じ東洋の漆といっても、南北の暑い地域、たとえばビルマ、タイ、インドなど
の漆の木は日本の漆よりも木が大きく、〔略〕（松田権六「うるしの話」）
４ 第一部 助詞的複合辞
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(16) ニコチン酸といっても、たばこのニコチンと直接関係があるわけではありません。
（五十嵐脩「ビタミン」）
(17)「両国橋界隈と申しましても、神田側でござんすが、吉川町に茶碗屋のあったこと
はわかりました。〔略〕」（平岩弓枝「御宿かわせみ・雨月」）
(18) 原子の大きさといっても，原子がそれぞれ殻を持ったようなきまった形をしてい
るという意味ではない．（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(19) お答えといっても、感想のようなものですね。（柴門ふみ「恋愛論」)
文法
「～だ（から）といって（も）、……ない」といった、後件に否定が来るパターンで用
いられることがもっとも普通である。前件の「～だ」という内容から、なんらかの推論が
出てくることを見越して、それを「……ない」と否認するのが基本だからである。ただし、
後件には、前件からの推論を否認する事実や判断もしくは（そうした判断につながる）問
いが述べられるだけでなく、(5)のように、そうした判断に基づく命令・禁止や意志の表
現も現れる。
「といっても」は、例文(4)のように「とはいっても」と「は」の入る形も可能である。
また、「といって」「といっても」は、例文(6)(17)のように、「と申して（も）」「とおっ
しゃって（も）」「といいまして（も）」などの敬語の形がとれる。こうした点では、まだ
複合辞の核となる「いって」の部分に動詞的性格が残っているとも見られる。「といって
も」には、例文(15)～(19)のように名詞などの単語を受ける用法もある（(15)は「同じ東
洋の漆だといっても」と「だ」を補えるから、実質的には文相当である）。これらは、前
接する語が文字どおりに、あるいは、典型的に理解されたりすることを否認する内容の叙
述が以下に導かれる用法である。
ノート
１．例文(8)(9)のように「～だ（から）といって（も）」が、後件に否定的でない表現
を導く場合がある。これらは、基本的なパターンからの一種のヴァリエーションで、(8)
の場合、真の帰結「助からないわけではない」を導く別個の理由節であるべきものが後件
に入った形、(9)は、「恐れることはない」といった帰結から更に展開された内容が後件
に入ったものである。
２．「といっても」は、どちらかというと、「～だといっても」のような、用言の終止
形や名詞に付く場合が多いのに対し、「といって」は「～から」の形となじみがよい。と
いうことは、「といって」は、原因－結果の関係に殊更光を当てる言い方であり、どちら
かというと、そうした命題相互の論理関係を云々することに重点がある形式で、「といっ
ても」の方は、前件に一つの事柄を取り上げて後件の事柄と対比するといった言い方であ
って、どちらかというと論理よりも事実・出来事の対比に重点のある言い方かと見られる。
もっとも、実際の使用においては、両者は混交しており、その違いは必ずしも明確ではな
いようである。
関連項目
Ａ２「～とはいえ」
参考文献
藤田保幸（1987）（2000）
４ 第一部 助詞的複合辞
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４ 第一部 助詞的複合辞
◇Ａ２ ～とはいえ
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「ＡとはいえＢ」の形で、前件Ａ事実があることによっても、後件Ｂの事実は、無効に
ならずちゃんと存在する、という関係づけで前件と後件とを結ぶ。
用例
(1) 長年、番頭をつとめて来たとはいえ、もともとは先代の悴である。甲州屋を継ぐの
は不思議ではない。（平岩弓枝「御宿かわせみ・独楽と羽子板」）
(2) 湖岸は、干上がっているとはいえぬかるみ、おまけにまだ雪ものこり、融水はそこ
ら中を流れていた。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(3) 自分のミスではないとはいえ、気が重い。（朝日新聞 '94.3.5)
(4) だが，基本的人権の保障が民主政治にとって不可欠の前提条件であるとはいえ，他
人の人権や社会の利益を侵してまで，その尊重を求めることは認められない．（辻清明ほ
か「政治経済 新訂版」)
(5) 円高の影響が大きいとはいえ、さまざまな商品が輸入品の浸透と価格競争で値下が
りしているのに対し、輸入品では代替できない公共料金の割高感が目立つ結果となった。
（朝日新聞 '94.9.30)
(6) 現在の日本の中年は、世代として大きく三つに分けられます。第一は、昭和２０年
（１９４５年）の終戦時までに生まれた「戦中生まれ」です。〔略〕つまり戦中戦後の激
動期は両親の庇護のもとに過したとはいえ、終戦直後の焼け跡闇市の光景も食料難や大家
族の暮らしもうっすらと記憶し、高度経済成長の時代に若年社会人として参加した体験を
持つ人々です。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(7) しかし、いまの経済情勢は、「水準」がまだ低いとはいえ、「方向」としてはすで
に底を打ち、上向きに転じたと判断している。（朝日新聞 '94.7.27)
(8) 西部の山地は，大盆地をはじめ，いくつもの盆地や谷があるとはいえ，最大幅は１，
５００ｋｍ前後に達し，チベット一帯に次ぐ広大な山岳地帯をつくっている．（青野壽郎
ほか「高校新地理Ｂ」)
(9) 負けたとはいえ、サッカーを心から楽しんだ男たちの顔があった。（朝日新聞 '94.
7.24)
(10) 部分的とはいえ、野生生物保護を目的に、米国が輸入禁止による制裁措置を発動
したのは初めて。（朝日新聞 '94.4.13)
(11) 若さの盛りの十七歳とはいえ、一二五ｃｃのオフロード・バイクを駆っての日本
一周ツーリングは、とてつもない大仕事といえよう。（田中光二「泳ぐ男」)
(12) 現存の法隆寺は，再建されたものとはいえ，南北朝様式をとりいれた飛鳥建築の
様式をよく示している．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(13) しかし、いくら「享保の改革」の緊縮財政とはいえ、象一頭で幕府の土台がゆら
ぐとは思えないから、吉宗があきたか、幕府内で苦情でもでたのであろう。（亀井節夫「日
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本に象がいたころ」)
(14) 氷河時代とはいえ、そのころの日本には、今日では南の暖帯に行かなければ見ら
れないような動物相が見られ、そのころ、大阪付近にはワニもすみついていた。（亀井節
夫「日本に象がいたころ」)
(15) 川藤「そんな大切な子を、近所とはいえ、何故、剣矢にお預けになったんです？
言わば親代わりのあなたが」（黒武洋「オアシス」)
(16) 頼れる人がいなくて困ったなんて書いたら、彼はどんな気がするだろうか、今の
自分を守るためとはいえ、あの岡野氏の夢を破るのは耐えがたかった。（森村桂「天国に
いちばん近い島」)
(17) 架空の話とはいえ、この映画は停滞のめだつ地方の状況と、そこに生きる人々の
屈折した心理を巧みに描き出している。（朝日新聞 '94.2.21)
文法
後件には、平叙文の形が普通で、疑問・命令・意志などの言い方は、かなり不自然であ
る。敬語形としては、「とは申せ」のような形が考えられるが、現代語としては、使われ
なくなって来ている。その点では、「といって」「といっても」などより複合辞としての
熟合度が高いとも見られる。例文(10)のように、形容動詞の語幹に接続したり、例文(11)
～(17)のように、名詞に直接接続する例は、「部分的だとはいえ」のように間に「だ」を
補うことができるので、前件は実質的には文相当である。
ノート
「ＡとはいえＢ」という表現では、例文(2)のように前件Ａの事柄が後件Ｂの事柄を補
足説明するような関係になる場合と、例文(1)のように前件Ａの事柄と後件Ｂの事柄とが
別個の対立するものととれる関係の場合とがある。(1)のような場合は「といっても」と
置き換えることができるが、(2)のような場合、置き換えは不自然である。
関連項目
Ａ１「～といって・～といっても」
参考文献
藤田保幸（2000）
◇Ａ３ ～としても
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「ＡとしてもＢ」の形で、前件Ａのような事柄が成り立つ・あるといったん考えた場合
でも、それと対立する・相反する事柄として後件Ｂのようなことがあることを述べる。
用例
(1) けれども、私はたとえふたたび志願の機会にめぐまれたとしても、おそらくそれを
避けただろう。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
(2) もし神があたしの夢を盗み、天上のコンピュータグラフィクスで再現したとしても、
これほどそっくりにはできないだろう。（桜井亜美「エヴリシング」）
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(3) いくら俺達が知恵を絞ったとしても、おのずと限界があるからね。（涼風涼「サイ
バーストーカー」）
(4) 万一気付かれたとしても、逃げるのは容易い。（築山桂「浪速の翔風」）
(5) どのような仕方で自然から群を切り取ったとしても、そこに「ゴミ溜」が残るのは、
止むを得ず、あるいはむしろ自然なのである。（養老孟司「ヒトの見方」）
(6) 老人たちが黒い服を着ているのは、スペインの田舎の特徴だとしても、此の町には
老人しかいないのだろうか。（岸田今日子「セニスィエンタの家」)
(7) 推理作家が、殺人に手を貸すために、卜リックを考えてやった、というわけだから、
仮りに何とか刑事責任は逃れたとしても、道義的責任を追及され、作家生命は絶たれるの
ではないだろうか？（佐野洋「無事永眠」)
(8) また，経済的な問題が制度のうえで解決されたとしても，人間は親子の基本的な愛
情を無視してよいのであろうか．（中村元ほか「倫理・社会」)
(9) だから、カッコいいお気に入りのクラスメイトがいたとしても、前記のような症状
が現れていなければ、それはまだ恋とは呼べぬものでしょう。（柴門ふみ「恋愛論２ 応
用篇」)
(10) 日本のハイビジョン方式は、ごく近い将来の次世代テレビとしては最も優れてい
るとしても、欧米の推進しているデジタル方式の方が将来性があるという見方は急速に強
くなっている。（朝日新聞 '94.2.24)
(11) 八百四十戸、二千四百人の村人は、標高一八〇メートルから八〇〇メートルまで、
八十八の集落に分散して住む。山の管理にはいいとしても、日常生活の不便さはいうまで
もない。
(12)「点のような星が重なるのがむずかしいとしても、もっと大きな天体なら重なるか
もしれない」と考えたのが、カリフォルニア工科大学のフリッツ・ツビッキーたちである。
（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(13) その方向で議論をすることはできますが、かりにできるとしても何億年先になる
かわからないからです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(14) ところが電話をかけようとして十円玉がないとき、通りすがりの人に借りるとし
ても、返す約束をしなければ借りられないのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(15) そして、今つき合っている彼が退屈だとしても、それ以上の相手が日本に存在す
るかどうかということを謙虚に考えてみることが倦怠を解決する方法でもあるのです。（柴
門ふみ「恋愛論」)
(16) 核兵器禁止は早急に望めないとしても，核兵器実験は「死の灰」によって人類に
大きな被害を及ぼすので，まず核実験を停止しようとする要望は世界の世論となっている．
（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(17) 一朝一夕に改善は無理としても、できるだけ速やかに物価引き下げに努めるべき
である。（朝日新聞 '94.2.21)
(18) 容疑が事実としても協会の金が使われたことは絶対にない」と、こわばった表情
で話した。（朝日新聞 '94.12.8)
(19) 彼らがたとえ、あたしの理解できないメカニズムで生まれてきたのだとしても、
そんなことはどうでもいい。（桜井亜美「エヴリシング」）
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(20) 山火事は人間の手が加えられずに発生することがありますから、それが人為でな
く、大宇宙の神秘的な現象として信じられたとしても不思議はないでしょう。（阿部謹也
「自分のなかに歴史をよむ」)
(21) マンモス象は、シベリアやアラスカで、肉や皮や毛をつけたまま氷漬けで発見さ
れるものもあるから、その骨や歯から有機物が発見されたとしても驚くにはあたらないと
いう人もいよう。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
文法
「としても」に前接する自立語は、もっぱら用言であり、終止形をとる。テンス・アス
ペクトや肯定否定の表現については制限はないが、「だろう」「らしい」のようなムード
表現はとらない。後件には、疑問、命令や意志・希望の表現もとれる。例文(17)のように、
形容動詞の語幹に接続したり、例文(18)のように、名詞に直接接続する例は、いずれも
「だ」を補うことができるので、前件は実質的には文相当である。
ノート
１．「（よ）うと」と用法が近く、書き換えが可能なことも多いが、「（よ）うと」が、
基本的に前件が成り立っても、後件の成立がそれに左右されないという、後件の成立条件
を問題にする言い方なのに対して、「としても」は、まず前件の事柄がある・成り立つと
いうことを設定した上で、その場合にどうであるか、前件を前提とした事柄の関係を述べ
る言い方である。そこで、前件の事柄があることが前提となって初めて問題になるような
ことが後件に述べられるような場合は、書き換えは不可である。例えば、「もう一度そん
な機会に恵まれたとしても、辞退しただろう」と言えても、「もう一度そんな機会に恵ま
れようと、辞退しただろう」という言い方は不自然になる。
２．前件には、問題になる事柄が取り上げられるが、例文(19)～(21)のように、後件に
はその問題性を否定するような言い方がくるパタンもある。前件と最も根本的に相反対立
する事柄が述べられるわけである。
関連項目
Ａ１０「～（よ）うと」
◇Ａ４ ～とすれば・～とすると・～としたら
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「Ａとすれば／とすると／としたらＢ」の形で、前件Ａの内容をいったんそう考えられ
ると設定し、それに基づくと、後件Ｂのような帰結になるという論理関係を述べる。
用例
(1) もし勝てるとしたら、名人にこちらを若手だと思う油断があったときだ。（作例）
(2) 日本列島を人体とすれば、七割を占める森林は体内の水分に相当し、川は血管です。
（朝日新聞 '94.3.4)
(3) 一里が約４キロであるとすると、箱根八里は約三十余キロになる。（作例）
(4) すべての理論、仮説、議論は、実験や観察によって入手されたデータによって、裏
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付けられている、というのが、科学における前提である以上、データに信頼性が置けない
とすれば、科学の根底から崩れることになりかねない。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(5) 人口が増加しないとすれば、日本国民１人当たりの社会資本や住宅のストックは急
速に拡大することになります。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(6) マストドンがアメリカの化石の象を代表するとすれば、ステゴドンはアジアを代表
する化石の象である。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(7) 音が波なら光も波。波におこる現象だとすれば、ドップラー効果は光でも見られる
はずである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(8) また、中途で会社を変わる人が増えるとすれば、賃金と生産性の関係は、年功賃金
にみられるような長期的な対応ではなく、より短期的な対応が求められやすくなるだろう。
（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(9) もし、この結果が正しいとすると、ふつうの物質だけではすべての暗黒物質を説明
できないことになる。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(10) とくに，石炭にかわるエネルギー源や工業原料として重要な石油の消費量は大き
く増加し，このままその傾向がつづくとすると，近い将来には世界の石油資源は消費され
つくしてしまうと考えられている。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(11) 宇宙が膨張しているとすると、その過去はどうだったのか。（野本陽代「宇宙の
果てにせまる」)
(12) ――「無人島に何か一つだけ持っていけるとしたら、何を持っていきますか」と
いう質問があります。（朝日新聞 '94.11.24)
(13) 佐伯「この砂漠にひとりの男の絵を描くとしたら、その男はこっちに向かって来
るか、それとも去っていく後姿か、どっちだと思う？」（北阪昌人「海の中の砂漠」)
(14) この自然な暮しが将来なくなるとしたら、その写真は貴重かもしれない。（森村
桂「天国にいちばん近い島」)
(15) あゆみ「あのさ……シンデレラの話に続きがあるとしたら、どんな話だと思う？」
（武田百合子「コワイ童話 シンデレラ」)
(16) 夏服は今年着た三、四枚のを持って行けばいいが、船が片道二週間とすると、往
復まず一か月、向うで一か月…、これはレッキとした旅行だ。（森村桂「天国にいちばん
近い島」)
(17) 「前の三冊が総論としたら、今度のは各論。（朝日新聞 '94.4.24)
文法
前接する自立語は、もっぱら用言であり、終止形をとる。テンス・アスペクトや肯定否
定の表現については制限はないが、「だろう」「らしい」のようなムード表現はとらない。
後件には、疑問、命令や意志・希望の表現もとれる。例文(16)(17)のように、名詞に直接
接続する例は、いずれも「だ」を補うことができるので、前件は実質的には文相当である。
ノート
「なら」としばしば置き換え可能であるが、相手の意向・主張をふまえた「 なら」の
場合には、「とすれば」と置き換えることはできない。例えば、「そこまでおっしゃるな
ら、もう一度検討しましょう」とは言えるが、これを「そこまでおっしゃるとすれば、も
う一度検討しましょう」と言うと、不自然である。「とすれば」の方が、「なら」に比べ
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て、話し手がいったんそうだと設定している意味合いが表に出てくるからである。そのた
め、例文(3)のように、前提として定義的な事柄を述べる言い方では、「とすれば・とな
ると・としたら」の方が自然になる。
関連項目
Ａ３「～としても」
参考文献
蓮沼昭子（1985）
◇Ａ５ ～というと・～といえば
接続
１．文あるいは文相当の語句に付く。
２．単語（主に名詞句）に付く。
意味・用法
「Ａというと/といえばＢ」は、Ａの部分に文的なものを受けるか、語的なものを受け
るかといった観点からみて、次の３つの場合が考えられ、それに応じてそれぞれ機能・用
法を区別できる（便宜上、ここで一括して扱う）。
（１）もっぱら疑問文相当のものを受ける場合、文脈上(あるいは、通念的に)その場面
で問題となってくる疑問点を自覚的にとり上げ、以下にその説明を示そうとする、一種の
自問自答の言い方になる。
（２）述語相当のものを受ける場合、恒時条件とでもいうべき状況規定になる。
（３）もっぱら語相当のものを受ける場合、連想をひき出すキーワードをもち出すもの
となる。
用例
(1) 数学者だから、計算がたいへんうまいかというと、けっしてそうではありません。
(遠山啓「コンピューターの論理」)
(2) そのこと自体に間違いがあるわけではないが、では日本は、ヨーロッパやアメリカ
の辿った途をそのまま後から歩いてきたのかと言えば、そうではなかった。（村上陽一郎
「科学者とは何か」)
(3) それが嫌か、というと、私はじつは嫌ではない。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(4) ローマ人にとってこの競技がどのようなものであったかというと、基本的には神事
であり、皇帝が主催する国家的・宗教的な行事にほかならない。(本城靖久「馬車の文化
史」)
(5) なぜ日本のサル学が世界に冠たる学問になったかといえば、日本人はおサルを人間
だと思うわけですよ(大野晋(編)「対談・日本語を考える」)
(6) アッシリアにおいても舗装された道路はあったが、神殿に向かう道路に限られてい
た。その構造はというと、底に煉瓦を敷き、アスファルト・石炭・砂の混合物で固め、そ
の上に一メートル以上の長さの石板を敷き詰めるというものである。(本城靖久「馬車の
文化史」)
(7) なぜ修道院に興味をもったのかといいますと、私の中学生のときの体験についてお
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話ししなければならないでしょう。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(8) 平安時代、貴族の仕事はといえばせっせと恋文を書き、夜ばいすることでした。（柴
門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(9) しかし、届いた年賀状の方はというと、私と夫が連記されている場合は、百パーセ
ント夫の名が先だ。（朝日新聞 '94.1.10)
(10) ＯＡ機器に強いといえば、事務の部局ではひっぱりだこだ。（作例）
(11) 殿の御前だというと、小姓たちはひとみを据え息を凝らして微動さえおろそかに
はしなかった。(菊池寛「忠直卿行状記」)
(12) なんで〆切というとこう邪魔が入るのか、我ながらよくわからない。（栗本薫「イ
エロー・マジック・カーニバル」)
(13) 「年をとるというと、しぼんで小さくなるという印象で見られがちですが、実際
は体の中に豊かな『時と光と生命の宇宙』を作り上げてゆくことだと感じます」と小野さ
んは言う（朝日新聞 '94.9.12)
(14) このごろは、日曜というと雨が降る。(日本国語大辞典)
(15) 北欧といえばバイキング。（朝日新聞 '94.2.19)
(16) ジャングルとか密林というと、木が隙間のないぐらいにあるように感じるが、丈
の高い木は枝や葉はよく茂っているけれども、森の中には広々とした空間がひろがり草地
ができていて、けものたちの一種のたまり場になっている。（亀井節夫「日本に象がいた
ころ」)
(17) ハイゼンベルク博士といえば、くやしい思い出がある。（朝日新聞 '94.5.1)
(18) 不思議といえば岡野氏が、私をこの処女航海船に招待してくれたことこそ不思議
なのだ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(19) 浮世絵風景画といえば、だれでも北斎と広重の二人を思い出す。(井上靖「広重の
世界」)
(20) ノーベル賞というと、白川博士は近頃どうしているのだろう。
(21) ハーレムといえば、観光案内書等には“なるべく行かない方が良い場所。特に夜
は絶対行ってはいけない。また女の人は昼でも行かない方が良い”とされている場所であ
る。（さくらももこ「もものかんづめ」)
文法
（１）の用法の場合、後件は全権の疑問に対する説明・答え・感想に当たる叙述が来る。
従って、命令・意志などの言い方は、現れない。（２）の用法の場合も、「～というと/と
いえば」で示される条件下で、恒常的に起こる事実が述べられ、やはり、命令・意志など
の言い方は、現れない。（３）の用法では、連想の飛躍の応じて、比較的文末の言い方は
自由である。
ノート
１．例文(14)は一見単語を受けているように見えるが、「日曜だというと」と「だ」を
補えるから、述語相当のものを承けた例といえる。
２．「というと」と「といえば」は、あえて言えば、例文(15)のように「ＡといえばＢ」
といった連想関係そのものをそのまま述べるような場合は「といえば」が自然だという印
象がある程度で、全般にその用法はほとんど重なっていると考えられる。
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参考文献
藤田保幸(1987)(2000)
◇Ａ６ ～となると・～となれば
接続
１．文あるいは文相当の語句に付く。
２．名詞句に付く。
意味・用法
複文を構成する接続辞としての用法と、主体を提示する連用辞としての用法があるが、
前者を基本と考え、便宜上ここで一括して扱う。
１．「Ａとなると／となればＢ」と、複文を構成して用いられ、（１）「Ａという事態に
なった場合にはＢ」、（２）「Ａという事柄が成り立つことになると考えるとＢ」といった
関係を示す。
２．「Ａとなると／となればＢ」と、主題を示して用いられ、Ａと段階的に対比される
項目を想定しながら「話がＡというものの段階になった場合にはＢ」といったニュアンス
を表すものとして用いられる。
用例
(1) それにしても飲めないとなるとお茶というものはまことに恋しいもの。（森村桂「天
国にいちばん近い島」)
(2) 私だけではなく、姉まで治ったとなると、もう紛れではない。（さくらももこ「も
ものかんづめ」)
(3) 象は一頭でもその巨体のために大へんにかさばるものであるが、それらが大集団を
つくるとなると壮観である。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(4) ただ、さすがにいくらコンピュータでも、記憶している情報を全部順番に調べると
なると、やはりかなり時間がかかるのです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(5) 紙問屋で一人前になるには十年以上かかるし、まして独立するとなれば資本も必要
だ。（半村良「秋子の写真」)
(6) 米国では一緒に住む家がない、世話する人がいないとなればホームに入るのは当然
と考える人が多いという。（朝日新聞 '94.10.8)
(7) 将来、人間が宇宙で生活するとなると人工重力が必要になると思うんですが、最低
どれくらいの重力が必要なのかという問題の参考になります。（朝日新聞 '94.12.29）
(8) 「もしアメリカが、人類を容赦なく破滅させるこの新兵器の最初の使用国家となっ
たら、世界の世論の支持を失うことになるでしょう。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(9) 各勢力が入り乱れ、国連決議の違反合戦のような状況となったらどう対応するのか。
（朝日新聞 '94.11.17)
(10) 併給停止となって、仮に片方だけの収入となったら、この税金などを支払うと、
いったい生活費にはいくら残ることになるだろう。（朝日新聞 '94.3.29)
(11) たとえば同好会のような組織であれば、事務局だけで十分である。だが、町内自
治会となればどうか。やはり政治的な機構がなければ運営が難しかろう。国家となれば、
- 51 -
４ 第一部 助詞的複合辞
言うまでもない。（朝日新聞 '94.7.26)
(12)マザコン娘においてこうである。ましてや、マザコン息子となれば、いわんやをや、
である。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(13) ヘールはつづけて個人からの寄付によって口径二・五メートルの反射望遠鏡の製
作に着手、一九二〇年に完成させている。これだけでは満足せず、ヘールはさらに口径五
メートルの望遠鏡の製作を思い立つ。しかし、五メートルとなるとかかる費用もけたちが
いである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(14) バレンタインならば、そこに、友情以上の好意があることが暗黙の了解なのだが、
クリスマス・プレゼントとなると、よくわからない。（柴門ふみ「恋愛論」)
文法
後件には、前件のことが成り立つとした場合にどうなるかという事実についての叙述・
判断及びその事実をめぐる問いがくることが普通で、命令・意志などの言い方は出て来に
くい。
ノート
「となると」は、基本的に「ある事態が前提として考えられることになった場合」とい
うことを表す言い方である。考えられる事柄は、個別的な事柄の場合もあれば、一般論的
な事柄のこともあり、また、仮定的に想定されるものであることもある。
参考文献
江田すみれ（1991）
◇Ａ７ ～と（は）いうものの
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「Ａと（は）いうもののＢ」の形で、前件Ａの事柄の成立・存在を話し手として一応認
めたうえで、それにもかかわらず後件Ｂのようなことがあるという関係を述べる。
用例
(1) 勝ったとはいうものの、苦しい勝利だった。（作例）
(2) 肉類や鶏卵は国内で生産されるとはいうものの，その飼料の大部分は輸入している。
（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(3) そう思って見ていると、ヒトの腸腰筋も少し小さめとはいうものの、軟らかく、旨
そうな筋である。（養老孟司「ヒトの見方」）
(4) いささか部厚くなったとはいうものの、僅か一冊の書物の中に、彼等は世界の初ま
りから終末までを閉じ込めてしまったのである。（養老孟司「ヒトの見方」）
(5) こうして円の対ドル価値は、二昔前に比べて、名目で四倍近くになったというもの
の、物の購買力というその実質価値からみて、この間に果たしてどれだけ変化があったと
いえるであろうか。（朝日新聞 '94.7.18)
(6) 〔気象予報士は〕小学生でも資格は取れるというものの、実際にテレビなどで予報
を出すのは難しそうだ。（朝日新聞 '94.1.7)
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(7) 暑さ寒さも彼岸まで、とはいうものの、ゆきつもどりつして進むのが日本の春の特
徴である。（朝日新聞 '94.3.18)
(8) だが、その大半は就職説明会とは言うものの実は単なるポーズでしかなく、幅広く
学生を採用しようとの意思がみられないものばかりだった。（朝日新聞 '94.2.28)
文法
前接する自立語のテンス・アスペクトや肯定否定の表現、ムード表現については制限は
ないが、後件には、命令の表現はとれない。また、意志の表現をとることもかなり不自然
である。
ノート
１．単なる「ものの」と違い、「と（は）いうものの」は、話し手がその事実を一応認
めているということを明示した言い方で、話し手が表面に出た表現ということができる。
従って、事実関係を客観的に報告する場合は、使いにくいことがある。例えば、「以前、
調べてみたものの、分からなかった」とは言えても、「以前、調べてみたとはいうものの、
分からなかった」というのは不自然である。
２．「とはいえ」と置き換えられる場合が多いが、前接する自立語にムードの形が出て
来ている場合は、置き換えにくい。例えば「なんとかなるだろうとはいうものの、冷や汗
ものだ」のような場合、「とはいえ」と置き換えた「なんとかなるだろうとはいえ、冷や
汗ものだ」のような言い方はかなり不自然である。
３．「この合宿は、研修とはいうものの、実際は慰安旅行だ」のような言い方で、公称
と実態のずれをいう言い方があるが、このような場合は、「いう」にまだ動詞性が残って
おり、「研修と一応いうものの」のように修飾語を付加することができるし、「～とはい
っているものの」のような同義の形のヴァリエーションもあり得る。このような例では、
「というものに」は、まだ複合辞として十分固定化したものとは見ないほうがよさそうで
ある。
関連項目
Ａ２「～とはいえ」，Ａ２６「～ものの」
参考文献
佐竹久仁子（1984）
◇Ａ８ ～と（は）いいながら
接続
文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「Ａと（は）いいながらＢ」の形で、前件Ａのようなことが認識あるいは主張されるの
に、同時にまた対立・矛盾する後件Ｂのようなことがあるという関係を述べる。
用例
(1) この件については、法規上の問題はないとはいいながら、なお、気に掛かることも
一二ある。（作例）
(2) 財布のひもは固いといいながらも、行楽シーズンにはグリーン車の利用率が上がる
- 53 -
４ 第一部 助詞的複合辞
というご時世。（朝日新聞 '94.9.17)
(3) バイオテクノロジーが生物を活用するといいながら、どこかおかしいところがある
と見られたのは、それが進歩の概念の中だけで使われてきたからなのだ。（朝日新聞 '94.
6.26)
(4) 国際理解と言いながら、アメリカ理解にしかなっていないのも気になる。（朝日新
聞 '94.3.7)
(5) 経済大国といいながら物価が異常に高く、生活水準が低い日本の「ゆがみ」を再認
識しています。（朝日新聞 '94.7.28)
(6) 安全運転とは言いながら、きわどいプレーも目立った。（朝日新聞 '94.5.23)
文法
前接する自立語のテンス・アスペクトや肯定否定の表現には制限はないが、「だろう」
のようなムード表現は、かなり不自然である。また、後件は、意志・命令・疑問の表現を
とりにくい。
ノート
前件と後件は、基本的に一つの事柄・対象について同時に対立・矛盾して存在する二つ
の事項を述べるものである。「と（は）いうももの」と置き換えられることも多いが、「一
つのことについて」と言いにくいような場合は、置き換えは不自然である。例えば、「よ
うやく車が来たとはいうものの、まだ出発できるわけではない」のような文を「ようやく
車が来たとはいいながら、まだ出発できるわけではない」とすると、明らかに不自然であ
る。
関連項目
Ａ７「～と（は）いうものの」
参考文献
丹羽哲也（1998）
◇Ａ９ ～（か）と思うと・～（か）と思えば・～（か）と思
ったら
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）を承ける。また、名詞（ある
いは、Ｎダなど名詞述語）を承ける。「か」を介することも介さないこともあるが、詳し
くは文法の項を参照。
意味・用法
「Ａ（か）と思うと／（か）と思えば／（か）と思ったらＢ」の形で、（１）前件Ａの
出来事の成立に引き続いて、多くはほぼ同時的に、後件Ｂの出来事が成立するという関係
を述べる。（２）前件Ａの事柄がある一方で、それとは対立するような後件Ｂの事柄があ
ることを述べる。ただし、「（か）と思ったら」には、この用法はない。（３）前件Ａのよ
うに予想・期待されたのに対し、実際は後件Ｂのとおり、それとは反する事柄が成り立つ
ことを述べる。
用例
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(1) 和博のやつ、出掛けたかと思えば、もう戻ってきた。（作例）
(2) 何の芸もない男が、突然「セミになります」と絶叫したかと思うと、次の瞬間には
木に飛びついて「ミーンミーン」と鳴き始めた。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(3) その声がだんだんちかづいてき、しだいにはっきりとしてきたとおもうと、ようや
く目のさめたぼくのまえに、死んだジジをこわごわ抱きしめて、しゃくりあげながら、ぼ
くの奥さんが呆然として立っていました。（長田弘「ねこに未来はない」)
(4) 銀色の物体は、地上に停止したかと思うと、やがてゆっくりハッチが開き、中から
見慣れない生物が姿を現わした。（作例）
(5) 〔地震の〕発生時、店の近くで電話していた会社員（三二）は「近くのビルのガラ
スが割れて降ってきたと思うと、ガラガラ、ガシャガシャという大きな音がして、パチン
コ店がぐしゃりと崩れた」と話した。（朝日新聞 '94.12.29朝 ）
(6) 深美「（苦笑）お姉ちゃんは、いいよねえ、啓介さんみたいないい人、見付けてさ、
大学卒業したと思ったら、さっさと結婚しちゃって」（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(7) ピアノの音がやんだと思ったら、真弓が立っていた。（向田邦子「鮒」)
(8) 降りていって絵までかいて説明するが、その絵がなんのことか解ってもらえない、
やっと通じたと思ったら、こんどは向うのいう意味が解らない。（森村桂「天国にいちば
ん近い島」)
(9) 政治改革のやまを越えたと思ったら、こんどは所得税減税の財源問題。（朝日新聞
'94.2.3)
(10) こちらの岸近くで、小舟で釣りをしている人があるかと思うと、向うの岸では汀
を水牛を連れて歩いている人がいる。（伊藤桂一「羊蹄甲の花の蔭」)
(11) もっと巡回を、という声を聞くかと思うと、交番はいつも留守だ、という文句も
くる。（朝日新聞 '94.7.7)
(12) ピアノに向かってノクターンを弾いたと思えば、立ち上がってバッハの平均律を
論じる。（朝日新聞 '94.7.17)
(13) そして授業中、せっせと手紙を書き回しているかと思えば、バイト疲れで昼寝。
（朝日新聞 '94.3.14)
(14) 屹立する大断崖の裾をたどるかと思えば、桃の花の咲く山蔭から滝の落ちている
景がみえたりする。（伊藤桂一「羊蹄甲の花の蔭」)
(15) １４０キロ台の直球を投じたかと思えば、スローカーブが来る。（朝日新聞 '94.
10.26)
(16) 何せ「渡る世間に鬼はない」と言うかと思えば「人を見たら泥棒と思え」だ。（朝
日新聞 '94.5.29)
(17) 息子は出かけたのかと思うと、いるのです。（朝日新聞 '94.8.24)
(18) 初めはサスペンスかと思うと不倫のにおいがあったり、核家族、夫婦の愛情のあ
り方も出てくる。（朝日新聞 '94.2.25)
(19) 二歳過ぎたら少しは落ち着くかと思えば、ますます親の目を盗んで（としか思え
ない）悪さに磨きがかかる。（朝日新聞 '94.3.2)
(20) 黄色と青の格子模様かと思えば、真っ赤に変わったり、まさにめくるめくような
イメージが、直接、前頭葉あたりに飛び込んでくる感じだ。（朝日新聞 '94.4.4)
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(21) もっと苦労するかと思ったら、意外と簡単に火がついた。（朝日新聞 '94.6.5)
(22) 商品情報とうたっているから商品知識を教えてくれるのかと思ったら、最後に「お
求めは今すぐここへ」と電話番号が出たりする。（朝日）
(23) 同窓生からの電話かと思ったら、不動産の売り込みだ。（朝日新聞 '94.12.23)
(24) スケボーのようにティーンの遊びかと思ったら、意外におじさんでも楽しめそう。
（朝日新聞 '94.7.17)
文法
前接する自立語は、動詞が多い。スル形・シタ形をとる場合が多いが、アスペクト形式
のシテイル形や否定の形もとれる。（１）の意味では、前接語は動作・変化の意味の語が
くる。（３）の意味では、前件は必ず「かと思うと／かと思えば」のように「か」を伴う
形をとる。基本的には、事柄の継起や共存、期待に反する事実などの関係を述べる言い方
であり、後件には、意志や命令疑問の表現はとれない。
ノート
１．（１）の意味では、後件が前件に対して同時的・直後的に読まれる例が普通だが、
(4)のように前件と後件の間隔があく例も考えられ、基本的には前件のように把握される
（「思う」）事態と、後件のように把握される事態とが引き続いて起こることを述べるも
のといえる。そして、事態の把握・認識が瞬時のもので、それが引き続くと解されるとこ
ろから、前件に継起する後件が同時的・直後的に読まれやすくなるものと思われる。
２．（３）の用法は、「（か）と思うと」「（か）と思えば」よりも、「（か）と思ったら」
の方が一般的である。
参考文献
馬場俊臣（1997）
接続辞類２・～ウ系
◇Ａ１０ ～（よ）うと・～（よ）うが
接続
動詞の未然形に付く（サ変動詞については、「～シ」の形に付く）。
意味・用法
「Ａ（よ）うと／（よ）うがＢ」の形で複文を形成して、仮に前件Ａのような事柄があ
っても、（１）それには拘束されないということを述べる後件Ｂを導く。（２）また、前
件Ａに拘束されることなく、後件Ｂのようなことがあることになるという関係を述べる。
用例
(1) そう思った瞬間、彼が新しい恋人となにをしようが知ったこっちゃない心境に達せ
られます。（柴門ふみ「恋愛論」)
(2) 「君がどんな夢を見ようが勝手だ。」（源氏鶏太「運がよかった」)
(3) 資本主義社会ですから、どこにマンションを建てようが勝手だという考えもあると
思いますが、自然は簡単には元に戻らないのです。（朝日新聞 '94.4.29)
(4) 御禁制の品であろうと民を魅了する水煙草であろうとかまわぬ。（築山桂「浪速の
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翔風」）
(5) たとえばチェスや将棋なら、不正な手段を使わずに規則にしたがって勝てばよいの
で、思考の内容は同じであろうと違っていようと問題になりません。（野崎昭弘「人工知
能はどこまで進むか」)
(6) 私は読みつづける。通じようと通じまいとかまいはしない。何いってるか自分でも
わからないが、ワタナベ氏は訳してくれる。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(7) 「たとえこの命を失おうと、一度も生きたことがないよりましだわ････」（桐生操
「本当は恐ろしいグリム童話」）
(8) 阿片にさえ手をださなければ、どれだけ大がかりな抜け荷をたくらもうと、＜別流
＞には青山下野守と敵対する気はなかった。（築山桂「浪速の翔風」）
(9) たかだか煙草一本であろうと、それがただならぬ気配や予感を発散させて日常を変
質させていくことがある。（春日武彦「ストーカー」）
(10) いつの船で帰ろうと、君の自由だ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(11) 妻子に嫌われようと、外で好きな仕事だけやってる方がずっとラクだから、そっ
ちを選びたいという男性も、どうぞ御自由に。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(12) 善治「いくら金を積もうが……この旅館は渡さんぞ」（寺田敏雄「24時間だけの
嘘」)
(13) 夏海が土下座をしようが、いまさら許すつもりなどなかった。（涼風涼「サイバ
ーストーカー」）
(14) アメリカでも黙秘権は認められていますが、いったん口を開けば、被疑者であろ
うと被告人であろうと、うそをつけば偽証罪になる。（朝日新聞 '94.5.18)
(15) 噂がほんとうであろうとなかろうと、何かがあったことはもはや確実だったので
す。（長田弘「ねこに未来はない」)
(16) 塚田の家で暮らそうがどこで暮らそうが、あたしはもう長崎にはいたくなかった。
（内田春菊「ファーザーファッカー」）
(17) 女は、自分が気に入りさえすれば、相手の男に恋人がいようが妻があろうが、突
進する。（柴門ふみ「恋愛論」)
(18) ここでは、物理学であろうが、植物学であろうが、専攻の領域は問われなかった。
（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(19) 紙だろうが電子メディアだろうが、文字ジャーナリズムの重要性は変わらない。
（朝日新聞 '94.10.18)
(20) それは「発展的」と名づけようが名づけまいが、要するに党解体を覚悟している
ことでもある。（朝日新聞 '94.1.11)
(21) 「売れていようが、いまいが、ファンは特別扱いしないから楽です。（朝日新聞
'94.9.8)
(22) だが、おまえが信じようと信じまいと、とにかく俺は、おまえにいっておこうと
思ったことをいったまでだ。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
文法
例文(14)～(19)のように、前件は「Ａシ（よ）うと、Ｂシ（よ）うと」「Ａシ（よ）う
が、Ｂシ（よ）うが」のように重ねて用いることができる。後件には、意志・希望や命令、
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疑問のムード表現がとれる。例文(20)～(22)のように、「Ａシ（よ）うと、Ａシまいと」
「Ａシ（よ）うが、Ａシまいが」という言い方ができる。前件のような事柄の成り立つ・
成り立たないにかわらず、すなわちどんな場合でも、それに左右されない、あるいは左右
されず後件のようなことになるという言い方である。
ノート
１．前件については、不定語を含む形で、いかなる条件に当たる前件の事柄にも後件の
事柄が左右されないという言い方ができる。ところで、例文(14)～(19)のように前件は重
ねて用いることが出来るが、(14)(18)(19)などは重ねた一方を落として「植物学であろう
が、専門の領域は問われなかった」のようにすることはできない。不定語を含む形と同様、
これらのような場合も、「いかなる条件」に当たる前件の事柄にも後件の事柄が左右され
ないということを、前件を任意に例示するという形で述べるものと言える。例文(16)は、
こういった言い方の折衷形ということが出来る。
２．仮定条件の言い方であり、前件に実現している事実は普通はとれない。この点の「と
はいえ」などとの相違である。すなわち、「彼は、悪党だとはいえ、古い友人だ」とはい
えても、「彼は、悪党だろうと、古い友人だ」とはいいにくい。ただ、いったん事実を認
めて、それを踏まえて言う場合は、「彼は、確かに悪党だ。だが悪党だろうと、古い友人
だ」のように可能となる。ただし、この場合は、第２文が「だが（いかに）悪党だろうと、
古い友人だ」といった意味で、それがどの程度そうであってもといった仮定的な意味に関
わってくるので、可となるものと思われる。例文(9)なども、一般論的な叙述だがその種
の類例と考えてよいだろう。
関連項目
Ａ２「～とはいえ・～といっても」
◇Ａ１１ ～（よ）うものなら
接続
動詞の未然形に付く（サ変動詞については、「～シ」の形に付く）。
意味・用法
「ＡシヨウものならＢ」の形で、一つの端的な事柄が生じる状況を設定し、その時は一
般にどうであるかという関係を述べる。
用例
(1) 一軒おいた隣りの目覚時計の鳴りっぱなしが聞えたの、石焼芋の売り子の声が変っ
たのと言い、塩村が聞えない判らないと言おうものなら父親を音痴扱いにする。（向田邦
子「鮒」)
(2) 昔なら、私がこんなことを姑にいおうものなら、「よろし。あんたもう、去になは
れ。船場の家風に適わん人や」 の一言で実家へ戻されてしまう。（田辺聖子「姥ごよみ」)
(3) だから、もしも、「このねこ、ねずみをとったことないんだって」なんていわれよ
うものなら、それは、どんなねこにとっても「このねこは無能よ、軽蔑すべきよ、ねこじ
ゃないわ」と宣告されたも同然の、耐えがたい屈辱にほかならなかったのでした。（長田
弘「ねこに未来はない」)
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(4) 衛生面で絶対間違いがあってはならない食品メーカーの立場上、「浮ついた雰囲気」
はタブーで、金ボタンのスーツなど着てこようものなら、上司から「今日は何のお祭りか
ね」といやみをいわれたものだった。（朝日新聞 '94.5.10)
(5) 簡単なパスをミスしようものなら、ブーイングのトーンが高まる。（朝日新聞 '94.
11.6)
(6) 「今日の料理はうまかった」と、ほめようものなら、三日後に必ず同じものを作る
我が女房。（朝日新聞 '94.1.8)
(7) 授業と授業の間の十分間の休み時間は自由時間ではなく、「次の授業の準備時間」
「トイレ休憩」と位置付けられる。子供たちがその時間を利用して校庭で遊ぼうものなら
教師から一喝される。
文法
基本的に事柄の関係を述べる言い方になり、後件は、疑問や願望、意志・命令等のムー
ド表現を取らない。
ノート
１．同義的な形式として「よ（う）ことなら」があるが、あまり使用頻度は高くない。
２．「（よ）う」が推量的だが、この点は、古典語的な言い方が複合辞の中に化石的に
残存したと考えられるので、「（よ）うものなら」で一つの複合辞と考えるのが妥当であ
ろう。
関連項目
Ａ２８「～ものなら」，Ｂ１「～ものだ」
参考文献
坪根由香里（1996）
接続辞類３・形式名詞転成系
◇Ａ１２ ～うえで
接続
動詞のシタ形に付く。また、動作的名詞＋「の」に付く。
意味・用法
「Ａシタ／ノうえでＢ」の形で、「ＡすることをすませてＢする」という出来事の継起
関係を表す｡
用例
(1) 医薬品等の製造（輸入）承認については、当該医薬品等の有効性、安全性等につい
て、厳格な審査をした上で承認を与えている。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白
書」)
(2) 従来の植民地支配にかわって，１９６０年代には新興諸民族の独立を承認したうえ
で，政治的，経済的支配を実現しようとする新植民主義が登場した．（土井正興ほか「三
省堂世界史」)
(3) しかし、その原則に則った上でなお、いくつかの付加的な原則がある。（村上陽一
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郎「科学者とは何か」)
(4) ところが、四月もなかばすぎた日曜日、晴子が電話を掛けた上で、珍しく北鎌倉の
私の家を訪ねてきた。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(5) 速度のきめ方からもわかるように，ある物体の運動のようすを知るには，座標の基
準をきめたうえで，いろいろな時刻でのその物体の位置をしらべればよい．（大塚明郎ほ
か「標準高等物理Ⅰ」)
(6) 製造工程は、まずガラスびんを三―四センチに砕いたうえで粉砕機にかけ、直径が
一ミリの百分の一程度の粒子にする。（朝日新聞 '94.11.16)
(7) 精米で輸入されたコメは、異物を除いたうえで混米した日も「調整年月日」として
表示する。（朝日新聞 '94.1.6)
(8) したがって、年度の終わり近くの委員会では、各専攻からそうした次年度の人事の
書類が多数提出された上で、承認の手続きを行う。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(9) 私たちが音楽を耳にするとき、その音楽をだれが書いてだれが弾いているのかはっ
きりと知った上で聞いていることはむしろ少ないのではないか。（朝日新聞 '94.3.27)
(10) バフチーンは文芸作品を解釈するときに、それが創作された時代と先行する時代
のなかにその作品を位置づけて解釈しようとする傾向が一般的であるとしたうえで、次の
ようにいっているのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(11) カズオとは、五歳の娘を上海の母親に預けた上での「再婚」だった。（朝日新聞
'94.5.29)
(12) 反対票を投じた議員はみな本当に真剣に悩んだうえでの決断だった。（朝日新聞
'94.1.22)
(13) しかし、最適の炊き方が異なる米をブレンドするという発想は、とても十分な検
討を行った上での結論であるとは信じ難い。（朝日新聞 '94.3.11)
(14) そのことを承知の上で、「国家のなかで団結した」と言うのには、それなりの理
由がある。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(15) 住民と合意の上で建設を進めることを基本にしている。（朝日新聞 '94.1.14)
文法
前件の述語は､必ず動作的な動詞のシタ形をとるが、漢語サ変系の複合動詞の場合、例
えば「検討した上で」を「検討の上で」と言い換えられるように、「語幹＋の」の形をと
ることもできる。後件には、意志・希望や、疑問、命令の言い方がとれる。前件と後件は
同一主語になる。(11)～(13)のように、「うえでの」の形で名詞にかかる用法がある。
ノート
１．「～のうえで」と名詞を受ける場合には、主として漢語サ変動詞を形成するような
動作的な意味の名詞を受ける。ただし、動作的な意味でなら「十分な話し合いのうえで合
意に達した」「十分なリサーチのうえで実行に踏み切った」など漢語名詞以外がくること
もある。
２．しばしば、「タうえ／のうえ」と「で」が落ちた形になる。ただ、「うえ」という
形式名詞の用法は、「うえで」よりも広く、例えば「命を助けたうえ、生活費を与えた」
のように、前件の事柄の加えて後件の事柄もあった・なされたといった意味でも用いられ
る。すなわち、「うえで」と「で」を伴う形をとることで、複合辞としての意味が明確化
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されていると言える。
関連項目
Ａ１３「～うえに」，Ａ１４「～うえは」
◇Ａ１３ ～うえに
接続
動詞のシタ形（シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡうえにＢ」の形で、前件Ａの事柄に加えて後件Ｂの事柄もあった・なされたという
関係を表す｡
用例
(1) 地震が起こったうえに、大水も出た。（作例）
(2) そして，１９２９年世界恐慌が始まると，それまで世界の金融の中心となっていた
イギリスでは，貿易がふるわなくなったうえに，ドイツの銀行の破産によってドイツに貸
していた資金が回収できなくなり，その結果フランスやスイスから借り入れていた資金の
返済に窮するようになった．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(3) 議員への献金を認めたうえに公費助成では二重取りだ。（朝日新聞 '94.2.4)
(4) 「バブルの崩壊で、地価が安くなったうえに、金利が低くなった。（朝日新聞 '94.
3.27)
(5) 「けんかで引っぱたかれたうえに、土下座して謝れっていわれるようなもんじゃね
えか」（朝日新聞 '94.11.17)
(6) 援助がほとんどなくなった上に、政府軍が激しい攻撃を加えて、今月二十一日拠点
が陥落、全域が制圧された。（朝日新聞 '94.8.29)
(7) 気象庁によると、連日の晴天で地表が暖められていたうえに、高気圧に覆われて暖
かい空気が入り込んだため、高温となった。（朝日新聞 '94.7.24)
(8) 峰男「うるせえ！何で謝った上に殴られなきゃなんねえんだ」（坂東賢治「美少女
Ｈ２ ソーダマシン」)
(9) 〔搭乗手続き時間の延長は〕手続き事務の自動化が進んだうえに、各空港でターミ
ナルビルの整備が進み、いちいちバスに乗って航空機まで行かなくても搭乗橋で簡単に乗
れるようになったためという。（朝日新聞 '94.3.16)
(10) 第一次選考会を欠場していた上に、このけがで最終選考会も不参加。（朝日新聞
'94.6.15)
文法
１．前件・後件とも、動作的述語も非動作的述語もとれる。前接する自立語のテンス・
アスペクトや肯定否定の表現については制限はないが、「だろう」「らしい」のようなム
ード表現はとりにくい。基本的に、事柄の関係のあり方を述べる言い方なので、後件には、
意志・希望や、疑問、命令の言い方はとれない。後件に推量の言い方はとれる。
２．(1)のように、前件と後件の主語は必ずしも同一でなくてもよい。
ノート
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１．しばしば「地震が起こったうえ」のように、「に」なしでも用いられるが、「うえ」
は「うえで」に相当する意味でも用いられるので、「に」を伴うことで、意味が明確化さ
れるものと言える。
２．漢語サ変系の複合動詞を受ける場合、「うえで」であれば、例えば「検討した上で」
が「検討の上で」と言い換えられるように、「語幹＋の」の形をとることもできるが、「う
えに」では、「検討した上に」の意味で「検討の上に」とはいえない。
関連項目
Ａ１２「～うえで」，Ａ１４「～うえは」
◇Ａ１４ ～うえは
接続
動詞のシタ形に付く。
意味・用法
「ＡうえはＢ」の形で、後件Ｂのような認識や意志、命令や問いかけを述べるにあたり、
それが、前件Ａの事柄の成立をふまえたものだという関係を示す。
用例
(1) 当事者の近藤氏が死んだうえは、私もこれ以上はこだわらない。（作例）
(2) 〔中村〕鴈治郎も同じように「〔人間国宝の〕認定を受けたうえは、第二の青春。
若い人に負けないで、死ぬまで燃え尽きる」と勇ましい。（朝日新聞 '94.5.21)
(3) ご承認のうえは、一刻も早く実施に移していただきたい。（作例）
(4) 私も、この事件を引き受けるうえは、事情は十分わかっているつもりだ。（作例）
文法
前件には「スル」形「シタ」形ともにとれる。あまり自由にいろいろは言えないが、「ご
承認のうえは」のように「名詞＋の」を受けることもある。後件には、判断や意志、命令
や問いかけの表現が出てくる。事実描写の言い方がくるのは、不自然である。たとえば、
「彼も、それを知ったうえは、無理を言わないだろう」とはいえても、「彼も、それを知
ったうえは、無理を言わなかった」はかなり不自然である。前件と後件は、同一主語でな
くてもよい。
ノート
ほぼ同義の形式に「以上（は）」があるが、このほうが硬い言い方である。また、「う
えは」は、前件の事柄が成り立つということをふまえて後件の事柄がなされるという出来
事の継起を述べるものであったが、「以上（は）」の場合、前件は状態的なものでもよい。
たとえば「そのことを知っている以上は、教えてやるべきだ」とはいえても、「そのこと
を知っているうえは、教えてやるべきだ」というのは不自然である（「そのことを知った
うえは、教えてやるべきだ」なら可になることと比較されたい）。「以上（は）」の場合、
前件の事柄が、そこで生起するか否かにかかわらず、そうしてあることをふまえて、後件
の事柄がなされることをいうものと言えよう。
関連項目
Ａ１２「～うえで」
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◇Ａ１５ ～あとで
接続
動詞のシタ形に付く。
意味・用法
時間的前後関係にある二つの出来事を、「ＡあとでＢ」の形で、時間の順序に沿って述
べ、順に生起した関係を表す。
用例
(1) 彼は、近藤氏に会ったあとで、交通事故にあった。（作例）
(2) ふつうの細胞分裂では，分裂で生じた嬢細胞が成長して，母細胞と同じ大きさにな
ったあとで，つぎの分裂が行なわれる．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(3) 〔封筒を〕受取ったあとで開いて見ると、それは秋子の写真だった。（半村良「秋
子の写真」)
(4) たとえば道で煙草をすおうとしてマッチがないとき、通りすがりの人に「すみませ
んが火を貸してくださいませんか」といえば、たいてい気軽に貸してくれるでしょうし、
マッチで煙草に火をつけてくれたあとで、「ではいつ返してくださいますか」と聞く人は
まずいないでしょう。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(5) 下図のように，ニンジンは低温処理をしないで長日条件においたのでは花芽がつく
られないが（Ａ），低温処理をしたあとで長日条件におくと花芽が形成される（Ｂ）．（石
田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(6) 誰か車ひろってよ、六本木までと、あたりを見まわして叫んだあとで沙知の姿に気
づく。（山口洋子「情夫（いろ）」)
(7) 中国は市場経済の枠組み作りを終えた後で本格的な高成長路線に乗せたい意向だ。
（朝日新聞 '94.3.10)
(8) しかし、もし月に着陸した後で爆発が起こっていたら、燃料不足で私たちは生還で
きなかった。（朝日新聞 '94.7.16)
(9) 甘い物を食べたあとで口の中が酸っぱく感じたことはありませんか――。（朝日新
聞 '94.7.1)
(10) 次女は「大人は子供が寝た後でパーティーするの？」。（朝日新聞 '94.2.15)
(11) 例えば米国では、確かに銀行制度の維持のために銀行の救済に公的資金を投入し
ているが、それは倒産した銀行のためであり、それも銀行の資産等をまず処分した後での
投入である。（朝日新聞 '94.1.19)
(12) 新派が男女の別れで終わるのに対し、ここでは別れた後での人間関係が浮かび上
がる。（朝日新聞 '94.8.12)
文法
前接する動詞は、「したあとで」とシタ形しかとれない。また、出来事の生起を並べて
言う言い方であるので、「しなかったあとで」のような形はとれない。(11)(12)のように、
「あとでの」の形で名詞にかかる用法がある。
ノート
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「あとで」は、「あとに」とともに、「あと」との異同が問題にされることが多いが、「あ
と」「あとで」「あとに」に共通することは、いずれもいつ何時という時点を明確に指定
する言い方ではなく、漠然と事柄の起こる時を示すものだということである。それ故、「１
０時になったあと／あとで／あとに、家を出た」のように正確な時間規定に使うと、不自
然な感じになってしまう。一方、「したあと」は、「彼は彼女に会ったあと、ずっと機嫌
が悪かった」のように、後件に状態的な表現が来てもいいが、「あとで」「あとに」は、
生起した出来事の時間関係を述べるものだから、「ジョギングを始めたあとで／あとに、
ずっと体調がよい」とすると不自然になる。（「あとで」と「あとに」の異同については
「あとに」の項参照。）
関連項目
Ａ１６「～あとに」
参考文献
馬場俊臣(1996)
◇Ａ１６ ～あとに
接続
動詞のシタ形に付く。
意味・用法
時間的前後関係にある二つの出来事を、一続きの関連あるものとしてとらえ、「Ａあと
にＢ」の形で、時間の順序に沿って述べ、継起的に生じたことを表す。
用例
(1) 彼は、食事をしたあとに、散歩に出かけた。（作例）
(2) ③ｃの試験管を，細かくくだいた氷の中に入れ，よく冷やした後に，だ液をｂと同
じ量入れる。（坪井忠二ほか「新理科２分野上」)
(3) ある溶液の浸透圧をはかるときに下図ａのようにかなり多量の水が移動したあと
に，水面の上昇が止まり，ｈの値がはかれるのでは，もとの溶液にくらべてかなり薄めら
れた液の浸透圧をはかることになる．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(4) 公立小中学校の１学級当たり生徒・児童数をみると、「団塊の世代」が小中学生で
あった後に急激に減少している。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(5) 私なら手でぬぐったあとにすかさず指についた汁をなめたりするのだが、彼らには
貧乏性という気質はないらしく、改めて前足をなめる者は見あたらなかった。（さくらも
もこ「もものかんづめ」)
(6) 「酒を飲んだあとに食べたら、非常にうまい。（朝日新聞 '94.10.15)
(7) 今飽食の時代が長く続いた後に、コメ自由化への道が始まった。（朝日新聞 '94.3.
20)
(8) 歩いた後に水泳や、サイクリングを楽しむジョイアスロンも初めて行われ、約四百
人が新しい市民スポーツの催しに挑んだ。（朝日新聞 '94.11.5)
(9) 全国大会に出場する強豪チームでも、ほとんどは勤務を終えた後に練習し、合宿の
費用を選手が分担するチームもある。（朝日新聞 '94.12.24)
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(10) 経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は、原発の使用済み燃料を直接捨てる方式と、再
処理してプルトニウムを取り出したあとに捨てる方式とを比較し、プルトニウム路線は約
一〇％高いとの報告書を昨年まとめた。（朝日新聞 '94.1.9)
(11) 六十五歳以上で第一線から引退した後にどのようなところに住みたいかという質
問に対して、「住み慣れたところ」と答えた人が一番多く、六八％だった。（朝日新聞 '9
4.10.3)
(12) 評価が出たあとに読んでもらいたいと思っていた。（朝日新聞 '94.12.20)
(13) といって、国連が改革されたあとに、どうなるかもわからない。（朝日新聞 '94.
10.20)
文法
前接する動詞は、「あとで」と同様、「したあとに」とシタ形しかとれず、また、出来
事の生起を並べて言う言い方であるので、「しなかったあとに」のような形はとれない。
ノート
「あとに」が単に時間的に前後関係にある出来事を生起の順に並べて述べる言い方であ
るのに対して、「あとに」は、時間的に前後関係にある二つの出来事を、一連のものとと
らえて述べる言い方である。そうした、なんらか関係あるものとしてとらえる言い方であ
るので、話し手が関連あるものととらえにくいような出来事を並べて述べる場合は、不自
然になりやすい。例えば、話し手にとって予期し難かったような事柄の継起関係で、「使
ってしまったあとで返せと言われても困る」のような場合、「使ってしまったあとに返せ
と言われても困る」と「あとに」を使うのは、不自然である。
関連項目
Ａ１５「～あとで」
参考文献
馬場俊臣(1996)
◇Ａ１７ ～くせに
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。また、名詞句＋「の」
に付く。
意味・用法
「Ａシタ／のくせにＢ」と複文を形成し、逆接的な確定条件を添える形で用いられ、前
件Ａのようなことがあるにもかかわらず、当然期待されることとに反した後件Ｂのような
ことをすること、その行為者に対しての非難や揶揄の気持ちを表す。
用例
(1) ただ、本当は権力が欲しいくせに、実力の無さのために刹那的生き方を余儀なくさ
れた若者のスネた態度でしかないなら、それはまったく、情けない。（柴門ふみ「恋愛論
２ 応用篇」)
(2) どういうわけか、若いくせに“ワシ”という。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(3) ほかの二人の嫁、それぞれ家に車はあるくせに習おうともしない。（田辺聖子「姥
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ごよみ」)
(4) さて、仔ねこをくれたのは、ぼくの先輩で、すばらしい詩をかくくせにぐうたらで
のんべえの詩人でしたが、マージャンをやってるとき、仔ねこが三びき生まれたので、そ
れぞれポン、ロン、チイと名づけて、ぼくたちに結婚のプレゼントだよといって、チイを
くれたのです。（長田弘「ねこに未来はない」)
(5) 夏「そんな派手な頭してるくせに、中身は随分ジジ臭いんだねェ」（黒武洋「オア
シス」)
(6) そして、女の子が一番嫌うのが、「親しくもないくせにいやらし気な目でなめまわ
すように見る男」なのです。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(7) 教育熱心なくせに、仕事、仕事で、すべては母まかせ。（朝日新聞 '94.3.20)
(8) 彼らはカレーだかなんだか知らんが、ずいぶんおいしそうな物を食べたくせに、ま
だ私のレトルトまで気になるのか。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(9) 「なによ、いままで鷹揚な旦那面をしてたくせに」（山口洋子「情夫（いろ）」)
(10) 「何もしなかったくせに格好つけて」。（朝日新聞 '94.7.20)
(11) 深美「あんたね、社会人が起きてるっていうのに、浪人のくせに寝てていいと思
ってんの？冗談じゃないわよ」（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(12) 「男のくせにモミアゲがないのはおかしい」と指摘した編集者がいた。（柴門ふ
み「恋愛論」)
(13) こんな面白いものを、専門家だけに独り占めされてはもったいない、と素人のく
せに現代語に訳しちゃおうなんて、大胆なことを考えてしまいました」（朝日新聞 '94.4.
24)
(14) 「なに言ってるのよ、私に収入ないってわかってるくせに」（森村桂「天国にい
ちばん近い島」)
(15) 雄太「俺……警官やめて、この旅館継ごうかなって、思って」／フミ「あんなに
嫌がったくせに」（寺田敏雄「24時間だけの嘘」)
文法
前接する自立語（用言）は、受け身や使役、否定、過去の言い方はできるが、「～だろ
うくせに」のようなムード表現はとれない。後件には、意志の表現がとれない。また、疑
問や命令の言い方も、詰問・叱責のニュアンスでないと使いにくい。(14)(15)のように、
文末で終助詞的に用いられる用法もある。
ノート
逆接の確定条件を添えて期待に反した不満を述べる点では、接続助詞「のに」と共通す
るところがあるが、「くせに」は、行為者に向けた非難の気持ちが中心になる言い方であ
る。やっていることがつじつまの合わない期待に反したものだと批判する言い方だから、
前件と後件の主体は、基本的に同一の（非難される）行為者である。この点、「のに」の
場合は必ずしも同一主体でなくてもよい。従って、「彼がやったのに、彼女は知らん顔を
している」といえても、「彼がやったくせに、彼女は知らん顔をしている」とはいえない。
また、批判の対象となる行為者が考えにくい自然現象の場合などには、「くせに」の方は
使いにくい。例えば、「雨が降りだしたのに、すぐやんでしまった」といえても、「雨が
降りだしたくせに、すぐやんでしまった」とはいえない。
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関連項目
Ａ３０「～ても」
参考文献
今尾ゆき子(1994)
◇Ａ１８ ～そばから
接続
動詞のスル形・シタ形に付く。
意味・用法
「Ａスル／シタそばからＢ」の形で、前件Ａの出来事が成立する同一場面で同時に、そ
れを受けて後件Ｂの出来事が成立することを述べる。
用例
(1) 聞いたそばから忘れているようじゃ、とても一人前にはなれないぞ。（作例）
(2) 真一が今川焼きを焼くそばから、次々と優がそれを食べて行く。（作例）
(3) 知子は四つ葉のクローバーを見つけるそばから花かごに入れていた。（作例）
文法
前接する動詞は、アスペクトの形式はとれるが、否定の形や「だろうそばから」のよう
なムード表現はとれない。基本的に、事実の生起の関係を述べる言い方なので、後件には、
意志・命令の表現はとれない。
ノート
「そば（側）」という語の語義が生きていて、前件と後件の出来事の成立が同一場面で
同時的であり、しかも、後件の出来事が前件の出来事と関連しそれを受けたものであると
いう関係になる。また、前件の出来事を承けた後件の出来事の成立が、ある程度繰り返さ
れるような意味になるのが普通である。
関連項目
Ａ３１「～やいなや・～がはやいか」
◇Ａ１９ ～わりに
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。また、名詞句＋「の」
に付く。
意味・用法
「Ａスル／シタ／ノわりにＢ」の形で、後件Ｂの事柄は、前件Ａのような状態・資格・
立場などにあったり、行為を行ったりすることから、期待・予想される程度のものとは異
なるという関係を述べる。
用例
(1) あれでも、彼は、現実主義者である割に、涙もろいんだ。（作例）
(2) けれどモテてる割には、いつもさえない顔をしていた。（柴門ふみ「恋愛論２ 応
用篇」)
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(3) しかし、有料老人ホームのパンフレットはこれまでとかく、「やすらぎ」「安心」「き
めこまかさ」といった抽象的な宣伝文句を羅列するわりには、具体的なサービス内容の説
明が不十分で、トラブルの原因になっていた。（朝日新聞 '94.9.30)
(4) 三年間もお世話になったわりには、やっと一冊という恐るべき長期計画で非常に申
しわけなくも恥かしい私ですが、また次も、気長におつきあい願いたいと思っております。
（さくらももこ「もものかんづめ」)
(5) 牛は早くから農耕や食肉として役立ってきた割に、信仰の対象となっていることが
少なく、インドで神聖視されているくらいだという。（朝日新聞 '94.6.12)
(6) 稲刈りに訪れてがっかりしたのは、苦労した割に雑草がかなり生い茂っていたこと。
（朝日新聞 '94.10.13)
(7) しかし、健康に良いとされているわりには医学的根拠があまりなく、どうにもこう
にもうさん臭いのが健康食品の特色なのだ。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(8) 理工系離れといわれる割に、昨年は応募が定員の十倍近い大学もあったという。（朝
日新聞 '94.7.1)
(9) おんち（音痴）といわれている割には名調子だった。（朝日新聞 '94.12.16)
(10) 出退社時間を社員の裁量に任せるフレックスタイム制の導入が進んでいる割に、
利用されていないことが、十一日に発表された連合総合生活開発研究所の調査結果で分か
った。（朝日新聞 '94.8.12)
(11) 時計は材料が小さいわりには価格が高く，製品の輸送費も安いため，〔工場の立
地が〕内陸でも不利にならない。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(12) また、象はからだの大きいわりに臆病な動物だともいわれているが、これは臆病
というより用心深いといった方がよいらしい。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(13) 先をゆく子は、背のひくいわりに肩はばがひろく、後頭部の大きく出張った軍艦
頭もぼさぼさの髪で、椎茸みたいな黒い耳が左右へひろがっている。（水上勉「森」)
(14) エキセントリックな割りには、意外とヤワな史郎。（大石静「アフリカの夜」)
(15) 時計、電気製品のタイマーの再設定など、面倒な割に効果が少ない（朝日新聞 '9
4.6.22)
(16) Ｄ でも、馬軍団〔＝中国の陸上選手団名〕の場合、鳴り物入りだったわりには、
期待の世界新は出なかった。（朝日新聞 '94.10.17)
(17) 鳥は空中を飛ぶため，骨の中まですきまがあって，陸上を歩く動物と比べて，大
きさのわりに重さが軽くなっている。（坪井忠二ほか「新理科２分野上」)
(18) 象の口は、あの大きなからだのわりに小さい。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(19) 脱毛症は精神的な負担の重さの割に、周囲の理解が得られにくい。（朝日新聞 '9
4.5.28)
(20) これらの工場は，生産設備は大きいが，自動化されているので，設備のわりに従
業員は少ない。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(21) でも、軽く小さく、操作が簡単で、そのわりに写りがいいコンパクトカメラが現
れて、撮影者の層は一気に広がった。（朝日新聞 '94.11.28)
文法
前接する用言は、動詞、形容詞、形容動詞も名詞述語も（連体形の形で）あるが、名詞
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述語の場合、「Ｎデアルわりに」は「Ｎノわりに」の形にもなる。述語はスル形もシタ形
もとることができ、アスペクト形式や否定の形もとれるが、「だろうわりに」のようなム
ード表現はとれない。基本的には、事実の関係を問題にする言い方なので、後件には意志
や疑問、命令などの言い方はとれない。前件と後件は、同一主語となる。
ノート
後件は前件から予想されることに反したものである点で逆接的であり、「のに」と重な
る部分があるが、「のに」の場合、後件は前件から予想されること全くに反したものとさ
れるのに対し、「わりに」は、いわば前件から予想されることが十分予想される程度にそ
うなっていないということを述べるものである。従って、前件と後件の内容の対立は、「の
に」ほど著しくはならない。それゆえ、「彼は、現実主義者であるのに、ひどく涙もろい
んだ」とはいえても、「彼は、現実主義者である割に、ひどく涙もろいんだ」とはいいに
くい。
関連項目
Ａ２「～とはいえ」，Ａ１７「～くせに」
◇Ａ２０ ～ところを
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。また、名詞＋「の」
に付く。
意味・用法
文を受け複文を形成する場合（接続辞としての用法）と、名詞を受け副詞的規定句を形
成する場合（連用辞としての用法）とがある。前者を基本と考え、便宜上ここで一括して
扱う。
（１）「ＡところをＢ」と複文を形成して用いられ、物事が前件Ａのようになっている
／なる段階に至ったその時点・場面でという状況説明を後件Ｂに添える。（２）「Ａスル
／シタところをＢ」と複文を形成して用いられ、前件Ａとして実現に近いところまで行っ
た事柄や本来なされるべき事柄をとりあげ、それが非実現でＢのようなことになったとい
う関係を示す。
（３）「ＡのところをＢ」と名詞を受けて、本来「Ａであるはずだが、そうでなく」とい
う条件設定の副詞句を作る。
用例
(1) サンタモニカ湾に近い、小さなプールつきの家に夫妻を訪ねると、「公園でゲート
ボールをしているところを、広告代理店の人にスカウトされたのです」と、写真の笑顔そ
のままに静子が言った。（朝日新聞 '94.8.12)
(2) 昨年のクリスマスの日、米国バージニア州の街に捨てられ、凍死しそうになってい
るところを、隣でほほ笑んでいる二人に助けられた。（朝日新聞 '94.5.5)
(3) 最近では、同じ生徒が再び被害にあったり、自転車に乗っているところをねらわれ
たりもしているという。（朝日新聞 '94.6.16)
(4) 次にお茶っ葉に熱めの湯をかけ、ふやけたところをストッキングに入れ、患部を覆
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って床に就いた。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(5) 与党の一議員は寝過ごしていたところを議会公用車の運転手にたたき起こされて間
に合ったという。（朝日新聞 '94.11.16)
(6) ＣＭに出演していたところを、制作プロデューサーの目にとまった。（朝日新聞 '
94.7.19)
(7) 同被告は八九年五月二十四日朝、南仏ニースに近い修道院で家族と一緒にいたとこ
ろを逮捕された。（朝日新聞 '94.3.17)
(8) もう少しで命を失うところを、危うく助けられた。（作例）
(9) 本来なら所長が挨拶すべきところを、省略して先に進めた。（作例）
(10) つまり、普通七―十万円のところを、土産品と同じ扱いになって手続きが簡単だ
というので、日本の税関への領収書に五万円以下と書く場合が多いことを指している。（朝
日新聞 '94.1.7)
(11) 「山は逃げなくとも、年齢が逃げる」と、二日行程のところを、一日でせかせか
歩く人もあるという。（朝日新聞 '94.8.29)
文法
複文を形成する用法では、前件で「ところを」が受ける述語は、（１）の意味の場合、
スル形・シタ形・シテイル形のいずれも可である。（２）の意味の場合は、スル形でない
と不自然である。基本的に、前件・後件は同一の主語になる。後件には、命令・意志の表
現はとれない。（この場合、「危うく」「もう少しで」とか「本来なら」などといった副詞
的規定語をつけることで、意味が明確になる）。
ノート
（１）の意味の用法がもっとも基本的と思われるが、これは、時間規定であるとともに
場面説明であるという二重性のある表現である。従って、その時点での事実であっても、
その場面の出来事でないようなことを述べるのには用いられない。例えば、「彼はアパー
トを出る時に、財布を忘れた」とはいえても、「彼はアパートを出るところを、財布を忘
れた」とはいえないのである。
関連項目
Ｂ４「～ところだ」
参考文献
加藤理恵（1999）
◇Ａ２１ ～ところが
接続
動詞のシタ形（シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡところがＢ」の形で、前件のような事柄がたまたまあった時に、後件のような事実
が起こったという関係を示す。
用例
(1) 試しにインターネットで豆腐を販売してみたところが、これが予想以上によく売れ
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た。（作例）
(2) 「文芸部に所属していて、小説を書いたところが、テレビのシナリオみたい、と言
われた」ことから、進学先を日大芸術学部の文芸学科に。（朝日新聞 '94.7.23)
(3) モーツァルトが自分の《パリ交響曲》の初演の様子を父親に伝えた手紙の中には、
自分の計算した効果にパリの聴衆がどんな反応を示すか不安に思っていたところが、その
個所で人々が拍手をしたので胸をなで下ろしたという記述が出てくる。（朝日新聞 '94.5.
15)
文法
前件は、かならず「たところが／なかったところが」とシタ形を受けて用いられる。ま
た、動詞述語は受けても名詞・形容詞述語は受けられない。つまり「彼は忙しかった／現
場の責任者だったところが、親切にも時間をとってくれた」などという言い方はできない。
後件には、疑問・命令・意志・推量などの表現はとれず、基本的に｢だった／した」とい
う事実の叙述・報告の表現がくる。
ノート
１．「ところが」は、事柄の継起関係を述べるという点では、接続助詞の「と」に近く、
一般に「～したところが」は「～すると」に置き換え可能である。ただ、「～すると」の
ように一般論的な継起関係や想定される継起関係を述べる用法は、「～したところが」に
はない。つまり、「雨が降ると、蒸し暑くなる」といえても「雨が降ったところが、蒸し
暑くなる」とはいえないし、「明日になると、もっと忙しくなるだろう」とはいえても、
「明日になったところが、もっと忙しくなるだろう」とはいえない。「ところが」は、実
際に起こったことの時間的な継起関係を述べるものであって、前件・後件ともに実際に起
こった事柄でなければならないのである。
２．「ところが」には、古くは逆接の用法もあったが、現代語ではこうした使い方は認
められない。ちなみに、このように「ところが」は、歴史のある言い方であって、現代語
としてはやや古風な語感がある。
関連項目
Ａ２２「～ところで」
参考文献
前田直子(1994b)，靏岡昭夫(1972)「『ところが』と『ところで』の通時的考察－その
逆接仮定条件表現用法の成立時期をめぐって－」（「国語学」88）
◇Ａ２２ ～ところで
接続
動詞のシタ形（シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡところでＢ」の形で、逆接の意味で仮定条件にも確定条件にも用いられ、前件Ａの
ような状況があった場合でも、（１）それは特に意味を持たないということを述べる後件
Ｂを導く。（２）あるいは、それに左右されず、後件Ｂの事柄はそのままである・そのよ
うなものとしてあるという関係を述べる。
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用例
(1) 推論の規則をよく覚えていたところで、目標がわからなければ、使いようがありま
せん。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(2) どんなに綿密な計算をしたところで、前提ややり方にまちがいがあれば、それには
なんの意味もないのです」。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(3) いきなり文学論をかじったところで、付け焼刃じゃどうしようもないし。（柴門ふ
み「恋愛論」)
(4) それは、オリの中やサーカスの象だけを、いくらよく観察してみたところでよい解
答はでてきそうもない。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(5) こんな顔色の悪い二人が健康食品を売ったところで売れるはずもなく、私達は経営
者共々ハチノムサシの如くフェアに挑んで、死んだのである。（さくらももこ「もものか
んづめ」)
(6) 「たとえそうなったところで、ぼくたちにはどうすることもできないじゃないか」
（高橋三千綱「花言葉」）
(7) しかしそんな事を皆様におわかり項いたところで、この先私が一体どのように生き
てゆけばいいのか、という事は誰にもわからないのである。（さくらももこ「もものかん
づめ」)
(8) たとえば、生まれつきの大天才で、一瞬眺めただけでどんな難解な数式もたちどこ
ろに解いてしまう人間が、〈私の東大合格体験記〉を書いたところで、庶民には何の役に
も立たないでしょう。（柴門ふみ「恋愛論」)
(9) 偏東風でなく西風が吹いたところで、夏につややかな頬を輝かしていた婦人の、夫
も息子も帰って来はしないのであった。（三好京三「地摺りの歌」)
(10) 管理人「聞いたところでほんとのこと言うとは思えなかったからねえ」（山田洋
次・高橋正圀「北の夢」)
(11)もう一度、会えた所で、頭、大丈夫ですかって言われるのが、オチかもしれない』
（北川悦吏子「もっと、ときめきを…」)
(12) どうにか人間が上陸できたところで、水一滴湧き出ていない島なので、生き物と
いえば、住みついている数十羽のカモメ、それに、さっき話した頂の一部に自生している
十数本のモミの大木と、そのそばの岩にへばりついているイワヒバだけだ。（中村正軏「嘔
吐の海」)
(13) 「あなた方が怪我をしたところで、被害者の傷が軽くなったわけじゃなし。（夏
樹静子「鼓笛隊」)
(14) 何回同じ道を走っても自動車が道順を覚えてくれないように、〔コンピューター
が〕何万回も同じ計算や推論を繰り返したところで、その結果を「いつのまにか覚えてし
まう」ことはありませんし、ましてや「似たような場合に応用する」ことはできません。
（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(15) 心情的に夫婦関係を送っている男とあらためて夫婦になったところで、おそらく
目新しいことなどなにもないでしょう。（柴門ふみ「恋愛論」)
(16) 景気が少々上向いたところで、すぐ大学卒の就職戦線が売り手市場に変わること
は望めまい。（朝日新聞 '94.4.5)
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(17) これでは法案が通ったところで、「祝福される脳死移植」は望むべくもないだろ
う。（朝日新聞 '94.1.26)
文法
前接する動詞は、必ず、「たとことろで／なかったところで」とシタ形で用いられる。
「～しても」などと違い、重ねて用いることは不自然である。すなわち、「泣いても笑っ
ても後一日だ」とはいえても、「泣いたところで笑ったところで後一日だ」とはいいにく
い。
ノート
「ところで」には、場所・場面を示す用法があり、その場面で期待される事柄が意識さ
れると、「あと一歩というところで、しくじった」のように、前件の場面で期待される事
柄の実現が後件のように裏切られるといった意味関係を示す用法が出てくる。さらに進ん
で、期待はあっても結局は実現されないと見越して考える気持ちが加わって固定化したの
が、複合辞「ところで」だと考えられる。
関連項目
Ａ３０「～ても」
参考文献
前田直子（1994b）
◇Ａ２３ ～ごとに
接続
動詞のスル形に付く。
意味・用法
「ＡごとにＢ」の形で、前件Ａの事柄が行われ、生じることに応じて、後件Ｂの事柄も
行われ生じるという関係を示す。
用例
(1) 庄九郎は、生涯のうちで十三回姓名を変えている。変えるごとに身分があがった。
（司馬遼太郎「国盗り物語」）
(2) 東海道から甲州にかけてばらまかれている織田家の密偵の報告は、岐阜の信長の手
に入るごとに、現実性のつよいものになっていった。（司馬遼太郎「国盗り物語」）
(3) 一般的に、コピー機には１枚コピーするごとに数円単位で課金されるシステムがあ
りますが、〔略〕（読売新聞 '98.10.21朝）
(4) フランスの一階は日本の二階にあたる。地面と同じ高さの階は、rez-de-chausse＝
土間と呼び、階段を一つのぼるごとに一階、二階…と階数を数えるので、日本の場合とひ
とつズレることになる。（玉村豊男「パリ 旅の雑学ノート」）
(5) １９世紀前半に，西部の発展により南北の中間地帯に新しい州ができるごとに，そ
の州で奴隷制を認めるかどうかが政治問題になった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(6) しかも，十字軍は，回を重ねるごとに，イタリア都市や諸国の封建領主の利害に動
かされるようになり，第４回十字軍のように，教皇の意向を無視して，ベネチア商人のた
めに，東ローマ帝国のコンスタンチノープルを攻撃して一時占領し，ラテン帝国を建てた
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こともあった（１２０４年）．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(7) 幕府は諸大名の配置にはとくに苦心し，関ケ原の戦いの直後をはじめとして，機会
のあるごとに大名に領地がえを命じた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
てきます。（「覚えたい山野草のテクニック」)
(8) 一曲弾き終わるごとに、作曲家の意図や、音律についての解説が入る。（朝日新聞
'94.7.17)
(9) 気温は，１００ｍのぼるごとに０・５～０・６°Ｃ下がっていき，高地には氷雪気
候がみられる。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(10) 一歩ずつ足を踏みしめるごとに、まるで磁器のかけらの上を踏むような金属的な
音が靴の下で鳴った。（中村正軏「嘔吐の海」)
(11) 朝鮮とは，家康のとき国交を回復してから，将軍がかわるごとに慶賀の使節が来
る慣例となった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(12) ……ふしぎなもので、川を一つ渡るごとに、自分の体がかるくなるような気がす
る。（田中光二「泳ぐ男」)
(13) 年齢を重ねるごとに、右脳の能力は低下する。（文藝春秋、1995、10）
(14) 大学三年、べつにじたばたする気はないが、やはり日を追うごとに苛立つものが
強まる。（野坂昭如「沼袋ぬばたまの夜」)
文法
前接する動詞は、「させるごとに」「されるごとに」といった受身・使役等の（ヴォイ
スの）表現はとれるが、「しないごとに」のような否定の言い方や「したごとに」のよう
なテンス・アスペクトのシタ形はとれない。
ノート
１．前件の事柄について、それがある程度まとまった回数なされる・生じると考えられ
るという了解のもとに用いられる言い方である。前件の事柄に応じて、後件の事柄もなさ
れ、生じるという関係であるが、その前件の事柄がまとまった回数なされていくと考えら
れるものなので、それに応じた後件の事柄も、加算的に積み重ねられて行くものと読める
のが普通である。
２．「ごとに」には、名詞に付いて「五分ごとに」「一雨ごとに」「会う人ごとに」など
と用いる用法もあるが、この場合、「一雨ごとの暖かさ」などと、「の」を伴って連体修
飾にも用いられるのに対し、動詞に接続する場合には「雨が降るごとの暖かさ」のような
連体修飾の言い方は不自然である。「ごとに」は、動詞に接続する接続助詞的複合辞とし
ては固定した一つの形式であり、名詞に接続する場合の「ごと（に／の）」とは区別して
考えた方がよい。
参考文献
藤田保幸（1999）
◇Ａ２４ ～おりから
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。また、名詞句＋「の」
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に付く。
意味・用法
「Ａスル／シタ／ノおりからＢ」の形で、「ちょうどＡのような時期であるので」とい
う前置き的な状況を表す。
用例
(1) 内外に山積する諸問題を抱えている折から、たった二カ月での政権放棄は、長期不
況下にある国民としてはたまらないし、国際的信頼の低下を思うと、憂慮に堪えない。（朝
日新聞 '94.6.29)
(2) 葬式のあり方をめぐる論議が高まっている折から、話題になりそうだ。（朝日新聞
'94.12.17)
(3) その夏のうだるような地上の暑さに悩まされていた折から、洞窟調査にさそわれた
時には、一も二もなく同行を希望したのであったが、いざ現地に行ってみるといささか驚
かざるをえなかった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(4) コシヒカリの産地・新潟県の中之口村農協が〔３月〕２３日、ひと足早くエアドー
ム内で田植えをした。ドームは、〔略〕温室になっており、水田は７アールある。稲刈り
は７月末ごろ。コメ不足の折から販売も考えているが、電機代など維持管理費がかさむ。
（朝日新聞 '94.3.24)
(5) 「魚価低迷の折から、取った魚はすぐに加工して付加価値の高い商品をつくるのが
課題だという。（朝日新聞 '94.3.24)
文法
後件には、意志・疑問の表現はとれない。命令の表現もとれないが、手紙文の決まり文
句としての「～（なさって）下さい」のような言い方は、極めてよく用いられる。
ノート
１．「～折から」は、現時点の状況を取り上げる言い方である。従って、「～の折から」
のように名詞を受ける場合も、状況を表す名詞がとられなければならない。単なる時を述
べた名詞を受けた「春の折から」のような言い方は明らかに不自然になる。
２．現代語としては、手紙の末文での定型的な言い方としてよく用いられる。その場合
は。定型化が進み、「くれぐれもご自愛下さい」などといった限られた表現としか結びつ
かなくなってきている。また、近年のていねい表現多様の傾向から、「～します折から」
とていねい語の「ます」を伴う形を受けることも多い。
◇Ａ２５ ～かわりに
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡかわりにＢ」の形で、（１）ある行為をなす代償として、（２）ある行為をなす代
用として、の意味を表す。
用例
(1) そのため商工業者が株仲間を結ぶことを奨励して，これに特権をあたえるかわりに
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税をとった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(2) 座は，保護をうけるかわりに，公家や寺社に奉仕し，製品や貨幣を上納した。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(3) 大きな博物館を建てるかわりに、人の生活と生産の現場そのものを博物館として見
直し、活用していこうという「エコ・ミュージアム」（生活・環境博物館）の試みが、各
地で進められている。（朝日新聞 '94.1.22)
(4) 検地によって，農民は自分の耕作する土地に対する権利が認められたかわりに，き
まった年貢をきびしくとりたてられるようになった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(5) できるだけ多くの人に読まれるように、とのねらいで文章量は昨年の半分以下にし
たかわりにグラフをふんだんに採り入れた。（朝日新聞 '94.5.17)
(6) 米国の金融緩和期は、景気回復をもたらした代わりに、巨額の投機資金を生み出す
ミニ「バブル期」でもあった。（朝日新聞 '94.7.1)
(7) 一般会計予算約四十億円の村にとって、負担も大きい代わりに期待も大きかった。
（朝日新聞 '94.5.20)
(8) 逆に、年金だけで生活するお年寄りとか、就業時間に縛られることの少ない主婦・
学生などは、お金がない代わりに暇があるから、安い店をあちこち探し、かつ値引き交渉
などにも時間をかけることができる。（朝日新聞 '94.5.27)
(9) パチンコ屋で一日中過ごす代わりに、子供をあやし続ける無職の男性が増えるはず
である。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(10) これには、機械化が進んで、以前のように寒いドームで観測するかわりに、コン
トロール室でモニターを見るようになったせいもあるかもしれない。（野本陽代「宇宙の
果てにせまる」)
(11) また教師が児童らをしかる代わりに罰金を求める傾向も父母には不評で、通知は
「学校はいかなる名義や理由でも児童、生徒に罰金を科してはならない」と明記した。（朝
日新聞 '94.12.21)
(12) Ｍ６―７クラスの地震が数回起きる代わりに、俗に「ビッグ・ワン」と呼ばれる
Ｍ７・５―８クラスの大地震に見舞われる可能性もあるという。（朝日新聞 '94.3.7)
文法
前接する用言は、もっぱら意志・動作を表す動詞であるが、形容詞の場合もある。「し
ないかわりに」と否定形もとることができるが、「ているかわりに」といったアスペクト
形式はとりにくい。（２）の意味では、「するかわりに」とル形しかない。
ノート
１．たとえば、「資金を出すかわりに、自分も参加した」という場合、（１）の意味に
も（２）の意味にもとれて両義的になるが、この時「資金を出す」ことについては、（１）
の「代償」の意味では実現しており、（２）の「代用」の意味では実現していないという
正反対のことになる点は注意する必要がある。
２．「かわりに」の「かわり」には、名詞としての実質性がかなり残っているように感
じられるが、「あいだに」などと比べると、「そこへ行く間に」は、「そこへ行く、わずか
の間に」と、さらに修飾句が加えられるのに対し、「電話をするかわりに」のような場合、
「電話をする、ひとつのかわりに」などと修飾句を加えることはできず、「かわりに」が
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単一の用言を受けて付加的な修飾句を形成する形式として固定化していることがうかがわ
れる。
◇Ａ２６ ～ものの
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「～スル／シタものの････」の形で、事実として～ということは確かにあるが、そこか
ら予想・期待されることとは違い････だという関係を述べる。
用例
(1) この後、尚侍に少しの逡巡が見られるものの、みかどの熱い気持ちに流され、二人
の関係は親密さを加えて行く。（河合隼雄「とりかへばや、男と女」）
(2) 月に一度、大好きな歌舞伎を観に行くときだって、着物こそ着替えて割烹着のかわ
りに羽織をつけるものの、頭はそのまま、まして香水なんぞ匂わせることは間違ってもな
かった。（ねじめ正一「高円寺純情商店街」）
(3) また、他の「わざ」の世界での芸談からもうかがわれるように、どの世界において
も「わざ」の習得は師匠の「形」の模倣から出発しはするものの、究極に目指すところは
「形」そのものの完璧な模倣とは異なるようらに思われる。(生田久美子「『わざ』から
知る」)
(4) そう思って見ていると、ヒトの腸腰筋も少し小さめとはいうものの、軟らかく、旨
そうな筋である。（養老孟司「ヒトの見方」）
(5) ケイ子は「ウン」と返事をしたものの黙って正一の脇に立ったままである。（めじ
め正一「高円寺純情商店街」）
(6) 中納言の中将に対する疑いは、中将が四の君のところに忍んでいて、あやうく中納
言に見つかりそうになり、あわてて退散したものの、そこに忘れていった扇のために、決
定的なことになる。（河合隼雄「とりかへばや、男と女」）
(7) それに、当初、商品化の話に積極的に乗ってきたメーカーは、公には、その繊維の
もつ毒性を否定したものの、あの虹色の絹が何の問題も持ってないとは、決して考えてい
なかったのである。（篠田節子「絹の変容」）
(8) 「交通・通信」は携帯電話等の通信費が増えているものの、自動車等の購入費が大
幅に減少したため、支出の増加はわずかであった。（経済企画庁編「平成１０年版国民生
活白書」)
(9) 荘園整理は摂関家の抵抗もあって，必ずしも十分な成果をあげられなかったものの，
今まで摂関家の権勢にたよっていた地方豪族は，荘園整理によって公領を回復することの
できた受領層とともに，摂関家の関与をうけない後三条天皇をたよるようになっていった．
（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(10) ふつうの物質とほとんど相互作用をしないために、その検出はきわめてむずかし
いものの、不可能ではない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(11) 企業の規模は小さいものの独自のノウハウを誇る中堅企業やすき間産業、地場産
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業などが多い。（朝日新聞 '94.6.25)
文法
前接する用言は、「するものの」「したものの」の両形がとれる。また、「しないものの」
「しなかったものの」と、否定の形もとれるが、「だろうものの」のような推量の形はと
れない。
ノート
事実の関係を表す言い方である。そこで、「ひょっとすると彼が来るものの、問題はな
い」のように、前件に仮定的な内容が来るとおかしくなる。（同じ逆接的な言い方でも、
「ひょっとすると彼が来るが、問題はない」ならおかしくないことと比較せよ。）また、
後件には、疑問や推量の表現が来るのも不自然で、「彼に会ったものの、何も言わなかっ
た」といえても「彼に会ったものの、何も言わなかったか／何も言わなかっただろう」と
いうのはおかしいい、命令・禁止や意志の表現が来る「彼に会うものの、何も言うな／何
も言わないつもりだ」といった言い方も不自然である。
関連項目
Ａ２７「～ものを」，Ｂ１「～ものだ」
参考文献
坪根由香里（1996）
◇Ａ２７ ～ものを
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡものをＢ」の形で、Ａであるのが間違いないところなのに、それに反してＢという
関係を表す。
用例
(1) 大人しくいうことをきいていればそれですんだものを、逃げようなどとしたから斬
られたのだ。（作例）
(2) 迷ったら、人に聞けばいいものを、それがなかなかできない男なんだ。（作例）
(3) 痛けりゃ痛いと言えば良いものを、痛い方が効くのかも、という錯覚が私に我慢を
させてしまう。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(4) この若さを感謝すればいいものを、サナエは例のごとく眉間に竪ジワを寄せ、「奥
さま、水子供養、っていうのは大切なんですよ、このマンションの裏山に水子地蔵があり
ますけど、お正月には拝まれた方がええことありませんか」 などという。（田辺聖子「姥
ごよみ」)
(5) すぐに手を打てば助かるはずのものを、みすみす見殺しにしてしまった。（作例）
(6) こうやって、話が合う者同士好きで寄り集っておるものを、何も傍から見て散れ、
散れなどと口出しし、干渉することはないのだ。（筒井康隆「日本古代ＳＦ考」)
文法
前接する用言は、スル形、シタ形の両形がとれ、「しないものを」「しなかったものを」
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と、否定の形もとれる。推量の形は、「だろうものを」のような不確実な意味のものはと
りにくいが、「にちがいないものを／はずのものを」のような強い推量・必然の意味のも
のはとりやすい。
ノート
「するものを／したものを･」という言い方は、「するものだ。それを…。」と言い換え
られることが普通である（例文(1)なら、「大人しくいうことをきいていればそれですむ
ものだ。それを、逃げようなどとしたから斬られたのだ｣と言い換えても、ほぼ同義であ
る)。すなわち、「ものを」は、「概して、前件のようなことがいえる、それなのに（そう
しなかった）」というような関係を示す形式と言える。それゆえ、「もっと早く言ってく
れればよかったものを」のように、文末用法で悔やむあるいは残念なといった気持ちを示
すものとしても用いられる。
関連項目
Ａ２６「～ものの」，Ｂ１「～ものだ」
参考文献
坪根由香里（1996）
◇Ａ２８ ～ものなら
接続
動詞のスル形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡものならＢ」の形で、実現可能性が低いと考える事柄を仮定して表す。
用例
(1) 彼に会えるものなら、ぜひ会いたい。(作例)
(2) この忙しさから逃れられるものなら、なんだってしよう。（作例）
(3) 奇跡がおこるものなら、どうか彼女の命が助かってほしい。（作例）
(4) できるものなら今だけ私の脳と父の脳を瞬間移動させたい。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(5) 訳せるものなら片仮名の言葉は使いたくないが、そうもゆかぬことがある。（朝日
新聞 '94.5.14)
(6) どうか許されるものなら、あなた方の子育ての手助けをほんの少しばかりさせて下
さいな。（朝日新聞 '94.8.31)
(7) 『やれるものならやってみろ』と言いたい」（朝日新聞 '94.10.31)
(8) 一方、空襲で死んでいった人々もまた、語れるものなら、訴え、要求したいことが
いっぱいあるだろう。（朝日新聞 '94.3.10)
文法
前接する動詞は、「～できるものなら」といった可能表現か、話し手が自由にできない
事柄の自然生起といったような内容の表現をとる。「～シタものなら」のようなシタ形や
「～だろうものなら」のようなムード表現はとれない。後件には、意志・希望、疑問や命
令の表現をとることが多い。
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ノート
１．前件と後件の時間関係は、前件の事柄が後件の事柄に先行するのが普通だが、「確
実にこの土地の地価があがるものなら、今からこの土地を買っておくのだけれど」のよう
に、後件の事柄が前件の事柄に先行するものであることもある。
２．可能性の低いと思われることをめぐり、それでも可能性を希求して慣用用法として
「できるものなら（…したい）のような言い方や「行けるものなら行こう」のような繰り
返しの言い方がよく用いられる。逆に繰り返し表現を用いて、「やれるもんならやってみ
ろ」というように可能性はないということを強調・誇示するような言い方もなされる。
関連項目
Ｂ１「～ものだ」
参考文献
坪根由香里（1996）
接続辞類４・その他
◇Ａ２９ ～ては
接続
動詞の連用形（「シテイル」の連用形「シテイ」を含む）に付く。
意味・用法
「ＡてはＢ」の形で、（１）前件Ａの事柄があることを前提にすると、期待される・望
ましい形と反する帰結になるという関係を表す。（２）前件Ａの事柄の認識のもとで、必
然的に後件Ｂのような判断が出てくるという関係を表す。
用例
(1) こんなに曇っては、何も見えないよ。（作例）
(2) 直接所長のところへ行っては、話がこじれるだけだろう。（作例）
(3) その点を明らかにしなくては、解決のメドは立たない。（作例）
(4) 「若旦那が今のお年であんなに堅くっては将来が心配ですよ。〔略〕」（川口松太郎
「はだか修行」）
(5) 「予算をいただいている身で増やせ、とは言わないが、防衛予算が減る上に、一度
決まった計画も見直しで毎年じりじり減らされては、事業計画も立たない」。（朝日新聞
'94.12.20）
(6) こう言っては自慢になるが、私の主人はそんな小学生が使うようなダジャレを言う
ほどバカではない。（さくらももこ「もものかんづめ」）
(7) 女の子にほめられては、ぼくだってうれしい。（作例）
(8) それを聞いては、黙っていられない。（作例）
(9) 困ったな、行く先が判ってしまっては隠し切れませんので申上げます。（川口松太
郎「はだか修行」）
(10) 〔略〕「八カ月間、お互いに努力して政権を支えてきたのに、ここまで信頼関係
を壊されては政権離脱しか選ぶ道はない」。（朝日新聞 '94.4.26）
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(11) 「〔略〕今回のこの警告を無視し、残金を支払っていただけないのなら、こちら
としましては法の力に訴えるしかございません。そうなる前にすみやかに残金を支払って
下さい」……法の力まで持ち出されては、私も驚いてすみやかに郵便局へ直行するしかな
かった。（さくらももこ「もものかんづめ」）
(12) あんまり頼っちゃ迷惑なのだ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(13) 当時はそのくらいインパクトのある“あなた”だったのだろうが、一生の私の事
まで語られちゃ、未来の私も困惑する。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(14) 岩丸「そんなとこでそんなことされちゃ、他のお客さんが怖がって入って来れな
いでし（大森寿美男「夜逃げ屋本舗」)
(15) 一郎「そんな、借金なんかで死んじゃだめだよ」（大森寿美男「夜逃げ屋本舗」)
文法
前件には、否定の形もとれなる。後件には、命令、意志・希望や疑問の表現が取れない。
口語的な形として「ちゃ（連濁して「じゃ」）」の形もある。
ノート
１．（１）の意味では、確定条件の場合も仮定条件の場合もあるが、（２）の意味では、
確定条件しかない。（２）の意味では、必ずしも後件が望ましいことと反する内容になる
わけではない。また、（２）の意味の場合、「しては」は、「した以上」と書き換えられる
ことが多い。
２．「ては」という形には、「その店に行ってはコーヒーを飲んだ」のような反復動作
を示す用法もあるが、この場合「その店に行ってコーヒーを飲んだ」のような「は」を外
した形の言い方も成り立つので、複合辞ではなく、接続助詞「て」に「は」が添えられた
ものと考えておく。
関連項目
Ａ３０「～ても」
参考文献
蓮沼昭子（1987）・塩入すみ（1994）
◇Ａ３０ ～ても
接続
用言の連用形（「シテイル」の連用形「シテイ」を含む）に付く。
意味・用法
「ＡてもＢ」の形で、前件Ａのようなこと前提にした場合でも、後件のＢとおり、予想
・期待される帰結にならないという関係を表す。
用例
(1) 椅子にあんまり深く腰かけてしまったものだから、ドアがあいても、すぐに立ち上
がれない。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(2) 大体、最近の傾向として、よその子が悪いことをしても、注意してやろうともしな
い人が多い。（澤野久雄「小さな林檎の実から」)
(3) 夏期休暇制度のせいか、車内は空いており、新聞を大きく開いても他人に迷惑をか
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ける心配はなかった。（石川喬司「彗星伝説」)
(4) 黒みつは、できたては薄いようにみえても冷えると濃度がつくの心配ない。（「な
つかしい手作りおやつ」)
(5) 免許停止期間がすぎても、しばらくはハンドルに触れようとしなかった彼女だが、
ぼちぼちまた自分の車を運転し始めた。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(6) 「実は彼女、去年まで人事部にいまして、リサーチにかけては、こう見えても、プ
ロなんです」（大森寿美男「夜逃げ屋本舗」)
(7) ある一つの種類の個体数が，一時期に急にふえるようなことがあっても，これをお
さえるような作用が起こって，もとの個体数にもどる場合が多い。（坪井忠二ほか「新理
科２分野下」)
(8) いわば、象の心臓はおとなになっても発育の初期の段階あるいは原始的な形態をの
こしているというのが特徴なのである。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(9) 「あたし、結構強いんだ。君と飲み比べしても、たぶん負けないと思うよ」（黒武
洋「オアシス」)
(10) 預金の一つ一つは少ない額であっても，銀行に集められると多額の資金になる。
（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(11) しかしながら，職業が人間と社会とを結びつける本質的な活動である以上，いか
に報酬が多く，また安定していても，その職業それ自体に，誇りも喜びも，また人生の積
極的価値をも見いだしえないとすれば，人間は満足できないのがふつうである．（中村元
ほか「倫理・社会」)
(12) 例えば，びんの中でろうそくを燃やすとき，ろうそくが残っていても，火は消え
てしまう。（坪井忠二ほか「新理科１分野上」)
(13) 「自分で決めたことだとは判ってても、近頃少し、考えてしまう……」（北川悦
吏子「もっと、ときめきを…」)
(14) 好きでも何でもない相手から一方的に愛情を注がれても、その人の内部では何の
心的変化もありません。（柴門ふみ「恋愛論」)
(15) このように，受容体から神経をへて，大脳の中枢にいたるどの部分が，どのよう
な方法で刺激されても，同種の感覚を生ずることをミュラーの法則という．（石田寿老ほ
か「生物Ⅰ」)
(16) そこで、結論からいえば、若い時に内面を磨いても、外面を磨いても、結果とし
てはモテるのだということである。（柴門ふみ「恋愛論」)
(17) 同行した友人は英語が堪能なので生き生きとしていたが、私はミュージカルを観
ても買い物に出かけても全然面白くなく、ただただハンバーガーと野菜サラダを吸収する
肉塊と化していた。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(18) たとえ国家の元首が，国王であっても大統領であっても，実質的に見て議会が国
権の最高機関であれば，代議政治が成立しているといってよい．（辻清明ほか「政治経済
新訂版」)
文法
前件は、「ＡシてもＢシても」と重ねて用いることが出来る。後件には、意志・希望や
命令の表現はとれない。
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ノート
期待に反するという点では、「のに」についても同様の語感があり、その異同が問題に
なるが、「ても」の場合、「そんなわけで、努力しても、当然うまくいかなかった」のよ
うな言い方が可能であるのに対して、「そんなわけで、努力したのに、当然うまくいかな
かった」のような言い方は不自然である。つまり、「のに」は、話し手自身のものでもあ
る期待が裏切られたという展開を述べるものであるのに対し、「ても」は、（話し手自身
のものとは限らない）一般的に期待されるところが裏切られたという展開を述べるものと
言える。
関連項目
Ａ２９「～ては」，参考１「～って」
参考文献
前田直子（1994b），今尾ゆき子（1994），野田尚史（1994）
◇Ａ３１ ～やいなや・～がはやいか
接続
動詞のスル形に付く。
意味・用法
「ＡやいなやＢ」「ＡがはやいかＢ」の形で、ともに複文を形成して、前件Ａの出来事
が起こるのとほぼ同時あるいは瞬時後に後件Ｂの出来事が起こるという関係を表す。
用例
(1) 誠は彼女を見るや否ややみくもに走り出した。（作例）
(2) 帰宅の電車に乗るや否や、ネクタイを外すそう快感はまた格別である。（朝日新聞
'94.8.1)
(3) しかし、それが大気にふれるやいなや、見ている間に暗褐色の泥のような色にかわ
ってしまった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(4) なぜなら、プロ入りするやいなや、彼らは長髪にパーマをかけ、ＤＣブランドをま
とい、眉も自然にフサフサしてくるからである。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(5) かれらが自由なのは議員を選挙するあいだだけのことで，議員が選ばれるやいなや，
イギリス人民はどれいとなり，無に帰してしまう。（「中学校教科書公民」）
(6) 「ほんとだ。すごい」と言うが早いか、彼女は自分の家からバケツを持ち出してき
て、屋上に備え付けの水道からバケツに水を入れ始めました。そして、それほど広くない
屋上いっぱいに水をまき始めたのです。（朝日新聞 '94.10.12)
(7) 主水は、小脇に抱えた文箱を投げ出すが早いか、抜き打ちに斬りかかった。（作例）
(8) その声を聞くが早いか、新撰組の面々は皆立ち上がった。（作例）
文法
出来事が発生した順序関係を述べる言い方なので、前件・後件ともに述語に否定の形は
とれない。後件には、意志や命令の表現はとれない。また、前件・後件ともに動作的な動
詞述語をとるが、後件については、結果状態の意味のシテイル形がとれる。
ノート
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１．「するやいなや」については、「～や」というほぼ同義の表現が考えられるが、現
代語としてはかなり古風な語感があり、一般的ではない。また、古くは「やいな」という
形も用いられた。
２．「するやいなや」と「するがはやいか」は、用法において非常に近接しているが、
前者は後者と違って、前件と後件がもともと関連のない出来事であっても、生起が近接し
てなら用いることができる。「彼が出て行くやいなや電話がなった」とはいえるが、これ
を、「するがはやいか」を用いて「彼が出て行くが早いか電話がなった」とするのは、不
自然である（「出て行く」と同時に「電話がなる」ことが予期されており、二つの出来事
にもともと関連があった場合なら、自然に読める）。
関連項目
Ａ９「（か）と思うと」，Ａ１８「～そばから」
参考文献
森山卓郎（1984）
◇Ａ３２ ～にもかかわらず
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡにもかかわらずＢ」と複文を形成して用いられ、前件Ａのことがあるのに、それが
期待される事柄を引き出す契機とならず、後件Ｂのような期待に反した事柄が成り立って
いるという関係を述べる。
用例
(1) それにくらべて星までの距離の測定は、天文学者が二〇〇年近く前から試みてきた
にもかかわらず、なかなかはたせずにいたことである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(2) ふつうなら自動的に王室天文官になるポストであるにもかかわらず、そのときは別
の男性が指名された。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(3) 就業意欲は高いにもかかわらず、60歳定年制が多いことを反映して、日本の高年齢
者の雇用環境は60歳を境にして急速に厳しいものになる。（経済企画庁編「平成１０年版
国民生活白書」)
(4) 総務庁「高齢者の生活と意識 第4回国際比較調査結果報告書」（1996年）によっ
て健康に対する意識をみると、日本は世界一の長寿国であるにもかかわらず、健康や介護
に対する不安を感じている人が多い。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(5) つまり、親は低年齢から塾に通うことは子供にとって「問題がある」と考えている
にもかかわらず、受験競争が激しいために、塾に子供を通わせている状況がうかがわれる。
（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(6) 二百万年前から現在にいたる、地質時代のなかでもっともあたらしい時代の研究は、
人類の誕生と発展、それに地下水や地盤沈下などのように人間の生活にもっとも関係の深
い問題をもつにもかかわらず、戦前にあってはあまり関心がはらわれていなかった。（亀
井節夫「日本に象がいたころ」)
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(7) このように養育するのに時間がかかるということが、象が人になれやすく、力が強
いにもかかわらず、ウシやウマのように家畜として普及しなかった理由でもある。（亀井
節夫「日本に象がいたころ」)
(8) これらの植物群がはえていた時代は、「メタセコイアの繁栄期」とよばれているが、
気候がしだいに寒冷化したにもかかわらず、暖帯系の植物がまだはびこっていた時代なの
である。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(9) この事件におけるデータの「捏造」は、まだ当該のデータが得られるような状況に
なかったにもかかわらず、当事者が、期待されるようなデータを「得たことにした」とい
う性格のものであった。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(10) ハレー彗星は太陽に近づくたびに大量のガスやチリを捨てていくにもかかわらず、
一向に痩せ細ってしまわないのは、遠日点のある太陽系の外縁部に、その補給源があるこ
とを示唆している。（石川喬司「彗星伝説」)
(11) ヨーロッパは，比較的高緯度に位置するにもかかわらず，一般に気候は温和であ
る．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(12) 円安にもかかわらず上昇幅が縮まったのは、アジア経済の減速を背景とした、原
油価格の低下や、国際商品市況の下落を反映したものである。（経済企画庁編「平成１０
年版国民生活白書」)
(13) こんな大騒ぎにもかかわらず、姉は自室で熟睡している事を思い出したので、私
は慌てて起こしに行った。（さくらももこ「もものかんづめ」)
文法
前件は、述語の基本形を直接受ける「スルにもかかわらず」の形が一般的である。「の」
を介して「スルのにもかかわらず」の形もとれそうだが、実際にはそうした例はほとんど
目につかない。前件の述語としては、シタ形・シテイル（シテイタ）形・否定形はあらわ
れるが、「スルだろうにもかかわらず」のようにムード表現が出てくることは出来ない。
なお、(12)(13)のように前件として名詞をとれるようにも思われるが、これらは「円安で
あるにもかかわらず」「こんな大騒ぎであるにもかかわらず」と補えることでもわかるよ
うに、実質的には述語相当の語句と見るべきである。後件については、疑問表現はとれる
が、命令・意志表現はとれない。
ノート
「のに」と同様期待と反する事実について、不満や批判の気持ちを述べる言い方だが、
「のに」と違い、文体的に硬い表現である。そして、そのことと相応じて、前件の事柄が
期待される事態を導く契機になるはずなのにそうなっていないという関係を強く意識した
言い方である。従って、前件の事柄が必ずしも期待される事態を導く契機だと読みにくい
ような場合は、使いにくい。例えば、「花を買ったのに、しおれてしまった」といえても、
「花を買った（の）にもかかわらず、しおれてしまった」は不自然である。「花を買った」
なら、「しおれ」ないでほしいと期待はするが、当然「しおれ」ない結果になるとは考え
られないからである。
◇Ａ３３ ～のに対して
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接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａのに対してＢ」の形で、前件Ａと後件Ｂとの対比を表す。
用例
(1) イル汗国支配下の西アジアではイラン風のイスラム文化が発達したのにたいして，
ここでは，アラビア語中心のイスラム文化が栄えた．（「高校教科書世界史」）
(2) この経営者を含む商工業者は，国王の重商主義政策の保護を受けた大商人と，しだ
いに対立し，宗教上でも，前者はカルバン派（清教徒）の教えを信仰したのにたいし，後
者はイギリス国教会に属した．（「高校教科書世界史」）
(3) ルター派がドイツ・北欧中心にひろまったのに対し，カルヴィン派はフランス・イ
ギリスなど各国にひろまった．（中村元ほか「倫理・社会」)
(4) インドでは，戦後反英独立運動がひろまったのにたいし，イギリス労働党内閣はパ
キスタンを分離してそれぞれに独立を認め，イギリス連邦の構成国とした（１９４７年２
月）．（「高校教科書世界史」）
(5) 朝鮮戦争がこのように拡大していくのにたいし，平和を要求する国際世論を背景に
インドのネルー首相らは活発な停戦工作を行ない，１９５１年夏にはソ連が国連で休戦を
提案し，２年間の交渉ののち，１９５３年７月にようやく休戦協定が成立した．（「高校
教科書世界史」）
(6) 同一企業に属する25～29歳の大卒賃金に対する45～54歳の大卒賃金の比率をみる
と、1976年は1．23倍だったのに対し、95年は1.67倍に上昇しているが、日本のそれと比
較して依然低い水準である（図4）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(7) 企業規模別に同じ大卒会社都合退職の場合のモデル退職金支給額で比較すると、勤
続5年の場合、大企業の退職金額が88万5,000円であるのに対し、中小企業は64万1,000円
とその差は約1.3倍となる。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(8) 勤続30年の場合は、大企業の退職金が2,600万円強であるのに対し、中小企業では
約1,290万円と約2.1倍の差となっており大企業ほど退職金において勤続年数が大きく評価
されている様子がみられる（第Ｉ－２－２４図）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生
活白書」)
(9) 同様に、離婚後に再婚する確率は、80年には離婚経験者の約40％が再婚するという
確率であったのに対し、95年には離婚経験者の約48％が再婚する確率となっている（図
１）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(10) ナウマンは、ブラキストン線の問題やそのころヨーロッバであきらかにされつつ
あった洪積世の氷河時代のことなどをたくみにとり入れて論旨を展開しているのに対し
て、ブラウンスは地層の観察やその化石群の組み合わせというような、実証的な研究を中
心にしている。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(11) 体色は、アジア象は灰色から褐色であるのに対して、アフリカ象は暗灰褐色であ
るといわれているが、両者とも生活している場所でさまざまである。（亀井節夫「日本に
象がいたころ」)
(12) サバンナの藪にすむアフリカ象を「ヤブ象」とよぶのに対して、これらは森林地
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帯にいるので「森の象」とか、耳の大きさも小さく丸みを帯びているところから「マルミ
ミ象」などとよばれて区別される。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(13) ウシ、ウマ、ヒツジの消化率が五〇～六〇パーセントであるのに対して、象のそ
れは四〇パーセント足らずである。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(14) 彼の捕まえたオオサンショウウオは、“オオサンショウウオの中のオオサンショ
ウウオ”という、ややこしいほどの大物であったらしく、普通のオオサンショウウオは七
十センチくらいであるのに対し、それは一メートル五十センチの巨体であったと語る。（さ
くらももこ「もものかんづめ」)
(15) これまでは、研究の内容については「問答無用」、専門家だけが知っていればよ
いことであり、専門家以外は、ひたすら「研究は善」という原則に従って、それをサポー
トすればよい、という原理が働いていたのに対して、少なくとも研究内容について、専門
家以外の人々にもある程度納得させられるような説明を、研究者が要求されることになる
からである。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(16) 光球の表面温度が六千度であるのに対し、コロナは百万度もの高温だからである。
（「彗星伝説」）
(17) 家計が消費を中心に営まれる経済活動の単位であるのに対して，工場や商店，銀
行などのように，生産，運送，販売，金融などの経済活動を継続的に営んでいるところを，
企業という。（「中学校教科書公民」）
(18) 第一に，人口が増加するのに対して，生活環境の整備がおいつかないという問題
がある。（「中学校教科書公民」）
(19) 進行方向に引けば加速されるのに対し，運動と逆向きに力を加えれば，減速の加
速度が生じる．（「高校教科書物理」）
(20) ところが，古典物理学が，私たちの直観に訴えられるモデルや数学で内容を表現
できるのに対して，残念ながら新しい理論は，直接の経験ではとらえられない事柄を対象
にし，高度な数式によらなければ正しく表現できない性格を持っている．（「高校教科書
物理」）
(21) イオン結晶の融解した液体が電気を通すのに対して，分子結晶の融解した液体は
電気を通さない．（「高校教科書化学」）
文法
「対し」という、「て」が落ちた形ででも用いられる。前件・後件ともに動作的表現で
も状態的表現でもとれる。後件には、ややぎこちないが、意志・命令・疑問の表現もとれ
る。前件と後件とが、同一主語をとることは出来ない。
ノート
１．「のに対して」という言い方は、事柄を対比させて述べるものであるが、必ずしも
前件と後件の事柄が対立・矛盾するものである必要はない。例えば、「誠が京都へ行った
のに対して、優も二日後京都へ行った」というようないいかたは可能である。
２．類義の表現として、「する／した一方で」のような言い方が考えられるが、これは、
基本的には、前件と後件の事柄の併存することを述べるものである。この場合、前件と後
件が同一主語であってもよい。従って、「彼は、コンピューターを起動させる一方で、昨
日からの記録を調べてみた」のような言い方が可能である。また、前件と後件は、少なく
- 87 -
４ 第一部 助詞的複合辞
とも同様の内容あってはならない。「太郎が京都へ行った一方で、花子も二日後京都へ行
った」とはいえない。
◇Ａ３４ ～にしても
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡにしてもＢ」と複文を形成して用いられ、前件Ａの事柄があることは承認されると
しても、後件Ｂの事柄はそれによって無効になることなくあるという関係を表す。
用例
(1) 根本的には，ある事業をはじめるにあたって，大きな利益が見こまれるにしても，
有害な影響があることが予想された場合，対策をじゅうぶんに考えておく必要がある。（坪
井忠二ほか「新理科２分野下」)
(2) こうして，資本主義経済から景気の変動をなくしてしまうことはできないにしても，
その波動を小さくして，おびただしい失業者を出さないようにすることは，国家が弾力的
に投融資を行なうことなどによって可能である，と広く信じられるようになった．（辻清
明ほか「政治経済 新訂版」)
(3) しかし、先日、銀座で、渡辺は、一瞬の幻覚だったにしても、それを、（見た）と、
思ったのである。（源氏鶏太「運がよかった」)
(4) しかし，個々の住居址の大きさや，共同墓地に葬られた人人の副葬品の質や量に大
きな差のないことからみて，集落のなかには指導者の存在や多少の分業はあったにしても，
貧富や身分の差はほとんどなかったと考えられる．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(5) しかし根本的には、われわれの心の底によどむ前近代的な信仰を明らかにして、そ
れを、払拭（ふっしょく）するのはむずかしいにしても、近代社会にふさわしいものに直
していかなければならない。（朝日新聞 '94.8.12)
(6) 何か調べたり協議したりするにしても、一言くらい秘書からなりと連絡があっても
いいはずだ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(7) そのツボに“寿”などの文字がデザインされていたりしたら、床の間に飾るにして
も玄関に飾るにしても、オメデタすぎてますますもてあます一方である。（さくらももこ
「もものかんづめ」)
(8) 大局は動かないにしても局地的勝利はあり得た。（朝日新聞 '94.10.24)
(9) うそにしても、もう少し気の利いたことが言えないのか。（作例）
(10) ギルドは極めて閉鎖的な組織であって、その内部にいる限り、あまり自由はない
にせよ、生活も身分も保証されている。（村上陽一郎「科学者とは何か」）
(11) 十分ではなかったにしろ、私は妻として、夫の意に沿うように一生懸命看病しま
した。（朝日新聞 '94.4.10）
(12) 七五三がこれだけ広まったことにしたって、「晴れ着でもうけようという和服・
洋服業界の商魂とは切り離せない」という指摘もあるよ。（朝日新聞 '94.11.8）
(13) 産業界にしても、ごみ問題を座視しているわけではない。（朝日新聞 '94.2.24）
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(14) 自民党との議員の数の差はいかんともしがたく、閣僚のポストにしたって、いい
ところは自民党に取られてしまう。（朝日新聞 '94.6.30）
(15) チェスにしても病気の診断にしても、コンピュータは与えられた規則にしたがっ
て不器用に機械的に結論をひねりだしているので、人間のすぐれた直観はとうていマネで
きない、というのです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」）
(16) サラリーマンにせよ、役人にせよ、自分が帰属する集団には忠誠を誓うけれど、
「そと」の人々へのやさしさや思いやりが乏しい。（朝日新聞 '94.8.14）
(17) ガムにしろ缶ジュースにしろ、製造、販売業者は売りっ放しでなく、公害に対し
て何らかの対策を講ずる時期ではないだろうか。（朝日新聞 '94.8.11）
文法
前件の述語として「したにしても」「しないにしても」といったシタ形や否定形をとる
ことはできるが、「だろうにしても」のようなムード表現は現れることが出来ない。
ノート
１．前件はあり得る事柄として承認されるものだから、見方を変えれば「東京に行くに
しても書き置きぐらい残すはずだ」のように、あり得る事柄を考える状況想定の言い方と
解されることにもなる。こうした意味は、「～にしても～にしても」と列記される場合に
際だち、いろいろな場合を想定して、それでも、といった文脈を形作る言い方になる。
２．「彼にしても、そんなことは嫌だろう」「卒業論文にしても、出せばいいというも
のではない」等のように、「にしても」が名詞を受ける用法もある（「彼であるしても」「卒
業論文であるにしても」等とは言えない）。これらは、意味としては「だって」に近く、
多くの場合書き換え可能である。ただし、「だって」は「誰だって」「いつだって」のよ
うに不定語を受けることができるが、「にしても」のほうは不定語を受けて「誰にしても」
「いつにしても」などとは言えない。（「だって」が単に他と違わないというとらえ方で
物事を取り上げるのに対し、「にしても」は物事を個別のそういうもの・そういったもの
として取り上げたうえで、それでも違わないというとらえ方をする言い方といえるのでは
なかろうか。例文(13)(14)も参照。
３．ほぼ同義の形式として、「にせよ」「にしろ」「にしたって」などがある。
４．用法を詳しく見ていくと、前件と後件が対立する内容である場合と、一方が他方を
補足するような関係である場合とがある。対立する内容であるときには、(1)のように、
その背後に「大きな利益が見込めるなら、けっこうなことではないか」というような推論
がなされるような場合、それと反することを述べるので、逆接的な意味合いが強く感じら
れるようになる。(3)のようにそうした推論が特になされないような内容である場合、前
件の事柄があるということだけでは話は済まない無視出来ない関連事項が後件で述べられ
るという関係になる。
参考文献
戴宝玉（1987）
◇Ａ３５ ～だけに・～だけあって
接続
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用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「だけに」は、「ＡだけにＢ」と、複文を構成して用いられ、「Ａだから、それに相応
することとしてＢ」といった関係を示す。
「だけあって」は、「ＡだけあってＢ」と、やはり複文を構成して用いられ、「Ａだか
ら、それに応じただけの 価値があってＢ」という関係を表す。
用例
(1) 以前勤めていたところがなまじ一流の出版社であっただけに、あまり小さなところ
でこそこそと事務をとるのは、何かわびしい気もした。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(2) 言葉がわからないだけによけい不気味である。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(3) 佐山は、清江の兄と世代を同じくするだけに、気持の通うものがあるようだった。
（「羊蹄甲の花の蔭」）
(4) エンジンの音は低かったが、辺りが静寂なだけに、涼子の胸に響いた。（「海の蛍」）
(5) 周囲の海が暗いだけに、夜光虫や魚達の煌きは幻想的で、深く暗い海の底に涼子達
が知らない光の国が潜んでいるように思えた。（「海の蛍」）
(6) 地域的な国際紛争は，しばしば「二つの世界」の対立の反映であったり，あるいは，
長いあいだの民族的な対立であったりするだけに，その解決は容易ではない。（「中学校
教科書公民」）
(7) 問題は重要で国の運命を左右するものであるだけに，われわれがこのような憲法問
題を考えるにあたっては，とくに慎重な態度が必要である．（「高校教科書政治経済」）
(8) 長年の仕来りだけに疑いもせずにつづけて来たが、このような突発事件で貸座敷全
部が焼けてしまうと支払いどころの騒ぎではなくなる。（「はだか修行」）
(9) 自分で作ったへちま水で磨いているだけあって、叔母はわりあい色白で皺も少ない。
（「姥ごよみ」）
(10) 霞ケ浦で生れ育ったというだけあって飼い方もよく判っていた。（「鮒」）
(11) 〔ゴールデン・レトリバーは〕血統が立派なだけあって、歩き方もサマになって
る。（朝日新聞 '94.1.4)
(12) 中入りの〔桂〕米丸は、新作派だけあって、現代風俗を斜に切り取り、ピリッと
辛みを利かせた小話がさえている。（朝日新聞 '94.7.20)
文法
前接する用言は、スル形・シタ形とも可能だが、「しますだけに」「しますだけあって」
のようなていねい体の形は、かなり不自然である。後件には、命令・意志などの言い方は
出て来にくい。
ノート
ともに、前件の事柄が存在することを前提に、そこから後件のような相応の事実や判断
が帰結するということを述べる言い方であるが、「だけあって」の方には、前件の事柄を
価値あることと認めたうえで、後件の帰結があるということを述べる含みがある。それ故、
「相手が子供だけに、叱るわけにもいかなかった」とはいえるが、「相手が子供である」
ことは、特別の価値があるわけではないから、「相手が子供だけあって、叱るわけにもい
かなかった」とはいえない。
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関連項目
Ａ３６「～からには」
参考文献
三枝令子（1991）
◇Ａ３６ ～からには
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「からには」は、「ＡからにはＢ」と、複文を構成して用いられ、「Ａという事実があ
る以上、必然的にＢ」という関係を表す。
用例
(1) そして、やるからには、オシャレにやりたい、と、女の子は考える。（柴門ふみ「恋
愛論」)
(2) 名前が出るからには変な作品は出せない。（朝日新聞 '94.6.22)
(3) 商品の生産が行なわれるからには，商品の買い手がなければならない．（「高校教
科書政治経済」）
(4) 谷「申し訳ないんだが、来たからには働いてくれるかな」（坂東賢治「新・俺たち
の旅」）
(5) その「よほどのこと」が起きたからには、どこかに誤りがあったことは明確である。
（朝日新聞 '94.5.11)
(6) 引き受けたからには、外から率直な批判をするのが役割だと考えている。（朝日新
聞 '94.2.5)
(7) しかし、「働くからには優良企業にしたいと思うのが当たり前」と気にしない様子
だ。（朝日新聞 '94.11.26)
(8) 名前が出るからには変な作品は出せない。（朝日新聞 '94.6.22)
(9) というのは、情報化社会というからには、あらゆる組織が外に向かって開かれてい
なければ成り立たない。（朝日新聞 '94.9.7)
(10) 中野主将（四年）は「もうハンディは感じない。初出場といっても〔駅伝に〕出
るからには五位くらいには入りたい」と意欲を見せる。（朝日新聞 '94.10.29)
(11) しかし、米国の副大統領までした人が公式に会って伝えた言葉であるからには、
全くの無理解や誤解に基づいていたとは思えない。（朝日新聞 '94.7.12)
(12) 米国で刑事事件が、陪審員による裁判に持ち込まれるのは約一割。そのさらに一
割ほどに誤審の可能性があると言う。「（中略）陪審員は『法廷に引き出されるからには、
何かある』と考えがちだ。被告は概して貧しく、質のいい弁護士は雇えない」（朝日新聞
'94.6.1)
(13) そろってガチガチと堅いからには、共通の利点があるのだろうが、それがわから
ない。（朝日新聞 '94.10.9)
(14) 今度の月曜、大阪へわざわざ行くからにゃ、この勝負は何が何でも勝たねばなら
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ん。（作例）
文法
前接する用言は、シタ形や否定の形も出て来れるが、「だろうからには」というように
ムード表現が出てくることはかなり不自然である。後件には、強い意志・強い推量や義務
の表現がくることが多く、命令表現も取れるが、必然的帰結を述べるものなので、疑問表
現は不自然である。なお、「からには」は、「からにゃ」という話し言葉的な形がある。
ノート
類義の言い方として「からは」があるが、例えば、「聞いたからには、おれも男だ、力
になろう」といえても、「聞いたからは、おれも男だ、力になろう」とは言いにくい。「Ａ
からはＢ」は、前件－後件の因果関係それ自体をストレートに述べる言い方で、その間に
関連する内容を盛り込んでいろいろ述べるようなことが難しいようである。また、「から
は」は、現代語としてはやや古風な語感がありで、日常的に使われるものではなくなって
いると言えよう。
関連項目
Ａ１４「～うえは」
参考文献
遠藤織枝（1984）
参考１◇ ～って
接続
動詞のシタ形（シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡってＢ」の形で、Ａが仮定のことであれ、現実にそうなっていることであれ、いず
れにせよ、（１）前件Ａがあることが特に影響を持つものではないということを、後件Ｂ
として述べる。また、（２）前件Ａがある場合でも、その意味を問い直させるようなＢと
いう事柄があるということを述べる。
用例
(1) 明 「（大きく）最後最後って、卒業したって別に大して変わんないだろ？……ど
うせオレたち……同じ予備校行くんだし」（吉田紀子「卒業旅行」)
(2) リコ「あたしが話したって、どうにもならないかもしれないけど」（田渕佐奈「あ
の日の君にありがとう」)
(3) どうせダッチャーじいさんに喰わせる分も一緒に拵えるんだから、もう一人前増え
たって同じこった。（中村正軏「嘔吐の海」)
(4) かすみ「ばかだねー、どう考えたってそうじゃん」（大森美香「美少女Ｈ 十七歳
の記録」)
(5) 千恵「お姉チャンだって弱いとこあったって当たり前よ」（野島伸司「１０１回目
のプロポーズ」)
(6) 本名というのは、家庭裁判所に申し出たって、なかなか変えられないんだから……」
（佐野洋「無事永眠」)
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(7) そうなれば、私みたいな人がいっぱい来たって、だれも怪しみはしない。（森村桂
「天国にいちばん近い島」)
(8) 誰かがふみつぶされたって、だれも気にとめやしない。（栗本薫「イエロー・マジ
ック・カーニバル」)
(9) 実際、ねこを飼ってさえいなかったなら、ねこの一ぴきや二ひきいなくなったって
それで悲しんだり、ふさぎこんだりするなんてことは、たぶんないのですものね。（長田
弘「ねこに未来はない」)
(10) こう見えたって、いつ銀座へ戻っても食って行ける身だ」（半村良「秋子の写真」)
(11) そばで私たちの会話を聞いていた、私よりも一つ上の世代の四十過ぎの男性編集
者が、「こういう漫画家と打ち合わせしたって、ちっとも話がかみ合わないんだよな」と、
嘆息をついた。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(12) 片山「辞めろって言ってんだよ、俺だってな、あんたみたいなの痛めつけたって、
ちっとも楽しかないんだよ」（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(13) それに、じいさんをあの島から連れ出したって、じいさんには一人の身寄りもな
いんだ。（中村正軏「嘔吐の海」)
(14) そんなこといったって、今までだって、入港の日以外は全然親切ではなかったじ
ゃないか。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
文法
「シタって」は、「泣いたって、笑ったって、どうにもならない」のように重ねて用い
ることもできるし、「誰がやったって同じことだ」のように、「誰」「何」などの不定語を
含んで、すべての場合に言及するような言い方も可能である。
ノート
１．「って」で区切りの見えない一まとまりの形式であるから、複合辞として扱うこと
は厳密には妥当ではないというべきであろう。ただ、この「って」を一語の（単一の）助
詞とすると、促音が語頭に立つ助詞的形式を一単語として認めることになり（もちろん、
そうした扱いをして不都合であるという理由はないが）、一般の日本語の音節構造からす
るとかなり普通でない扱いという印象がある。それ故、これが一語として素直に受け取ら
れず、「と‐て」「と‐いっ‐て」といった語句に由来する複合形式だとの成り立ちが意
識され、そのような意味でしばしば複合辞の一つとして取り上げられることも多かったと
いえよう。
２．「シたって」は、「シても」と大きく用法が重なっており、一般に「シたって」は
「シても」に置き換え可能である。ただ、単に、前件の事柄に対して、後件に見るとおり
予想されるような帰結にならないという関係をいう「シても」に対して、「シたって」の
方は、前件の事柄があっても、それがそれなりの意味を持ったりせず、いわばふいになっ
ているといった含みが感じられるようである。従って、とくにそうした含みなしに事実関
係を単に述べる言い方では、使いにくいことがある。例えば、「昨日駅で彼と行き合った
が、私を見ても、彼は気づかなかった」とは言えるが、「昨日駅で彼と行き合ったが、私
を見たって、彼は気づかなかった」は、かなり不自然である。
３．なお、この項で扱っているのは、接続助詞的な「って」であるが、「って」には、
他に格助詞・係助詞的な語とすべきものがあり、「は」や「と」や「という」のような助
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詞・複合辞の用法と連続する多様な用法をもっている。すなわち、「直子ってちょっとし
たもんじゃない」のような主題提示の用法や「明浩が、おつかれさまって言ってたよ」の
ような引用句を形成する用法、あるいは「シジュウガラって鳥、見たことある？」のよう
な「という」に近い連体用法、更には、「ますみが、君に会いたいって」「なんだって！」
のような伝聞や問返しを示す文末用法など、多岐にわたる用法が見られる。こうした「っ
て」の用法と「は」や「と」や「という」などとの相違はかなり複雑であり、殊に主題を
表す用法・伝聞を表す用法についての比較検討は近年盛んに論じられている。
関連項目
Ａ３０「～ても」
参考文献
前田直子（1994b）
連用辞類１・～ニ系
◇Ａ３７ ～にあたって
接続
名詞に付く。また、動詞のスル形に付く。
意味・用法
「Ａ（する）にあたってＢ」「Ａ（する）にあたりＢ」の形で、（１）「Ａということを
行う場面に当面して」という意味を表す。（２）〔特に自ら何を行うと具体的には言わな
いが〕「ある意義の認められる時・機会が来た（来る）のに当面して」という意味を表す。
用例
(1) 開会にあたって、一言あいさつを述べたい。（作例）
(2) 別れにあたって、心づくしの品を送った。（作例）
(3) 国会は，法律の制定にあたってしんちょうに審議し，世論を尊重して国民の意思に
そう法律を制定する重い責任がある。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(4) 確定拠出型年金の導入にあたっては、従業員に対する情報開示、資産運用の選択肢
の提供方法、加入者への投資教育など検討されるべき課題は多い。（経済企画庁編「平成
１０年版国民生活白書」)
(5) 自然の開発にあたっては，地球発達史の正しい知識にもとづき，地学的事象が相互
に関係しあっている事情を考慮することがたいせつである．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(6) 今後、〔株価情報配信サービスの〕製品化にあたっては、データを流す回線の問題
を解決しなくてはならない。（朝日新聞 '94.5.17)
(7) 裁判官は，裁判にあたって，憲法と法律とに従うほかは，だれのさしずもうけず，
良心に従い，独立して職権をおこなうこととされている（第７６条③）。（鵜飼信成ほか
「新しい社会［歴史］」)
(8) 日本労働組合総連合会（連合）が今年の春闘にあたって、闘争方針などをまとめた
連合白書の副題だ。（朝日新聞 '94.1.6)
(9) 村山委員長は二十八日の質疑の終わりにあたって、「私と書記長は針ほどのすきも
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ない。基本的考えは全く一致している」と訴え、党内対立の溝が深まることがないよう配
慮を見せた。（朝日新聞 '94.5.29)
(10) 政府においては、平成9年9月、電子商取引等の推進に当たっての基本的な考え方
や主要な課題の整理を目的として、高度情報通信社会推進本部の下に、電子商取引等検討
部会が設置された。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(11) 仏国鉄によると、路線決定や建設工事に当たっての歴史的調査や事前の地質調査
でもざんごうの存在は確認できなかった、という。（朝日新聞 '94.1.5)
(12) 日本民間放送連盟（民放連）によると、ＦＭ局が開局にあたり愛称をつけ始めた
のは「Ｊ―ＷＡＶＥ」（エフエムジャパン）がきっかけになったという。（朝日新聞 '94.
4.19)
(13) 香港紙は掲載にあたり、取材源の信頼度や専門家による検討などを踏まえ、文書
の信頼度は極めて高いとの結論に達したとしている。（朝日新聞 '94.6.5)
(14) 用例集を作成するにあたって、特に新しい用例の採集に努めた。（作例）
(15) 大マゼラン雲は、私たちが宇宙を考えるにあたってすべての基本となる天体であ
る。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(16) 化学の学習を始めるにあたって，化学とは何か，また，化学の学習にはどんな心
がけが必要かを述べよう．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(17) 第六条の規定により死体から臓器を摘出するに当たっては、礼意を失わないよう
特に注意しなければならない。（「臓器の移植に関する法律」第八条）
(18) 中間報告については、政治改革関連法を成立させるにあたっての与野党の覚書に
盛り込まれていた。（朝日新聞 '94.4.12)
(19) はじめその〔＝ひらがなの〕字体は多かったが，近世初期までにほぼ整理され，
１９００年（明治３３）の小学校令の実施にあたって今日の字体が定まった．（宝月圭吾
ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(20) ロシアは、国連の対イラク経済制裁解除にも前向きの姿勢を示しており、今回の
「危機」にあたっても、米国やクウェートとイラクの調停役を担うことを狙っている。（朝
日新聞 '94.10.13)
(21) 〔ワイツゼッカー大統領の行った演説で〕とくに有名なのが、一九八五年五月、
ドイツの敗戦四十周年にあたって行った演説である。（朝日新聞 '94.7.9)
(22) 新聞週間に当たって、四人の人たちに意見を聞いた。（朝日新聞 '94.10.18)
(23) 天皇陛下は「新しい年を迎え、ともに新年を祝うことを誠に喜ばしく思います。
年頭にあたって、国民みなの幸せを祈り、世界の平和を念願いたします」とあいさつした。
（朝日新聞 '94.1.3)
(24) 憲法記念日にあたってのアピールでは、「出発は少数与党政権であろうとも、政
策判断の正しさによって国民の幅広い支持を集めるならば、政権は長命をたもつことがで
きる」と強調している。（朝日新聞 '94.5.9)
(25) 一、歴史の転換点にあたって、関係者、支持者、獄中の政治犯に敬意を表明し、
運動の目的を達成する決意を再確認する。（朝日新聞 '94.9.1)
(26) こうした考え方は、解決のラストチャンスに当たってのぎりぎりの妥協案だと確
信する。（朝日新聞 '94.3.26)
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(27) 国連が改組、改革されるにあたり、日本の考え方、これから果たす役割を世界に
明確にする必要がある。（朝日新聞 '94.10.14)
文法
（１）の意味では、「～にあたって」は、「～」の部分に動作・出来事的な意味の名詞
を取るか、「～スルにあたって」のように動詞句も取れる。（２）の意味でも、「～にあた
って」の「～」には、時・機会を表す名詞だけでなく、(27)や「新しい年を迎える」よう
な、その時期が来る・ある体験をする機会・時期となるといった意味の動詞述語句も取れ
る。
動詞句を取る場合、「～サレル／サセルにあたって」のような受身・使役の形のものは
取れなくはないが、「～シナイにあたって」のような否定の形は取れない。未実現の事柄
が行われる場面に当面してという言い方だから、もちろん「～シタにあたって」という形
は取れない。(10)(11)(18)のように、「にあたっての」という形をとり、続く名詞にかか
る用法もある。また、「にあたり」という形でも用いられる。丁寧形として「にあたりま
して」という形がとれる。
ノート
１．「Ａ（スル）にあたってＢスル」というパタンで考えると、ＡがＢに先行する場合
と、ＡとＢとが同時的な場合とがある。ＢがＡにはっきり先行するとよめることはない。
たとえば、「今日の別れにあたって、ここで花束を贈りたい」とは言えても、「明日の別
れにあたって、ここで花束を贈りたい」というような言い方は出来ない。
２．「に際して」と意味・用法が重なるが、「Ａに際してＢ」は「にあたって」と違っ
て、Ａの部分に動詞句をとることができない。
関連項目
Ａ４８「～に際して」
◇Ａ３８ ～にあって
接続
名詞に付く。
意味・用法
「ＡにあってＢ」の形である状況・場所の中にいることを表す。
用例
(1) 真吾は、逆境にあって、なお希望を捨てなかった。（作例）
(2) 遠い異郷の地にあって、仲麻呂は、次のような望郷の歌を詠んだ。（作例）
(3) 戦場にあっても、一時として、彼女のことを忘れたことはなかった（作例）
(4) 私はその渦中にあって急性腎炎で倒れ、一時はまわりの者は再起不能とみていたほ
どでした。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(5) その混乱のさなかにあって，おなじように人間の生きかたや社会のありかたを考察
し，人間がよりよく生きるための普遍的で客観的な原理を求めて，それを真の意味の倫理
思想としてうちたてた先哲があらわれた．（中村元ほか「倫理・社会」)
(6) しかし、日本に旧石器文化が存在しだということが学界では認められていなかった
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当時にあっては、このことはほとんど黙殺されていた。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(7) 「大衆の時代」にあって、もっとも用心しなければならないことは、人々がなだれ
をうって、いっせいに走りだすことである。（朝日新聞 '94.1.5)
(8) こうした時代の転換期にあって、企業は誰のために誕生し、成長し、利益をうみだ
しつづけるのか。（朝日新聞 '94.10.29)
(9) 森鴎外と夏目漱石は，明治期の日本の社会にあって，伝統的に育成されてきた日本
人が，近代精神にめざめることの苦悩と問題とにとりくんだ作家であり，興味ある問題提
起をしている．（中村元ほか「倫理・社会」)
(10) 車社会の米国にあって、我々旅行者に絶対欠かせないのがタクシー。（朝日新聞
'94.7.5)
(11) 統合が進む欧州にあって、中立主義が伝統のスイスは流れに加わっていない。（朝
日新聞 '94.8.22)
(12) 寺に生まれて僧籍を得る世襲僧が多い仏教界にあって、中高年になってからの修
行には困難もつきまとう。（朝日新聞 '94.7.5)
(13) このような心臓の形態は、他の哺乳動物の成獣には見られない特異性で、他のも
のにあっては胎児の時にのみ見られる。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(14) その他各藩においても西洋学術の採用に努力し，また民間にあっても，大坂の緒
方洪庵の塾のように，すぐれた人材を輩出したところもあり，蘭学は，その後の西洋文化
吸収の土台となった．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(15) 人口が密集する都市にあっては、ゴミ処理の問題一つとっても、一人ひとりの意
識が改まらなければ解決しない。（朝日新聞 '94.10.5)
(16) 生命保険にあっては、血圧や非喫煙等一定の基準を満たす場合に保険料を割り引
く保険の新設、損害保険にあっては、平成10年7月から算定会の損害保険料率の使用義務
が撤廃され、被害者に対して保険金を直接給付する自動車保険の新設等の消費者ニーズに
沿った保険商品の開発が行われた。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
文法
連体修飾の用法も、丁寧の形も取れない。かなり固定した言い方で、いささかかたい文
体に合うような名詞しかとりにくい。
ノート
１．動作が行われたり、状態の存在する場所・時間を表す名詞に付くばかりでなく、「に
おいて」と同じく、事柄の関与する次元・範囲を表す用法もある。
２．例文(1)のように、「Ａにあって」は、ある状況・場所の中にいることを述べつつ、
そこから予想される事とは反する状態であるという指摘を以下に導く用法で用いられるこ
とが少なくない。この逆接的なニュアンスは「において」には見られない。
３．公文書など極めて固い書き言葉では、例文(16)のように「～にあっては」が、「～
の場合」とほぼ同義に用いられることがある。
関連項目
Ａ３９「～において」
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◇Ａ３９ ～において
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡにおいてＢ」という形で、動作・作用の行われる場所、あるいは状態が存在する場
面もしくは、時を示す。また、意味が一段抽象化すると、「～という点で」といったよう
な意味で、事柄が云々される次元・範囲などを規定しても用いられる。
用例
(1) 北アメリカ植民地の独立，フランス革命とナポレオン戦争に呼応して，ラテン－ア
メリカにおいても解放運動が始まった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(2) 各都道府県においては県民大会等を中心に次のような取り組みが広範に展開されて
いる。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(3) このような人間の自覚にもとづいて，哲学的なものの考えかたが展開されたのは，
古代のギリシアにおいてである．（中村元ほか「倫理・社会」)
(4) この白亜紀には、地球上において気候がいちじるしく冷温化したことが知られてい
る。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(5) 大相撲初場所は、１１日から両国国技館において行われる。（作例）
(6) 第三段落において、筆者は、前二段の論旨をいったん要約している。（作例）
(7) 人生において、いつ仕事を離れ、いつ余暇を楽しみ、いつ学ぶかといった問題には
多様な選択肢が用意されているべきであろう。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白
書」)
(8) 江戸時代においても，京都・大阪は「上方」とよばれ，江戸とともにわが国の２大
中心地の一つであった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(9) 現在においては，国際的な取引には，金に代わって国際通用力の最も大きいアメリ
カのドルが用いられている．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(10) そして2010年においては、60歳以上の世帯の金融資産が全体の6割以上を占めるこ
とになる（付注１３）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(11) 自然科学においても、専門化はなお激化しつつあり、研究活動もその内部に閉鎖
的に閉じ込められる状態が続いている。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(12) このように，化学変化においては，反応し合うそれぞれの物質と物質，あるいは
できた物質との量の割合が，きちんときまっている。（坪井忠二ほか「新理科１分野上」)
(13) この現象は、オーロラとは、本質において異なる原理によるものだ。（作例）
(14) 学識においては、智光こそ第一等と称されている。（作例）
(15) 作ることのないという意味において、これはほとんどノンフィクションと言って
差しつかえない作品である。（朝日新聞 '94.11.27)
(16) ベッドとテレビ、それに資料置場の書棚だけのシンプルな部屋。何もないと言う
点において、贅沢な部屋と言える。（大石静「アフリカの夜」)
(17) 腕っぷしにおいてはたいていの男はたいていの女より強いし、感覚の鋭さにおい
てはたいていの女の方がたいていの男より優れている。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
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(18) キリスト教の教えにおいては、死は生の延長線上にあるのではなく、生の決定的
な断絶とされています。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(19) 孔子においては，心のもちかたとしては私利私欲を捨てること（克己），人を愛
し，人を思いやること（恕），自分をあざむかないこと（忠），他人をあざむかないこと
（信）などが説かれ，これらすべての側面をうちにもつ心のもちかたと，形としての礼と
を合わせた総称として仁が説かれた．（中村元ほか「倫理・社会」)
(20) 「分業の原則」が裏目にでるのは、とりわけ事務・管理部門においてのことであ
る。（朝日新聞 '94.1.30)
(21) パネリスト、とくに宮沢さんにうかがいたいのは、ブロック化していく中におけ
る日本の役割、そして本当の国際的な意味においての多角的な機関の必要性についてだ。
（朝日新聞 '94.11.22)
(22) しかし、日本やヨーロッパにおけるベビーブームの場合は、アメリカに比べて短
期間であった。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(23) 私は、ひとつの社会における人間と人間の関係のあり方の原点と、その変化が明
らかになったときに、その社会が解〔わか〕ったことになるのではないかと考えはじめて
いたのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(24) 新しいメディアの登場を機会に、これを地震や台風の災害時における聴覚障害者
への情報伝達に使用する義務を定めてほしいと思う。（朝日新聞 '94.6.5)
(25) 平成9年における食中毒の発生状況は、事件数1,960件、患者数39，989名、死者8
名であった。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(26) 東大入試に出た哲学の論述式問題は「近世哲学史上におけるカントの地位」。（朝
日新聞 '94.8.5)
(27) この事件におけるデータの「捏造」は、まだ当該のデータが得られるような状況
になかったにもかかわらず、当事者が、期待されるようなデータを「得たことにした」と
いう性格のものであった。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(28) １気圧のもとにおける沸点を，標準沸点という．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
文法
連体修飾の言い方としては、「～においての」の形も取れるが、「～における」という
表現が、それに当たるものとして用いられる。「～におきまして」のような丁寧の形をと
ることも出来る。
ノート
場所・場面を示す言い方としては、場所を表す格助詞「で」と用法において重なるとこ
ろが多いが、「において」の方が、書き言葉的で硬い表現であることは言うまでもない。
また、「において」は、ある程度広がりを感じさせる場所を示すもので、地点を言う言い
方とはなじみがよくないようである。「展望台の上で監視した」「頭上で爆発した」に比
べると、「展望台の上において監視した」「頭上において爆発した」はすわりが悪いと感
じられる。なお、時間を示す用法としても、「江戸時代において」のような幅のある時を
表すのが普通で、時点を示して「１２時おいて」のような使い方は難しい。
参考文献
野村剛史（1984）
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◇Ａ４０ ～に限り・～に限って
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａに限り／に限って」の形で、「Ａ以外は別として」という意味を表す。
用例
(1) 恒星の質量は，連星のばあいに限り，ケプラーの法則によって求められる．（湊正
雄ほか「地学Ⅰ」)
(2) 事前に申し込んだ記者やカメラマンに限り、大会の取材を認めようというもので、
サミットやオリンピック並みの対応だ。（朝日新聞 '94.12.1)
(3) 栄典の授与は、現にこれを有し、又は将来これを受けるものの一代に限り、その効
力を有する。（「日本国憲法」）
(4) 走行は営業運転終了後の深夜に限り、一週間に二日、各一往復程度を予定している。
（朝日新聞 '94.11.8)
(5) 観光客をねらって、来年の五月一日から九日までの連休中と、七月二十四日から九
月六日までの夏休み期間に限り、稚内と小樽から、サハリン南部のコルサコフまで、計二
十便程度が就航する。（朝日新聞 '94.11.18)
(6) 本来なら、遅刻は認めないのだが、今回に限り、大目に見よう。（作例）
(7) 先着１０名様に限り、記念品を贈呈致します。（作例）
(8) 病欠および忌引の場合に限って、追試を行う。（作例）
(9) なぜだか荷物の多いときに限って、雨が降る。（作例）
(10) うちの子に限って、めったなことをするはずがない。（作例）
(11) イギリス人は，アジアでオランダ人との競争に敗れ，すでに来航しなくなってい
たので，オランダ人と中国人だけが長崎の港に限って貿易を許されることとなった。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(12) 化石のうちで，広い地域にわたり，特定の地層に限って産出するため，その化石
によって地層の年代を定めることができるものを，示準化石（または標準化石）という．
（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(13) しかし，１４Ｃの半減期は短いので，この方法は，せいぜい４万年前までの新し
い年代のものに限って有効である．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(14) おまけに、よくわからないシロモノに限って高い。（さくらももこ「もものかん
づめ」)
(15) 二人の恋愛に限っては、常に晴子が彼をリードしていた。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(16) 本当は暗いくせに表面明るく振る舞ってる人間に限って、暗い人間を忌み嫌った
りするものです。（柴門ふみ「恋愛論」)
(17) 裕美子の声『なんで、今日に限って、こんなもの……（持ってるのよ）』（北川悦
吏子「もっと、ときめきを…」)
(18) そして、自分が浮気している男に限って、恋人の行動に疑い深かったりします。
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（柴門ふみ「恋愛論」)
文法
連体修飾の形はとりにくい。「に限りまして」のように丁寧形は取れる。
ノート
１．限定の副助詞「だけ」と意味・用法が近く、相互に置換出来ることが多いが、「Ａ
に限り／に限って」は、「Ａ」以外を排除する言い方をすることで「Ａ」以外がこれに当
てはまらないということを暗に述べる表現であるのに対して、「Ａだけ」は、“唯一Ａが
”という言い方で「Ａ」を特に取り立てる言い方だと言える。従って、当該項目（「Ａ」）
以外のものが意識されにくいような表現においては、「Ａに限り／に限って」は、使いに
くい。例えば、「アウトラインだけ出来上がった」とはいえても、「アウトラインに限り
出来上がった」というのは、いささか不自然である。この場合、「アウトライン」の完成
という事実それだけが述べられているのであって、それ以外は、まだ問題になっていない
のである。
２．例えば、「なぜだか荷物の多いときに限って雨が降る」は、「～限り～」とは言い
換えにくい。このように、「に限り」と「に限って」とは、必ずしも表現的に同価値では
ない。従って、「に限り」と「に限って」とは相互に置き換えが出来ないこともしばしば
ある。「に限り」と比べると、「に限って」には、対比の意味が強く出るものと思われる。
関連項目
Ａ４１「～に限らず」
◇Ａ４１ ～に限らず
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａに限らず」で、「Ａは他に類例もあってこれだけではなく」という意味を表す。
用例
(1) 学校に限らず、集団というのは何らかの抑圧があるものだ。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(2) この法則〔＝オームの法則〕は電熱線に限らず，電流が流れる導線について広く成
り立つ。（坪井忠二ほか「新理科１分野下」)
(3) このようなしくみは筋肉に限らず，他の器官の活動にも適用される．（石田寿老ほ
か「生物Ⅰ」)
(4) 石油に限らず多くの資源を輸入にたよらねばならない資源のとぼしい国として，こ
れからどのように進んでいくのかをあらためて考えなおす必要がある。（鵜飼信成ほか「新
しい社会［歴史］」)
(5) この話は、彼に限らず、みんな知っていることだ。（作例）
(6) この店は、ウイーク・デーに限らず、土曜も日曜もやっている。（作例）
(7) 子供に限らず、大人だって、こんなことを時には考えるものだ。（作例）
(8) 儒学・国学・蘭学に限らず，一般に学問の普及はめざましく，１８世紀からは，各
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藩では藩学を設けて家臣の教育機関とし，民間では寺子屋がひらかれて，日常生活に役立
つ簡易な教育がおこなわれた．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(9) 意欲のあるなしに限らず、弁当屋はもうすぐ廃業です。（朝日新聞 '94.3.6)
(10) 〔キオスクの〕語源はトルコ語ともペルシャ語ともいわれているが、ヨーロッパ
では、駅に限らず広く街角の新聞売店、スタンドの愛称として定着している。（朝日新聞
'94.6.28)
(11) ＣＤの音質の冷たさ、貧弱さを指摘する声は、オーディオマニアに限らず、決し
て少なくなかった。（朝日新聞 '94.1.27)
(12) 「マウスピースはボクシングに限らず、歯をかみ合わせて力を出すスポーツには
有効。（朝日新聞 '94.6.4)
(13) コメに限らず、品種改良は農業や園芸に不可欠で、新品種づくりは日本でも盛ん
だ。（朝日新聞 '94.3.19)
(14) それぞれの地域が、地域の人たちとともに育て、生きてゆく、自分たちのための
Ｊリーグ。サッカーに限らない、幅広いスポーツの在り方を求めてゆくんです。（朝日新
聞 '94.2.15)
文法
(14)のように、「に限らない」という連体修飾の形もあるが、あまり使用されないよう
である。丁寧の形も、じっさいには使いにくい。
ノート
「だけではない」という言い方としては、「のみならず」等が考えられるが微妙に用法
が異なる。「のみならず」の場合、「するのみならず／したのみならず」と、動詞句を受
ける用法が可能だが、「に限らず」にはこうした用法はない。また、名詞を受ける場合で
も、「に限らず」は、“範囲はこれだけでない”ということを述べるのに重点があるのに
対して、「のみならず」は、“それに加えて更に”と以下と列記されるものを取り上げる
点に重点がある。それ故、問題になる人・ものを並べ立てて言う場合は、「山崎氏のみな
らず井上氏も来た」とはいえても、「井上氏に限らず山崎氏も来た」という言い方は不自
然である。「来た」ということにあてはまるのが何かが問題になっているわけではないか
らである。
関連項目
Ａ８０「のみならず」
◇Ａ４２ ～に応じて・～に応じ
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａに応じて／Ａに応じ」の形で、基本的には「Ａにうまく合うようにして・Ａにうま
く合うような形で」という意味を表す。
用例
(1) 信長は、家臣それぞれに、その働きに応じて恩賞を与えた。（作例）
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(2) 学力に応じて、適切な指導をする。（作例）
(3) 人間はいつまでも若いままでいるわけではない。年齢に応じて、それなりの仕事の
仕方がある。（作例）
(4) 共同制作番組は、参加局が一定の比率に応じて基金を出し合う方式。（朝日新聞 '
94.9.17)
(5) 国会議員の年金は議員を辞めたときの歳費の額に応じ、原則としてその三分の一が
支給される。（朝日新聞 '94.2.15)
(6) お父さんが作る簡単離乳食、赤ちゃんの発達段階に応じたあやし方、遊び方、しつ
け、病気の時の対応などを具体的に説明。（朝日新聞 '94.4.4)
(7) ボーナスは試合の活躍に応じた褒賞金として支払われ、昨年が約七百四十万円だっ
た。（朝日新聞 '94.2.25)
(8) また、一般の主なカードは、利用に応じた点数制で還元サービスをしているが、最
近、その点数から地球環境などに寄付することができるようにしたところもある。（朝日
新聞 '94.1.22)
(9) 光が弱いときには，二酸化炭素の濃度を変えても光合成の速度はほぼ一定であるが，
光が強い場合には，濃度の増加に応じて増加する．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(10) 中間報告は、幼児一人ひとりの発達の特性に応じ、より行き届いた教育を推し進
めるため、三十五人学級が適当だとした。（朝日新聞 '94.11.18)
(11) スケールメリットを生かして、地域特性に応じたきめ細かな住宅づくりも期待で
きる。（朝日新聞 '94.5.11)
(12) 人間の個性は千差万別であるから、その人に応じて、適所適材の生かし方を考え
なければならない。（作例）
(13) 魚類・両生類・ハ虫類・甲カク類・頭足類などでは，動物がとどまっている場所
（底面）の明るさや色に応じて体色を変えることがある．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(14) 当時の寺院は深山幽谷の山地に建てられることが多いため，室生寺のように伽藍
も地形に応じて自由な配置で建てられた．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(15) 骨が地中に埋もれると、そこの化学的な条件に応じてさまざまな化学作用がおこ
なわれるが、極端に酸性の状態以外では、無機成分はのこりやすい。（亀井節夫「日本に
象がいたころ」)
(16) 潮せきは，ふつう１日に２回の干満があり，潮流もそれに応じて向きをかえる．
（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(17) 学校を設置しようとする者は、学校の種類に応じ、監督庁の定める設備、編制そ
の他に関する設置基準に従い、これを設置しなければならない。（「学校教育法」第三条）
(18) また、客に酒の上手な飲み方を勧め、好みや用途に応じアルコール度の違う酒を
紹介する。（朝日新聞 '94.8.19)
(19) 在宅サービスについては、利用者の状況や地域の実情に応じ、訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）、日帰り介護（デイサービス）、短期入所生活介護（ショートステイ）
等を適切に組み合わせて総合的に提供することが重要であるが、〔略〕。（経済企画庁編「平
成１０年版国民生活白書」)
(20) 国会の慣行が外交にも影響を与えかねない事態が相次いでいることから、羽田氏
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は〔略〕代表質問でも「大臣の海外出張は、国会開会中のいかんを問わず必要性と頻度が
高まっている。基本的には必要に応じ、海外出張ができるよう改革を提唱する」と主張し
ていた。（朝日新聞 '94.9.19)
(21) 施政方針は「そもそも予算に盛り込んだ内容に沿って説明する性格であり、地味
にならざるを得ない」（政府高官）にしても、官僚による原案に沿って、改造断念の記者
会見前に作られたもので、状況変化に応じての手直しはされていない。（朝日新聞 '94.3.
4)
(22) 捜査側が得た情報に基づいて捜査方針を変更したのに応じて、自白内容も変わっ
てきた。（朝日新聞 '94.12.1朝35 [941201165]）
(23) 円高の進展などで、国内メーカーに中国や東南アジアに生産拠点を移す動きが加
速しているのに応じて、都市銀行なども「アジア重視」の姿勢を強めている。（朝日新聞
'94.1.9朝９ [940109054]）
文法
連体修飾の形としては、例文(6)～(8)(11)のように、「に応じた」という言い方が普通
であるが、(21)のように、「に応じての」という形も不可能ではない。丁寧形も可能であ
る。
ノート
用例のように、「に応じて」で問題にされることは、量的に計れる差異と見られるもの
が多い。そうした場合、見方を変えれば、「に応じて」とは、以下に述べられる事柄が適
切になされるように決めるための尺度となるものを取り上げていると見ることも出来る。
ただし、例文(9)以下のように、量的な差異だけが取り上げられるわけではない。
◇Ａ４３ ～にかけても・～にかけて
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａにかけて（も）」の形で、以下のことの実現が譲れない根拠として意識されるもの
を、取り上げて表す。
用例
(1) 警察のメンツにかけても、必ず二十面相を逮捕せよ。（作例）
(2) 必ずこのなぞは解いて見せる、じっちゃんの名にかけて。（｢金田一少年の事件簿｣）
(3) メンツにかけてもこれ以上の造反を出せない渡辺派も幹部が一人ひとりをチェック
し「もう出ない」と強調していた。（朝日新聞 '94.1.21)
(4) メンツにかけても全国最小の県都から脱却したいとの悲願が行政側にみえる。（朝
日新聞 '94.11.16)
(5) 二場所連続の全勝優勝で、堂々と横綱にかけあがろうとする貴乃花と、十一場所も
一人横綱を張ってきた意地にかけて、ライバルに土をつけたい曙。（朝日新聞 '94.11.21)
(6) 自らの誇りにかけて、巨人を倒そうという選手が、まだまだ数多くいる。（朝日新
聞 '94.8.31)
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(7) ２５球で沈んだ先発槇原の救援は、プライドにかけて、失敗するわけにはいかなか
った。（朝日新聞 '94.10.9朝23 ）〔「槇」の字、原文は〓〕
(8) 大英帝国の名誉にかけて公使暗殺を阻止しようとするスコットランド・ヤードの敏
腕刑事の集団。（朝日新聞 '94.8.17)
(9) 予算審議は急ぎたいが「首相の責任ある対応がない限り、国会の権威にかけて正常
化は困難」と党の対応を正当化する内容で、各議員が地元に戻る週末、有権者に説明する
参考資料だ。（朝日新聞 '94.3.17)
文法
「にかけての」のような連体修飾の形をとることは、難しい。「にかけても」の係って
いく述語は、意志や命令の表現が取れる。「にかけて」と「も」を伴わない形も取れる。
ノート
１．「にかけても」でとりあげられるものは、メンツ・名誉・信用とかいった主体の社
会的な体面に関わるものにほぼ限られる。「にかけても」は、主体が不退転の決意をもっ
ていることを述べる言い方であり、何を意識することが、日本人を不退転の決意に至らし
めるのかがといった心性がこのようなことからも伺われるのかもしれない。
２．「神にかけて、誓います」あるいは「天地神明にかけて」のような言い方があるが、
この場合の「かけて」は「言葉に出して言う」意味の古語「かく」から来たものかと思わ
れる。この項で扱っている「～にかけて（も）」は、むしろ「賭ける」といったニュアン
スにつながるものであり、これとは別に考えるべきだろう。「神にかけて」は、類例とい
える言い方もほとんど無く、これで一つの慣用表現と見るのがよい。
参考文献
蔦原伊都子（1984）
◇Ａ４４ ～にかけては
接続
名詞に付く。
意味・用法
「Ａにかけては」の形で、それをめぐってて競合したり比較した場合、高く評価される
ような事柄Ａをとりあげる。
用例
(1) 私は舌戦にかけては、四十ぐらいの嫁に負けはしないのだが、ヘリクツだけは嫌い
である。（田辺聖子「姥ごよみ」)
(2) 矢沢さんらは凧作りにかけてはベテランだが、失敗して大切な作品を壊しては、と
何度も試し張りを繰り返した。（朝日新聞 '94.10.21)
(3) 政治の発信地は、いうまでもなく北京だが、おしゃれにかけてはわが街と、上海人
は胸を張る。（朝日新聞 '94.12.18)
(4) 〔高橋由一は〕絵にかけては極めて真摯（しんし）だったことが遺作からわかる。
（朝日新聞 '94.8.23)
(5) 「テニスにかけては抜きんでている。ほかのことでは、時に問題だと思われるほど、
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点が低くても、ね」（朝日新聞 '94.2.20)
文法
１．「ＡにかけてはＢ」のパタンで、Ｂには、高い評価・よい評価の表現がくる。「長
唄にかけては名人級だ」といえても、「長唄にかけては素人以下だ」のような言い方はも
ちろん不自然である。
２．「～かけての」のような連体修飾の言い方は、かなり難しい。「にかけては」の形
で、「にかけては」が係っていく述語句は、高い評価やそれを伺わせる状態を述べる表現
である。命令表現などは、基本的にとりにくい。「暗算にかけては、自信をもっている」
とは言えても、「暗算にかけては、自信をもて」というのは、かなり不自然である。
ノート
「に関しては」「かけては」と一部用法が重なるところがあるが、「かけては」が取り
上げるのは、高い評価を受けるような事項に限られ、また、動作・行為的な意味でとれる
事項でなければならない。そのため、高い評価を受けることであっても、「学歴に関して
は、彼はトップ・クラスだ」と言えても「学歴にかけては、彼はトップ・クラスだ」とい
うのは、かなり不自然である。
参考文献
蔦原伊都子（1984）
◇Ａ４５ ～に比べて
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａに比べてＢ」の形で、Ｂという点で比較する対象としてＡを取り上げる表現。
用例
(1) 菜穂子は、弘実に比べてずっと長身だ。（作例）
(2) ドイツ語は、英語に比べてスペリングが簡単だ。（作例）
(3) 火星旅行は、月へ行くのに比べて何倍もの困難が伴う。（作例）
(4) これをだ液腺染色体といい，その生物に見られるふつうの染色体にくらべて，長さ
・太さとも７０～１５０倍の大きさがある．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(5) アジア象にくらべて、アフリカ象はその生活環境がかなり変化にとみ、分布範囲も
広い。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(6) スリムな人にくらべて、太った人のほうがふつう走るのが遅いように、質量の大き
な粒子ほどその速度は遅い。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(7) 太陽が明るいのは，ほかの恒星に比べて特に地球に近いためである。（坪井忠二ほ
か「新理科２分野上」)
(8) ホウレンソウは、本来の冬物に比べて夏物は、ビタミンＢ２は多いが、ビタミンＣ
は少ないことが分かった。（朝日新聞 '94.11.26)
(9) しかし，北海道は広いこともあって，本州よりの西部にくらべ，東部に行くのはま
だまだ不便である。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
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(10) また、中年世代になったベビーブーマーは、若いときに比べ健康に関心を持ちは
じめたことからフィットネスクラブなどの健康維持・増進産業への需要も高まっていると
みられる。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
文法
基本的に、「ＡはＢに比べて……だ」という比較の言い方で用いられる。従って、述語
には比較の尺度となる性質・状態を述べる述語がくる。(9)(10)のように、「て」を伴わ
ない、「に比べ」という形もある。
ノート
１．「に比べたら」「に比べると」といった形式も、同様に用いられるが、これらの方
がなお述語等との結び付きに自由度があり、複合辞としては必ずしも固定化していない。
たとえば、これらは、「その仕事をするのに比べたら、留守番でも我慢しますよ」とか「そ
の仕事をさせられるのに比べると、留守番でもよしとすべきだ」のように、比較の尺度を
示す述語と結び付かない用法も可能である。
２．格助詞「より」と意味用法が重なる部分が大きいが、「に比べて」は相対的に比較
を表す用法だけしかもたず、選択の用法はない。従って、「お茶よりコーヒーがほしい」
とはいえるが、「お茶に比べてコーヒーがほしい」とは言えない。
◇Ａ４６ ～に関して
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
言語・思考行動の対象・内容や、検討・評価がなされる観点を示す。
用例
(1) ガリレイはどのようにものが落下するかを実験的に調べ，落下の場合の速さの変化
（加速度）に関して，はっきりした理解をもつようになったのである。（坪井忠二ほか「新
理科１分野下」)
(2) この点に関して、もう一つだけ、物理学者からの引用をしよう。（村上陽一郎「科
学者とは何か」)
(3) 英国から、スコットランドのネス湖の怪獣、いわゆるネッシーに関して興味深い報
道があった。（朝日新聞 '94.3.15)
(4) フィギュアスケートの採点に関しては、従来、自国の選手に有利な採点をする審判
が目立つなどの問題が指摘されていた。（朝日新聞 '94.2.23)
(5) 日本旅行業協会には昨年度、海外旅行に関して約二百件の苦情があった。（朝日新
聞 '94.5.24)
(6) 実のところ人間の生と死に関して私自身はあまり深く考えたことはないのです。（朝
日新聞 '94.1.17)
(7) この法律に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、政令で
定める。（「農業基本法」第二十九条）
(8) 日本政府は、これまで軍縮に関し、化学兵器禁止条約づくりや核実験の全面禁止に
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向けて積極的な外交を進めてきた。（朝日新聞 '94.9.2)
(9) とりわけ「倫理」という分野は、科学研究者の内部でも、あるいは外部社会との間
の関係のなかでも、極めて重要な切り口であるという認識と、それに関しての私なりの多
少の蓄積があった。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(10) 私に関しての事実を、今私が語るなら、腰が痛いという事だけである。（さくら
ももこ「もものかんづめ」)
(11) 以前、看護にかかわりのない友人に国家試験問題を見せたところ、難しい医学専
門用語は別として、看護に関してのかなりの問題が解けてしまった。（朝日新聞 '94.5.1
7)
(12) 住民移転に関しての最大の問題は、このプロジェクトにおいては「土地には土地
を」の政策が採用されていない点である。（朝日新聞 '94.8.8)
(13) 次子「すいません、ドレッシングに関するアンケートをお願いしたいんですが」
（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(14) ケプラーはチコ・ブラーエの観測結果を整理して，惑星の運動に関する３つの法
則を発見した．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(15) 技術に関する職能集団は、人間が技術を社会的に利用し始めたころからすでに何
らかの形では存在するようになったと考えられる。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(16) このように、介護をめぐる不安、介護費用に関する心配によって、多くの人は必
要以上に貯蓄し、消費を抑えている可能性がある。（経済企画庁編「平成１０年版国民生
活白書」)
(17) 私は〔中原〕中也に関する限り、全詩集、書簡集、母親の手記、恋人長谷川康子
の手記、友人たちの証言に至るまで殆ど目を通していた。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(18) しかし、宇宙に関する根本的な問いに答えるには、だいぶ望遠鏡の倍率が足りな
かった。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
文法
「に関しまして」と丁寧の形がとれる。連体修飾の言い方としては、(9)～(12)のよう
に、「に関しての」の形も、(13)～(18)のように、「に関する」とそのまま連体形にした
形もとれる。
ノート
１．類義の複合辞として「について」が挙げられ、意味は概ね重なるが、「について」
の方が一般的である。また、「に関して」の方が、対象・内容の取り上げ方にも幅を持た
せた言い方で、いわば「関わることについて」というように周辺的な事にも言及するよう
な含みが感じられる。そのため、“まさしくそのこと”というような取り上げ方をする場
合は、用いにくいことがある。例えば、「その事実について目をそらしてはならない」と
言えても、「その事実に関して目をそらしてはならない」というのは、やや不自然である。
２．「に関して」は、発言・思考行動を意味する動詞述語に係ることが多いが、さらに、
そういった述語が「～ヲ」などの補語を伴った形とも結び付くことがある。そうした場合、
「に関して」で取り上げられた事項と、補語として取り上げられた事項には、一種の所属
関係が認められることが多い。例えば、「心臓移植に関して可能性を検討する」のような
例で、この場合、「～に関して」と「～を」で取り上げられた事項の間には、「心臓移植
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の可能性」のような所属関係が見て取れる。
関連項目
Ａ５３「～について」
参考文献
佐藤尚子（1990）
◇Ａ４７ ～に先だって・～先立ち
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａに先だってＢ」の形で、事柄ＡをＢの事柄がなされるのに先行してなされるもので
あるとして示す。
用例
(1) 開会に先立って、所長の挨拶があった。（作例）
(2) 初演曲の演奏に先立って、作曲者のプレ・トークがあった。（作例）
(3) フォーラムに先立って午後零時半から、親子で楽しめる音楽フェスティバルがある。
（朝日新聞 '94.11.21)
(4) 映画公開に先立って内容を審査した映倫管理委員会は数カ所のセリフの修正を指導
した。（朝日新聞 '94.3.18)
(5) 上演に先立ち、日本語のほか、英語とフランス語で演目のほかに舞台上で役柄、衣
装、化粧、音楽など歌舞伎の基礎知識を解説する。（朝日新聞 '94.6.24)
(6) 高速増殖炉の実用化に先立ち、ウランとプルトニウムを混合した燃料（ＭＯＸ燃料）
を現在の原子力発電所でも利用することとしている。（朝日新聞 '94.8.27)
(7) 東京高裁が判決に先立ち示した和解案では、国と地元自治体、住民代表からなる協
議機関の設置を勧告した。（朝日新聞 '94.5.7)
(8) 社会党としては財源としての増税問題を協議するのに先立って、福祉計画などの策
定を求める考えを明らかにした発言だ。（朝日新聞 '94.2.16)
(9) 十九日から同分野の交渉が本格化するのに先立ち、日本側が「成果」を強調する狙
いがあるとみられる。（朝日新聞 '94.9.17)
(10) 山崎氏が講演するのに先立って、国歌が吹奏された。（作例）
(11) 先のジャカルタでのＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）首脳会議に先立って
の日中首脳会談。（朝日新聞 '94.11.26)
文法
「Ａに先立って」の「Ａ」には名詞がくるのが自然であるが、(8)～(10)のように、「（～
が）～するのに先立って」という名詞節の形のものを取ることもできる。「先立ちまして」
のような丁寧の形をとることも可能だと思われる。
ノート
１．「に先だって」は、いささか物々しい言い方であり、それ故「Ｎに先だって……」
という言い方で問題にされる前後する二つの事柄は、儀式やイベントといった何らかの公
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けごと的なものでなければ不自然になる。例えば、「彼は、外出に先立って、お茶を飲ん
だ」などという私的な出来事の前後関係を述べるのに、このような言い方は不自然である。
２．連体修飾の形は、例文(11)のように「先立っての」の形が普通である。「出会うに
先立つ予感」などと、「先立つ」の形もあり得るが、むしろ「Ａニ先行スル・先ニ起コル
Ｂ」のような動詞としての実質的な意味がはっきりしてくるので、こうした例は複合辞と
考えないほうがよいだろう。
関連項目
Ａ３７「～あたって」，Ａ４８「～際して」
◇Ａ４８ ～に際して・～に際し
接続
名詞に付く。また、動詞のスル形に付く。
意味・用法
「Ａに際し（て）」という形で、「Ａということを行う時に」「Ａということが行われる
・おこる時に」という意味を表す。
用例
(1) 大坂城代は、その赴任に際して妻子の同行を許される。（築山桂「浪速の翔風」）
(2) 出発に際して、諸注意を述べる。（作例）
(3) 元来この〈二重拘束〉理論は、ベイトソンがその共同研究者たちとともに、現代の
代表的な精神疾患と目される分裂病の解明に際して、その中心モデルとして提出したもの
である。（中村雄二郎「術語集」）
(4) 後者はその仕事に際して、原則上、そのための特別の材料や道具を手に入れること
ができるし、それらをどこにも求めることができる。（中村雄二郎「術語集」）
(5) 化学変化に際しては，質量保存の法則が成立する．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(6) そこで今回のハレー彗星の接近に際しても、一部にパニック症状が起こりはじめて
いる。（石川喬司「彗星伝説」)
(7) 南部は戦争に際して，イギリス・フランスの支持を期待していたが，１８６２年９
月，リンカンが奴隷解放宣言を発表すると，合衆国内外の世論は北部に同情を示し，イギ
リス・フランスも不干渉の態度をとるにいたった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(8) ラテン－アメリカ諸国では独立に際して，土地制度などの改革が行なわれなかった
ため，独立後も封建的な大地主勢力が政権を握っていた．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(9) もし、紀代の言ったように、葉書の場合に、ちゃんと説明がつくのなら、電話に際
しても、同じようにできるのではないだろうか。（佐野洋「無事永眠」)
(10) また科挙を行なうに際しては朱子学を国学に定めた．（土井正興ほか「三省堂世
界史」)
(11) この問題に限らず、政府は物事を決めるに際して、利害関係者を意思決定機関に
加えがちだ。（朝日新聞 '94.2.1)
(12) 豊原隆太郎ＴＢＳ広報部長の話 失われつつある伝統ある「漂海民」を紹介する
に際して、いくつかの状況設定や注文などはなされているが、それが現実の“海のサマ族
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”の姿をゆがめて伝えているとは考えていない。（朝日新聞 '94.9.9)
(13) 〔イスラエルの〕建国に際し，アラブ系住民との対立がたえず，現在でもパレス
チナ問題として紛争の根はつきない．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(14) 十字軍の直接的契機になったのは，セルジューク－トルコの小アジア占領に際し，
東ローマ皇帝が教皇ウルバヌス２世に救いを求めたことにあった．（土井正興ほか「三省
堂世界史」)
(15) 公団は建て替えに際し、所有している団地の土地を時価で買ったものとして再評
価して新家賃を決める。（朝日新聞 '94.9.28)
(16) 一九三〇年代の世界不況に際し、米国のルーズベルト大統領はケインズ理論に基
づいてニューディール政策を実行した。（朝日新聞 '94.1.7)
(17) 報告書によると、脱出に際し、客室乗務員は手荷物を機内に残すよう大声で指示
したが、乗客の約二割は持ったまま滑り降りていた。（朝日新聞 '94.12.2)
(18) 代表者会議は、執行部が大会などで決められた方針を具体化するに際し、地方組
織の意見を聴くために随時開く。（朝日新聞 '94.11.24)
(19) 秦（しん）の始皇帝を殺すべく出発するに際し、易水のほとりで見送る人々に訣
別（けつべつ）の詩として残した。（朝日新聞 '94.12.4)
(20) クーベルタンは近代五輪として復活させるに際し、この二の舞いを演じまいと、
アマチュアリズムをＩＯＣの基本理念とした。（朝日新聞 '94.7.4)
(21) 消費者利益の確保のためには、取引に際しての計量の適正化を図る必要がある。
（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(22) 難民の生活実態や、援助活動に際しての問題点、治安や衣食住など援助関係者の
生活環境などについて、調査する予定だ。（朝日新聞 '94.8.2)
(23) それは、大気圏突入に際しての技術的困難性ばかりてなく、たとえ、それが成功
したとしても、地球表面における着地点が大幅にずれて、北緯三十六度三十分、西経百七
度零分附近、つまりそこは、米国ニュー・メキシコ州の高地沙漠地帯で、アルバカーキの
僅かに北、ロス・アラモスとサンタフェとの間になるとン連のコンピューターが弾き出し
たのだ。（中村正軏「嘔吐の海」)
文法
連体修飾の形は、例文(21)～(23)のように、「に際しての」という形をとる。例文(13)
～(20)のように、「て」を伴わない「に際し」という形も用いられる。名詞を受ける場合、
「Ａに際して」は、「Ａ」の部分には動作・出来事的な名詞がくる。
ノート
１．「Ａに際してＢする」という場合、ＡとＢは同時的か、ＡがＢに先行するという関
係になる。
２．「にあたって」と意味・用法が重なる部分があるが、「にあたって」の方が当事者
としてその行為に主体的にかかわるという意味が表立つ言い方であり、主体的に受け止め
るのではない、たまたまの自然の出来事の生起の場合は、「際して」は使えても、「あた
って」は使えない。例えば例文(6)のような場合「ハレー彗星の接近に際して」と言えて
も「ハレー彗星の接近にあたって」とは言えない。
関連項目
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Ａ３７「～にあたって」
◇Ａ４９ ～に至っては
接続
名詞に付く。動詞のスル形に付く。
意味・用法
「Ａに至っては」の形で、話題になっている一連の事柄の中から、特に注目される・問
題になる事柄Ａを取り上げて、以下にどのような点で注目される・問題になるのかを述べ
る表現。
用例
(1) しかし，貴族の邸宅にはまだ草葺き・板屋根が多く，一般農民に至っては，竪穴式
住居のなかで，地面に草たばやむしろを敷いて住むありさまであった．（宝月圭吾ほか「詳
説日本史（再訂版）」)
(2) 戦後生まれの娘は「今どき軍歌なんて」と、あきれているし、孫たちにいたっては、
まったく無関心で、何の歌か聞こうとしない。（朝日新聞 '94.12.6)
(3) すぐに紹介できる老人病院は三十カ所ほど開拓してある。関東だけでなく、山梨、
静岡県に及ぶ。それでも早くて一カ月、待機者が多い病院は入院まで一年もかかる。〔略〕
特別養護老人ホームにいたっては三、四年待ちもざらだ。（朝日新聞 '94.3.8)
(4) 再処理が難しいとされるプラスチック類については、発泡スチロールトレーは五％
しか分別されておらず、ペットボトルにいたっては三％と極めて少ない。（朝日新聞 '94.
5.17)
(5) しかし、延長保育を実施している保育所は私立で八・八％、公立にいたっては二・
三％しかない。（朝日新聞 '94.1.20)
(6) このごろの大学生の学力低下は深刻で、分数の掛け算・割り算も満足に出来ない者
も少なくない。微積分に至っては、十分に理解している者が何割いるか怪しいところであ
る。（作例）
(7) 今期の田野村八段の活躍はめざましく、名人戦にも出場し、勝率は８割、対局数に
いたっては、全棋士中トップである。（作例）
(8) いままでの民主党にしろ、自由党にしろ、ずいぶん立派な党名であると思うのに、
その党名にふさわしい政治も行ってくれなかった人たちが、反省する色もなく離合集散し、
新しい党名で出直そうとするなどはもってのほかだと思うのに、党名を公募するというに
いたっては、新党の底意も知れるようである。（朝日新聞 '94.11.13)
文法
(8)のように、動詞のスル形に付く場合もある。連体修飾の形は用いられない。「にい
たりましては」という丁寧の形は、有り得るが、あまり用いられないと思われる。「にい
たっては」の後には、どうであるのかの事実描写が述べられるのであり、疑問や命令・意
志の表現はとれない。
ノート
１．「に至っては」は、一連のものから一つをとりあげて主題とする言い方であり、一
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連のものが示される文脈がなければ、用いにくい。「事故の発生件数は、最近、増え続け
る一方だ。」とは言えても、「事故の発生件数に至っては、最近、増え続ける一方だ」と
単に言うのは不自然になる。
２．関連して、「事ここに至っては」のような言い方があるが、進退窮まって何ともし
ようのない場面に至ったことをいうもので、これだけで一まとまりの慣用句と扱うべきで
あろう。
関連項目
Ａ６５「～ときたら」
◇Ａ５０ ～に至るまで
接続
名詞に付く。
意味・用法
「～から～に至るまで」と、「～から」を伴う形で、あるいは、「～に至るまで」の形
で、一連の物事が（どこから）どこまで及ぶのか、その範囲を示す。
用例
(1) 鴎外から田中小実昌にいたるまで、バライティーに富んだ短編小説を網羅している。
（作例）
(2) 引き出しから、机の下、本棚の裏に至るまで、くまなく捜したが見つからなかった。
（作例）
(3) 〔略〕江戸時代の百姓一揆から現代に至るまで民衆の異議申し立ての歴史をまとめ
ている。（朝日新聞，2000年5月25日朝）
(4) また，雪の重みにたえる家屋を建てたり，道路や屋根の除雪から，医療・教育にい
たるまで，この地方の人人の生活にとって，雪は大きな障害になっている。（鵜飼信成ほ
か「新しい社会［地理］」)
(5) 西日本の交通網は，鉄道のほか，道路・海上・航空にいたるまで，大阪に集中して
いるので，大阪を中心とする経済圏の交通の便はよい。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地
理］」)
(6) この二つの文化圏では、食物の好みやことば、その他葬式の仕方にいたるまで、か
なりの違いがあります。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(7) 私は中也に関する限り、全詩集、書簡集、母親の手記、恋人長谷川康子の手記、友
人たちの証言に至るまで殆ど目を通していた。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(8) 地内（浅草公園内）で生活する者は一流の大店はもとより小さな茶店に至るまで一
日に一度は必ずお詣りに行く。（川口松太郎「はだか修行」)
(9) カトリックのミサにのっとっているが、ショスタコービチ風の管弦楽からロック、
ジャズにいたるまで二十世紀の音楽を織り込んでいる。（朝日新聞 '94.10.11)
(10) こういう寓話（ぐうわ）自体は、オーウェルからゴダールにいたるまで、わりと
よくあるものだからそんなにコワクはない。（朝日新聞 '94.3.15)
(11) 体に入って悪さをする細菌などを食べてくれるマクロファージ（大食細胞）は、
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下等動物から人間にいたるまで、生体防御の主役のひとつ。（朝日新聞 '94.7.13)
(12) 会社の会議や学校の授業、果ては医療に至るまで、自宅でパソコンのキーを一つ
押すだけで済むそうです。（朝日新聞 '94.10.4)
(13) ビデオジャーナリスト（映像記者）と呼ばれ、撮影から取材、編集、スタジオ解
説に至るまで一人でこなす。（朝日新聞 '94.7.30)
(14) 直美の結婚には、親兄弟に至るまで反対した。（作例）
(15) 農村はすみずみに至るまで不景気におちいり，農産物の価格の下落はひどかった．
（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(16) したがって発癌性のあるウィルスが、細胞内でどのように振る舞うかが、細部に
至るまで明らかになれば、癌の機構解明は半分以上できたとさえ言えるはずであった。（村
上陽一郎「科学者とは何か」)
(17) 十七日の主張・解説面「いま何が問われているのか」の「日本とアメリカ」（ブ
ラッドレー米上院議員）は村山政権、日米関係から安保体制にいたるまでの米国人のクー
ルな目による論評で読みごたえがあった。（朝日新聞 '94.8.7)
(18) 蘭学（らんがく）の始まりから近代の洋学に至るまでの学者を網羅した、武内博
編著『日本洋学人名事典』（一八、〇〇〇円）が柏書房から刊行された。（朝日新聞 '94.
7.17)
文法
例文(17)(18)のように、「（Ａから）Ｂに至るまでの」と、連体修飾の形を取ることが
できる。丁寧形は用いられない。
ノート
一見、「（Ａから）Ｂまで」という助詞の用法を強調した言い方のようにも思えるが、「（Ａ
から）Ｂまで」のように、単に時間・場所の範囲を示す言い方では用いにくい。例えば、
「満員電車のなかで、大阪から京都までずっと立っていた」「３日から１５日まで国立博
物館で開催されている」といった例を、「満員電車のなかで、大阪から京都に至るまでず
っと立っていた」「３日から１５日に至るまで国立博物館で開催されている」とするのは、
不自然である。
関連項目
Ａ５８「～にわたって」，Ａ５９「～にかけて」
◇Ａ５１ ～に従って・～に従い
接続
動詞のスル形に付く。また、名詞に付く。
意味・用法
「Ａに従ってＢ」「Ａに従いＢ」の形で、Ｂで表される事柄がＡと連動していることを
表す。
用例
(1) このように，実在の気体では圧力が高くなるにしたがってボイルの法則からのずれ
が起こる．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
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(2) 地球内部は，層状構造をしており，平均的には中心にいくに従って，密度がしだい
に増加する．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(3) ヨーロッパの戦線では，はじめ優勢であったドイツが，連合国軍の体制が整備する
に従って劣勢となっていった．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(4) 時々、山へ行くが体重が減るにしたがって登るのが楽になった。（朝日新聞 '94.1.
14)
(5) 国際化が進むに従って、英会話学校の数も急増しており、総数は全国で八千校とも
一万校とも言われる。（朝日新聞 '94.3.27)
(6) また封建社会がくずれるに従い，人間の自我の自覚がはじまり，日清戦争前後には
封建道徳からの解放と個人の自由とを基調とする北村透谷の「文学界」一派のロマン主義
があらわれた．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(7) だが、市場経済化が進むに従い、経済格差の拡大、中央と地方の対立など様々な問
題が起きている。（朝日新聞 '94.8.22)
(8) しかし、高校の水準が上がるに従い、短大志望者が減る誤算もあった。（朝日新聞
'94.9.26)
(9) 年を重ねるに従い、一抹の寂しさを感じるようになりました。（朝日新聞 '94.8.2
8)
(10) 私が警戒するのは世界がますますブロック化されるに従い、暗黙裏に保護主義を
考えてしまうことだ。（朝日新聞 '94.11.22)
(11) 時間の経過に従って、人々の表情にも変化が見られるようになった。（作例）
文法
前接する動詞は、否定、過去の言い方や、「～だろうに従って」のようなムード表現は
とれない。後件には、意志、疑問や命令の言い方がとれない。「～にしたがうＮ」「～に
したがってのＮ」といった連体修飾の形は言いにくい。
ノート
「につれて」とほぼ同義だが、時の経過を表すような場合には、「したがって」よりも
「につれて」のほうが使いやすい。
関連項目
Ａ５５「～につれて・～につれ」
◇Ａ５２ ～に対して・～に対し
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
（１）述語句の動作・行為の向けられる対象を取り上げて示す。
（２）以下で述べられる事物が割り当てられたり、代価・お返し等として与えられること
になる対象を取り上げて示す。
（３）以下で述べられる事物と対照される事物を取り上げて示す。
用例
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(1) 彼女は、審議会からの質問に対して的確に答えた。（作例）
(2) 当時、Ｍ侯爵婦人は、国王に対して大きな影響力があった。（作例）
(3) アルバイト１名に対し、時給８００円を支払う。（作例）
(4) 激励の電報に対してお礼の手紙が送られた。（作例）
(5) ペルシアの侵入にたいして，ギリシアでは約３０のポリスが力を結集して戦った．
（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(6) 太陽の南中高度が変化するのは，地球の公転する面（公転面）に対して，地軸が傾
いているためである。（坪井忠二ほか「新理科２分野上」)
(7) 取調べに対し、私はテープを売ったのであり、恐喝ではない、単なる商取引きだ、
と主張したが、刑事は、「そういうのを、法律上では、恐喝というんだ」 と、ばかにし
たように言い捨てた。（佐野洋「無事永眠」)
(8) これらの行政権の行使は，閣議を通じて行なわれるが，その決定について，内閣は
国会に対し連帯責任を負わなければならない．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(9) それらの一つ一つに対してＢの指し手がやはり五通りずつあるとします。（野崎昭
弘「人工知能はどこまで進むか」)
(10) 外相は、「日本が国際社会から受けたさまざまな恩恵に対して、一定の責任を果
たすことから逃げるわけにはいかない。（中略）」と述べ、常任理事国になることも選択
肢のひとつだとの考えを示した。
（朝日新聞 '94.8.30)
(11) ワシントン会議の結果，アメリカ・イギリス・日本・フランス・イタリアの五大
国の主力艦の比率を，米・英各５に対して日本３，仏・伊各１・６７とした（ワシントン
海軍軍縮条約）．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(12) 中年世代と若年世代の人口比でみると、55年には中年世代１人に対し若年世代が1.
67人、75年には1.44人という割合であったが、95年は同0.95人となり、若年世代の割合は、
この20年間に急に減少している。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(13) 降水量に対し，高温で蒸発量が多い期間の長く続く乾燥の激しいところを乾燥地
域といい，砂漠と，その周りのステップとに分かれる．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(14) 次に、失業者のうち長期失業者の割合（1年以上）を日米で比較してみると、日本
が19.5％に対し、アメリカは9.3％である（図3）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生
活白書」)
(15) 男子学生に対して、女子学生は、むしろ至って活発である。（作例）
(16) これから先地上に生まれ出でるであろう、われわれの未だ見ぬ子孫、何代も後に
生きているであろう将来の「人間」に対しての責任を負うているという明確な意識こそが
重要なのである。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(17) そうするのが守に対しての仁義だと思った。（向田邦子「鮒」)
(18) 本国の経済危機の元凶とされる日本に対しての本格的な経済情報活動は、すでに
始まっている。（朝日新聞 '94.1.23)
(19) 企業収益が四期連続落ち込むのは確実だが、その中で、各社が株主に対しての配
当をどうするか、注目される年になりそうだ。（朝日新聞 '94.1.13)
(20) 何をやってくるかわからない相手に対しての自己防衛では、禁じ手を多くしては
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意味がない。（朝日新聞 '94.3.9)
(21) １９１９年，パリでドイツなどにたいする講和会議が開かれ，ベルサイユ条約が
調印された．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(22) また、平成7年1月に発生した阪神・淡路大震災をきっかけに、ボランティアをは
じめとするNPOに対する社会的な関心が急速に高まり、その支援のため、NPOに対する法人
格付与の必要性が強く主張されるようになった。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活
白書」)
(23) 「それは、ぼくに対する愛情というより、おまえが傷つけられたことに対する怒
りなんじゃない？」 と、男に思われてしまう嫉妬です。（柴門ふみ「恋愛論」)
(24) 絶対王政に対する不満が高まってくると，人間の理性にもとづいて，古い制度を
批判し，人間の解放をめざす啓蒙思想が発達した。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(25) この思想は、地質学者ライエルの『地質学原理』（一八三〇～三三年）によって、
「天変地異説」に対する「斉一説」として確立された。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
文法
連体修飾の言い方としては、「に対する」と連体形を取る形も「に対しての」と「の」
を伴う形も取れる。「に対しまして」のような、丁寧形も可能である。「Ａに対して」の
「Ａ」の部分には、「（Ａが）Ｂするのに対して」のように、名詞節の形も取れるが、（３）
の用法で名詞節がを受ける場合は、節対節が対照される一種の複文を形成するものとして、
別（Ａ３３「～のに対して」）に扱う。
ノート
１．（１）の用法では、基本的には格助詞「に」の用法と重なり、相互に置換可能なこ
とが多いが、「に対して」は、いわば「に」の表す格関係をより強調した形で明確化する
ものと言えよう。従って、「に」ではややあいまいな場合などには、「に対して」が選ば
れることになる。
２．「に対して」は、上記のように格助詞「に」と用法が重なるが、上記と一見似てい
ても、感情を引き起こす契機を示す「に」の場合などは、置き換えが不自然になる。すな
わち、「幽霊に驚く」の「に」を「に対して」と置き換えて「幽霊に対して驚く」と言う
のは、極めて不自然である。
３．（２）の用法では、「について」と重なるところがあり、「アルバイト１名に対し、
時給８００円を支払う」は、「アルバイト１名について、時給８００円を支払う」として
も同義である。しかし、「について」は具体的な数量の対応関係を述べる場合にしか使え
ない。例えば、数量が明示されていない「激励の電報に対してお礼の手紙が送られた」を
「激励の電報についてお礼の手紙が送られた」とすることはできない。
関連項目
Ａ３３「～のに対して」，Ａ５３「～について」
参考文献
山下明昭他（1993）・金仙姫（1990）(1992)・佐藤尚子（1983）
◇Ａ５３ ～について
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接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
言語・思考行動の対象・内容や、検討・判定・評価がなされる観点・指標を示す。
用例
(1) いろいろの金属について調べた結果，水中でのイオン化傾向の大きさの順は次のよ
うである．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(2) 第Ⅱ部では、まず、1997年度を中心に、家計を取り巻く経済社会の動向について概
観し、特に消費、住宅の動向について分析した。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活
白書」)
(3) リンネの分類は、任意にえらんだ形態上の特徴をもとにして、哺乳動物では歯の形
態について注目したものであった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(4) Ｔ君は小学校五年の時、私にアインシュタインの相対性原理について説明してくれ
た。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(5) 第八条 この法律は、左の各号の一に該当する事業又は事務所について適用する。
（「労働基準法」）
(6) 札差し上州屋徳兵衛殺しの一件につき、吟味致す。（作例）
(7) アインシュタインについて言えば、すでに明らかにしたように、彼の書いた大統領
宛の書簡が、直接原子爆弾製造計画を始動させることになった、という解釈には留保が必
要になろう。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(8) この法則は電熱線に限らず，電流が流れる導線について広く成り立つ。（坪井忠二
ほか「新理科１分野下」)
(9) 本純「じゃ次は卒業旅行についてですが、箱根の温泉か那須高原のペンション、ど
ちらかに決めたいと思います。意見がある人はお願いします」（金子ありさ「美少女Ｈ２
卒業旅行」)
(10) だから一つ一つの事柄について判断を下すことについては、このようなモデルで
できるだろうし、人間の脳にも似たようなシステムが組みこまれているのではないか、と
いう説があります。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(11) １８６９年にメンデレーエフは当時知られていた６３種の元素について周期表を
つくり，このことをはっきり示した．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(12) そのような人口の高齢化は、老後の生活資金のあり方について新たな課題を生み
出す。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(13) このように当時のヨーロッパ各国の学者たちは、アジアの化石の象について大き
な関心を示すようになり中国の化石の象の研究も、ほぼ同じころに開拓された。（亀井節
夫「日本に象がいたころ」)
(14) 近頃流行の「人工知能」について、なるべく広範囲の方々に正しい見識を持って
いただこうというのが本書のねらいなのですが、市民セミナーでは標題が『コンピュータ
は人間を超えるか』であったのに、最後のまとめがはっきりしていなかったので、加筆に
たいへん苦労したのでした。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(15) ただし、坑内労働その他命令で定める健康上特に有害な業務の労働時間の延長は、
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一日について二時間を超えてはならない。（「労働基準法」）
(16) 少なくとも現在は、どんな装置をつくってどんな観測をすれば宇宙の謎に迫れる
のかについて、かなり明確な予測をたてることができるからである。（野本陽代「宇宙の
果てにせまる」)
(17) 中年世代である50代が何を目的に貯蓄しているかについて、この30年余りの変化
をみてみると、老後に備えて貯蓄をする人の割合が増加してきている。（経済企画庁編「平
成１０年版国民生活白書」)
(18) 田地に課せられる租は，田１反につき稲２束２把をおさめるもので，収穫の３％
程度と考えられ，それほど重いものではなかった．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(19) そこには、大量殺戮兵器がわれわれの手に入ったということについての、人間と
しての恐れや危惧は全く感じられない。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(20) そこには生と死についての、人間の考え方の大きな変化があったといわなければ
なりません。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(21) まず患者さんについてのいろいろなデータをタイプライターから打ち込んでやる
のです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(22) 物質１ｇについての熱容量，つまり物質１ｇの温度を１度変化させるために必要
な熱量を，比熱とよぶ．（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(23) さらに、薬事監視員が医薬品等の製造・輸入・販売等につき、所要の監視・取締
りを行っている。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(24) 第二十四条 国は、農業の発展及び農業従事者の地位の向上を図ることができる
ように農業に関する団体の整備につき必要な施策を講ずるものとする。（「農業基本法」）
(25) 世界の人口は約３６億と推定され，南極大陸を除いた平均人口密度は２７人程度
（１ｋｍ２につき）（１９７０年）となる．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
文法
「につきまして」と丁寧の形がとれる。連体修飾の言い方としては、「につく」とその
まま連体形にした形はとれないが、「についての」と「の」を伴った形をとって用いるこ
とが出来る。
ノート
１．類義の複合辞として「に関して」が挙げられ、意味は概ね重なるが、「に関して」
の方が書き言葉的な語感があり、対象・内容の取り上げ方にも幅を持たせた言い方だとい
える。
２．「について」は、発言・思考行動を意味する動詞述語に係ることが多いが、さらに、
そういった述語が補語を伴った形とも結び付くことがある。そうした場合、「について」
で取り上げられた事項と、補語として取り上げられた事項には、一種の所属関係が認めら
れることが多い。例えば、「大学教育について現状を報告する」のような例で、この場合、
「について」と「を」で取り上げられた事項の間には、「大学教育の現状」のような所属
関係が見て取れる。
３．また、「について」は、「漢字の誤り一つについて減点１点」のように「ごとに」
の意味を表すことがある。
４．「につき」の形は、以上のような「について」のヴァリエーションとして用いられ
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るほか、「絶対安静につき、面会謝絶」のように「のため」といった理由の意味でも用い
られるが、いずれもかなり硬い書き言葉という語感がある。
関連項目
Ａ４６「～に関して」
参考文献
佐藤尚子（1990）・蔦原伊都子（1984）・三井正孝（1993）
◇Ａ５４ ～につけて・～つけ
接続
動詞のスル形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
（１）「ＡするにつけてＢ」という形で、「ＡすることをひとつのきっかけとしてＢする」
という意味を表す。
（２）「何かにつけて」「何事につけて」のように不定的な名詞句をうけて、「何か・何事
かがあるとそのたびに」といった意味を表す。
用例
(1) 「嬉々として学校へ通う子どもたちの姿を見るにつけて、彼らの将来の幸福のため
に、正しい憲法の知識を持たせる唯一の機会が著者に与えられたことに感激を覚えた」（朝
日新聞 '94.5.2)
(2) こうした後遺症を見るにつけても、バブル経済とその崩壊過程で金融システムが受
けた打撃をなぜもっと早めに防止できなかったのだろうか、と思う。（朝日新聞 '94.4.2
1)
(3) 街に、局員四人の明るく親切な郵便局がある。局長が率先して「いらっしゃいませ」
と笑顔で迎えてくれ、ほかの郵便局にはない温かさがある。〔中略〕明るいあいさつや思
いやりが影をひそめ、どちらを向いても殺伐としている昨今、ひとことのあいさつや少し
の親切に救われることが多い。それが、トゲトゲしい世の中にいくぶんでも潤いをもたら
すに違いないと思うにつけても、希少価値のある郵便局だ。（朝日新聞 '94.8.12）
(4) 血液型も違い、移植を受けても助かる状態ではなかった患者に移植を強行したのは、
薬効をみるための生体実験に等しい。〔中略〕移植医療には反対ではないが、今回のいき
さつを見るにつけても、脳死者を死体と位置付けるような今の臓器移植法案が成立したら、
患者は何をされるかわからない。（朝日新聞 '94.1.5）
(5) 日本人は何かにつけて、自分たちの行為を「特殊」だとして「反省」する。（朝日
(6) 人は喜びにつけ悲しみにつけ、酒を友にします。（朝日新聞 '94.12.25)
新聞 '94.12.18）
文法
連体修飾の形はあまり使われないが、（２）の用法で「何かにつけての頼み事」のよう
な言い方は可能である。
ノート
１．「雨に、風につけても思い出づるふるさと」（文部省唱歌「ふるさと」）のような、
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通常の名詞を受ける用法は、現代語ではあまり用いられなくなっており、例文(6)のよう
な慣用的なものを除き、あまり用いられない。
２．本来は、「～をきっかけとして」といった意味が基本かと思われるが、（２）の用
法では、「きっかけ」といった意味はやや希薄になっているようである。
関連項目
Ａ２３「～ごとに」
◇Ａ５５ ～につれて・～につれ
接続
動詞のスル形に付く。また、名詞に付く。
意味・用法
「Ａにつれ（て）Ｂ」という形で、２つの異なる動作や状況が連動していることを表す。
用例
(1) 恒星の色は表面温度に対応しており，低温では赤色であるが，高温になるにつれて
青色になってくる．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(2) 台風は中心付近の風速がきわめて大きく，中心から遠ざかるにつれて，しだいに風
が弱くなる。（坪井忠二ほか「新理科２分野下」)
(3) 写真技術が進歩し、感光乳剤の感度があがるにつれて、よりかすかな天体が「見え
る」ようになっていった。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(4) ところが、将棋は取った駒がまた使えますから、終盤に近づくにつれて可能な手が
減るどころか増えてしまうのです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(5) しかし，戦争が長びくにつれて，日本では兵力や物資が不足し，ロシアでも，皇帝
の専制政治に反対する革命運動がおこって，両国とも戦争をつづけることが困難になった。
（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(6) この抵抗力Ｆの大きさは，雨粒が速さを増すにつれて，大きくなる．（大塚明郎ほ
か「標準高等物理Ⅰ」)
(7) 北海道の開発が進むにつれて，石狩炭田などの炭鉱や，鉄・銀・銅などの鉱山の経
営がさかんにおこなわれた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(8) 遠征の不成功の中で，教皇の権威がしだいに失われていくにつれて教会はその統制
を強化するために，西ヨーロッパ内部での異教徒や異端にたいする圧迫を強めた．（土井
正興ほか「三省堂世界史」)
(9) 原子力の利用は，その仕方いかんによっては，人類すべてが繁栄するが，もし核兵
器戦争を起こせば，全人類が滅亡することがわかるにつれて，世界の人人の間には，運命
をともにするという連帯感さえも生じつつある．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(10) バロックの大聖堂に近づくにつれて、よみがえってきたのはこの土地独特の空気
である。（朝日新聞 '94.11.6)
(11) 大切にされるにつれて体のほうも人間並みになってきたのか、肥満が原因の“成
人病”や関節異常などの障害が増えている。（朝日新聞 '94.5.20)
(12) 〔略〕会社の規模が大きくなるにつれて、社員の士気を高めるのは難しくなりま
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せんか。（朝日新聞 '94.12.14)
(13) 行政サービスを地方に移すにつれて、地方の自主財源も増やさねばならない。（朝
日新聞 '94.7.2)
(14) 山野草を竜眼石や坑火石につけて育てると、自然を縮小した雰囲気が出て、時間
がたつにつれ、趣が出てきます。（「覚えたい山野草のテクニック」)
(15) 今後、中年世代が「会社」から引退し、「純消費者」となっていくにつれ、趣味
などを同じくする消費者同士としての仲間、グループも広範に形成されるようになるであ
ろう。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(16) 米国においては、社会の指導的立場にある人の方が、米国が二十一世紀に向かう
につれ、最も重要な関係はアジアとの関係であるとの意識が強い。（朝日新聞 '94.1.9)
(17) しかしながら、日を追うにつれ、当初の理念は現実政治に埋没し、政治手法は手
あかのついた永田町方式に傾斜していくように見える。（朝日新聞 '94.4.3)
(18) ベイヤー指数が知られるにつれ、自分だけが見つけた穴馬は減った。（朝日新聞
'94.12.14)
(19) 輸入米になじみが出てくるにつれ、自由米の値段は急落するのではないか」（朝
日新聞 '94.3.25)
(20) 今後、税負担が重くなるにつれ、納税者の監視は一段と厳しくなるだろう。（朝
日新聞 '94.10.4)
(21) ブリは、成長に連れて呼び名が変わる。（朝日新聞 '94.12.16)
(22) 不安な社会のなかでは，元禄のころのように人生をまじめにみつめる態度はうす
くなったが，教育の普及につれて文化は庶民のあいだにもひろまった。（鵜飼信成ほか「新
しい社会［公民］」)
(23) 家庭の年中行事はあまたあるが、その内容と意味は家族関係の変化につれどう変
わってきたのか。（朝日新聞 '94.2.3)
(24) 稲作によって生産が高まると，食物のたくわえもでき，それにつれて，人人のあ
いだに貧富のちがいができてきた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(25) 世界最大のニューヨークの市場は、米国の景気回復につれ昨年から好調で、年明
け早々には新高値をつけた。（朝日新聞 '94.1.21)
文法
１．前接する動詞は、否定、過去の言い方や、「～だろうに連れて」のようなムード表
現はとれない。後件には、意志、疑問や義務を表す言い方がとれる。
２．前接の名詞は、変化を表すものをとる。「それにつれて」のような表現においても
「それ」が変化を表す事柄を指す。
３．連体の形である「に連れる」「に連れての」はやや言いにくい。
ノート
「に従って・に従い」とほぼ同義だが、時の経過を表すような場合や名詞に接続する用
法は、「したがって」よりも「につれて」のほうが使いやすい。
関連項目
Ａ５１「～に従って・～に従い」
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◇Ａ５６ ～にとって・～にとり
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡにとってＢ」という形で文の内容を規定する形で用いられ、「ＡにとってＢ」が係
っていく文の内容として述べられる個別的な判断・とらえ方をする主体を表す。
用例
(1) 技術的な問題(拡大・縮小や、ゆがみ、雑音など)はいろいろありますが、コンピュ
ータにとって「原理的に不可能」とはいえません。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進む
か」)
(2) サンデージたちにとって、ハッブル定数をめぐる論争はこれがはじめてのことでは
ない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(3) だから、女の子たちにとってチョコレートは、不用の品である。（柴門ふみ「恋愛
論」)
(4) 中世の人びとにとっていちばん大切なことは、モノではなく、多くの友をもつこと
でしたから、モノはそのために必要だったのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(5) 自分たちの手で日本の化石象を掘り出したよろこびは、参加したものにとっては、
一生、忘れることのできないものであった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(6) こうして，今日では，教育をうける権利は，たんに子供たちだけでなく，社会人で
あるおとなにとってもたいせつなものとされるようになった。（鵜飼信成ほか「新しい社
会［歴史］」)
(7) 憧れの対象の存在とは、あなたにとってだけ気持ちのいいことであり、憧れられて
いる当人にとってはうっとうしいことであるかもしれません。（柴門ふみ「恋愛論」)
(8) 何よりも、他国にどう思われるかということ以前に、日本人自身にとってさえ、訳
のわからない国になってしまうだろう。（朝日新聞 '94.11.28)
(9) 現在のわたしにとり、「新時代」とは冷戦終結以後のことであり、「旧時代」とは
冷戦時代のことである。（朝日新聞 '94.10.31)
(10) 球団にとり、現在の首位は計算外だった。（朝日新聞 '94.10.1)
(11) 留学生にとり「住の問題」はもっとも深刻である。（朝日新聞 '94.3.7)
(12) 「みなさんもここで表彰されるのは記念すべきことでしょうが、私にとりまして
も、今日は記念すべき日になりました」（朝日新聞 '94.4.9)
(13) 新聞，雑誌やラジオ，テレビなどのマスメディアは，国民の「知る権利」にとっ
て重要なはたらきをする。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(14) したがって，チーム＝ワークにとってなによりも必要とされるのは，チームを優
先させようとする連帯性に満ちた人間関係である．（中村元ほか「倫理・社会」)
(15) 現代に生きるわれわれにとっての思想的課題はなんであろうか．（中村元ほか「倫
理・社会」)
(16) スズムシにとってのゴミが、私にとってはごちそうだったのだ。（さくらももこ
「もものかんづめ」)
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(17) 子供にとってみれば、親はどっちも好きなんです。（朝日新聞 '94.6.4)
(18) むしろ都会の住民にとってみれば、これ以上農村から人が流れこんできたら、都
会の環境が悪くなるばかりですから、農民に農村にとどまってもらうために税金を使うこ
とは歓迎なのです」。（朝日新聞 '94.7.18)
文法
「にとり」という言い方も、いささかぎこちないがなお可能である。連体修飾の言い方
としては、「にとる」とそのまま連体形にしては用いられないが、「にとっての」という
形でなら可能である。「にとりまして」という丁寧の形も取れる。とらえ方をする主体と
いう立場を強調した言い方として(17)(18)のように「～にとってみれば」という形もある。
ノート
「にとって」が係っていくのは、判断的な内容の文である。単なる出来事を叙述する文
には結びつかない。「私にとって、夜が明けた」のような言い方は、比喩でもない限り不
自然である。
参考文献
野村剛史（1984）
◇Ａ５７ ～によって・～により
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
（１）物事を引き起こしたり行ったりする契機・拠り所・手段・所以となる事物や人を
表す。
（２）物事のありようを区別する基準・尺度となるものを示す。
用例
(1) 「玉を懐いて罪あり」は、森鴎外によって訳された。（作例）
(2) このように，価格が絶えず上下に変動することによって，いわばそれがバロメータ
ーとなって，社会の生産量はおのずから社会の需要に対して調節される．（辻清明ほか「政
治経済 新訂版」)
(3) ナウマン象と人類との関係は、日本では野尻湖底の発掘によってあきらかにされて
きた。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(4) わたしたちの生活は，生産によってささえられているだけでなく，生産と消費のな
かだちをするこの商業のはたらきによってもささえられている。（鵜飼信成ほか「新しい
社会［歴史］」)
(5) ドイツではルターが１５１７年，人は信仰によってのみ救われると唱えて，法王や
教会が，免罪符という札を信者に乱売して金を集めているのに抗議した。（鵜飼信成ほか
「新しい社会［公民］」)
(6) もともと資本の蓄積過程に生じる弊害から労働力ひいては労働者の生活を守ろうと
する保護方策は，ただそれだけによっては，じゅうぶんな効果を上げることはできない．
（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
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(7) セドラ将軍らを力で追い出すことはできても、そのあとの国民生活の安定、向上と
いうハイチの国づくりが、武力によっては達成できないことは、ソマリアの経験でも学ん
だはずだ。（朝日新聞 '94.8.11)
(8) 地上の２地点から流星を同時に観測することにより，その高さを求めることができ
る．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(9) 突然変異はその後の研究により，遺伝子そのものの変化によるもの（遺伝子突然変
異）と，染色体の異常によるもの（染色体突然変異）との２種類あることがわかった．（石
田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(10) 金属は，その種類によってイオンになりやすさに差がある．（柴田雄次ほか「化
学Ⅰ」)
(11) 先カンブリア時代の岩石は，火成岩の絶対年数によって，３～６期の年代に区分
することができる．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(12) 金属の電気抵抗はこのように物質によっても違うし，導線の長さや断面積にも関
係がある。（坪井忠二ほか「新理科１分野下」)
(13) 公共の福祉の内容も，職業や地位の相違により，違った意味に解釈する可能性も
少なくない．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(14) 家庭裁判所では，まず調停委員などが，当事者の意見を聞いて話し合いによる解
決をすすめ（調停），それでも解決できないときはじめて，判断（審判）を下すことにな
っている。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(15) 「推論」、「常識」、「直観」のうちで、コンピュータによる自動化を考えるときに
いちばんとっつきやすいのは、意外かもしれませんが、「推論」です。（野崎昭弘「人工
知能はどこまで進むか」)
(16) 豊かになった以上、相手国に迷惑を及ぼす輸出によっての成長は許されず、内需
主導型の経済構造への転換が模索された。（朝日新聞 '94.7.8)
(17) いずれにせよ保護政策は、農産物価格と税金によっての消費者から農業部門への
所得の移転を意味している。（朝日新聞 '94.11.3)
文法
連体修飾の形は、「による」と連体形をとる形が普通だが、「によっての」と「の」を
伴う形も、不可能ではない。丁寧形はとりにくい。「～により」という形も、やや硬い印
象があるが、とることは出来る。
ノート
物事を引き起こす契機・所以を示す用法の一環として、受身文の動作主を示す用法があ
る。これに関して、助詞「に」などとの使い分けは、さまざまに論じられて来た。たとえ
ば、はっきりしたところでは、“生産”的な（物を生み出す）意味の動詞の受け身の場合、
「によって」を用いなければならない。しかし、「によって」か助詞「に」か等の選択は、
なお規則的に割り切れない部分もあり、むしろ、現代語として揺れのある部分とも言える。
また、「に」に比べた場合、「によって」は書き言葉的であるがゆえの物々しい語感があ
り、それがこうした選択に影響してくる場合もある。例えば、「彼のカバンがコソ泥に盗
まれた」のような場合、「コソ泥によって」とするのはいささかそぐわないが、事柄が大
仰なことの場合は、「中園家の秘宝が怪人二十面相によって盗まれた」のようないいかた
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も不自然ではない。
参考文献
寺村秀夫（1982）・松田剛丈（1986）・細川由紀子（1986）・佐伯哲夫（1987）
◇Ａ５８ ～にわたって・～にわたり
接続
名詞に付く。
意味・用法
「（Ａから）Ｂにわたって（わたり）」という形で用いられ、以下の事柄が認められる
空間的もしくは時間的範囲を表す。
用例
(1) 日本全土にわたって、激しい空襲が行われた。（作例）
(2) ローマ帝国は，広い地域にわたって，さまざまな民族を支配するために，法律を整
え，各地に都市を建設した。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(3) 天球の全面にわたって，約１００個の球状星団が発見されている。（湊正雄ほか「地
学Ⅰ」)
(4) 国は、前条の目標を達成するため、次の各号に掲げる事項につき、その政策全般に
わたり、必要な施策を総合的に講じなければならない。（「農業基本法」第二条）
(5) アリは１８３０年代に２度にわたって，シリア領有をめぐって，トルコと戦った．
（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(6) そこで元は，１２７４年（文永１１年）と，１２８１年（弘安４年）との２度にわ
たり，大軍を送って，北九州へ攻めてきた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(7) 便箋三枚にわたって一気に書いた。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(8) ギリヤーク人の人々は、沿海州から樺太西部にわたって広く居住していた。（作例）
(9) 労働基準法には，その第１条から第７条にわたって７項目の根本原則が示されてい
る．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(10) 乾燥アジアは，西アジアまたは西南アジアあるいは中東ともよばれ，アフガニス
タンからトルコにわたり，インドの２倍余りの面積を占めている．（青野壽郎ほか「高校
新地理Ｂ」)
(11) 三日間にわたって、新入生合宿が行われた。（作例）
(12) 平安時代に，３５０年にわたって死刑が廃止されたことなどは，仏教の慈悲の精
神が日本人の道徳意識に影響をあたえた具体的なあらわれであるとみることができる．（中
村元ほか「倫理・社会」)
(13) 一方，それまで多年にわたって流入した大陸文化は，ほぼ一通り消化され，その
うえに立って，日本の風土や人情・嗜好にかなったものが自然につくりだされてきた．（宝
月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(14) インド・イラン・アラビアの物語を集めた『千夜一夜物語』は，８世紀から１６
世紀にわたってまとめられた．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(15) ニューヨーク・タイムズの日曜版は普通の四、五倍の厚さで、各分野にわたって
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の分冊はいたれり尽くせり。（朝日新聞 '94.7.3)
(16) 日本は一層の開放と自由化を自ら進めることによって将来にわたっての信頼を確
立しつつ、政治・安保面でも積極的な役割を担って欲しい。（朝日新聞 '94.5.29)
(17) こうして日本は，資本主義の発達しつつある世界の動きから孤立していることは
できなくなり，２００年あまりにわたる鎖国は終わった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公
民］」)
(18) このように，貨幣が統一されたことは，全国にわたる商業の発達をたすけた。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
文法
「Ａに（わたって／わたり）」の形では、「Ａ」に範囲全体をいう名詞が取られる。「Ａ
からＢに（わたって／わたり）」と「から」を伴う形では、範囲を区切る両端となる語句
が取られる。「（Ａカラ）Ｂに（わたる／わたっての）」と、連体修飾の形は取れるが、「（Ａ
カラ）Ｂにわたりまして」という丁寧の形はやや冗漫で使いにくい。
ノート
１．「から」を伴う形では、「ＡからＢにかけ（て）」と意味が近くなるが、「ＡからＢ
にわたって」が、範囲の広がり全体を問題にする言い方なのに対して、「ＡからＢにかけ
（て）」は、起点と終点を指示する言い方である（そのため、「にかけて」には、「日本全
土にわたって」のような範囲全体をいう名詞を取る用法はない）。
関連項目
Ａ５９「～にかけて」
参考文献
森田良行（1977）『基礎日本語』角川書店
◇Ａ５９ ～にかけて・～にかけ
接続
名詞に付く。
意味・用法
「ＡからＢにかけ（て）」という形で用いられ、以下の事柄が認められる空間的もしく
は時間的範囲を起点と終点で示す。
用例
(1) 関東から西日本にかけて、ぐずついた天気が続きそうです。（作例）
(2) 夜中から明け方にかけて、雷が鳴り続けた。（作例）
(3) 玄関から門のところにかけて、足跡が残っていた。（作例）
(4) 頬のところから顎にかけて、大きな刀傷がある。（作例）
(5) シベリアからヨーロッパにかけてマンモス象の分布は広く、クロマニョン人たちの
狩猟の対象となっていた。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(6) １９２１年（大正１０年）から翌年にかけて，アメリカのよびかけで，ワシントン
会議が開かれ，海軍を縮小する条約が結ばれた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(7) 東北自動車道も栃木県から岩手県にかけ、一部上下線とも不通になった。（朝日新
- 127 -
４ 第一部 助詞的複合辞
聞 '94.2.22)
(8) 明治の末から大正にかけ、多くの女性雑誌が創刊された。（朝日新聞 '94.1.23)
(9) 中央アジアからウクライナにかけては，ステップと砂漠からなる乾燥地域がみられ，
農牧業や工業・都市が発達している．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(10) 元禄年間を中心とする１７世紀末から１８世紀の初めにかけては，都市の町人の
社会から，新しい文化が生まれた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(11) アルプス山麓からドナウ川沿岸にかけての丘陵地や盆地は重要な農業地域である．
（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(12) 前漢末から後漢にかけての儒学は，古典（五経）の注釈（訓詁学）と，迷信によ
る漢王朝の権威づけ（讖緯説）がさかんだった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(13) 稲のルーツは、ブータンあたりから中国の南西部にかけた地域というのが従来の
説で、五年ほど前までは私もそう思っていた。（朝日新聞 '94.9.22)
(14) 一九九三年から九四年にかけた激動の「政治の季節」に、現役の政治家の著作が
次々とでた。（朝日新聞 '94.11.2)
文法
「ＡからＢにかけての」あるいは「ＡからＢにかけた」と、連体修飾の形が取れる。ま
た、「ＡからＢにかけまして」という丁寧の形も取れる。
ノート
１．「ＡからＢにかけ（て）」は、「ＡからＢにわたって（わたって）」と意味が近くな
るが、「ＡからＢにかけ（て）」が起点と終点を指示する言い方であるのに対して、「Ａか
らＢにわたって」は、範囲の広がり全体を問題にする言い方である。そのため、「にかけ
て」には、「日本全土にわたって」のような範囲全体をいう名詞を取る用法はない。
２．時間は、点的に区切って示すのが普通なのか、「から」を伴う用法では、「夜中か
ら明け方にかけて」のように「ＡからＢにかけ（て）」が普通で、「夜中から明け方にに
わたって」のような使い方は稀である。
関連項目
Ａ５８「～にわたって」
参考文献
蔦原伊都子（1984）
◇Ａ６０ ～によっては・～によらず
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａ～によってはＢ」の形で、Ａがどうであるかを基準としてそれがＢが成り立つ条件
にあてはまる場合は、という意味の規定句を作る（基準を示す「よって」の用法と連続す
るものと言える）。「～によったら」「～によると」のような形もありそうだが、今日では
やや使いにくくなっている。また、「ＡによらずＢ」という形で、Ａを基準とせず、とい
う意味の規定句も用いられる。
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用例
(1) 値段によっては、あなたにお譲りします。（作例）
(2) 人によっては、そんなかすかな物音が気になることもあるらしい。（作例）
(3) 理由の如何によっては、ただでは済まないぞ。（作例）
(4) 大雅堂の絵は、年代によらずお引き取りします。（作例）
(5) ただし、ガラスの厚さによっては、網戸が入らなくなったりする場合もあり、最初
にきっちりと採寸してもらうのが大切だ。（朝日新聞 '94.2.10)
(6) なりゆきによっては暴動でも起りかねない勢いである。（森村桂「天国にいちばん
近い島」)
(7) しかし，大きさが同じ力でも，加える向きによっては，ばねがのびることもあれば
ちぢむこともある．（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(8) 原子力の利用は，その仕方いかんによっては，人類すべてが繁栄するが，もし核兵
器戦争を起こせば，全人類が滅亡することがわかるにつれて，世界の人人の間には，運命
をともにするという連帯感さえも生じつつある．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(9) また，年によっては，大雨やひでりなど気象上の大きな変化があって，災害の原因
の一つともなる。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(10) もちろん目で見たように写すのが大原則だが、時と場合によっては、明るめに撮
った方がより情感を生かせることもあるし、暗めの表現の中で、質感を際立たせることも
ある。（朝日新聞 '94.1.30)
(11) 同省は今後、対象の製品を拡大していく方針だが、無料かかなり安い値段で粗大
ゴミを回収・処理している自治体もあり、業者がいくらで回収するかによっては、住民の
負担増につながる恐れもある。（朝日新聞 '94.1.25)
(12) 父親は、見掛けによらず物分りのいい人で、わたしの話に嘘がないとわかると、
市からここまでの料金は自分が払うといってくれました。（三浦哲郎「お菊」)
(13) 交渉の成否によらず、自動車分野で制裁カードを切ってくる」というものだった。
（朝日新聞 '94.10.18)
(14) 「片働きだけが基本という思い込みをなくし、家族の形態によらず能力を発揮で
きる職場作りを考えるときなのですが」。（朝日新聞 '94.5.3)
文法
連体修飾の形はとれない。丁寧形は、「～によりましては」のように可能である（「～
によりませず」はややぎこちない）。文末に対しては、特別の制約はかけない。意志・命
令・疑問や詠嘆の言い方も文末にとれる。。
ノート
１．「～によっては」と類義的な表現として、「～次第では」という言い方が考えられ
るが、これは、以下のことの決まる・起こるの条件として“～がどうであるか”を問題に
する言い方である。った意味の表現である。従って、何かが決定する・生起するというよ
うな内容が以下に来ない場合は、「～次第では」は用いられない。例えば(2)のように、
以下が決まる・起こるといった内容でない場合、「人次第では、そんなかすかな物音が気
になることもあるらしい」などとはいえない。
２．「～によらず」と類義的な表現として、「～を問わず」という言い方が考えられる
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が、これは、「～が、どれ・どうであっても、区別なく」といった意味である。かなり重
なるところもあるが、まず、用法の点で「男女を問わず」「春・夏・秋・冬を問わず」な
どと、問題となる項目を具体的に列記する用法があり、こうした言い方は「～によらず」
ではできない（「男女によらず」「春・夏・秋・冬によらず」などとはいえない）。また、
「～によらず」は、「～を基準とせず（／が基準とならず）」という意味であるが、「～を
問わず」は、“基準”というような含みはない。「彼は相手を問わず電話をかかけまくっ
ている」のような場合、“誰彼かまわず”という無差別ぶりが際だって、特に基準云々と
いった問題は意識されない状況と解せられるので、「彼は相手によらず電話をかかけまく
っている」という言い方は、自然とは言えないようである。
３．「～によらず」では、「見かけによらず」（＝見カケカラ想像サレルノト違ッテ）の
ような言い方もあるが、類例を作ることが困難であり（「表情／言葉によらず」で“表情
／言葉カラ想像サレルノト違ッテ”という意味には使えない）、この形で慣用句化してい
るものというべきだろう。慣用句的な関連表現では、「事によると」「事によったら」（＝
ヒョットスルト）のような言い方もある。なお、これらの場合、「事によれば」の形はか
なり不自然である。
関連項目
Ａ６８「～を問わず」
◇Ａ６１ ～によれば・～によると
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａによれば」「Ａによると」の形で、情報を提示する言い方で用いられ、その情報の
出所を表す。
用例
(1) ２３日のロイター通信によれば、同日未明某国でクーデターが起こったらしい。（作
例）
(2) 西田氏によれば、直美はまだ彼の死を知らないそうだ（作例）
(3) 「徒然草」によれば、「平家物語」の作者は信濃前司行長である。（作例）
(4) 噂によると、教員養成系大学・学部の再編は避けられないらしい（作例）
(5) 中国の古い歴史書によれば，紀元前後，倭（日本）は１００あまりの国に分かれて
いたという。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(6) 白書によると、日本の漁業生産で最も多いマイワシの漁獲が、急減している。（朝
日新聞 '94.4.19)
(7) 現代の高校生がどのような悩みをもっているかを調査した結果によれば，高校生の
大半がなんらかの悩みをもっていることがわかる．（中村元ほか「倫理・社会」)
(8) 例えば、貯蓄広報中央委員会「貯蓄と消費に関する世論調査」（93年）によると、
70代以上では60％の人が「子供等になるべく多くの財産を残してやりたい」と回答してい
る。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
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(9) カントによれば，自らの理性によって確立した道徳法則に自発的に従うことが自律
（真の自由）であった．（中村元ほか「倫理・社会」)
(10) 同博士らによると、九二年は北半球の大気中のメタン濃度がわずかながら低下、
放出量が一千万トンほど減った計算になった。（朝日新聞 '94.3.9)
(11) 計算によれば，全体の電気容量は，個々のコンデンサーの電気容量の和に等しい．
（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(12) 労働省の推計によると、これからの二十年間で、三十歳未満の労働力人口は約二
百八十五万人減る。（朝日新聞 '94.3.10)
(13) 姉の話によれば、物凄く痛い注射をうたれ、赤外線らしき光線をあてるという治
療を受けたらしい。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(14) 蝶の生息環境は狭まるばかりだが、蝶研究者らの話によると、近年はツマキチョ
ウ、ウスバシロチョウ、ウラギンシジミなどがやや勢いを盛り返しているという。（朝日
新聞 '94.3.25)
(15) 筆者の想像によればこれはきっと、ＳＦ連中に対する哀れみ、及びその連中がそ
のような文壇片隅的るつぼで全体何をしておるのかという知的好奇心によるものであった
のだろう。（筒井康隆「日本古代ＳＦ考」)
(16) 予想によると、高知と長崎に上陸した桜前線は、三月二十五日に横浜市や高松市、
宮崎市、鹿児島市にひろがる。（朝日新聞 '94.3.4)
(17) 共生とは、著者の定義によれば《その定住国で民族的諸権利を平等に受け、定住
国の文化・社会・経済・政治の発展に寄与する義務をともに負い、その権利を主張できる
生き方》だ。（朝日新聞 '94.10.9)
(18) アボガドロの法則によると，１モルの気体は同温・同圧ではすべて同じ体積を占
める〔略〕．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(19) 聞くところによると、試食魔とは試食品ばかりを食べ歩く特定の人物の事で、こ
のデパートには三人現れるという。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(20) 伝説によれば、あるとき怒りにかられたアルキメデスは、放牧地の家畜に関する
ひどくむつかしい整数論の問題を作ったという。（朝日新聞 '94.9.18)
(21) 一説によると、ラテン語への執着からの離脱の最初の兆候は、一四世紀にヨーロ
ッパを席巻したペストによって、知識人の間にも多数の犠牲者が生まれ、大学のスタッフ
にも補充の危機が生じたところにあるという。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(22) ハンブルクのある司法官の証言によりますと、盗人が捕らえられて、裁判を終え、
刑期をつとめたあと釈放される前に、右手をあげて神の前で二度と盗みをしないと誓わな
ければなりません。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
文法
丁寧の形としては「によりますと」という言い方が可能である。「によれば／よると」
は、情報の出所を示す言い方であり、そのため、知識・情報を表明する文にしか結びつか
ない。
ノート
「によれば（／よると）」は、情報価値のある情報を提示する言い方と言える。それ故、
誰でも共有出来て情報価値の乏しいような情報源を取り上げて言うのは、普通は不自然で
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ある。例えば、「世間の常識によれば、日本は温帯に属する」というのは、自然ではない
（「世間の常識では、日本は温帯に属する」なら可であることと比較されたい）。
連用辞類２・～ト系
◇Ａ６２ ～として
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
問題にする人・物事などの位置づけを示す。どのような位置づけかで、資格・立場・部
類・行為の意義づけなどを表わすと下位区分される。
用例
(1) 今日は、山崎氏が相談係として待機している。（作例）
(2) 教授は、その学生を指導教官として叱った。（作例）
(3) 将軍は、彼を賓客として扱った。（作例）
(4) 葉山は、別荘地として知られている。（作例）
(5) 彼には、所長として決定権がある。（作例）
(6) 友人として君から忠告しろよ。（作例）
(7) 十分な手当をもらっている以上、彼も義務として相応に働かなければならない。（作
例）
(8) お礼と致しまして、館林うどん詰め合わせをお送りします。（作例）
(9) これは、上官としての命令だ。（作例）
(10) その態度は、かつての指導教官に対するものとして、いささか失礼だ。（作例）
(11) もはや、彼に異を唱える者は一人としていなかった。（作例）
(12) 社会の一員として生活していくためには，一定の水準の知識や技術を身につけて
おかなければならない。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(13) マス＝メディアとして最初にあらわれたのは書物や新聞などの印刷メディアであ
り，つぎにラジオやレコードなどの音メディア，つづいて映画やテレビのような映像メデ
ィアである．（中村元ほか「倫理・社会」)
(14) また、祝い事に欠かせない赤飯、冬至に食べるあずき粥は、どちらも魔よけとか
厄よけとして食べられてきましたが、これもとても理にかなっています。（「なつかしい
手作りおやつ」)
(15) 言うまでもなく、一九世紀末には、物質の究極的な単位として「原子」という概
念が確立し、それは文字通り、「それ以上分割できないもの」という意味をもつべきもの
と考えられるに至った。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(16) 酢酸は，分子中の１個の水素原子が水素イオンとして電離するので酸性を示す．
（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(17) 東西に離れる典型的なエクスクラーフェンであったが，民族的な対立から，１９
７２年に東パキスタンがバングラデシュとして分離独立した．（青野壽郎ほか「高校新地
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理Ｂ」)
(18) ショウジョウバエの白眼のものは，野生種の赤眼から遺伝子突然変異として生じ
たものである．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(19) 段丘地形，とくに海岸段丘ができる原因として，ふつう，海面の下降か土地の隆
起が考えられる．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(20) その結果として、生物はある一つの目的に向って進化するという目的論や生気論、
あるいは機械論におちいることにもなった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(21) 日本の工業は，明治になってから，富国強兵政策の一つとして，政府の力で近代
化された。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(22) 若い女性の理想の結婚相手の条件としてよく挙げられるのが「一流大卒、身長一
七〇センチ以上、一流企業にお勤め」です。（柴門ふみ「恋愛論」)
(23) このとき空気の振動に伴う圧力の変化をマイクロホンなどでとらえてしらべてみ
ると，振動数の大きい音波ほど，耳は高い音として感じていることがわかる．（大塚明郎
ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(24) 衣裳もシンプルだし、官庁勤めというところが、キャリアウーマンとしてかっこ
いいと思ったのだ。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(25) 西部のチロール地方は，風景がすぐれ，独特の風習とともに観光地として名高い．
（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(26) 第一、何もかも私と同じ感覚の人間なんて（男でも女でも）、いまだかつてたっ
た一人としてお目にかかったことがない。（柴門ふみ「恋愛論」)
(27) われわれの音楽業界の中に、たくさんのジャンルがございますけれども、ふだん、
やはり地味なジャンルといたしまして、ジャズの世界と、もう一つはクラシックの世界も
それに入るかと思います。（朝日新聞 '94.1.19)
(28) 長い髪にこだわる男性は、イメージとしての女性をまだ追っかけている幼い人間
といえるでしょう。（柴門ふみ「恋愛論」)
(29) それは同時に、そうした遠い将来における人類の住家としての地球環境全体にも
及ぶ責任ということにならざるを得ない。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
文法
丁寧形として「としまして」「と致しまして」の形もある。「～としての」と連体修飾
の形で用いることもできる。
ノート
１．文中に現れる名詞句の位置づけになる場合と、述部の表わす行為の位置づけ・意味
づけになる場合とがある。前者の場合、位置づけできるのは、基本的にガ格・ヲ格の名詞
句及びこれらに準ずるニハ格（所有・経験主体）・カラ格の名詞句に限られる。従って、
「～として」でこれら以外の名詞句の位置づけはできない。例えば、ニ格名詞句を位置づ
けて「引っ越し先として板橋に移った」などということはできない。
２．例文(10)や「彼は日本人としてやや大柄な方だ」「資金としてはこれだけで十分だ」
のように、状態形容詞を述語とする文に現れると（もちろん「～として」は主格の位置づ
けをいうものともいえるが）、述語のような程度判断がなされる基準・観点をいうものに
なる。
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３．「一つとして…ない」「一人として…ない」などと否定と呼応する副詞句を形成し
て、全否定の用法で用いられる。ちなみに、必ず「一つ・一人・一度」など、取り上げら
れる数は１である。関連する表現に「二度と…ない」などという言い方があるが、この場
合は、取り上げられる数は必ず２（以上）になる。
関連項目
Ａ６３「～としては・～としても」
参考文献
馬小兵(1997a)(1997b)
◇Ａ６３ ～としては・～としても
接続
名詞に付く。
意味・用法
「Ａとしては／としてもＢ」の形で、Ａにあたる人物や組織が、その立場に立っていう
と、Ｂである」という意味を表わす。
用例
(1) 私としては、国立大学の民営化には絶対反対だ。（作例）
(2) そのように処理してくれれば、当方としても異存はない。（作例）
(3) 君としては、今後どうするつもりなのかね。（作例）
(4) 公正取引委員会としても、それ以上のことはできないのだ。（作例）
(5) 「流通を担っているわれわれとしてはこれまで、扱っている商品のブランドを売り
込む方がずっと大切だと思ってきました。（朝日新聞 '94.8.20)
(6) ほんなら女房が電話に出てな、『お姑さんとこと、お義兄〔にい〕さんとこと、い
ったいどっちへ年賀に伺えばいいんですか、政府が二つあるような、いえ投票所が二か所
あるようなもんで有権者としては去就に迷うんです』と切口上で言いよった。（田辺聖子
「姥ごよみ」)
(7) 日本としては、素直にその批判に耳を傾けてみる価値があるのではないか。（朝日
新聞 '94.8.10)
(8) このことは私ども、昭和初めの生まれの者としましては物足りなかった。（朝日新
聞 '94.10.26)
(9) 今回のこの警告を無視し、残金を支払っていただけないのなら、こちらとしまして
は法の力に訴えるしかございません。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(10) 私としてもあんなに面倒くさい物を、もう二度と使う気にはなれなかった。（さ
くらももこ「もものかんづめ」)
(11) 「集団的自衛権の行使は認められていないという解釈のうえで、防衛庁としても
現行の憲法解釈を堅持すべきだと考えている」（朝日新聞 '94.5.12)
(12) 会社としても苦しい選択だった」と話す。（朝日新聞 '94.6.1)
(13) この報道で新聞協会賞を受けるだけに、私どもとしても自らを律して今後の報道
にあたりたいと思います」という趣旨のコメントを発表した。（朝日新聞 '94.9.8)
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文法
丁寧形として、「としましては・としましても」「と致しましては・と致しまして」の
形もある。連体修飾の形で使うなら、「私としての気持ちです」のように、「としての」
の形での用法がそれに相当するだろう。言い切り述語と呼応し、文末には意向の表明・疑
問・詠嘆といった言い方が来るが、命令や「～しよう」のような意志表出の言い方はとれ
ない。
ノート
１．「としては／としても」でとりあげられる当事者の立場に立って、その立場から言
うとという言い方である。従って、「としては／としても」でとりあげられる者は、感情
移入がある程度可能なものでなければならない。例えば、「誰かとしては、きっと反対だ
ろう」とか「見知らぬ男としては、我慢ならないだろう」といった言い方は、不自然であ
る。
２．従属節の中では「として」の形をとるので、「としては／としても」を一つの形式
とせず、「として」のとりたて形とすべきだとの説もあるが、「君としてしたいことを教
えてくれ」のような言い方はかなり不自然で、従属節の中で「として」の形をとるという
観察には、問題がありそうである。意味の明確な分化に応じて、「としては／としても」
が主題を表わす一つの固定した形式として確立して来たものと見るのが、むしろ穏当かと
思われる。
３．近年、若年層の一部に「僕的にはそれがベストだ」「気持ち的にもわかる」などと
いう言い方が見られるが、こうした「的には／的にも」はこの種のものに限らず「として
＋は／も」のものも含めて「としては／としても」と意味として非常に近く、書き換え可
能であることが多い。
関連項目
Ａ６２「～として」
参考文献
馬小兵(1997a)(1997b)
◇Ａ６４ ～といえども
接続
名詞に付く。
意味・用法
名詞句を受けて「ＡといえどもＢ」と以下の述部に係る言い方で、“それがＡであると
いう並々ならぬこと、もしくは、軽く扱われそうなことであってもそれに左右されること
なくＢということである”という関係を示す。
用例
(1) どのような悪人といえども、法の下には平等に裁かれる。（作例）
(2) たとえ怪人二十面相といえど、この警戒網を突破することは難しいだろう。（作例）
(3) いかなる大戦略家と言えども、兵力の絶対的な差は如何ともしがたいのだ。（作例）
(4) 大山十五世名人といえども、鬼神ではない。持ち時間の切迫から、大切な局面でつ
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い見落としを出した。（作例）
(5) だが、いかにハッブル宇宙望遠鏡といえども、それほど遠くの銀河のなかのセファ
イドを分解することはできない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(6) しかしまた，国の法律といえども，地方公共団体が地方自治の本旨から見て当然有
していなければならない自治権を侵害してはならない．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(7) 毎年、選手の入れ替わる高校野球では、“常連校”といえども戦力の維持は難しい。
（朝日新聞 '94.6.19)
(8) 紙相撲といえども様々な展開がある。（朝日新聞 '94.2.5)
(9) 内容が安かろう悪かろうでは、格安ツアーといえど消費者からいずれ嫌われるだろ
う。（朝日新聞 '94.2.21)
(10) プロレスは個人スポーツといえども、会社と選手契約をしている以上、レスラー
は企業の歯車のひとつ。（朝日新聞 '94.7.3)
(11) キャンペーンの趣旨は分かるけど、ぬいぐるみと言えども、おりの中に閉じ込め
るのは、動物愛護の精神に反する気もするんだけどなあ。（朝日新聞 '94.6.10)
文法
「といえど」と、「も」の落ちた形でも用いられる。丁寧形はない。漢文訓読系の古典
語では、文を受けて「当たらずといへども、遠からず」のように用いることができたが、
現代語では、文を受ける用法はない。
ノート
１．漢文訓読系のやや硬い言い方で、現代語では、もっぱら書き言葉でのみ見られる言
い方といえる。
２．「といえども」も、何らかの意味でレベルの高い極端な問題事例を考えてそれでも
以下のことは成り立つということをいう表現である。従って、極端でないものを取り上げ
るのは不自然になる。例えば、「気安い仲だから、あの人も協力してくれよう」とはいえ
ても、「気安い仲だから、あの人といえども協力してくれよう」は不自然である。“気安
い仲”の「あの人」は、別段「協力」に関して問題になる極端にレベルの高い存在とは考
えられないからである。
３．類義表現として「だって」が考えられ、上記の用例についても「といえども」→「だ
って」の書き換えはいずれもうまくいくが、「だって」は、特に極端にレベルの高いもの
を取り上げる言い方ではなく、いわば“以下の事柄に当てはまるもののひとつである”と
いうことを述べる言い方である。従って、特にレベルの高い事柄を取り上げない用法もあ
り、そんな場合は逆に、「といえども」への書き換えはできない。例えば、「私だって気
にはなっている」といえても、「私といえども気にはなっている」という言い方は不自然
である。
参考文献
山田孝雄(1935)『漢文の訓読によりて伝へられたる語法』
◇Ａ６５ ～ときたら
接続
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名詞に付く。
意味・用法
「ＡときたらＢ」の形で、主題提示の形式として用いられる。ＡがＢであることを、並
々ならないことだという気持ちで取り上げる言い方である。
用例
(1) あのおしゃべり男ときたら、全くとんでもないやつだ。（作例）
(2) 「男の論説委員ときたら、まるで妖怪（ようかい）だ」（朝日新聞 '94.6.25）
(3) 近頃の学生と来たら、常用漢字もまともに書けないんだ。（作例）
(4) ママは、ありのままのあたしを愛そうとはせず、自分の完璧な理想像にあたしを近
づける努力ばかりをしてきたわ。そして、ママの完璧主義ときたら、モンスターみたいな
もので、それに気づいていないのは。ママだけ。(森捨子「望郷」)
(5) オッペルときたらたいしたもんだ。(宮沢賢治「オッペルと象」)
(6) こうしたピアニストと筋力、というか腕力、という時私が反射的に思い出してしま
うのが、アンドレ・フォルデスというピアニストである。彼はハンガリーの生んだ大ピア
ニストの一人で、日本にも何度か演奏に来たことがあるが、その堂々とした体躯ときたら
いつもピアノの方が小さく見えるほどだった。(中村紘子「ピアニストという蛮族がいる」)
(7) 四十余年前の夏目八十郎ときたら、辻道場の下男や女中が、「仁王さま」と、よん
でいたほどの、堂々たる偉丈夫であった。(池波正太郎「剣客商売・おたま」)
(8) なぜって、ぼくは農場でいつもねずみたちを追いかけていたのだし、ねずみってい
ったって、そいつらときたらねことほとんど同じぐらいでっかいねずみだったのですから。
（長田弘「ねこに未来はない」）
(9) 生まれつきボーっとしている私が、日常生活に夢までとり入れて生きた時期である
から、そのボーっとし具合ときたら、水族館の水槽の中をグルグル泳ぐマグロのようであ
った。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(10) まあ、どっちもどっちだけど、岩手県出身、資産なし、出版社勤務ときたら、も
う最悪だもんね。(景山民夫「LIFE IS CARNIVAL」)
(11) 旅先であり、しかも徽臭く狭い部屋ときては、いかに超越した自然詩人といえど
も、なかなか寝つけない。(小林信彦「ちはやぶる奥の細道」)
文法
述部には、「ときたら」でとりあげられた主題についての事実叙述や価値判断が示され
る。命令・意志・疑問などの言い方は、普通は見られない。「ときたら」で取り上げられ
る主題は、単一の名詞句だが、これに連続する言い方として、(10)(11)のように、名詞句
を列記する表現も見られる。
ノート
１．「ときたら」は、しばしば“否定的な述定(よくない意味の述語）”を導く言い方だ
とされるが、例文(5)～(9)のように必ずしも、述語がネガティブな悪い意味になるとは限
らない。「Ａときたら」で取り上げられるＡが、よい意味であれ悪い意味であれ述部で述
べられる事柄について、並々ならないこととして問題にする点に本質がある。
２．ほぼ意味の等しい複合辞として、「ときては」「ときた日には」があるが、前者は、
少なくとも現代語としては使用がまれになっていると見られ、例文(11)のように、列記的
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な言い方に見られるくらいである。また、後者は、多分に口語的で書き言葉にはまれであ
る。
関連項目
参考２「なんて」
参考文献
藤田保幸(1992)
◇Ａ６６ ～といい～といい
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡといいＢといいＣ」で、Ｃといえるものとして、具体的にＡもＢも挙げられること
を示す。
用例
(1) 弘実といい菜穂子といい全く口のへらない奴らだ。（作例）
(2) 「黄色い色といい、四角な形といい、もうカステラとそっくりなのです」。（朝日
新聞 '94.2.6)
(3) レガートに歌うところといい、イン・テンポでの盛り上がりといい、今日の演奏は
全く見事だった。（作例）
(4) 臨場感といい、感動といい、なんといっても生中継だ。（朝日新聞 '94.2.24)
(5) 例えば駅売店の土産物ひとつをとっても、その包装紙の微妙な色彩感といい、てい
ねいな包み方といい、外国ではよほど高級な店でないとなかなか味わえないものである。
（朝日新聞 '94.5.6)
(6) ビジュアル的にも、上を向いた短い鼻といい、少しめくれあがった唇といい、セク
シースターの条件を見事にクリアしている。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(7) ドナルド・キーンさんの膨大な『日本文学の歴史』といい、ガードナーさんの『目
録』といい、海外でこういうものを読む人、利用する人がいて、つくる人がいるというこ
とに、あらためて目をみはる思いだ。（朝日新聞 '94.6.4)
(8) ドイツからの大型新人二人を迎え、「新生」ぶりを見せつけたかったところだが、
パスの精度といい守備といい、悪すぎた。（朝日新聞 '94.7.31)
(9) イスラエル占領地ヘブロンで二月二十五日に起きた、パレスチナ人に対するユダヤ
人入植者の銃乱射事件は、礼拝中という状況といい、犠牲者の数といい、衝撃的であった。
（朝日新聞 '94.3.3)
文法
「ＡといいＢといい」と必ず反復して用いる。「ＡといいＢといい（､あるいは､）Ｃと
いい…」のように、３つ以上重ねることもできる。ていねい形や連体修飾の形は考えられ
ない。「ＡといいＢといい」という規定句の形成する関係には、２つのタイプのものがあ
る。すなわち、①例文(1)(2)のように「ＡといいＢといい～だ」と、Ａ・Ｂが述語に対し
て並列的に主語となっていると言えるような関係の場合と、②例文(3)(4)のように「Ａと
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いいＢといい、～」で、Ａ・Ｂが文中の名詞句についての具体的な中身を示しているよう
な関係の場合とがある。①の場合、述語は基本的に名詞述語になる。
ノート
類義的な表現として「ＡもＢも」が考えられ、上記①の場合には、かなり近くなって来
る。実際、例文(1)の「ＡといいＢといい」は、「ＡもＢも」に書き換え可能で、両表現
は互換性が高い。しかし、単に並列的に列記する「ＡもＢも」とは異なり、「ＡといいＢ
といい」の場合は、一つ一つを詠嘆・感心の気持ちであげつらうようなニュアンスがあり、
そのような気息が感じられないときは、「ＡもＢも」は「ＡといいＢといい」に書き換え
られない。例えば、「納税も投票権の行使も国民の義務だ」を、特別な文脈なしに「納税
といい投票権の行使といい国民の義務だ」としては、不自然である。
関連項目
Ａ６７「～といわず～といわず」
◇Ａ６７ ～といわず～といわず
接続
名詞に付く。
意味・用法
「ＡといわずＢといわずＣ」の形で、ＡとかＢとかに限定されず全般にわたってＣであ
ることを表す。
用例
(1) 今や林家の台所は、ヤシの実が、棚といわず床といわず、あふれ出んばかりである。
（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(2) 夜になると今度はヤブ蚊の襲来で、顔と言わず手足と言わずしたたかやられた。（作
例）
(3) 朝といわず夜といわずいつでもパソコンにかじりついている。（作例）
(4) 障子といわず壁といわず天井といわず落書きだらけだ。（作例）
(5) 出家・在家といわず、誰もが興味津々だった。（作例）
文法
「ＡといわずＢといわず」と必ず反復して用いる。「ＡといわずＢといわずＣといわず
…」のように、３つ以上重ねることもできる。丁寧形や連体修飾の形は考えられない。「Ａ
・Ｂといわず」のような言い方もできたらしいが、現代語としては稀である。
ノート
１．「ＡといわずＢといわず」と限定しないことを言うことによって、限定できない広
い範囲・全体にわたることを示す表現である。それ故、「どこも」「だれも」「いつも」な
どすべてを意味する語句が、以下に明示されることが多い。
２．「ＡといわずＢといわず」も「ＡといいＢといい」も、結果としてＡもＢも該当す
ることになるから、その意味では、似ていると言えなくない。しかし、「ＡといいＢとい
い」が当てはまる具体例を２つ挙げるのに対し、「ＡといわずＢといわず」は２つの具体
例を挙げてそれに限定しない（それをもちろん含む）ことを言うことによって、該当する
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ものはあくまでもそれらに止まらない広い範囲にわたるという含みを示す言い方である。
従って、「ＡといわずＢといわず」→「ＡといいＢといい」の書き換えは、（意味が厳密
には，ずれるにせよ）比較的不自然ではないが、「ＡといいＢといい」→「ＡといわずＢ
といわず」は、含みとしての意味が加わるだけに、不自然になることが多い。「助さんと
いい格さんといい、ほんとに堅物だな」を「助さんといわず格さんといわず、ほんとに堅
物だな」とすると、かなり不自然であろう。
関連項目
Ａ６６「～といい～といい」，Ａ６８「を問わず」
連用辞類３・～ヲ系
◇Ａ６８ ～を問わず
接続
名詞に付く。
意味・用法
「Ａを問わずＢ」の形で、「Ａが、どれ・どうであっても、そのことに左右されずにＢ
である」という意味を表す。
用例
(1) 道ですれちがったとき、あるいは電車のなかで目が合ったとき、必ず男女をとわず
ほほえみをかわす習慣が今でものこっているのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよ
む」)
(2) 洋の東西を問わず、歴史に名を残す人物は一癖も二癖もある。（朝日新聞 '94.3.2
0)
(3) 風邪は老若男女を問わず、だれしも一度はかかる身近な病気です。（朝日新聞 '94.
11.26)
(4) 連歌は，南北朝時代には公家・武士を問わず流行したが，室町時代になるとその歌
集にもすぐれたものがあらわれた。（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(5) やる気のある人なら、もちろん県内か県外かを問わず、アルバイトに来てもらいた
いと思っています。（作例）
(6) 一九九二年一月一日に施行された改正証券取引法では、あらかじめ約束がなされて
いるか否かを問わず、顧客に生じた証券取引による損失を証券会社が補てんした場合には、
証券会社の役職員は罰せられることになった。（朝日新聞 '94.6.20)
(7) 応募作品はプロ、アマを問わず、未発表のオリジナルに限る。（朝日新聞 '94.12.
9)
(8) 敵味方を問わず、国内外の戦争犠牲者全体の霊を同時に祭って追悼することこそ大
きな犠牲を生じた大戦を反省するあかしともなります。（朝日新聞 '94.8.27)
(9) 首から上に当てたら、理由のいかんを問わず、「即退場」と規則改正した方がすっ
きりしている。（朝日新聞 '94.5.12)
(10) 地域を問わず国民の一人一人が豊かさを肌で実感できるようにするためには、生
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活の利便の向上に直結するような生活関連資本をより一層充実したものにしていかなけれ
ばなりません。（朝日新聞 '94.3.4)
(11) Ａ 最近では、フキはビニールハウスでも栽培されており、フキノトウは季節を
問わずに手に入るようだ。（朝日新聞 '94.3.10)
(12) 円高や高い地価・人件費などは、業種を問わずに価格差の原因になっていること
が分かったが、公的規制や取引慣行については、業種によって価格への影響に差が出た。
（朝日新聞 '94.11.30)
文法
連体修飾の形も丁寧の形も取れない。「を問わずに」という言い方もあるが、状態副詞
的に述語に係るという性格が際立ってくるようである。
ノート
１．「にかかわらず」という言い方と、意味用法において近いところがあるが、「Ａを
問わず」は、Ａの部分に「どうなるか」のような不定的な節を取りにくい。例えば、「結
果がどうなるかにかかわらず、最後まで見届けることにした」とはいえるが、「結果がど
うなるかを問わず、最後まで見届けることにした」というのは不自然である（堅い文章後
的な言い回しでは、「理由の如何を問わず、処罰した」のように、この種の不定的な節相
当のものをとることはあるが、現代語の通常の言い方では、難しい）。
２．上記のことでも分かるが、「Ａを問わず」の、Ａの部分で問題にされるのは、あり
得る選択項として意識されるものであり、「を問わず」とは、問題にする事項が、その選
択項のどれだとなっても、そこのとに左右されずという言い方なのである。
◇Ａ６９ ～をよそに
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡをよそにＢ」の形で、「Ａのような物事・事柄に対して、あたかもよそごとである
かのありよう・姿勢を取ってＢする」という意味を表す。
用例
(1) また，農民や都市貧民の苦しみをよそに，暴利を得る富商も現れてきた。（鵜飼信
成ほか「新しい社会［公民］」)
(2) 日本や西側先進国の景気低迷をよそに、中国経済はめざましい勢いで発展している。
（朝日新聞 '94.3.15)
(3) そんな私の想いをよそに、陽のあたる神社で式は無事に行われた。（さくらももこ
「もものかんづめ」)
(4) 泥水の処理に追われる大人たちの憂鬱（ゆううつ）をよそに、はしゃぐ子供たちの
明るい笑い声が聞こえてきそうです。（朝日新聞 '94.8.24)
(5) 周囲の心配をよそに、子どもたちは「クマがいるなら見てみたい」。（朝日新聞 '9
4.9.8)
(6) 円ドル相場の波乱をよそに、欧州通貨間の相場は安定している。（朝日新聞 '94.1
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1.4)
(7) 改革のかけ声をよそに、役人天国は健在のようだ。（朝日新聞 '94.11.26)
(8) 長編ものは巻を追うごとに動きが鈍るとの出版界の常識をよそに、一、二巻とも十
万部を突破、このほど出た第三巻の出足はさらに快調という。（朝日新聞 '94.10.9)
文法
「をよそに」という形で、以下に導かれるのは、「よそに」している当人の有り様の描
写の表現である。有り様を問いただす疑問の表現は出て来得るが、命令や意志の表現は、
現れない。
ノート
１．「をよそに」の形で取り上げられるのは、基本的に問題視すべき（あまりよくない）
事柄である。そして、多くの場合、当人が関係があってもおかしくないのに、他人事であ
るかのように振る舞える事柄である。問題な事柄であっても、当人が関係ないものと考え
られる事柄や、他人事のようにとても振る舞えないような事柄を、こうした言い方で取り
上げるのは不自然である。例えば、「貞子の突然の事故死をよそに、吾郎は家で仕事して
いた」とか「多額の借金をよそに、善之は競馬場通いを続けていた」などという言い方は
成り立たない。
２．「ＡをよそにＢ」という形で、に導かれるＢの部分には、「よそに」している当人
の無関心な振る舞いに当たる内容が述べられる。例文(1)のように、好ましくない内容が
出でくる場合も、例文(2)のように必ずしもそうでない場合もある。無関心、必ずしも不
都合とはいえないこともあるのである。
◇Ａ７０ ～をはじめ
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
（１）「ＡをはじめＢ､Ｃ（…）」といった形で、Ａを代表例とする並列接続の名詞句を形
成する。
（２）「ＡガＸスルノをはじめＢガ（Ｘシ、Ｃガ）Ｘスル」といった形で、「ＡガＸスル」
ことを記述の最初として類例的な事態を列記する複文を形成する。
用例
(1) きまってヒロちゃんの弟たちをはじめ、近所の五、六人の少年たちがその場に群が
って、ガヤガヤ騒ぎながら、手伝いをさせてもらうのです。（生田久美子「『わざ』から
知る」）
(2) 政令指定都市では、一九九六年度に川崎が撤廃したのをはじめ、横浜、神戸、大阪、
名古屋、札幌、先代の各市がすでに撤廃している。（朝日新聞、二〇〇〇、五、二〇、朝）
(3) 恒例の忘年会の余興では、橋本氏が詩吟を披露するのをはじめ、村田氏と余田氏が
息の合った漫才を演じる予定だ。（作例）
(4) 乃木大将の殉死の直後に書かれた「阿部一族」をはじめ，「渋江抽斎」「高瀬舟」
その他の歴史小説も，「かのように」というような小文も，彼の人間探究の課題を深くつ
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つんでいてわれわれにせまるものをもっている．（中村元ほか「倫理・社会」)
(5) 現在，国民の大部分はヒンズー教徒であるが，イスラム教をはじめ，キリスト教・
シーク教・仏教も多くの人人によって信仰されている。（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(6) ニューカレドニア島は，世界第２位のニッケルをはじめ，クローム・鉄・マンガン
などの鉱産物があり，日本からの移民も活躍している．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(7) この動きは，たちまち京都・大阪・神戸・名古屋・東京をはじめ各地にひろがり，
米騒動とよばれる，全国的な民衆の運動になった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(8) そして，日本をはじめ連盟を脱退する国が相次ぐに至り，国際政治上の力を失って
いった．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(9) また、中年世代をはじめ多くの人が、自分や配偶者が虚弱・病気がちになったり、
痴呆や介護を必要とする状態になることに対して不安を抱いている。（経済企画庁編「平
成１０年版国民生活白書」)
(10) 政府もこれまでに，公害対策基本法を制定したのをはじめ，公害対策の法律やし
くみを整えてきた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(11) オムツをはじめ、残飯、缶、ビンなどのゴミはすべて袋に詰めて持ち帰る。（朝
日新聞 '94.8.7)
(12) ＷＨＯなどによると、英国が一九六五年、電波メディアからたばこＣＭを排除し
たのをはじめ、米、仏、独、イタリア、カナダもテレビＣＭを禁止している。（朝日新聞
'94.5.28)
文法
名詞句形成の場合、「ＡをはじめＢ」と２項になる場合もあるが、「ＡをはじめＢ､Ｃ…」
と３項以上が並べられることが多い。その場合、「ＡをはじめＢやＣや…」のように「や」
が合わせて用いられることもある。前件には、「の」を介して「スル／シタのをはじめと
して」の形もとれる。
ノート
１．並立助詞の「や」と近い働きをするが、項目の取り上げ方に、軽重がある。すなわ
ち、「ヒロちゃんの弟たちや近所の五、六人の少年たち」は「近所の五、六人の少年たち
やヒロちゃんの弟たち」と入れ替えることもできるが、「ヒロちゃんの弟たちをはじめ近
所の五、六人の少年たち」は「近所の五、六人の少年たちをはじめヒロちゃんの弟たち」
と入れ替えては不自然になる。「をはじめ」とまず取り上げられるのは、代表例・まず注
目される例なのである。
２．類義的な表現として、「をはじめとして」という言い方がある。意味的には、ほぼ
等しいものになるが、文法的にはいささか相違が出てくる。たとえば、「橋本氏をはじめ
村田氏や余田氏」は、一まとまりの名詞句を形成し、それ故、「余興を演じる橋本氏をは
じめ村田氏や余田氏」と全体として連体修飾を受けることが出来るが、「橋本氏をはじめ
として村田氏や余田氏」では、一まとまりの名詞句を形成できず、全体として連体修飾を
受けることは出来ない（「余興を演じる橋本氏をはじめとして村田氏や余田氏」とすると、
修飾句は「橋本氏」にしか係らない）。「をはじめとして」は、「αをβとして」という副
詞的な規定句を形成する表現の一ヴァリエーションであり、そこから更に「をはじめ」と
いう並立助詞相当の形式が派生したものと見られる。
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◇Ａ７１ ～を通じて
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａを通じてＢ」の形で、
（１）Ａを媒介・仲立ちとして、
（２）Ａの期間ずっと、
（３）Ａ（のそれぞれ）にわたって総体として、といった意味の修飾句になる。
用例
(1) 新聞情報を電子メディアを通じて送り届ける電子新聞の研究が、アメリカで広がっ
ている。（朝日新聞 '94.1.24)
(2) アジアでは，とくに黄河流域に発達した漢民族の文化が周辺の諸国に流れてゆき，
日本もまた多くの影響を受け，さらに中国をつうじてインドの文化の影響を受けた．（宝
月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(3) 江戸時代には，各地の産物はおもに大阪に送られ，ここの商人の手をつうじて，全
国に売買された。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(4) 知るだけでなく、音楽を通じて心の交流ができ、それが将来、何らかのお役に立て
ば、と財団発足を思い立ちました。（朝日新聞 '94.6.29)
(5) 中世を通じて平均寿命は三十歳くらいでした。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよ
む」)
(6) １９９４年を通じて休刊や廃刊に至った雑誌は約１００点。（朝日新聞 '94.12.29)
(7) 中小メーカーなら冬季だけの仕込みも、ここでは、機械化されて四季を通じて行わ
れている。（朝日新聞 '94.11.29)
(8) 人が生涯を通じて離婚する確率は、1980年では約33組の夫婦に1組の割合だったも
のが、95年には約25組に1組の割合まで上昇している。（経済企画庁編「平成１０年版国
民生活白書」)
(9) その後も着実に加点し、創立五十年で、春夏を通じて初めての甲子園出場を決めた。
（朝日新聞 '94.7.30)
(10) 七年以上に及ぶウルグアイ・ラウンドを通じて、政府がコメ市場の開放を拒否し
てきたのは、いうまでもなく国内完全自給の原則によるものだが、これも部分開放の受け
入れで、論理的な根拠を失った。（朝日新聞 '94.4.15)
(11) また、税制面では、活力ある豊かな福祉社会の実現を目指し、国・地方を通じ厳
しい状況にある財政の体質改善に配慮しつつ、所得、資産、消費のバランスのとれた税体
系を構築することが不可欠であります。（朝日新聞 '94.7.18)
(12) 「泣く女」「闘牛」「ミノタウロス」「磔刑（たっけい）」の四つのテーマを通じ、
ピカソの個人的な愛と苦悩が、バスク地方の小さな町の悲劇と結びつきます。（朝日新聞
'94.7.29)
(13) こうした、スポーツを通じての親善はかなりあると私は思っている。（朝日新聞
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'94.4.4)
(14) これまでは、年間を通じての平均値が基準（一リットル当たり〇・一ミリグラム）
を下回ればよかったが、新水質基準では、一度でも基準を超えた場合は違反となり、オー
バーした状態が続くと給水停止に追い込まれることになる。（朝日新聞 '94.4.29)
(15) サッカー関連番組を通じてのイメージソングは、バブルガム・ブラザーズの「Ｇ
ＥＴ ＧＯＯＤ ＧＥＴ ＧＯＤ」に決まった。（朝日新聞 '94.5.20)
文法
連体修飾の形としては、「を通じての」と「の」を伴って用いられるが、これ自体が連
体形的な形をとって「を通じる」のように使うことは出来ない。
ノート
１．「をとおして」と類義的で、かなり用法が重なる部分があるが、「を通じて」は、
視覚的な媒介物については使えない。
２．「を通じて」は、取り上げられるものとかかわるプロセスが意識される意味合いが
強い。（１）の意味で、例えば例文(4)(13)の場合なら、「音楽」「スポーツ」という具体
的な体験のかかわりの中でということが意識されようし、（３）のような意味も、“取り
上げられる一つ一つを押さえていってそこから全体として”といったニュアンスが基本に
あると言える。
関連項目
Ａ７２「～をとおして」
参考文献
国広哲弥(1979)「トオル・トオス・ツウジル」（柴田武編『言葉の意味２ 辞書にかい
てないこと』（平凡社）所収）・村田年(1993)
◇Ａ７２ ～をとおして
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「Ａを通してＢ」の形で、
（１）Ａを媒介・仲立ちとして、
（２）Ａの体験を経て、
（３）Ａの期間・広がりで見てみて、という意味の修飾句になる。
用例
(1) 現在でも都市についてその面がまったく無視されているわけではないけれども、そ
れが考えられる場合も、新しい観点をとおしての上のことである。（中村雄二郎「術語集」）
(2) そして『ビッグバンの発見』で扱おうとする宇宙論は、現代の自然科学という枠組
みを通して捉えられた宇宙像であって、あくまで一つの宇宙論である、と佐藤氏はい言っ
ている。（中村雄二郎「術語集」）
(3) とり上げられたいろいろな術語を自分の理解をとおしてそれぞれ五ページのなかで
捉えなおそうとする本書の試みでは〔略〕（中村雄二郎「術語集」）
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(4) そこでは，地下深くに掘ったトンネルをとおして，遠くの高台から地下水をオアシ
スの集落に導いている。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(5) ほんまもんでない大阪弁がテレビを通して全国にまき散らされている現状を嘆く。
（朝日新聞 '94.1.19)
(6) しかし，国王は，役人を通して，農民などを支配し，重い税金をかけた．（土井正
興ほか「三省堂世界史」)
(7) その看病を通して、私は父の上に、ひとりの人間が尋常に死んでゆくさまを、つぶ
さにみることができた。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
(8) むしろそれは、それぞれの節目において、象徴的な死と再生を通して脱皮していく
働きである。（中村雄二郎「術語集」）
(9) 野球を通して学んだことは、山ほどある。（朝日新聞 '94.8.12)
(10) 南北朝の動乱を通して成長していった守護大名は，しだいに領国支配を強化して
ゆくが，なかには一人で数カ国の守護をかね，幕府の要職について，政治的にも経済的に
も強大な権力をふるうものもあらわれた．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再訂版）」)
(11) パ・リーグでは七、八月を通して雨で流れたのがわずか１試合（二十六日現在）。
（朝日新聞 '94.8.26)
(12) １９世紀の前半をとおして，資本家は選挙法の改正と自由貿易主義の実現をめざ
した．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(13) 正確には，１日の長さは少し変化するが，１年を通して平均した長さは，年によ
って変わらない。（坪井忠二ほか「新理科２分野上」)
(14) 小学校、中学校を通して私のように父が戦死した子供は一クラスに二、三人はい
た。（朝日新聞 '94.8.25)
(15) なによりもうれしいのは植物を通しての友人ができることで、苗の交換のほか、
新しい情報が入手できる楽しみがあります。（「覚えたい山野草のテクニック」)
(16) ＷＨＯを通しての今回の特効薬購入は、その費用で賄われた。（朝日新聞 '94.9.
6)
文法
連体修飾の形としては、「をとおしての」と「の」を伴って用いられるが、これ自体が
連体形的な形をとって「をとおす」のように使うことは出来ない。
ノート
１．「通す」という動詞に由来することから、“何かを通過・経由させてその先へ”と
いう原義が意味の分化にに効いているようで、「何か」媒介となるものを取り上げたり、
「通過・経由」の体験・期間・広がりを問題にしたり、といったような用法が見られる。
２．（１）の意味では、しばしば「を通じて」との意味用法の異同が問題になるが、「ガ
ラスをとおして外を見る」といえても「ガラスを通じて外を見る」となどはいえないし、
「法医学の観点をとおして検証する」といえても「法医学の観点を通して検証する」とは
いえない。つまり、“はっきり何かを視覚的に介して”といった場合や“ものを考える何
かの視点・見方”を介してというような場合は、「をとおして」しか使えないといえる。
また、「通じて」と比べて、“何かを媒介として”どうであるのかという結果面に焦点
の当てられる言い方である。
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関連項目
Ａ７１「～を通じて」
参考文献
国広哲弥(1979)「トオル・トオス・ツウジル」（柴田武編『言葉の意味２ 辞書にかい
てないこと』（平凡社）所収）・村田年(1993)
◇Ａ７３ ～をめぐって
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡをめぐってＢ」の形で、やりとり・対立がなされる懸案事項・問題点・争点となる
事柄を示す。
用例
(1) 竹島の領有権をめぐって、日韓両国の間で協議がなされた。（作例）
(2) シンポジウムでは、特に教育基本法の改正をめぐって、徹底した討論を行ってもら
いたい。（作例）
(3) 身代金の分配をめぐって、犯人グループの中で仲間割れがあったらしい。（作例）
(4) 中海干拓中止の問題をめぐって、県と国との間に覚書が交わされた。（作例）
(5) 住民投票の是非をめぐって、町中が騒然としている。（作例）
(6) 帝国主義の政策をとるヨーロッパ諸国は，植民地や勢力範囲をめぐって，はげしく
対立した。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(7) 封建制度が崩壊する現実を前にし，それにかわる政治体制はどうあるべきかをめぐ
って，多くの知識人がいわゆる「百家争鳴」の言論活動を展開した．（土井正興ほか「三
省堂世界史」)
(8) 宇宙背景放射の発見をめぐって、ノーベル賞はだれに与えられるべきか、という議
論が一九七八年にあった。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(9) 真偽やその正体をめぐってこの六十年間、世界のメディアが盛んに報道し、日本の
湖でも同じような怪物の目撃談が相次いだ。（朝日新聞 '94.3.15)
(10) これらの問題をめぐってこれからの日本をどのように考えていったらよいだろう
か。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(11) パソコンゲームソフトの有害図書類指定を巡っての司法判断は、初めて。（朝日
新聞 '94.1.25)
(12) 以後，ユーラシア内陸の歴史は，東アジア世界と西アジア・東地中海世界とを結
ぶ通商ルートをめぐっての，遊牧民系国家と農耕民系国家との対立を主軸として展開され
る。（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(13) 雇用、仕事をめぐる環境が変化している中で、次の中年世代である若年層の意識
にも変化がみられる。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(14) サンデージたちにとって、ハッブル定数をめぐる論争はこれがはじめてのことで
はない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
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文法
連体修飾の形としては、「をめぐっての」「めぐる」の両形が用いられる。丁寧形とし
て、「をめぐりまして」といった言い方は可能である。
ノート
「をめぐって」は、立場を異にする者の間でやりとり・対立がなされる際に、そこで問
題となる事柄を取り上げて示す言い方である。それ故、「をめぐって」が係っていく述語
（述部）は、立場を異にする者の間でのやりとり・対立の行為・状況を意味するものでな
ければならない。(10)も「立場」の取り方を問題にするものと言える。問題となる事柄を
取り上げる言い方では、「について」「に関して」なども考えられるが、これらの場合、“
立場を異にする者の間で”という意味は特にない。従って、「エイズ・ワクチンの開発に
ついて（／に関して）共同研究を行う」とはいえても、「エイズ・ワクチンの開発をめぐ
って共同研究を行う」という言い方は不自然である（ちなみに、「エイズ・ワクチンの開
発をめぐって国際的な競争が行なわれている」なら可）。
◇Ａ７４ ～をもって
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
「ＡをもってＢ」の形で、
（１）Ｂのことをするために用いる手段・方法・概念を示す。
（２）Ｂのことがなされる時点・段階を示す。
用例
(1) コウモリやクジラは、音響定位といって、自分で超音波を発信し、その反響を聞く
ことをもって、われわれの視覚の変わりとしている。（養老孟司「ヒトの見方」）
(2) 文化は伝播だけでは説明できず多発性をもって説明される。（原広司「集落への旅」）
(3) この楠正雪、楠流の軍学をもって、紀州公のご下問にあずかる身である。（作例）
(4) もともと民主主義の本質は，寛容の精神をもって，自分と異なった見解が成立する
ということを認め，最善の解決法を客観的根拠にもとづいて見いだそうとするものである．
（中村元ほか「倫理・社会」)
(5) 「歴史の父」といわれるヘロドトスは，物語的にペルシア戦争の経過をしるし，ツ
キディデスは批判的精神をもって，正確なペロポンネソス戦争の歴史をかいた．（土井正
興ほか「三省堂世界史」)
(6) この人権宣言の背景には，長い歴史をとおして人類が血と労苦とをもってたたかい
とってきた人権思想がある．（中村元ほか「倫理・社会」)
(7) 抽選結果は当選はがきの発送をもって代える。（朝日新聞 '94.9.29)
(8) 星間ガスとかチリという可能性もないわけではないが、それならいまの技術をもっ
てすれば観測できるはずである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(9) 本日をもって、大阪本店を閉店とする。（作例）
(10) だが、スターテレビとＢＢＣの関係悪化で十七日をもってＢＢＣニュースは北東
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アジア（中国、台湾など）向け放送を中止、日本でも受信できなくなった。（朝日新聞 '
94.4.25)
文法
「もちまして」のように、丁寧の形は可能である。連体修飾の言い方は、用いられない。
ノート
１．格助詞「で」と、用法が重なるところがあり、「をもって」から「で」へ書き直し
ても、概ね不自然にはならない。しかし、「で」の方が用法がもちろん広く、「で」から
「をもって」への書き直しは、必ずしもうまく行くとは限らない。例えば、理由を表す「で」
の場合など、「風邪で休んだ」を「風邪をもって休んだ」とするのは、明らかに不自然で
ある（むしろ、理由なら「でもって」だと自然になることが多い）。
２．「をもって」は、時点の用法もあるが、基本的には、以下のことをするために利用
するものを取り上げて示す言い方である。
関連項目
Ａ７８「～でもって」
参考文献
山田孝雄(1935)『漢文の訓読によりて伝へられたる語法』
◇Ａ７５ ～を介して
接続
名詞に付く。
意味・用法
連絡の仲立ちとなるものを取り上げて示す。
用例
(1) 和博は、知人を介して、探偵事務所に連絡を取った。（作例）
(2) 羽田氏は「首相の顔が見えないのが、国民の政治に対する一番の不満でしょう」と、
もっとメディアを介して政治家が語る機会をふやす必要があると指摘。（朝日新聞 '94.7.
23)
(3) 過去の主要な書物五十万点を電子テキストの形で蓄積し、通信回線を介して提供す
る巨大なデータベースの構築を山口さんは夢想する。（朝日新聞 '94.6.1）
(4) 末梢神経を介して刺激が送られる。（作例）
(5) 大脳皮質のこれらの領域は，下位中枢を介しておこる本能行動などを調節したり，
本能行動よりさらに進んだ知能行動（ｐ・１２７参照）を支配するところである．（石田
寿老ほか「生物Ⅰ」)
(6) 倭の邪馬台国女王卑弥呼との間に，帯方郡を介して外交交渉があったのは，このこ
ろである．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(7) 人には、ペストにかかったネズミなどの血を吸ったノミを介してうつる。（朝日新
聞 '94.10.1)
(8) 高橋さんは一昨年十月ごろ、飼い犬の預け先を探していた際、自宅近くの動物病院
を介して上田容疑者と知り合った。（朝日新聞 '94.2.3）
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(9) 通訳を介しての会話でしたが、そこには言葉以上に心で分かり合える何かがあった
のです。（朝日新聞 '94.6.16)
(10) ＜股関節＞ 骨盤と大たい骨の骨頭が、軟骨を介して接している部位。（朝日新
聞 '94.2.6)
(11) 国境もなく、固有の文化をもたない南極を介しての結び付きなればこそ、互いの
文化の違いにも理解が深まる、というのが博士の考えのようだ。（朝日新聞 '94.4.8）
文法
連体修飾の形としては、「を介しての」の形が普通である。「を介しまして」という丁
寧の形も可能である。
ノート
「連絡の仲立ちとなるもの」を示す言い方で、例文(10)(11)のような例も広く“連絡”
という点では十分あり得るといえる。また、「～を通じて」「～を通して」と置き換え可
能なこともある。例えば、例文(2)のメディアを介して政治家が語る…」は「メディアを
通じて」としてもほぼ同義的である。しかし、同じ仲立ちでも「～を通じて」は発信者と
受信者をつなぐ情報の通り道的なものをいう言い方であるのに対し、「～介して」は発信
者と受信者をとりつぐ、別個にある第三の存在といったものをとりあげる言い方である。
その点幾分ずれるところもある。例えば、「インターホンを通じて呼びかける」と言えて
も、「インターホンを介して呼びかける」はいささか不自然である。
関連項目
Ａ７１「を通じて」，Ａ７２「をとおして」
◇Ａ７６ ～を駆って
接続
名詞に付く。
意味・用法
「Ａを駆ってＢ」の形で，「Ａというその時の物事の流れを利用してＢする」という意
味を表す。
用例
(1) 勝ち越した勢いを駆って、敢闘賞まで獲得した。（作例）
(2) 余勢を駆って、中原にまで進出した。（作例）
(3) しかし、その勢いをかって、昨年十二月の議会選で政界に打って出ようとしたのが、
つまずきのもとだった。（朝日新聞 '94.5.21)
(4) 雑誌界も国際ビジュアルニュースを狙った「ヴューズ」（講談社）、「マルコポーロ」
（文芸春秋）、「バート」（集英社）などがバブル経済の余勢を駆って創刊された。（朝日
新聞 '94.11.19)
(5) 旧連立側「圧勝」の余勢をかっての行動だ。（朝日新聞 '94.10.5)
文法
用法が限られて来ており、「（シタ／スル）勢い／余勢を駆って」という言い方がほと
んどである。その意味では、むしろ、連語成句的な慣用句とした方がよいかもしれない。
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連体修飾の形として「を駆っての」があるが、あまり用いられない。
ノート
１．「馬を駆って急を告げる」のように、「を駆って」で「を走らせて」の意味に用い
る言い方もあったが、この言い方では「駆る」にまだ実質的動作を表す動詞的意味が認め
られ、複合辞と扱うべきではないだろう。
２．関連して、「に駆られて」という言い方で、「Ａという感情にせきたてられて」と
いう意味の表現もある。この「駆られて」もやはりまだ動詞的というべきだろう。この場
合、Ａには「不安」「焦燥」「危機感」など好ましくない意味の感情を表す名詞がくる。
連用辞類４・その他
◇Ａ７７ ～からして・～からすれば・～からすると
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
（１）「Ａからして」「Ａからすれば」「Ａからすると」の形で，「Ａに基づいて考えれ
ば」という意味を表わす。
（２）「Ａからして」の形で、「まず何よりＡが（／を／に）といった協調的な意味で
使われる。「Ａからすると」「Ａからすれば」には、こうした用法はない。
用例
(1) この手口からして、玄人の仕業だな。（作例）
(2) 見かけからして、おそらく銀行か証券会社のサラリーマンだろう。（作例）
(3) 日本の土地や労賃の高さからして、コメの内外価格差をゼロにするのは無理だが、
縮小へ努力している姿勢を見せないと、国内外の支持は得にくい」（朝日新聞 '94.7.8)
(4) そのうえ、近年急増している新幹線通勤は、九一年度の一日一万八千人強の実績か
らしても、すでに二万人は超えているものと見込まれ、本来の都市間輸送のほかにも、新
しい役割を果たすことになってきた。（朝日新聞 '94.10.8)
(5) むしろ、激情は結婚生活を破滅に導きかねない要因であるということを、私自身の
経験からして、また、周囲のカップルを見回して気づくに至ったのであります。（柴門ふ
み「恋愛論」)
(6) 彼女の証言の内容からすると、必ずしもそのとき容疑者に殺意があったとは考えら
れない。（作例）
(7) 順番からすれば、今度は当然庶務二課の担当だ。（作例）
(8) 反対の声がなかったことからすれば、一応認められたのだな。（作例）
(9) ちなみに、人間の腸は四―七メートルと身長の三倍前後とみられており、比率から
すると、オタマジャクシよりだいぶ短い。（朝日新聞 '94.6.17)
(10) 年二十兆円を超す日本の医療費からすると、たばこ半減で年二兆円が浮くことに
なる。（朝日新聞 '94.5.22)
(11) 過去の例からすると、むしろ、大きな期待は禁物であろう。（朝日新聞 '94.2.11)
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(12) 二年半ほど前、社説で「『寄付の文化』を育てよう」と訴えた立場からすると、
大変うれしい話だ。（朝日新聞 '94.8.22)
(13) ただ、症状と経過からすると、別の病気のことも考える必要があるかもしれませ
ん。（朝日新聞 '94.3.27)
(14) これは国際連盟にはなかったことで，規約上からすれば，国際連合は，平和維持
機構としては，連盟よりもたしかに強力である．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(15) ワトンンが、そうした振る舞いを、こだわりもなく書いているということは、従
来の科学者と称される人々の感覚からすれば、あまり理解のできないものだった。（村上
陽一郎「科学者とは何か」)
(16) 身分上は甲乙の差はないが，経済力からすればとうていたち打ちできない。（辻
清明ほか「政治経済 新訂版」)
(17) 国民の常識からすれば、ある企業が政治家にひそかに金を渡し、行政の筋を曲げ
るよう働きかけるのは、汚職以外の何物でもない。（朝日新聞 '94.4.3)
(18) 銭湯の水風呂でクロールの練習をするなんて、そもそも親のしつけからしてなっ
てないよ。（作例）
(19) ＴＤＬ、ＴＤＬといったって、だいたい私は、そのディズニー・ランドとは何か
ということからしてよく知らないのだ。（作例）
(20) 腹の立つ話でも穏やかに話すところからして、シンの強い人なのである。（朝日
新聞 '94.6.24)
(21) ＰＬ法というのはその名前からして必ずしも一般消費者にとって分かりやすいも
のではない。（朝日新聞 '94.4.24)
文法
判断の手掛かりを示す規定句となって、以下に判断内容としての叙述を導く。命令や意
志・希望・詠嘆などの言い方は以下に来ない。
ノート
「～からすれば」には、「その点は，組合派の人たちからすれば異論のあるところだ」
のような用法も見られる。この「組合派の人たちからすれば」は「組合派の人たちにすれ
ば」としてもほぼ同義であり，この種の「～からすれば」は立場・考え方の主体を表す「～
にすれば」の形の一つのバリエーションと考えられる。
関連項目
Ａ６１「～によれば」
◇Ａ７８ ～でもって
接続
名詞（名詞節を含む）に付く。
意味・用法
格助詞「で」の強調形で、基本的には「ＡでもってＢ」の形で、「Ａを手段・方法とし
てＢする」という関係を示す。
用例
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(1) 仕方がないから、金づちでもって穴を開けて、中をのぞいてみたんだ。（作例）
(2) 理屈ばっかり言ってないで、行動でもって示したまえ。（作例）
(3) とりわけ、現代の権力担当者は、多数の支持という一見「民主的」な装いでもって
自らを正当化する。（朝日新聞 '94.5.4)
(4) 歌舞伎役者ならではの顔立ちで、顔でもって存在感を出す、役を見せる役者は彼で
もう最後だろう」とその死を惜しんだ。（朝日新聞 '94.3.26)
(5) 毒々しい抗議でもって、毒を制すことができるか。（朝日新聞 '94.3.31)
(6) 「私は曲をゆっくりとシンプルな美しさでもって演奏します。（朝日新聞 '94.6.8)
文法
「でもって」の形以外では、丁寧形もなく、連体修飾の形もない。
ノート
１．「で」の強調形ということで、口頭では、手段・方法以外の用法にも拡大して用い
られる傾向がある。「彼は病気でもって寝ている」とか、「母は入り口のところでもって
隣のおばさんと立ち話している」とさえもいえなくはないようである。接続詞「それで」
を強調して「それでもってどうしたのさ」などという言い方も耳にする。こうした「で」
を強調する「でもって」のような言い方は、意外に新しく、明治以降勢力をもち始めたよ
うで、方言差はあるものの、一部ではなお用法を広げつつあるのかもしれない。
２．ちなみに，辞書には「彼は秀才でもって、スポーツマンだ」のような言い方が記載
されているが、断定の助動詞連用形・中止法としての「で」が、「でもって」と強調され
る例は、今日では珍しいようである。
参考文献
山田孝雄(1935)『漢文の訓読によりて伝へられたる語法』
◇Ａ７９ ～どころか
接続
名詞的な語句あるいは文相当の節（述語句的なものも含む）に付く。
意味・用法
「ＡどころかＢ」という形で、Ａを否定し、Ａを基準に見て高レベルであれ低レベルで
あれ、レベルの違うＢを引き合いに出してくる表現である。
用例
(1) 優勝争いどころか、四位につけるのがやっとだった。（朝日新聞 '94.10.29)
(2) ビールどころか、アルコールをいっさい置いていない。（朝日新聞 '94.12.29)
(3) パソコンどころかワープロさえ使ったことがない。（作例）
(4) 私たちの太陽は、かつて考えられていたのとは異なり、宇宙の中心どころか、天の
川銀河の中心ですらなかったのである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(5) 二束三文どころか、こんな本、値段になりませんね、と軽蔑（けいべつ）したよう
な顔でにらまれる。（朝日新聞 '94.10.25)
(6) 隣に越してきたのは日本橋ではちょっとしられた大店の呉服屋だそうだが、主人が
引っ越しのあいさつに来るどころか、使用人さえ寄こさなかった。（作例）
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(7) 政府が重要な資料を公開しないどころか、文書の存在そのものを隠したりしてきた
ためだ。（朝日新聞 '94.5.27)
(8) 家事を苦にしないどころか、日常的に楽しむコツを知っている。（朝日新聞 '94.1
0.4)
(9) ところが、将棋は取った駒がまた使えますから、終盤に近づくにつれて可能な手が
減るどころか増えてしまうのです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(10) というのも、興味深いことには、書いている著者には、そういう場面でも、どこ
かでそのスポーツ感覚のような雰囲気があって、こうした振る舞いに、それほどの罪悪感
もないどころか、むしろ当たり前で、楽しんでいるようにさえ思われるからである。（村
上陽一郎「科学者とは何か」)
(11) 千恵「〔略〕あんたもホントお人よしねぇ。敵に塩おくるどころか本人おくっち
ゃってるんだから」（野島伸司「１０１回目のプロポーズ」)
文法
「ＡどころかＢ」で対比されるのは、節対節の場合もあれば、語（名詞）対語（名詞）
の場合もある。「どころか」という言い方は、事実を確認する疑問文においては使えるが、
命令文においては現れず、意志表現においても用いにくい。
ノート
「～どころか」という言い方は、話し手において、対比される項目間に段階的な序列が
意識されており、それに基づく表現ということが出来る。例えば、将棋を話題にして、「彼
は、駒の動かし方を知っているどころか、アマチュア初段の実力者だ」といったことが言
われることがあろうが、この場合、「駒の動かし方を知っている」ということを基準にし
て、これを否定したうえ、ずっとプラス方向（高いレベル）に位置付けられる「アマチュ
ア初段の実力者だ」ということが是とされた言い方である。また、「彼は、駒の動かし方
を知っているどころか、そもそも将棋というものの存在を知らないのだ」というようなこ
とがいわれることもあろうが、この場合は、「駒の動かし方を知っている」ことを基準に、
これを否定して、ずっとマイナス方向（低レベル）に位置付けられる「将棋というものの
存在を知らない」ということが是としてとり上げられている。このように、「Ａどころか
Ｂ」は、「Ａどころか」でとり上げられる事柄を否定し、これに対し、プラス方向であれ
マイナス方向であれ、隔絶したレベルにある事柄Ｂを是としてとり上げる言い方といえる。
参考文献
服部匡(1995)
◇Ａ８０ ～のみならず
接続
名詞に付く。また、用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡのみならずＢ」の形で、「Ａに加えて更にＢ」という意味を表す。
用例
(1) 研究会には、幹事の山崎氏のみならず井上氏や相澤氏も来た。（作例）
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(2) キュビエは、断片的な化石の骨や歯から、もとの動物を復元することも提唱したが、
かれのおこなった復元が、後になって、完全な骨格の発見によって裏づけられることもあ
ったので、声望は非常に高く、その影響は学界のみならず一般の人々にも広くおよんでい
た。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(3) 今日，工業化・都市化の波は，先進国のみならず世界各地域の発展途上国にも一様
におしよせ，文化・文明の質を画一化しつつある．（中村元ほか「倫理・社会」)
(4) このことは、アメリカでは、若年世代のみならず中年世代でも比較的転職が多いこ
とを示している。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(5) しかも近所の銭湯のみならず、フラリと行った町でも見つけ次第、ひとっ風呂あび
て帰ってきたりする、もはや銭湯研究家である。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(6) 教育は、企業のみならず、国全体の将来のために不可欠の投資である。（朝日新聞
'94.3.19)
(7) 他人のみならず、運転者自身にとっても危険なことをもっと認識し、夕方になった
ら点灯することを徹底してほしい。（朝日新聞 '94.11.12)
(8) 犯人は、現金五十万円を奪ったのみならず、店番をしていた岩坪さんを絞殺してマ
ンションに放火した。（作例）
(9) この演奏会では、ペンデレツキの新作協奏曲が初演されるのみならず、ソリストと
して、ペルガメンシコフ他３人の世界的チェリストが共演するはずだった。（作例）
(10) それらの樹は、一本一本太さも肌の色もまがり方も変っているのみならず、私の
眼の高さぐらいのところに大きなコブをもっていたり、あるいは一の枝が裂けて、幹の一
部が洞穴のようになっていたり、〔略〕（水上勉「森」)
(11) もし、これが本当だとすると、日本政府は米国の意図するところを全く理解して
いないのみならず、日本国民の利益を考えていないことになる。（朝日新聞 '94.3.1)
(12) 東アジアでは，隋王朝が６世紀末に中国本土の南北分裂を統一したのみならず，
北辺への領域拡大に乗り出し，それを継いだ唐王朝によって，東アジア全域の諸種族を包
含する世界帝国的支配体制がつくりあげられた．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(13) 我が国が過去の一時期に行った侵略行為や植民地支配は、国民に多くの犠牲をも
たらしたのみならず、アジアの近隣諸国等の人々にも今なお大きな傷跡を残しております。
（朝日新聞 '94.9.30)
(14) 憂えるべきは、それが単に社会党の死を意味するのみならず、日本政治全体の死
にもつながりかねないということである。（朝日新聞 '94.5.3)
文法
「のみならず」は、名詞を取り上げて列記するだけでなく、「～スル／シタのみならず」
といった用言述語句を取り上げる用法もある。後者の場合、「～シナイ（／シナカッタ）
のみならず」と否定の形のものも取れるが、「～スルダロウのみならず」のような推量の
形のものは取れない。
ノート
「のみならず」は「ばかりか」と用法においてかなり重なるが、「のみならず」が、命
令や意志の文中でも使えるのに対し、「ばかりか」は、使えない。例えば、「地震計のみ
ならず金属探知機も持参せよ／用意しよう」とはいえるが、「地震計ばかりか金属探知機
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も持参せよ／用意しよう」とはいえない。なお、「のみならず」はやや固い文章語という
語感があり、口頭語では用いられない。
関連項目
Ａ４１「～に限らず」
◇Ａ８１ ～とは
接続
１．単語等ことばとして云々されるものという意味でとりあげられた語句に付く。
２．文あるいは文相当の事柄を表す語句に付く。
意味・用法
「ＡとはＢ」の形で、
（１）Ａという言葉を取り上げて、その意味を説明する叙述であるＢを導く。
（２）そこで当面する発言や出来事（＝Ａ）を取り上げて、それに対する判断・評価・所
感（＝Ｂ）を述べる叙述を導く。
用例
(1) 「ムラサキ」とは醤油のことである。（作例）
(2) 連星とは，２個の恒星が万有引力で引きあい，共通重心のまわりを公転しあってい
る体系である．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(3) 国民総生産とは，いろいろな産業が，１年間に生産した生産物やサービスの総額か
ら，二重計算をさけるために，原材料その他の中間生産物の額を差し引いて，新しくその
年に作り出されたものだけを国民経済全体について合計したものである。（鵜飼信成ほか
「新しい社会［歴史］」)
(4) アイソスタシーとは，これらの地かく・マントルを構成する岩体が，重力に対して
つりあいを保っているという考え方である．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(5) 初恋とは突然にやってくる台風のようなものです（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(6) 「実存が本質に先だつとは，この場合なにを意味するのか．（中村元ほか「倫理・
社会」)
(7) わたしたちも，資源の浪費をしていないか，ほんとうの豊かさとはなにかをみなお
さなければならない。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(8) ご存じのように、どこも図書購入費などは限られており、私が見た学校の中には、
図書室とは名ばかりで、あまりに古い物が置かれているなど、図書室そのものが、本を読
む雰囲気にはほど遠かったりするところもありました。（朝日新聞 '94.11.2)
(9) 「帰りたい」とはけしからん。（作例）
(10) くどくど言い訳するとは情けない。（作例）
(11) 梅に鴬とは美しいね。（作例）
(12) いや風流じゃ、風流じゃ。白刃固めの御案内とは近頃なかなか風流じゃ。（佐々
木味津三「旗本退屈男」）
(13) 「この野郎」とは何だ。（作例）
(14) 音楽に国境はないとは素晴らしい。（作例）
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(15) 明日が引っ越しだとは忙しいね。（作例）
(16) 嘘をつくとはけしからん。（作例）
(17) 今回、わけあって再び「汚れちまった悲しみに」を読み返したのだが、これほど
近代的リズム感をもった詩人が、昭和初期に存在したとは驚きである。（柴門ふみ「恋愛
論２ 応用篇」)
(18) それを生み落としたのが、生活給型の今の所得税の仕組みとは皮肉なてん末だ。
（朝日新聞 '94.2.10)
(19) 今も四万株を持っている社員の妻は「みんなが損したんだから、とあきらめてい
たが、銀行だけが抜け駆けしていたとは腹立たしい」。（朝日新聞 '94.12.10)
(20) 子猫が、自分の飼い猫数匹とけんかしたため、「おとなの猫とけんかするとは生
意気だ」とスリッパで顔をなぐったという。（朝日新聞 '94.7.7)
(21) 今時停電とはおかしいと思っていたら、ヒューズが飛んだという。（朝日新聞 '9
4.2.16)
(22) 霞が関まで歩いても三十分余り、大使館や名門私立学校、高級マンションが並ぶ
超一等地なのに、官舎の家賃は民間相場の十分の一以下。住人からは「物価は高いし住み
づらい」といった声も聞かれるが、端からみれば、安い家賃でこんな場所に住めるとはう
らやましい限りだ。（朝日新聞 '94.5.10)
文法
（１）の用法の場合、「とは」が受けるのは、説明されるべき語句であり、名詞扱いさ
れるものである。従って、「寿司屋で言う『ムラサキ』とは醤油のことである」のように、
連体修飾を受けることができる。（２）の用法の場合、「とは」が受けるのは、当該場面
で出会う発言の引用や、そこで出会う出来事を示す表現である。これらは、名詞扱いされ
るものではななく、「今言った『帰りたい』とはけしからん」「さっきしたくどくど弁解
するとは情けない」のように、連体修飾を受けると不自然になる。出来事を話し手が示す
場合、「とは」が受ける表現には、シタ形などはとれるが、「来るだろう（よ）とは意外
だ」のように、推量の言い方や終助詞などが現れることはできない。
（１）の用法では、「とは」に対する述部には、言葉の定義・説明の言い方がくる。（２）
の意味では、事柄をとりあげる品定め文になるから、事柄についての判断・感情を述べる
述語がこなければならない（基本的には、モノの性質や身体的感覚などを言うような状態
述語は不可である）。
ノート
（２）の用法の場合にいろいろな問題があるので、以下こちらについて述べる。
１．評価の対象となる事態・事柄内容を措定し表示するのが、（２）の用法の「トハ」
である。従って、「おや、尾頭付きとは豪勢だね」のような場合、「尾頭付き」は、一単
語であっても、話し手の発見を表わす一語文的な事柄表現であり、この「トハ」の表現は、
（２）の用法の一例と言える。
２．意外でないような事柄は、「トハ」でとりあげられない。「あのヒゲの男が言語学
をやっているとは別に不思議でない」のような言い方は不自然になる。
３．この意味の「トハ」は、そこに既にあるとみなされる事柄と出会い、それをうけと
めて評価や所感を導く表現といえる。従って、話し手が自由に設定できる仮想の事柄は、
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「トハ」にはとれない。「万一にも、再度不勉強で落第してしまうとは情けない」などと
いうことは不自然である。また、事柄を受け止めず拒絶するような述語をとると不自然と
なる。例えば、「さよならも言えないとは、私、いやよ」のような言い方は、やはり不自
然である。
４．当面するものと意識されない事柄は、「トハ」でとりあげられない。「明後日、ゴ
ミを出すとは面倒だ」のような先の話を取り上げるのは、不自然である。
５．（２）の用法の「トハ」の場合、類義の表現として「ナンテ」が考えられるが、「ナ
ンテ」については、上記２～４のような表現的な特徴は見られず、上記で不自然とした例
は、いずれも、「ナンテ」に書き換えると自然になる。
関連項目
参考２「なんて」
参考文献
藤田保幸（1995b）（2000）
連体辞類・接尾辞類
◇Ａ８２ ～という・との
接続
１．文あるいは文相当の語句に付く。
２．単語（主に名詞句）に付く。
意味・用法
「ＡというＮ」と連体修飾に用いられて、Ｎの具体的な内実を示す同格的な関係を形成
するのが基本である。「ＡとのＮ」も同様だが、用法に制約がある。また、「ＡというＮ」
には、「という発言がなされるようなＮ」といった提喩的とでも言うべき関係を形成する
こともある。
用例
(1) 佐藤氏が帰ってきたという知らせに、一同どよめいた。（作例）
(2) 誠実に生きろとの言葉を肝に銘じた。（作例）
(3) その点でこの白書は、過去の統計数値によって裏付けられたことを報告する白書の
伝統から逸脱した部分がある、との批判を受けるでしょう。（経済企画庁編「平成１０年
版国民生活白書」)
(4) 一方、20歳未満の青少年は、「親と子供の会話、ふれあいが少ない」との回答が他
の項目に比べて多い。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(5) 「そうかそうか、歓迎してくれるのか」と呑気に構えていたところ、「新人の皆さ
んには、全員一曲ずつ歌を披露してもらいますから、明日は覚悟しておいて下さい」との
指令が下った。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(6) 日本新聞協会などから「女性が乗りやすいバイクを」との要請を受けていた。（朝
日新聞 '94.4.16)
(7) 菜穂子は、またやってしまったという思いに呆然と立ちすくんだ。（作例）
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(8) 二度と彼女に会わないとの決心は固かった。（作例）
(9) レム睡眠だとか、体は休んでいるのに頭は働いているだとか、そういう科学的根拠
がありそうな事を、具体的に説明されるともう信頼度百パーセント、あなたの胸に飛び込
ませて下さいという気分になる。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(10) 遠ざかるエルバーフェルトの町をみながら、私はほんとうにドイツに来ているの
だという感を深くしました。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(11) 私の「鈍感さ」を悟らせてやろうという有り難い親切心だったに違いない。（村
上陽一郎「科学者とは何か」)
(12) 東西対立は１９５０年に朝鮮戦争が始まると頂点に達し，世界には第三次世界大
戦がおこるのではないかという不安が強まった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(13) 識者の間では、景気は今年は一段と厳しくなるとの予測も多い。（朝日新聞 '94.
1.1)
(14) 実験が成功したという事実を、当局はひた隠しにしていた。（作例）
(15) 彼は、額に手をやるという癖がなおらない。（作例）
(16) 当局は首都を前橋に移すとの計画を発表した。（作例）
(17) そのため，自国の産業に打撃が大きいという理由で，日本からの輸入を制限しよ
うとする国もふえてきた。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(18) これが熱のエネルギーが流れ込んで，温度が上がったという状態である．（大塚
明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(19) セキツイ動物は，背骨があるという共通点があるが，外形や生活のしかたなどは，
かなりちがっている。（坪井忠二ほか「新理科２分野上」)
(20) 原子の大きさといっても，原子がそれぞれ殻を持ったようなきまった形をしてい
るという意味ではない．（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(21) アダム＝スミス以来１９世紀中ごろまでのイギリスでは，世界貿易が発達するた
めには，各国がいろいろの制限を撤廃して，貿易を自由にしなければならないという自由
貿易論が唱えられた．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
(22) さらに、二酸化炭素濃度の増加などの要素から、二十一世紀の気温の推移を予測
したところ、十年で約〇・三度上昇するとの結果が得られた。（朝日新聞 '94.4.28)
(23) 日本では、陸上で象の化石が発見されるというだけでも珍らしいことであるが、
瀬戸内海の海底からは、「竜骨」で知られているように、おびただしい量の象の化石が発
見されている。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(24) お盆になると燈籠流しをするという習慣が続いている。（作例）
(25) 仮に社会全体で長寿化という変化があった場合、それに伴って就業期間が伸びな
ければ、引退後の期間が長くなるが、このことは年金財政の収支バランスを変えることに
なる。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(26) しかし，財政規模が大きくなりすぎると，物価の上昇や租税負担の増加というマ
イナスもおこる。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(27) 卑弥呼は使いを魏の都へ送り，魏の皇帝から，親魏倭王という称号と，そのしる
しの金印を授けられ，また，銅鏡１００枚など，たくさんの贈り物をおくられた。（鵜飼
信成ほか「新しい社会［公民］」)
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(28) 明治の末年まで浅草の広小路に下総屋という呉服店があった。（川口松太郎「は
だか修行」)
(29) 米国内のアジア系住民は、よくアジア系米国人（Ａｓｉａｎ Ａｍｅｒｉｃａｎ
ｓ）という言葉を使う。（朝日新聞 '94.1.9)
(30) この問題を考えるにあたって、私たちは一般的に用いられている文明、文化とい
う概念を新たに吟味しなければならないでしょう。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(31) 文明という概念は、一八世紀という西欧近代の産物であるが、≪civilize≫とい
う語のもともとの意味は、「人為化する」ことである。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(32) ところが中国語というのもたいへんな言葉でありまして、ちょっと長いセンテン
スになったら、コンピュータが六十何通りか翻訳してしまうのだそうです。（野崎昭弘「人
工知能はどこまで進むか」)
(33) 吉行さんというのは、詩人の吉行理恵さんのことです。（長田弘「ねこに未来は
ない」)
(34) 山本という男がわざわざたずねて来た。（作例）
(35) さすがに、やばいという顔の丈一。（君塚良一「グッドニュース」)
(36) 腰から落ちた鬼塚は、「エッ」という表情を見せた。（朝日新聞 '94.4.4)
(37) 帳簿を調べていて、おやっという記述が目についた。（作例）
(38) 不運続きで、奴ももう神も仏もないという有り様だ。（作例）
文法
「という」には、まず、例文(1)～(24)のように文的な語列を受けて用いられる場合と、
例文(25)～(34)のように語を受けて用いられる場合とがある。いずれも、「という」で示
される内容が、被修飾名詞の具体的内実といえるような関係である。語列を受ける場合、
「という」が発言や思考を意味する名詞に係って、発言や心の内の発言の内容を具体的に
示すタイプのものと、何らかの事柄を意味する名詞に係って、その事柄のの内容を具体的
に示すタイプのものとがある。一般に、前者の場合「という」は必須だが、後者の場合は
「という」を落としても支障ないことが多い。また、「との」が使えるのは、基本的に前
者のような関係の場合だけである。連体修飾における「という」の挿入の可否及び必須か
任意かの問題については、多くの研究がある。
ノート
１．いわゆる内の関係の連体修飾（「おやじがサンマを焼く」←→「サンマ を焼くお
やじ」のように関係づけることができ、文の一要素が被修飾名詞として出て来たと見られ
るタイプの連体修飾）に「という」が入ると、一般に伝聞の形式となる。例えば、「サン
マを焼くというおやじ」は「サンマを焼くといわれるおやじ」と同義であろう。この項で
問題にしている同格的な関係を形成するが「という」現れるのは、名詞を受ける場合か外
の関係（上記のように対応づけられないタイプのもの）の場合である（ただし、外の関係
とされるものの中にも「という」が挿入できないものもある）。
２．「山本がわざわざたずねて来た」ではなく、「山本という男がわざわざたずねて来
た」とあえてするのは、相手が「山本」を知らない場合、相手の知らない情報項目を会話
に導入するためだとされる。「という」には、こうした機能もある。
３．いささか特殊なものとして、例文(35)～(38)のような言い方がある。これらは、「顔」
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「表情」「記述」「有り様」の具体的な内実が度のようなのかを示すために、そうした「顔」
「表情」「記述」「有り様」を目にしたら口にしそうな発言をひいて、それらが具体的に
はどのようなのかを提喩的にうかがわせるものといえる。
関連項目
Ａ８３「といった」
参考文献
寺村秀夫(1980)・中畠孝幸(1990)・藤田保幸(1991)
◇Ａ８３ ～といった
接続
１．文あるいは文相当の語句に付く。
２．単語（主に名詞句）に付く。
意味・用法
「ＡといったＮ」と連体修飾に用いられて、Ｎの具体的な内実を唯一それだけとするの
ではなく、幅を持たせて示す関係を形成する。
用例
(1) 都知事は、首都を東京から移転するといった話はナンセンスだと強調した。（作例）
(2) 日本の法曹人口は、諸外国と比べて極端に少なく、国民が司法に距離を感じる大き
な原因になっているといった批判がある。（朝日新聞 '94.11.18）
(3) 気の毒なことをしたといった思いが、彼の脳裏から去らなかった。（作例）
(4) 高齢者がいつまでも働くため、若年者の雇用の場が少なくなったり、若者の創意や
工夫が抑えられたりする社会になるのでは、といった心配もあろう。（朝日新聞 '94.11.
1）
(5) 当直医が誤って筋弛緩剤を投与したといった事実は、まだ確認されておりません。
（作例）
(6) 橋の工事の積算ミスで、一万二千円ですむのに六百七十万円と計算していたとか、
死亡後も年金を払い続け、回収できない額が四十九億円にのぼるといった、あきれるばか
りの事例が今度も並んでいる。（朝日新聞 '94.12.20)
(7) 初めは，公害の被害者が公害をもたらした企業に賠償を求めるといったかたちで始
まった住民運動は，公害裁判をとおして，企業や国，地方公共団体の責任を追及するとい
うかたちで進められるようになった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(8) 肉屋に行くと、おばさんがまず子どもの口のなかにソーセージを一切れほうりこん
でから、注文を聞くといったありさまでした。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(9) 私がいくつか目にした離婚のケースは、女が妥協して結婚し、ある日突然、夫に対
するぬぐいがたい嫌悪感に襲われ、別れる、といった例です。（柴門ふみ「恋愛論」)
(10) 善とはなにか，幸福とはなにか，個人の幸福か社会全体の幸福か，善と幸福とは
どのような関係にあるのか，といった課題は，人間にとって永遠に解きがたいものである
かも知れない．（中村元ほか「倫理・社会」)
(11) 彼女の場合は、かつての指導教官でいまは研究仲間でもある夫の、公私にわたる
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支えがあるからかもしれないが、女性だからなんとか、といった力みはほとんど感じられ
ない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(12) 西田氏も、さすがに疲れたのか、座り込んで、わしゃもう知らぬといった表情だ。
（作例）
(13) そして、あいかわらず片眼だけつぶって、ケーキなんか下らないよといった顔つ
きでぐったりと寝そべっているサブロー。（長田弘「ねこに未来はない」)
(14) 判ってはいたが母が期待するような実直な人間にはなれず、煙草は喫う酒は飲む
といった、手のつけられない高校生だった。（半村良「秋子の写真」)
(15) 文学論といった教養がいったいどれだけ人に必要かは私にはいえません。（柴門
ふみ「恋愛論」）
(16) 盗聴といった違法な活動に公金が使われ、それが暴露されて慰謝料まで税金で賠
償する羽目になったことに、納税者が理解を示すのは難しいだろう。（朝日新聞 '94.9.7）
(17) 森山博士は、研究所では、エイズ・ワクチン開発といった重要な仕事に取り組ん
でいるそうだ。（作例）
(18) イギリス、デンマーク、ドイツといった国では、社会福祉が充実している。（作
例）
(19) 多人種社会のカリフォルニアではスシ同様、カリフォルニア風のタイ料理や中華
料理、イタリア料理といった「折衷料理」がトレンディーな食事として流行している。（朝
日新聞 '94.12.29）
(20) しかしながら、凍土地帯もアスファルト層も発達していない日本では、象の化石
といえば、いずれも骨、臼歯、牙といった断片的なものによって代表されるのがふつうで
ある。（亀井節夫「日本に象がいたころ」p.118）
(21) 〔略〕中世の人びとは村や町、あるいは家といった小宇宙のなかで生活していま
したが、いつも不安と恐れにとりまかれていました。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよ
む」)
(22) 世の中のイノセント指向は、朝シャン、口臭予防剤の流行といった清潔ブームに
もつながっているのかもしれない。（柴門ふみ「恋愛論」)
(23)「団塊の世代」が小学生となった時には1956年の「もはや戦後ではない」時期にな
っており、その頃から、テレビ、電気洗濯機、電気冷蔵庫といった当時「三種の神器」と
いわれた耐久消費財が家庭へ急速に普及していく変化を経験した。（経済企画庁編「平成
１０年版国民生活白書」）
(24) 二つ年上のいとこである私は、晴子にとっては心の許せる手ごろな話し相手とい
った存在で、彼女は私と喋りたくなれば、勤めを持つこちらの事情などにはほとんどお構
いなしに、北鎌倉に住む私を、鵠沼の自宅へ呼んだ。（夏樹静子「鼓笛隊」)
文法
「といった」には、例文(1)～(14)のように文的な語列を承けて用いられる場合と、例
文(15)～(24)のように語を承けて用いられる場合とがあり、“幅を持たせて示す”という
意味的特徴からくる表現上の制約を別にすれば、基本的には「という」と同様である。
ノート
１．“幅を持たせて示す”言い方なので、「ＡといったＮ」のＡとＮとが全く同一の指
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示物を指すことをただ言う場合は、このような言い方はできない。例えば、「堤という男」
「日本文法研究会という会」のような単なる同格表現は、「堤といった男」「日本文法研
究会といった会」としては、不自然である。
２．“幅を持たせて示す”言い方であることから、しばしば例示的に読まれる。例えば、
例文(17)(18)は、他にもあるがすべて尽くさず、いくつかの例をあげたようにとれるだろ
う。しかし、(23)や「春夏秋冬といった季節」というような言い方ができることからも、
「ＡといったＮ」が、必ずしもいくつかの例だけをあげる例示の言い方とは言えない。基
本は、すべてを尽くす尽くさないにかかわらず、幅のあるものとしてとり上げる言い方だ
ということである。
３．“幅を持たせて示す”という意味から、当該事項を多くのものの中の一つとして扱
う含みが生じ、そこから、ぞんざいに扱うというニュアンスも派生する。「少年法改正は
冤罪を増加させるといった意見（は事実誤認だ）」という言い方は、「少年法改正は冤罪
を増加させるという意見（は事実誤認だ）」に比べ、その「意見」を無価値・どうにもな
らないものとして扱っている印象が出ているように感じられるだろう。
関連項目
Ａ８２「～という・～との」
参考文献
藤田保幸(1986)(2000)
参考２◇ ～なんて
接続
１．名詞的な語もしくは語相当の語句に付く。
２．文あるいは文相当の語句に付く。
意味・用法
「Ａなんて」の形で、（１）Ａを１例としてとり上げる、（２）Ａをそれだけとして指
し示さない含みを持たせてとり上げる（婉曲）
しばしばＡを否定的に評価したり、忌避・敬遠する気持ちでとり上げる、といったニュ
アンスが感じられることが多い。
用法としては、（イ）主題を表わす「は」に通じる、話題・テーマをとり上げる用法、
（ロ）引用助詞「と」「とは」に通じる用法、（ハ）連体用法、（ニ）格助詞・副詞類に下
接する副助詞的用法がある。
用例
(1) いくらでも良い酒はありますよ。胡蝶の里なんて、いかがですか。（作例）
(2) やあ、いらっしゃい。ちょうどいまいれたところなんですが、コーヒーなんてお飲
みになりません？（作例）
(3) 良之なんて、いつももったいぶってばかりいるじゃないか。（作例）
(4) 広見「会社のまわりの定食屋なんてオヤジ臭くって」（林宏司「愛してるってゆう
てえな」)
(5) 彼女に「私が悪かったのよ」なんてとり縋られたら、僕だって困ってしまうよ。（作
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例）
(6) 私も、根が単純だから、「それもそうか」なんて思ってたんです。（作例）
(7) 送ってくれない方がいいんだなんて言っちゃったけど、本当いうと淋しかったんだ。
（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(8) 「いやあ、こんなにたいへんだと最初からわかっていたら、観測をはじめようなん
て考えませんでしたよ」と、カリフォルニア州にあるリバーモア研究所のチャールズ・ア
ルコックはいう。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(9) 禁煙だなんて大げさに考えず、気楽に構えているせいか、不思議に禁断症状はあり
ません。（朝日新聞 '94.7.30)
(10) 「子供をベンツで送り迎えしているのに、保育料はただなんて」。（朝日新聞 '94.
2.9)
(11) 裕一「誰でもそうだよ。相手の立場にたってものを考えるなんて、なかなか出来
ない」（田渕佐奈「あの日の君にありがとう」)
(12) 突然、見ず知らずの人に好きといわれても、その瞬間、突然好きになるなんてあ
りっこない話です。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(13) しかし、だんな様の母校への留学なんてすてきではありませんか。（朝日新聞 '9
4.1.17)
(14) あゆみ「ママ、いつも言ってたじゃない。シンデレラは王子様と結婚しました、
めでたしめでたし、なんて、あれはウソだって。それからが大変なんだって」（武田百合
子「コワイ童話 シンデレラ」)
(15) 今まで頑張ってきたのに、「やめたい」なんてどうしたんだ。（作例）
(16) ここに書いてある内ヶ崎有里子なんて名前に、何か心当たりはありませんか。（作
例）
(17) フィビヒなんて作曲家、聞いたことないぞ。どこの人だ。（作例）
(18) そういえば、私の故郷徳島は狭い町なので、Ａ子が断わった見合い相手が彼女の
親友のＢ子に回ってきた、なんて話を聞いたことがある。（柴門ふみ「恋愛論」)
(19) ヤクザ映画を観て、その気になって、肩をいからせて映画館を出てきた男が、シ
ョーウィンドウのガラスに映った自分の姿を見て、夢から醒めてしまうのと同じように、
競技場から出てきた恋人同士が、相手を見て夢（＝恋）から醒めてしまう、なんてことも
あるかもしれないから。（柴門ふみ「恋愛論」)
(20) たまには気晴らしに、例えば栃木の烏山になんて行ってみてはいかがですか。（作
例）
(21) こんな時に、自然になんて振る舞えないわ。（作例）
(22) あいつとなんて、死んだって結婚しないわ。（作例）
文法
（イ）（ハ）の用法では、名詞を受ける。（ロ）の用法では、文や名詞以外の語・語句
も受ける。（ニ）の用法では、格助詞ニ・ヘ・デ・ト・カラ・マデや副詞的修飾語に下接
して用いる。「～ガ」「～ヲ」に添えられる場合は、格助詞ガ・ヲが消え、「なんて」の形
になる。「なんて」が否定的な意味の述語と結びつくと、否定・忌避のニュアンスがはっ
きりする。
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ノート
１．「なんか」は、「なに」＋「か」の転とされ、その成り立ちについての意識から複
合辞として扱われることもあるが、現代語としては構成要素に分解できない一つの形とし
て感じられるので、複合辞としないほうがよかろうが、ここでは、参考として掲げておく。
２．基本的には、例示の意味が本来だろうが、一例として類例のあるものという取り上
げ方をするところから、幅を持たせ和らげたという意味が出てくるし、また、類例のある
ものという扱いは、多くのものの中の一つとして軽んじて扱っているというニュアンスも
出てくるものと思われる。こうした意味は、截然と分かれているのではなく、連続的に見
るべきものと言える。
３．引用句「～と」は、発言や思考を意味しない動詞とも結びついて、例えば「おはよ
うと入って来た」のような構造をとれるが、「なんて」でも「おはようなんて入って来た
（ものだから、驚いた）」のように、基本的には同様の構造が作れる。
３．「とは」には、「ＡはＢだ」と、事柄や発言を取り上げて評価や所感を述べる用法
があるが、「なんて」にも例文(7)のように同様の用法がある。また、こうした用法で「と
は」に取り上げられるのは、発言だけではなく、「この忙しいのに、早退したとはけしか
らん」のように、出来事を表現した語句も取られるが、同様に「なんて」も「この忙しい
のに、早退したなんてけしからん」といった言い方は可能である。なお、「ＡなんてＢだ」
にくらべると「ＡとはＢだ」という言い方の方が、出来事・発言にその場で直面したとい
う切迫感の強い表現になる。
４．（ハ）の副助詞的用法では、動詞に添えられる場合、例えば「会う(／会わない)」
なら、「会ったりなんてする（／しない）」のよう用いられる。
関連項目
参考１「って」，Ａ８１「とは」，参考３「なんか」
参考文献
山田敏弘（1995）・藤田保幸（1995b）（2000）
参考３◇ ～なんか
接続
名詞に直接付く。また、副詞句や「名詞＋格助詞」に付く。
意味・用法
「Ａなんか」は、（１）Ａを一例としてとり上げる、（２）Ａをそれだけとして指し示
さない含みを持たせてとり上げる（婉曲）、といった意味で用いられる。
しばしば、Ａを否定的に評価したり、忌避・敬遠する気持ちでとり上げる、といったニ
ュアンスが感じられることが多い。
用法としては、（イ）主題を表わす「は」に通じる、話題・テーマをとり上げる用法、
（ロ）名詞句・副詞句に添えられる副助詞的用法がある。
用例
(1) 新人の活躍が目立ちますね。丹羽六段なんか、今期の台風の目になりそうですよ。
（作例）
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(2) 有香「パチンコなんか、いつからするようになったの？」（大石静「アフリカの夜」)
(3) いや、突然と思うのは私の心がぼんやりとしているからで、ついこの間までは、人
生五十年と観じて日本人は生きていたはずだし、郷里の先輩正岡子規さんなんか三十五歳
で死んでいる。（朝日新聞 '94.6.21)
(4) 姉の直美が来ていて、みどり、好美とケーキなんか食べている。（岡田惠和「彼女
たちの時代」)
(5) おまえなんか、大嫌いだ。（作例）
(6) 初めは『かまどになんか金をかける必要はない』という年寄りたちを説得するのが
大変でした。（朝日新聞 '94.8.23)
(7) 耕平「とにかく払う金なんかないんだ、帰ってくれ！」（山田洋次・高橋正圀「北
の夢」)
(8) 淳子「フフ、あたしのことなんか、きっと忘れてると思います、俊ちゃん……（と
窓から中庭を眺める）」（武田徳久「屋根裏のガラスの靴」)
(9) これで決まるなら、国会なんか必要ない。（朝日新聞 '94.2.1)
(10) だから、もう時間なんか気にしないでゆっくりお休みなさい。（朝日新聞 '94.6.
30)
(11) 涙なんか見せないような、そんなムードを持っていた男が、タオルを顔にあてて
体を震わせた。（朝日新聞 '94.8.22)
(12) そんなところでうろうろしていると、リポーターや新聞記者なんかがわっと押し
寄せてくるぞ。（作例）
(13) 「あれがですか、あんな景色、ハワイなんかとくらべりゃ問題にならんでしょ。
（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(14) でも、当時は、ビートルズとか、エレキギターなんかは、不良の音楽といわれ、
学校でお昼休みに曲をかけた放送部の生徒が、職員室に呼び出されてしかられるありさま
でした。（朝日新聞 '94.12.18)
(15) 東京からなんかも、随分の人出があったらしい。（作例）
(16) 緑 「そんなもんバッグになんか入れる訳ないじゃん（と言いつつ、バッグの中
を見て）あった！」（大石静「アフリカの夜」)
(17) 浩作「葬式すまして、すぐ会社へなんか行けないよなあ」（山田太一「それから
の冬」)
(18) 「『おにぎりは、おふくろの味の代表格。外でなんか買うものではない』という
常識が客にも私たちにもあって、味の研究を怠っていました」（朝日新聞 '94.9.10)
(19) 釣りになんか、行ってみようかと思ってさ、こんな格好してるのさ。（作例）
(20) うちなんかでも、お伊勢参りのことはいろいろ話してたんだよ。（作例）
(21) アームウオーマーは、「外出前や帰宅直後に、外出着のままちょっと台所に立た
なくちゃあ、というときなんかに重宝ですよ」。（朝日新聞 '94.3.10)
(22) だけど、宇宙の美しい対称性の象徴である反物質を、兵器なんかには使わないで
ほしいね。（朝日新聞 '94.3.17)
(23) ばか、竹槍なんかで、歯が立つかよ。（作例）
(24) こんなボートでアメリカへなんか渡ろうというのか。（作例）
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(25) このまま手ぶらでなんか帰れないよ。（作例）
(26) アメリカなんかでは、女の重役、社長、編集長なんて珍しくなくなった。（朝日
新聞 '94.7.26)
(27) 「あの、オーストラリアかなんかへは行けないんでしょうか」（森村桂「天国に
いちばん近い島」)
(28) だいたい、初対面の者同士が遠慮しながらトランプなんかをやったって、面白い
わけないのだ。（さくらももこ「もものかんづめ」)
文法
（イ）の用法では、名詞を受ける。（ロ）の用法では、副詞には下接して用いられる。
名詞＋格助詞には、「釣りなんかに」「釣りになんか」と間に入っても下接しても用いら
れる（ただし、「～ガ」「～ヲ」に下接する場合は、格助詞ガ・ヲが消えて、「なんて」の
形になる）が、意味によっては、微妙に制約がある場合もある。更に、「東京からなんか
も」のように、係助詞「は」「も」が下接することも出来る。
ノート
１．「なんて」は、「など」＋「とて」の転とされ、その成り立ちについての意識から
複合辞として扱われることもあるが、現代語としてはもはや構成要素に分解できない一つ
の形と感じられるので、複合辞としないほうがよかろうが、ここでは参考として掲げてお
く。
２．意味としては、「なんて」と非常に近いものがあるが、用法のうえでは、はっきり
した違いがある。まず、「なんか」には、「と」「とは」に通じる引用助詞的な用法とそこ
から派生する終助詞的用法はない。例えば、「無抵抗の人を殺すなんて」とはいえても「無
抵抗の人を殺すなんか」とは言えない。一方、「なんて」は副助詞的用法では、“名詞＋
格助詞”に下接することしかできず、また、その後に更に係助詞を下接させることもでき
ない。例えば、「東京からなんかも」はいえても「東京からなんても」ということはでき
ない。名詞に直接ついて後に格助詞を伴えることからもうかがえるように、「なんか」に
は、名詞類について意味を添え、名詞的なまとまりを拡張する接尾語的な性格があるとい
える。従って、「（Ａは）Ｂなんかだ」と名詞的述語句を形成することもできる（「（Ａは）
Ｂなんてだ」とはいえない）。
３．基本的には、「なんて」同様、例示の意味が本来だろうが、そこから、婉曲の意味
や否定的扱い・忌避・敬遠といった意味も派生すると考えられ、それらは連続的に見るべ
きものと言える。
４．口頭語では、現代の若年層において、「なんか」が用いられるようなところで、「と
か」という言い方が用いられるという事実が観察される。「お茶なんか飲まない」「彼な
んか素敵じゃない」というところを、「お茶とか飲まない」「彼とか素敵じゃない」とい
った言い方が見られるようになっている。
関連項目
参考２「なんて」
参考文献
山田敏弘(1995)
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参考４◇ ～ならでは
接続
名詞に付く。
意味・用法
「Ａならではだ（／の）」の形で用いられ、Ａ以外では見られない、ほかに例のないも
のであるという評価の意を示す。
用例
(1) これほどの細工は、名人五代目光逸ならではのものだ。（作例）
(2) このあたりの水際立った対処の仕方が、彼ならではだね。（作例）
(3) 仮に社会党と自民党が組んでも不思議でないような状況が出てきたのも、この時代
ならではだ。（朝日新聞 '94.6.25)
(4) キャラクターづくりのうまさは、ディズニーならではである。（朝日新聞 '94.7.2
2)
(5) こんなおとぼけで議員を選ぶ余裕があるのも、高福祉の国ならでは、かも。（朝日
新聞 '94.9.25)
(6) 面会に来た人がおやつをホットプレートで作ってみんなと一緒に食べられるのも小
人数ならでは。（朝日新聞 '94.4.7)
(7) もちろん大学ならではの基礎研究を軽視すべきでない。（朝日新聞 '94.4.26)
(8) 映画でも、演劇でも創（つく）り出せないテレビドラマならではの世界。（朝日新
聞 '94.11.2)
(9) ピラミッドのようなズリ山（ボタ山）がそびえ，炭鉱で働く人たちの住宅（炭住）
がならんでいるのは，炭鉱ならではの風景である。（鵜飼信成ほか「新しい社会［地理］」)
(10) どうせこんな療法は、我が清水市の茶所ならではの迷信だろうと思い、たいした
期待もせずに一夜は過ぎた。（さくらももこ「もものかんづめ」)
文法
「ならではだ」は、一見、形容動詞のような状態性述語を形成するように見えるが、「極
めて彼ならではだ」のように程度の修飾語を取るのも不自然であり、状態性述語というよ
り、評価的な述語句を形成するものといえる。このように「ならでは」は、「だ」を伴っ
て述語句の語幹を形成するのであるので、いわば、語構成要素的なものである。付属語的
なものを複合辞というなら、これは厳密には複合辞とはいえない（あくまで、ここでは参
考として掲げておく）。
ノート
「ならでは」は、他では例のない独自のことであるということを言う言い方だが、そこ
には通常「それだけのことがある」「さすがである」というようなプラス評価・称賛・納
得のニュアンスが伴われる場合が多い。それゆえ、他では例のない独自のことであっても、
よくないことについてや特にプラス評価・称賛の気持ちが伴わないような場合について用
いるのは、かなり不自然である。たとえば、「いろいろカラオケも聴いてきたが、このよ
うな下手な歌は、全く彼ならではだ」などという言い方は、違和感がある。確かに(10)の
ような例があるが、通常の表現を逆手にとった皮肉な言い回しという感がある。
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第 二 部 助 動 詞 的 複 合 辞
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名詞複合系
◇Ｂ１ ～ものだ
接続
基本的に、用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付くが、詳しく
は文法の項参照。
意味・用法
「ものだ」の形で、（１）本来の有り様・性質を述べる、（２）当為の事柄を述べる、（３）
過去の事柄を回想して述べる、（４）ある事柄を詠嘆的に述べる、といった用法で用いら
れ、また、（５）語り手が解説的な立場に立って述べるという姿勢を示す用法もある。
用例
(1) 年をとると、どうしてもあちこちにガタが来るものだ。（作例）
(2) この様な時は、よくミスを犯すもので、一層の注意が必要だ。（作例）
(3) 真理とは、元来単純であるものだろう。（作例）
(4) 人間には『向き』『不向き』があるものだ。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(5) 飼っていたねこがいなくなってしまったすぐあとのねこ好きのたちいふるまいとい
うやつには、どこかそんなふうなところがあるものです。（長田弘「ねこに未来はない」)
(6) 学校に限らず、集団というのは何らかの抑圧があるものだ。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(7) 世の中にはバカバカしくてウソか本当かわからないような話があるものだ。（さく
らももこ「もものかんづめ」)
(8) そんな純粋で情熱的な恋が、振り返ると一個か二個、必ずあるものです。（柴門ふ
み「恋愛論２ 応用篇」)
(9) 実際、物語や童話を読んでしばらくたつと、その物語や童話のなかの登場人物がじ
ぶんたちの生活のなかにほんとうに出没してくるような気のすることが、誰れにだってあ
るものです。（長田弘「ねこに未来はない」)
(10) 誰だって小学生時代、クラスの男子の中で好きな奴と嫌な奴がいて、その好きな
奴の中でとりわけお気に入りの男の子がいるものです。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(11) 長生きすると、いろんなことを知るものである。（田辺聖子「姥ごよみ」)
(12) 瀬戸内海に面した明石の西八木海岸では、よく化石の骨が採集されることがある
が、海岸に露出している崖をさがしてもなかなか見つかるものではない。（亀井節夫「日
本に象がいたころ」）
(13) 目上の人にあったら、こちらから挨拶するものだ。（作例）
(14) 病人は、ベッドでおとなしく寝ているもんだ。（作例）
(15) やれやれと思って座敷に座ったら「そこが嫁の座る場所か」と一言。恐らくこの
言葉を私は一生忘れないでしょう。また「年寄りの世話は嫁がするものだ」という言葉も。
私は夫の妻ではなく、親の世話をする女なのでしょうか。（朝日新聞 '94.2.3）
(16) 職業意識が高まる中で結婚観でもシングル志向が目立ち、「結婚は当然するもの
だ」との意見については、「かなり近い」「やや近い」あわせて肯定派が三九％なのに対
４ 第二部 助動詞的複合辞
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し、「結婚はしなかったらしなかったでいい」への共感も三一％あった。（朝日新聞 '94.
5.26）
(17) わたしたちにだって、好きなねこを飼う自由ぐらいあるというものだわ。（長田
弘「ねこに未来はない」)
(18) 不倫の鉄則は、社内で絶対気づかれないこと。これができぬくらいなら、最初っ
から足をつっこむものではない。（柴門ふみ「恋愛論」）
(19) 昔は、この辺りまで砂浜が広がっていたものだ。（作例）
(20) これが一昔前なら、世間体を気にしないではいられなかったものだ。（作例）
(21) 佐山も、この刺繍には一緒に感心して、「非売品でなければ、あなたに買ってあ
げたいところですが、たぶん、ぼくら三人分の有金を合わせても買えない値段でしょうね」
といって、一緒に笑ったものだった。（伊藤桂一「羊蹄甲の花の蔭」)
(22) 当時の私は、ちょっとどこかへ出かける時も“もしかしたら恋のチャンスがある
かも”などと胸をふくらませてイソイソと歩いていたものである。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(23) よくもそんなことが言えたものだ。（作例）
(24) 困ったもんだね、お宅の直美にも。（作例）
(25) 手品みたいなことがよくもできるもんだな。（作例）
(26) ヘんな会もあるものだ。（田辺聖子「姥ごよみ」)
(27) 東京地検特捜部では、丸山代議士のビーグル社からの受託収賄の容疑が固まった
として、逮捕に踏み切ったものだ。（作例）
(28) 先月来姿を見せなかったウッドストック大統領が、咋日の建国記念式典に久しぶ
りに姿を見せた。重病説も流れたなか、その健在ぶりをアピールしたものだ。（作例）
(29) チャーリー候補は声明を発表し、彼がこの度の任期をもって議員を引退するもの
と伝えた。（作例）
文法
接続は、（１）（２）の用法の場合、動詞については、スル形・シテイル形ともに受け
る。形容詞については、連体形を受ける。形容動詞については、「～デアル／ナ」の形を
受ける。体言について、「～デアル」の形を受ける。シク形は受けない。（３）の場合、
シタ形（動詞の場合は、シテイタ形も）のみを受ける。（４）では、以上のような制約は
なく、動詞については、スル形・シテイル形・シタ形、形容詞については、スル形・シタ
形、形容動詞については、「～デアル／ナ／デアッタ」の形、体言については、「～デア
ル／デアッタ」の形を受ける。（５）の用法では、動詞のスル形・テイル形・シタ形を承
ける。動詞以外は、承けにくいようである。基本的に「ものだ」は、「～もので」のよう
な連用中止の形も、「～ものだった」「～ものだろう」のような過去・推量の形もとれる
が、連体修飾では使われない。ただし、（４）の用法では、「～ものだ」の形で言い切り
でしか使われない。
ノート
１．「～ものだ」は、「一般的に～だ」という意味を基本とするものと見られ、その意
味・用法は、これをもとにして説明できそうである。物事の有り様が一般的に～だと述べ
るところから、もともとそういうものだとする（１）の用法が出て来るし、その状況下で
４ 第二部 助動詞的複合辞
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人の行為は一般的に～だとするところから、そうすべきだとする（２）の用法が出て来る
と考えられる。（３）は、過去においては～であったと変わらず一般的に思い起こす気持
ちの言い方であり、（４）は、～というのは自分だけの思いてない一般的なことだと詠嘆
の意味を強める言い方といえる。（５）は、そうした意味自体は抜け落ちてしまって、「も
のだ」と二股的に語ることに見られる説明・解説の姿勢を殊更とっていることを明示する
用法なのだろう。
２．「ものだ」に対する否定の言い方として、「ものではない」が考えられるが、否定
の言い方があるのは、（１）（２）の用法の場合に限られる。
３．以上のとおり、（２）として「当為」の用法があるが、ふつう「当為」を表わすと
される「ベきだ」「なければならない」と違って、「ものだ」に、一般論としてそうであ
るところから、一般的に当然そうすることが必要だという言い方である。従って、個別的
な事柄に関して「当為」を表わすことはできない。例えば、「これからすぐ君が行くべき
だ／行かなけれぱならない」とは言えても、「これからすぐ君が行くものだ」というのは、
不自然である。
４．「というものだ」という言い方もある。これは、「待てば海路の日和あり、という
もんだ」などのように世間で知られた諺・格言などを引いて、一般にそういうがそのとお
りだと、共感しまた注意喚起する言い方である。転じて、例文(17)のように自らの主張・
是とする考え方を一般的で当然のこととして強く打ち出し、注意を喚起する形で用いられ
る。
関連項目
Ｂ４１「～べきだ」，Ｂ４２「～なければならない」
参考文献
坪根由香里（1994a）
◇Ｂ２ ～はずだ
接続
接続は、動詞については、スル形・シタ形・シテイル形ともに受ける。形容詞について
は、スル形・シタ形ともに受ける。形容動詞については、「ダッタ／デアッタ」の形（シ
タ形）は受けても「ダ」の形（スル形）は受けず、それに代えて、「健康なはずだ」のよ
うに、連体形の「ナ」を受けるのがふつうである（また、「～であるはずだ」のような形
は不可ではないが、かなりぎこちない）。体言を受ける場合、「のはずだ」と、「体言＋ノ」
の形を受ける。
意味・用法
「Ａはずだ」で、話者がもっている知識からして、「Ａということだ」とする話し手の
とらえ方を表す。「はずだ」に対する否定の形としては、「はずがない」「はずはない」と
いった言い方があり、Ａというような推論が決して成り立たないということを述べる強い
否定的な言い方である。
用例
(1) 明日になれば、応援が来るはずだ。（作例）
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(2) 人は、成長過程において、必ず親とぶつかる時期があるはずだ。（柴門ふみ「恋愛
論２ 応用篇」)
(3) もし、銀河が宇宙の膨張だけにしたがって運動しているならば、これらの銀河の距
離と後退速度のあいだに直線的な関係があるはずだ。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(4) 遺伝子が生物の形質を形づくっていくには，それぞれの形質の基礎になる物質をつ
くっていく過程があるはずである．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(5) 各々の人々の各々の事情の数だけ、各々の恋があるはずだ。（柴門ふみ「恋愛論」)
(6) もう少しよく考えれば、気が付いたはずだ。（作例）
(7) 確かトキは、法律によって保護されているはずだ。（作例）
(8) 盆踊りは夏のものと決まっているはずである。（三好京三「地摺りの歌」)
(9) 客は待っているはずですから、こちらから呼びにいくまでもないと思っていたので
すが、玄関からは誰も出てくる気配がありません。（三浦哲郎「お菊」)
(10) ガリレイは，この差は空気の影響によるものと考え，空気がない状態では重さに
関係なく，すべての物は同じように落下していくはずだと推論した．（大塚明郎ほか「標
準高等物理Ⅰ」)
(11) 喜び上手は悲しみ上手でもある筈だ。（向田邦子「鮒」)
聞 '94.1.1)
(12) 今日の担当は、森山医師のはずだった。（作例）
(13) ３回転ジャンプを八度跳ぶはずだったが、二度失敗。（朝日新聞 '94.2.26)
(14) 死んだはずだよ、お富さん、生きていたとは、お釈迦様でも知らぬ仏のお富さん･
･･･。（山崎正「お富さん」）
(15) 母は、「眠りながら暗記できるんなら、あんたは毎日居眠り授業してるんだから、
テストだって満点とっていいはずでしょ。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(16) 何か調べたり協議したりするにしても、一言くらい秘書からなりと連絡があって
もいいはずだ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(17) 育児がものすごくおもしろい仕事なら、男性が女性からその仕事をとりあげたは
ずである。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(18) 日本固有の遺物であるはずだった埴輪（はにわ）が韓国で多数出土した。（朝日
新聞 '94.5.20)
(19) 本来なら、彼が挨拶するはずだった。（作例）
(20) 校正の仕事がなければ、８月末には完成するはずだった。（作例）
(21) 警視庁の面々に、このなぞが解けるはずがない。（作例）
(22) なるほど安いはずだ。この豆腐、賞味期限ギリギリだよ。（作例）
(23) 豊かなはずの米国で子供の二〇％が国の貧困ライン以下にある。（朝日新
(24) 日本ではめったに起きないはずのプレート内地震がなぜ二年続いて起きたのか。
（朝日新聞 '94.10.31)
文法
「はずだ」自体は、言い切りにも、また「はずで」と中止形にも用いられ、「はずだっ
た」のような過去形も可能である。連体形は、「はずの」の形をとる。「はずだろう」の
ような、推量を重ねる言い方は不可とはいえないが、あまり用いられない。
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ノート
１．話し手が、もっている知識からコレコレであると認識・理解していると ころを述
べる言い方である。一面で、「にちがいない」に近いが、「にちがいない」はあくまで、
その可能性が非常に高い（ただし、確認はされていないが）という推量を述べるのに対し、
「はずだ」は、自分のもっている知識を前提とする以上、当然コレコレということになる
という話し手の内においては確かな認識・理解をいう。つまり、話し手においては、所有
する知識から、当然そうだと信じられていることが述べられるのである。従って、(14)の
ように「死んだはずだよ、お富さん」とは言えても、「死んだにちがいないよ、お富さん」
などというのはおかしい。思いがけず生きていた人を前に、それに反して自分の知識では
「死んだ」と信じていたということを言うのは意味のある発言だが、生きているという事
実を前にして、今更「死んだ」可能性が非常に高いなどと推量することは無意味なのであ
る。
２．「はずだった」とすると、しばしば事実はそうならなかったという反実仮想の意味
が出てくる。この場合、「本来なら」「校正の仕事がなければ」のように、あり得た別の
状況ではという条件規定が来ると、この意味がはっきりする。
３．例文(22)のように、「はずだ」で、事実について納得する言い方が見られる。この
用法では、「Ａのはずだ、だ（から）」のように、そのように納得する理由が必ず示され
る。この用法は、「だ（から）」という知識が得られることによって、Ａであるのも当然
だという認識をもったことを、倒置・強調的に述べたものといえる。
４．上記３の納得の用法や否定の「はずがない」の場合には、「はずだ」「はずがない」
は「わけだ」「わけがない」と近いものとなり、一般に書き換え可能である。
関連項目
Ｂ２３「～にちがいない」，Ｂ８「～わけだ」
参考文献
野田尚史(1985)
◇Ｂ３ ～つもりだ
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａつもりだ（／で／の）」といった言い方で、（１）主体がＡのような意向をもって
いる意、（２）主体がＡのような自意識をもっている意、（３）話し手がＡのような意味
付けをしている意味を表す。
用例
(1) 明日になったら電話するつもりです。（作例）
(2) 山崎丈庵の過去についてのより詳しい調べを、鴉に頼むつもりだった。（築山桂「浪
速の翔風」）
(3) いま、アパートからツユ子が出て来て、出逢いがしらにばったりぶつかったら何と
言うつもりだろう。（向田邦子「鮒」)
- 176 -
４ 第二部 助動詞的複合辞
(4) わたしは、この際、前社長の意向をあくまで尊重していくつもりだ。（源氏鶏太「運
がよかった」)
(5) 叔母など、九十になっても宝塚歌劇の娘さんと張り合うつもりでいるではないか。
（田辺聖子「姥ごよみ」)
(6) はじめは文明の利器は使わないつもりだったが、今では石油コンロ、ランプ、そし
て小型ラジオのお世話になっている。（朝日新聞 '94.2.16)
(7)日帰りのつもりだったが、途中で車が込んで、湯ヶ島から引返すころには夜になっ
ていた。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(8) 自分が本当に目指すのは、競技の勝敗ではないことはわかっているつもりだ。（朝
日新聞 '94.9.16）
(9) 順平は親としてあたりまえのことをしただけというつもりだったが、それが孤立の
因になってしまった。（藤原審爾「風とまる」)
(10) そういえば「まだ若いつもりだったのに、座席を譲られて寂しい思いをした」と、
ある老人が新聞に投書したのを読んだことがある。（朝日新聞 '94.1.27)
(11) 本人はそんなつもりではないだろうが、子どもたちに確かな遺産を残し続けてい
る父に心から感謝している。（朝日新聞 '94.7.28）
(12) ヒントにならないように、句読点を省いたり、旧仮名遣いを改めたりしています
ので、原文に忠実とはいえませんが、本質的なところは変えていないつもりです。（野崎
昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(13) 本人は少ししか塗っていないつもりでも、化粧映えする顔の人は厚化粧と思われ
たりするものです。（柴門ふみ「恋愛論」)
(14) 無線や電話の技術者を志していたので、新聞社はほんの「腰かけ」のつもりだっ
た。（朝日新聞 '94.10.25）
(15) そのうち、見ているだけのつもりだった親たちの方がムキになってしまい、子ど
もたちから「がんばってね」と逆に励まされた。（朝日新聞 '94.8.7）
(16) なにげない質問のつもりだったが、目の前から突然笑顔が消え、会話が途切れた。
（朝日新聞 '94.3.7)
(17) 大きなおなかをかばいながら、あるいはベビーカーを押しながら、人通りの中を
歩いて、理解していたつもりの弱者の立場を実感した。（朝日新聞 '94.12.29)
(18) 今度の二泊旅行は、その全快祝いのつもりです。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
(19) ここのところのメロディーは、ヒタタキが鳴いているつもりです。（作例）
(20) 私も蚕のさなぎになったつもりで、身を硬くして眠った。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(21) 「〔前略〕だまされたつもりで一度行ってみては」と語る。（朝日新聞 '94.12.30）
(22) 独立会社のようなつもりで経営してもらう。（朝日新聞 '94.9.17)
文法
有情物主語で「Ａは～Ｂする／しないつもりだ」のように未実現の動作を意味する述語
につく場合には、（１）の意向の意味になる。有情物主語でも、「ＡはＢである／のつも
りだ」「ＡはＢしているつもりだ」のような状態性述語や「したつもりだ」のような既に
動作が実現した意味の述語につく場合には、（２）の自意識の意味になる。無情物主語の
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場合や有情物主語でも主体Ａが、その意図が問題にされない対象物のような存在として扱
われた場合、「ＡがＢである／のつもりだ」「ＡがＢしているつもりだ」のような事柄を
外側から叙述する言い方につくときは、（３）の話し手の意味付けの意味になる。例えば、
(20)のような例の場合、自分がなろうと意図してなったのでなく、自然と自分がそうなっ
たという意味の言い方と読まれるから、自らを意図の問題とならない対象物扱いした言い
方と考えられ、（３）の意味と解するのがよいだろう。
ノート
「つもりだ」は、意志表現という点では「（よ）う」と類義的だが、基本的に「つもり
だ」は、そのような意向を持っているという事実を述べるものであり、「（よ）う」と違
って、一人称以外の主語も取れる。また、「（よ）う」は、実 現に向けての意志表明で
あり、事柄を実現させると主張する言い方なのに対し、「つもりだ」には、そうした積極
的な実現主張の含みは必ずしもない。従って、「明日そこに行こう。ただ、事情によって
は行けないかもしれない」と言うのは、かなり不自然だが、「明日そこに行くつもりだ。
ただ、事情によっては行けないかもしれない」とは言える。
関連項目
Ｂ１５「～ことにする」
参考文献
◇Ｂ４ ～ところだ
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
（１）「～スルところだ」の形で、ある動作がなされる・ある出来事が引き起こされる直
前の段階であることを示す。「するところだった」となると、特に仮定文脈に支えられな
くても、反実仮想の意味で読まれることがある。
（２）「～シタところだ」の形で、ある動作がなされた・ある出来事が引き起こされた直
後の段階であることを示す。
（３）「～シテイルところだ」の形で、ある動作・出来事が進行中の段階にあることを示
す。
（４）「～シテイル／～シテイタところだ」の形で、現時点まである動作・出来事が進行
中の段階にあったことを示す。
なお、「（もし）～なら」などといったはっきりした仮定の文脈のもとでは、「ところだ」
「ところだった」ともに反実仮想の意味になる。
用例
(1) ちょうどよかった。これからミーティングを始めるところだ。（作例）
(2) 前田教授は、これから大学院の講義を始めるところだった。（作例）
(3) むこうの入口の方へ行こうとしたとき、運のいいことに、ちょうど青木氏夫妻が出
てくるところではないか。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(4) これでめでたしめでたしといいたいところだが、そう簡単にいかないのが宇宙相手
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の苦しいところである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(5) 教師に何か言われて「わかりました」と言うべきところで「心得ました」などと答
えてしまう。（朝日新聞 '94.10.14)
(6) 危なかった。危うく死ぬところだったよ。（作例）
(7) 私は事故現場などを見るのを非常に恐れているので、ヤジ馬が集まっている場所に
は近づかない事にしているが、上京してから三回か四回くらい、「もう少しで見てしまう
ところだった」というニアミスがあり、改めて都会の恐怖を感じている。（さくらももこ
「もものかんづめ」)
(8) 私がもし役人なら、株でしっかりもうけさせてもらっても知らん顔するところだ。
（柴門ふみ「恋愛論」)
(9) 昨夜はあやうく「午前様」になるところでした。（朝日新聞 '94.3.5)
(10) これが独裁政権時代なら、銃殺されるところだ。（作例）
(11) さっき落雷があったところで、雨はまだ続いていた。（作例）
(12) 宇宙の化学的進化の研究はやっとはじまったところである。（野本陽代「宇宙の
果てにせまる」)
(13) 香りが出てきたら、玉ネギを加えていため、透き通ったところでナス、ズッキー
ニ、ピーマンを加え、軽く塩、コショウを振り、いためる。（朝日新聞 '94.8.22）
(14) ＢＴＢ緑色液を加えた塩酸１０ｃｍ３水酸化ナトリウム水溶液は，少しずつ加え，
液の色が緑色になったところでやめる。（坪井忠二ほか「新理科１分野下」)
(15) 山口さんから電話があったところです。（作例）
(16) 注意されなければ、思わぬミスをしたところだった。（作例）
(17) 彼は、今レッスンを受けているところだ。（作例）
(18) もしそうならば、あまりつきまとうのはかえって迷惑だろう。妻もちょうどサン
ドイッチを食べ終えて部屋に戻ろうとしているところだった。（阿刀田高「夜間飛行」)
(19) 左の絵は，藤原頼通が，じぶんの屋敷で天皇をもてなしているところである。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(20) 市場では、ちょうどレタスの箱を下ろしおわったあのトラックが、すぐにも農場
に帰ろうとしているところでした。（長田弘「ねこに未来はない」)
(21) それから、管楽器や歌や、その他の楽器と組み合わせた演奏会にしても面白いな
と思っているところです。（朝日新聞 '94.12.19)
(22) 実は、病院ではすぐにきてくれということだったが、ちょうど行楽日和の土曜日
の午後で、近くの町のタクシーはみな出払っていて困っていたところだ。（三浦哲郎「お
菊」)
(23) 連絡がなければ、いつまでも待っているところだった。（作例）
(24) いつもなら一カ月以上も早く決まりがついているところだ。（朝日新聞 '94.2.2)
(25) 新入閣の自民党閣僚の一人から「野党のまま、あと一、二回予算編成をやられた
ら、自民党は干上がってしまうところだったよ」と聞いた。（朝日新聞 '94.7.1)
(26) 奇遇だね、君の噂をしていたところだったよ。（作例）
(27) 彼女も、本来なら、早々にその男と結婚していたところだった。（作例）
(28) 約束の五時より十分遅れて私が玄関前に着いた時、晴子がちょうど庭伝いに出て
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きたところだった。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(29) 「主人があんな死に方をしなかったら今頃は、その社長机に向っていたところで
したのね。」（源氏鶏太「運がよかった」)
(30) ここは、何が何でも頑張るところだ。
(31) 何と言っても、ここは、一肌脱ぐべきところだぜ。
文法
「Ａところだ」の形で、動詞のスル形・シタ形・シテイル（シテイタ）形を受けるが、
否定の「シナイ／シナカッタ」の形や「ダロウ／ラシイ」のような推量の形は受けられな
い。「ところで」のように、連用中止の形はとれるが、「ところでない」と、これ自体を
否定形にすることはできない。また、連体修飾については、例えば「これから帰るところ
だったＹ氏を引き留めた」というのは違和感がないが、「これから帰るところの（／であ
る）Ｙ氏を引き留めてくれ」などという言い方は、不可ではなかろうが、かなりぎこちな
いように感じられる。つまり、「ところだったＮ」の形は自然であるが、「ところの（／
である）Ｎ」の形は一般的ではない。
ノート
１．(12)(13)のように、「Ａところだ」で、“Ａが要請される場面・段階だ”という意
味を表わすことがある。この意味では、「すべきところだ」「するはずのところだ」「しな
ければならないところだ」等、事柄の当否・必然性に関する判断の言い方も受けるし、「す
る／しないところだ」と肯定・否定ともに受ける（ただし、シタ形は受けない）。こうし
た場合、基本的に“ここは”“この度は”といった「～ところだ」に対する主語というべ
き語句がでてくるのがふつうで、その点、まだこの意味の「ところだ」は、文末形式的と
しての複合辞になりきっていないようである。
２．（１）の用法では、事柄の進展を見越して、次にコレコレのことがなされる直前の
段階・場面だということをいう言い方である。言わば、話し手が事実の筋書き・シナリオ
を先読みして、次にこうなる（その直前だ）という言い方である。そこで、話し手が予測
しにくいような事柄についてこうした表現は使いにくい。一般的にいって、意志的行為に
ついてはこの言い方が使えるが、無意志的出来事については、使いにくいことがある。例
えば、「彼は出掛けるところだ」とはいえても、「ちょうど雨が降るところだ」とはいえ
ない。意志的行為は、行為者の意志を先読みできるが、無意志的出来事については、特別
の条件でもなければ、成り行きを忖度しにくいと理解されるからであろう。ただし、状況
的に話し手がこれから何が起こるのかあらかじめ知っているような場合は、無意志的出来
事についても、「～ところだ」という言い方は可能である。実験を説明して、「これから
新型爆弾が爆発するところだ」などという言い方は、不自然ではない。
３．「ところだった」の形をとっても、（１）の場合と異なり、（２）（３）（４）では、
形式それ自体としては、反実仮想の意味ははっきり持たないようである。つまり、「気を
つけろ。ケガするところだったぞ」とはいえても、「気をつけろ。ケガしたところだった
ぞ」は、明らかに不自然である。「気をつけろ。ケガしている／してたところだったぞ」
も、「したところだった」ほどではないが、十分自然とはいえない。（２）（３）（４）が、
反実仮想の意味になるには、仮定であることが文脈的に明示されている必要があるといえ
る。
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４．（３）の場合、類義的な言い方として、「している」のままで、進行中を表わす言
い方が考えられる。例えば、「彼はレッスンを受けているところだ」に対して、「彼はレ
ッスンを受けている」は、確かに類義的である。しかし、「彼は２時間前からレッスンを
受けている」といえても、「彼は２時間前からレッスンを受けているところだ」というの
は、かなり不自然である。「しているところだ」は、ある段階にあり続けているというこ
とを言うのが基本で、過去からもしくは未来への継続には光を当てない表現なのであろう。
関連項目
Ｂ１８「～ばかりだ」，Ｂ３６「～（よ）うとする」
参考文献
森山卓郎（1984）
◇Ｂ５ ～一方だ
接続
動詞のスル形に付く。
意味・用法
「Ａする一方だ」で、Ａするという変化・動きがどんどん度合いを増して、 とどまる
ところがないということを述べる。
用例
(1) 度重なる不祥事で、政治への不信感は募る一方だ。（作例）
(2) こうした中で、単行本が文庫になるまでの期間は短くなる一方だ。（朝日新聞 '94.
9.4)
(3) 働いていないからお金はへる一方である。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(4) 未熟児の数は近年増加する一方だという。（朝日新聞 '94.5.12)
(5) 男Ｂ「ほっときゃ利息がふえる一方だよ、それじゃこっちも困るから、毎日うちの
若い者をよこすことになりますけど」（山田洋次・高橋正圀「北の夢」)
(6) 不況で、銀行の預金利息を始め、金利は下がる一方だった。（作例）
(7) その論文はつねに新鮮で鋭い出来だったが、先輩に絶交状を送ったり出入りを差し
止められたり、彼は孤立する一方だった。（朝日新聞 '94.1.22)
(8) ゴジ「しじみが少し回復したらしいけど磯焼けで昆布は減る一方だし町全体がしん
みりしてるってよ」（倉本聰「もう呼ぶな、海！」)
(9) 教員採用は、年々狭き門になる一方で、採用試験対策も焼け石に水だ。（作例）
(10) このところ、インターネット・ビジネスは儲かる一方で、笑いが止まらない。（作
例）
(11) このころ，毎年のように不作のため，米価はあがる一方で，そのうえ政治上の混
乱を反映して世相も険悪となり，長州征伐の最中に大坂や江戸で打ちこわしがおこり，農
村でも世直しをとなえる農民の一揆がしきりにおこった．（宝月圭吾ほか「詳説日本史（再
訂版）」)
(12) 〔娘は〕一人娘で、私が昔いた商社に勤めているが、女房が死んで以来、帰宅が
遅くなる一方で、同じ家に住んでいながら、父娘が顔を合せる時間はきわめて少なかった。
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（石川喬司「彗星伝説」)
(13) 九〇年代になって景気とともに落ち込む一方だった観光客を呼び戻そうと、観光
当局や旅行業者が努力してきたハワイだが、「円高」の勢いを得た今夏の盛況が起爆剤に
なるのかどうか――観光客に熱いまなざしが注がれている。（朝日新聞 '94.8.8)
(14) 苦しくなる一方の資金繰りにうんざりした丸山社長は、なんと狂言強盗を思いつ
いた。（作例）
(15) インフレで、かさむ一方の用紙代、印刷費。（朝日新聞 '94.7.1)
(16) 深刻になる一方のゴミ問題は、家庭や職場で皆が考えねばならない時期にきてい
る。（朝日新聞 '94.11.14)
(17) 工場排煙は、約二十年前の四日市公害判決以来、削減対策が進んだが、大都市圏
での主に自動車排ガスによる窒素酸化物（ＮＯｘ）問題は深刻化する一方だ。（朝日新聞
'94.1.20)
文法
「一方だった」と過去形もとれ、「一方で」と連用中止の形、「一方である」「一方であ
った」「一方の」と連体修飾の形も取れる。「一方でない」といった否定の形はとれない。
ノート
１．計量出来る変化を意味する動詞を受けて、その変化・動きがどんどん進んで行くこ
とをいう。(10)のような言い方もできるが、一般に、あまり望ましくない変化について言
うようで、「このところ、菜々子は、美しくなる一方だ」などという言い方は、不可では
ないかも知れないが、あまり使わない。
２．類義的な表現として、「ばかりだ」という言い方があるが、これは「ただある動作
を続ける・だだある出来事が続く」といった意味で、必ずしも変化・動きが度合いを増す
という場合だけではなく、広く行為・出来事が変わり映えもなく続けられることをいう。
「一方だ」と重なるところもあるが、例えば「和博はうろうろ歩き回るばかりだった」と
は言えても、「和博はうろうろ歩き回る一方だった」とは言えず、また、「歩き回ってい
るばかりだった」のようにテイル形をとる言い方も「一方だ」ではできない。用法の重な
りは、一部分にしか過ぎない。
３．関連して「防戦一方だ」のように動作・状態を表す漢語名詞に「一方」が結びつき、
「ひたすら～する」「もっぱら～である」のような言い方があるが、かなり固定した言い
方で、いろいろな名詞を受けてあまり自由に用いることはできないようである。
関連項目
Ｂ１８「～ばかりだ」
◇Ｂ６ ～どころではない
接続
名詞に付く。また、用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
何らかの事柄・事物・物事のありようを取り上げて、事態・話はそのようなことをした
り、云々しているレベルに止まるものではない、ということを述べる。
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用例
(1) しかし、今朝の正一は寝ているどころではありません。（ねじめ正一「高円寺純情
商店街」）
(2) こうなっては、もうバケツリレーどころではない。（ねじめ正一「高円寺純情商店
街」）
(3) もう団欒のひとときどころではありません。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
(4) いくら説明しても解ってくれず、新しいビザをもらうどころではない。（森村桂「天
国にいちばん近い島」)
(5) ごみの処理は「ただ」どころでない。九〇年度の国全体のごみ処理経費は一兆三千
八百億円で、一人当たり一万千二百円になる。（朝日新聞 '94.2.14)
(6) 自分の台所が火の車で、人のことどころではないのに、ヨソの会社に説教たれる。
（朝日新聞 '94.1.8)
(7) あれは、とても眠気を催すどころではない冷え冷えとした霜枯れ時の、しかも、真
っ昼間の出来事でして――と、北国の海岸都市でタクシーの運転手をしている幼馴染みの
六造は語る。（三浦哲郎「お菊」)
(8) 福岡県の男性地方公務員（四一）は、いじめで勉強どころでなかった小、中学生時
代を「どれほど悔やんだことか」と書く。（朝日新聞 '94.12.15）
(9) 慣れない農作業と子育てに追われ、絵どころではなかった。（朝日新聞 '94.9.15）
(10) Ｎ 「一緒にきてくれとおやじはあわてたが、歳末商戦の真只中で俺は忙しくて
それどころではなかった」（倉本聰「もう呼ぶな、海！」)
(11) しかし，現代社会において，家族は社会集団としての意味を失うどころではなく，
むしろ現代人の「生きがい」の中心となりつつある。（中村元ほか「倫理・社会」)
(12) 仕事はなかなか捗らず、しかも思いがけず、平成五年度からは、新しい職場全体
の責任を持つ立場にもなって、無論その仕事の求める忙しさは、とても研究どころではな
くなった。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(13) わたしは、思い当たるふしがあるどころではないのです。（三浦哲郎「忍ぶ川」）
(14) いやぁ、こわいどころじゃなかったよ。もうすこしで、死ぬところだった。（作
例）
(15) 服部氏のことなら、知っているどころじゃないよ。十数年来の親友だ。
(16) 松本さんは「相手の車は七〇キロどころではない猛スピードだった」と、納得で
きなかった。（朝日新聞 '94.2.1）
(17) この車の揺れは、田舎のバスどころではなかったのである。（朝日新聞 '94.11.1
7)
(18) 「悲しむどころではなく、一年間で一〇キロやせました」（朝日新聞 '94.10.26）
文法
「どころではなく」と連用中止の形がとれる。連体修飾にも使える。
ノート
用例のように、「Ａどころではない」で「Ａ」をそんなことではない・していられない、
と否認する意味になる場合が多いが、例文(13)～(18)のように、「Ａ」について、その程
度では済まないとし、「Ａ」であること・Ａの水準をクリアすることそのものは必ずしも
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否認しない意味になることもある。基本的には、「Ａ」というようなことでは、物事は片
付かないということをいう言い方なのである。
関連項目
Ａ７９「～どころか」
参考文献
服部匡（1995）
◇Ｂ７ ～ほかない・～より（ほか）ない・（ほか／より）仕
方（が）ない・～より仕様がない
接続
動詞のスル形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａほかない」「Ａより（ほか）ない」「Ａ（ほか／より）仕方（が）ない」「Ａより仕
様がない」等の形で、あることをする（している）よりも、行動や成り行きとして選択出
来るもしくは有り得ることは他にないという話し手の事実認識・判断を表す。
用例
(1) ハシを通ってはいけないとおっしやるのだったら、真ん中を通るよりないでしょう。
（作例）
(2) そうか。それでは、いうことを聞くほか仕方がないな。（作例）
(3) こんな夜遅くでは、何か食べ物といっても、コンビニにでも買いに行くより仕方な
かった。（作例）
(4) 今度は、学部長が説明するほかなかろう。（作例）
(5) ここまで来ては、もう努力よりほかないですね。（作例）
(6) 私はもちろん持ってないし、母の持ってるのは借金だけとなると、どこかで算段す
るほかない。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(7) 恐竜などのような絶滅したものの復元は、その生活の姿をまったく推定にたよるほ
かないのであるが、象のようなばあいには現生のものとの比較によって、復元できる。（亀
井節夫「日本に象がいたころ」)
(8) ヒット・オペラを聴きたければ劇場に行くほかなかった時代、ラジオやＣＤの役割
をになったものに、ハルモニームジークがあった。（朝日新聞 '94.5.29）
(9) 早く戻って兵を替えての正攻法に出るより仕方がない。（朝日新聞 '94.10.30)
(10) 日本で生活できなければ、もどって来るより仕方がなかろう」（森村桂「天国に
いちばん近い島」)
(11) 最後は何かギリギリの感じで、突っ走るより仕様がなくなっちゃったようなとこ
ろもありました。（朝日新聞 '94.8.29)
(12) 万策尽き果てて、もはや直美は、泣くより仕様がなかった。（作例）
(13) こんな仕事でも続けているよりほか仕方もなく、何の希望ももてない毎日だった
（作例）
(14) うろたえるよりほかない人々に何が出来るか。（作例）
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(15) 文化を経済よりも下位のものとしてとらえる国家や地方公共団体や企業は、右肩
上がりの経済成長が永遠に続くと信じる哀れなドン・キホーテというほかない。（朝日新
聞 '94.10.2)
(16) 聞く者たちはそれが本音であることを知っているが、失言の度に「真意がよく伝
わらなかった」とか「発言を撤回する」とか言い逃れるに至っては、この程度の人間だっ
たかと笑ってしまうよりほかない。（朝日新聞 '94.5.12)
(17) この危機を乗り切るには、政府のリーダーシップによって、経済体質を輸出依存
型から内需型へ根本的に転換するほかない。（朝日新聞 '94.7.5)
(18) しかし，産業的な見地からは，労働組合を公認しようとする法律が，１９２５年
前後からしばしば立案されながらも，結局，機の熟するのを待つほかなかった．（辻清明
ほか「政治経済 新訂版」)
(19) 自己の職責に対する自覚を著しく欠いているというほかなく、犯行の動機に酌量
すべき点はない。（朝日新聞 '94.5.30)
(20) きまじめな一群は先生の講じる科目を学ぶことがすなわち大学の勉強であると素
直に信じて疑わず、いつしか大学院へでも入院するほかないつぶしのきかぬ体にされてゆ
く。（朝日新聞 '94.7.28)
(21) 残念ながら、そういう苦い現実を受け入れるほかない時期が近づいている。（朝
日新聞 '94.2.22)
(22) 大蔵省は、大量の辞退者を生んだ理由について「投資家の判断が下されたと理解
するより仕方ない」（理財局）としている。（朝日新聞 '94.10.14)
文法
複合的な文末形式として、形の上でいくらかヴァリエーションがあり、１．「～する（／
している）よりない」、２．「～する（／している）ほかない」、３．「～する（／してい
る）よりほかない」、４．「～する（／している）より仕方（が）ない」５．「～する（／
している）ほか仕方（が）ない」６．「～する（／している）よりほか仕方（が）ない」
のようなパターンが考えられる（なお、「仕方」の部分は「仕様」などの言い方も可）。「～
する（している）」と動詞を受けるが、(5)のように、「～する（している）」の部分に複
合サ変動詞を形成できる動作的な意味の漢語名詞の語幹が入る形もある。「～よりなく
（て）」のような連用中止の形も、また、連体修飾にも用いられ、過去形や推量の形もと
れるが、これを否定する「～よりなくはない」などという言い方は用いられない。「～よ
りありません」「～よりないです」といったていねい形も、可である。
ノート
１．しばしば、「～するより他に方法がない」といった意味と説明され、主 体的に選
択出来る手段の問題とばかり見られがちだが、「成り行きとして～するよりほかにない」
というような、主体的に選べるとばかりはいえないやむを得ない状況・成り行きについて
いうこともある。特に「～するより仕様がない」と「仕様」を用いた形では、後者の意味
になることが多いようである。
２．類義表現として、「～せざるを得ない」が考えられるが、これは、「（状況からして）
なにかをすること・何かがなされることが避けらない」という言い方である。あくまで、
何かを“する”こと・何かが“なされる”ことが問題になる。しかし、「～よりない」は、
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有り得る・選択出来ることが～だけだということで、有り得る・選択出来ることの中には、
“する”ことばかりでなく“しない”ことも入ってくる。そこで「こうなったらもう何も
しないでいるよりない」と言うことも可能であるが、「～せざるを得ない」のほうは、も
ちろん「何もしないでおらざるを得ない」などとは言えない。また、「～せざるを得ない」
という言い方では、何者かの行為でなく何らかの出来事の生起が不可避だということも言
えるが、「～よりない」では、出来事の生起は云々できない。つまり、「このままだとか
なりの被害者が出ざるを得ない」とはいえても「このままだとかなりの被害者が出るより
ない」とは言えない。
関連項目
Ｂ４０「～ざるを得ない」
参考文献
張麗華（1984）
◇Ｂ８ ～わけだ
接続
用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａわけだ」の形で、何らかの事実や判断・思考を踏まえて、その結果・帰結としてＡ
という事実や判断・思考があるということを述べる。
用例
(1) しかし、計画をスタートさせて見ると、スポンサーがさっさと降りてしまった。山
本氏としては、自力で『神智学大全』を刊行しなければならなくなったわけだ。（作例）
(2) この材質なら、確かに縦方向の負荷が３トンでも大丈夫です。象が踏んでも壊れな
かったわけです。（作例）
(3) ようやく原稿を送って、それから上京した。昨日東京で一泊して、今朝こっちへき
たわけだ。（作例）
(4) 国立大学・教育学部を巡る状況は確かに容易なりません。下手をすれば、学部自体
がなくなってしまうわけです。（作例）
(5) これは、一言で言えば、戦後政治の見直しだ。五五年体制下での政治の生み出した
さまざまな矛盾や弊害を含め、その功罪を見直そうというわけだ。（作例）
(6) もし愛情がなくても子供が育つのなら、子育て用の自動装置だって作れるわけで、
何が一番大切かよく考えて見るべきでしょう。（作例）
(7) ご不審は、ごもっともですが、他に引き受ける人もいなかったので、わたしがやっ
ていたわけです。（作例）
(8) すると、あの男が言うわけです。「僕が、先生のご意向を一番よく知っているんだ」
とね。（作例）
(9) これで晴子とは貸し借りなしの五分五分というわけだ。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(10) 極端にいえば、「店に三割引きで売られそうだ」とメーカーが思えば、「三割増し」
に定価を設定しておけばいいわけだ。（朝日新聞 '94.5.13)
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(11) 「ああ、網では獲れない場所だ、だから、俺は密漁者というわけだよ」（黒岩重
吾「海の蛍」)
(12) 偉大なる高さの目標でも、簡単に手に入れてしまったのでは、その人の自信にな
らないわけです。（柴門ふみ「恋愛論」)
(13) 結局、いろいろ経験を積んでいくうちに、コンピュータ屋が医学を習ってコンピ
ュータを使うよりも、やはりお医者さんになるべく直接教えてもらったほうが早いという
ことがわかってきたわけです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(14) 画一的なビジョンをつくってもそれはほんの入り口でしかないわけです。（朝日
新聞 '94.5.2)
(15) つまり外国に門を閉ざしていては生きていけないわけでしょう？だったら外国人
に対しても心を閉ざしてはいけない、と思う。（朝日新聞 '94.4.26)
(16) 純平「でも、明日は仕事だろ？ 今日も一日つきあわせちゃったわけだし……」
（吉田紀子「卒業旅行」)
(17) わけを聞けば何でもないことで、魚は足の代りにヒレを持つ脊椎動物で、人類は
始めは陸上で脊椎動物の先祖だったわけだから、進化の点では、人間は陸上の四足動物よ
りも魚に近いということらしい。（向田邦子「鮒」)
(18) 恋人になってしまえば、こんどはその関係を維持することに神経を使わねばなら
ないわけで、結構それは面倒臭かったりする。（柴門ふみ「恋愛論」)
(19) 精密検査の前日は、腸の中をカラッポにしておく必要があるというわけで、病院
で渡された特別なレトルト食品だけしか食べる事ができなかった。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(20) いくら食べてもいいわけではありません。（「なつかしい手作りおやつ」)
(21) 星間ガスとかチリという可能性もないわけではないが、それならいまの技術をも
ってすれば観測できるはずである。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(22) 私は今、氷に埋れていた動物が生存していた時代から、気候には変化がなかった
と想像するわけでは決してない。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(23) 別に何がおかしいわけでもなかったが、笑い声もまじって話がはずんでいた。（向
田邦子「鮒」)
文法
否定を受けて「～しないわけだ」とはいえるが、推量の言い方を受けて「～するだろう
わけだ」などとはいえない。また、「という」を介して「～するというわけだ」といった
言い方もできる。この場合、そのままでは「わけだ」につながらない意志・希望・命令・
疑問の形を受けて「～しよう／したい／しろ／するかというわけだ」のような言い方も可
能である。連用中止の形はとれるが、連体修飾の形はとれない。「～わけか」のような疑
問の言い方も、出来ないことはないが、一般的ではない。
ノート
１．なんらかの事実や思考・判断を踏まえて、そこから、考えを進めて行っ て至りつ
く結果・帰結として、ある事実や思考・判断を述べる言い方である。必ずしも、論理的推
論のようなことではなく、事実の成り行きを追ったり事柄を掘り下げたりなど、さまざま
なレベルで考えを進めることの結果・帰結をいうものといえる。
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２．「のだ」との異同が問題にされる。基本的には、「わけだ」は、結果・帰結の言い
方なので、その種の文脈で使われる「のだ」とは互換性が高く書き換えも容易だろうが、
また、「のだ」は“背後の事情”とか“実情”を示すとされ、事柄を“実際のところは”
と開示するようなニュアンスを読み取ることができないような場合には、「わけだ」→「の
だ」の書き換えは不自然になる考えられる。微妙な点では、なお検討が必要である。なお、
もちろん「～というわけだ」のような言い方では、「わけだ」→「のだ」の書き換えはで
きない。
３．「わけだ」は、結果・帰結の言い方としたが、(9)のように、何らかの事実・思考
からの結果・帰結とはいえない言い方で使われることがある。これは、話し手が物事を語
って聞かす姿勢を示す用法とでもいうべきものだか、押し付けがましい語感があるなどと
して、あまりよい印象はもたれていないようである。
関連項目
Ｂ９「～わけがない」，Ｂ１０「～わけにはいかない」
参考文献
奥田靖雄（1992）・北川千里（1995）・尹相実（1995）
◇Ｂ９ ～わけがない
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）を受ける。形容詞のスル形・
シタ形を受ける。形容動詞の場合、「～である／な」の形・「～であった」の形を受ける。
“名詞＋断定の助動詞”については、「～である／の」の形・「～であった」の形を受け
る。
意味・用法
「Ａわけがない」で、Ａとは考えられないと強く否定する言い方になる。
用例
(1) ウソをつけ。田野村さんがそんなこというわけがない。（作例）
(2) 多勢に無勢で勝てるわけもなかった。（作例）
(3) 何いってんだ。この爺さんが、水戸の御老公様であるわけがない。（作例）
(4) そんな奇跡が起こるわけもなく、結局喜之は落第した。（作例）
(5) 帰ってくるわけもない人をいつまでも待っていたところで、しかたないでしょ。（作
例）
(6) 「コンピュータが人間を超えるわけがない」と確信している人がいます。（野崎昭
弘「人工知能はどこまで進むか」)
(7) ゴジ「いくらお前だって３'４０”が限界だ。５分なンてお前息のつゞくわけがな
い」（倉本聰「もう呼ぶな、海！」)
(8) だからといって、数百ヘクタールに及ぶ大面積での開発が、環境や景観に悪影響を
及ぼさないわけがない。（朝日新聞 '94.9.4）
(9) 自分の子だから少しはよそさまの子供より出来がいい筈、といううぬ惚れを持ちな
がら、他人を押しのけて最前列へ出て行くほどの能力などあるわけがないと、はじめから
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きめてかかっていた。（半村良「秋子の写真」)
(10) むろんどこの馬の骨だかわからない男に、たった一人の娘をやれるわけがない。
（藤原審爾「風とまる」)
(11) これだけ国際機関やジャーナリストが入り込んでいる状態で、大量殺害が起きて
いたら目撃されないわけがない」（朝日新聞 '94.10.31)
(12) ジグソーパズルを箱ごとゆすっても、完成するわけがない。（朝日新聞 '94.5.18)
(13) だが、軍による給油がいつまでも続くわけがなく、混乱が悪化しそうだ。（朝日
新聞 '94.7.8)
(14) 「財源から見て〔整備新幹線に〕着工できるわけがないことは運輸官僚もわかっ
ているはず。〔中略〕」。大蔵省内ではここにきて、予算担当幹部の間でこんな声すら聞こ
えてくる。（朝日新聞 '94.12.3)
(15) そう思うと腹が立ち、「レトルトも、けっこうイケルよ、うん」と言ってやった
ら、母が「おいしいわけないじゃん、そんなもん」と言い放った。（さくらももこ「もも
のかんづめ」)
(16) 風子(笑う）「私にそんなことできるわけないじゃない」（倉本聰「もう呼ぶな、
海！」)
(17) 山岡「余計なお世話かもしれないけどさ、営業部の上の人達、君のことあんまり
よく思ってないんじゃないかな、じゃなきゃ食品なんかに回すわけないもん、男でもしん
どいんだからさ」（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(18) 「あら、また大きくなったんじゃない」「三十過ぎて背が伸びるわけないだろう。
お母さんが小さくなったんだよ」（朝日新聞 '94.4.3）
(19) 学校現場も少しずつ変わりつつはあるが、社会というのはそう早く変化するわけ
もなく、年齢に背を押されて、私は母になった。（朝日新聞 '94.1.1)
文法
「わけもない」の形もある。連用中止の形、連体修飾でも用いられ、「～わけがなかっ
た」と過去形でも用いられる。
ノート
１．「わけ」は、名詞として。もともと「事情・いきさつ・理由」などといった意味が
あったが、この否定表現も、成り立ちとしては「（～である・～する）理由・事情がない」
といった意味から来ている。
２．「わけがない」は「はずがない」と非常に近い意味であり、一般に言い換え可能で
ある。ただ、「はずがない」が、どちらかというと「（論理的必然性として）～とは考え
られない」といった語感があるのに対し、「わけがない」は、上記のように「（～と考え
られる理由がないから）～とは考えられない」といった原義をうかがわせるところがある
ように感じられる。例えば、親しい男女間で、一方がいたずらをして「怒った？」と問う
のに、「怒るわけないよ」と答える方が、「怒るはずないよ」より一般的で親しげなよう
に思われる。相手に対して、怒ると考えられる理由、つまり、悪く思う気持ちはないとい
うことの直接表明になるからだろう。一般に、しかし、ほとんど違いが表立つことはない。
３．なお、「はずがない」の場合、「警視庁の面々に、このなぞが解けようはずがない」
などと「～しようはずがない」という言い方が可能だが、「わけがない」では、「～シヨ
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ウわけがない」などという言い方はできない。
関連項目
Ｂ２「～はずだ」
参考文献
奥田靖雄（1992）
◇Ｂ１０ ～わけにはいかない
接続
動詞のスル形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａわけにはいかない」で、状況からしてＡということをすることは出来ないというこ
とをいう。
用例
(1) しかしまあ、そう信じてくれてるものを、今さら取り消すわけにはいかない。（森
村桂「天国にいちばん近い島」)
(2) 国内で商品を買うときには，その国の貨幣を使えばよいが，外国から商品を買うと
きは，じぶんの国の貨幣で支払うわけにはいかない。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(3) なん種類もある通信系統をいつでも生かしておくためには、いっときでも電力を絶
やすわけにはいかないんだ。（中村正軏「嘔吐の海」)
(4) しかし、ひとたび火がついてしまったものは、なかなか消すわけにはいかなかった。
（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(5) その様子を見て私は、約三十年前の丸山真男さん（東大名誉教授）の卓見を思い出
さないわけにはいかなかった。（朝日新聞 '94.7.26)
(6) 文科系の出身者が、「私は科学技術は何も判りません」と澄ましているわけにはい
かなくなっている。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(7) ある物質が何かということを調べるとき，毒物もあるので，むやみに味をみて調べ
るわけにはいかないが，食物で，もしすっぱい味がしたらその食物には酸がふくまれてい
ると考えてよい。（坪井忠二ほか「新理科１分野下」)
(8) いつまでも駐車場にしておくわけにもいかないので、別の新しい案を作ることにな
るかもしれない。（朝日新聞 '94.4.5）
(9) 絞りの調節はカンに任せるわけにはいかず、露出計には電気が必要だ。（朝日新聞
'94.3.9)
(10) 神社の境内の池で、地蔵をぬらすと雨が降るという言い伝えがあるが、文化財を
水につけるわけにもいかず、代わりに村人三人が池に入った。（朝日新聞 '94.8.20)
(11) 一度、墓として手を合わせた石を、無縁になったからと河原にほうりだすわけに
はいかないようなものです」（朝日新聞 '94.10.31)
(12) しかし、本格的に債券売買で収益を得ようとすれば、リスク回避のためにも、デ
リバティブ取引を避けるわけにはいかない状況になっている。（朝日新聞 '94.11.13)
(13) とはいえ官僚が代役を務めるわけにはいかない問題もある。（朝日新聞 '94.4.23)
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(14) 私としては、これらの根拠も「否定もできないが、無条件に受け入れるわけにも
いかない、抽象的な学説」として退けたいと思います。（野崎昭弘「人工知能はどこまで
進むか」)
(15) こうなると日本だけが安く自由に石油資源を使うというわけにはいかない。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(16) しかし、インフォームド・コンセントがしっかりと根づくためには、単に医師と
患者の間の信頼関係さえよければよい、というわけにはいかない。（朝日新聞 '94.1.22)
(17) しかし、何もかも「政府頼み」というわけにはいかない。（朝日新聞 '94.4.9）
文法
非意志的な動作を表す動詞にも結びつく。「～わけにもいかず」と連用中止の形もとれ、
連体修飾も不可ではない。
ノート
１．「～というわけにいかない」という言い方で、「～という」であり得る状況を示し、
そのように物事が進まないという言い方が出来る。この場合、「という」に引かれるのは
文や動詞句とは限らず、「ジェット機でひとっ飛びというわけにはいかない」とか「ビー
ルで一杯というわけにはいかない」のように状況を象徴的にいういろいろな形の語句がと
れる。
２．「～するわけにはいかない」は、述語句としては、必ず意志をもった主体を主語と
して、その主体が状況としてあることが出来ないということをいう言い方である。無意志
的な主体を主語として、出来事の発生がありえないというような場合には、用いられない。
たとえば「雲一つない日照り続きでは、大型台風が襲来するわけにはいかないな」などと
はいえない。しかし、(1)のような「～というわけにはいかない」という言い方では、「雲
一つない日照り続きでは、大型台風が襲来するというわけにはいかないな」といった言い
方が可能である。
関連項目
Ｂ８「～わけだ」，Ｂ１３「～ことができる」
コト系
◇Ｂ１１ ～ことだ
接続
活用語のスル形（形容動詞は「～ナ」の形も）や名詞＋「の」などに付くが、詳しくは
文法の項を参照。
意味・用法
「Ａことだ」の形で、（１）当為の事柄を述べる、（２）希求される事柄を述べる、（３）
ある事柄の有り様をそれとして認める気持ちを込めて述べる。
用例
(1) ぐずぐずしていないで、すぐに出掛けることだ。（作例）
(2) 泳ぎがうまくなりたければ、まずは水に親しむことで、組織だった練習はそれから
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だ。（作例）
(3) 上位に入選するためには、一にも二にも練習することだった。（作例）
(4) いつでも筆記用具ぐらいもっていることだね。（作例）
(5) 敵を利するものは敵の手に陥ちる前に徹底的に破壊することだ。（中村正軏「嘔吐
の海」)
(6) それには、まずリーダーたちが目指す国家・社会像をはっきり語り、改めて「この
指止まれ」と呼びかけることだ。（朝日新聞 '94.1.5)
(7) ともかく会ってみることだ。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(8) 亮介「まあ、あれだな、啓介君なら大丈夫だと思うけど、こんな世の中だ、仕事は
大変だ、どんな仕事でもな。せめて家に帰った時ぐらい、仕事忘れてリラックス出来るよ
うにしてやることだなあ」（岡田惠和「彼女たちの時代」)
(9) ――でも、もう起きてしまったことだし、幸いどうにか落着しそうなのだから、あ
んまり自分を苛めないことだわ」（夏樹静子「鼓笛隊」)
(10) 売れないなら、値段を下げることだ。（朝日新聞 '94.3.12)
(11) 愛されたいなら、不完全で無防備な自分をさらけ出すことです（柴門ふみ「恋愛
論」)
(12) 何事にも動じないことだ。（作例）
(13) 分かってもらいたければ、何より簡潔明快であることだ。（作例）
(14) 引退したんでは、結局なにもできなくなるさ。とにかく現役であることだよ。（作
例）
(15) まず、この仕事が片付くことだ。（作例）
(16) もうお帰りとは、慌ただしいことですな。（作例）
(17) 今何時だと思ってるんだ。ほんとに迷惑なことだ。（作例）
(18) 困ったことで、何と言っていいやら、言葉がありません。（作例）
(19) 彼の泣き上戸は相変わらずで、どうにも世話の焼けることだった。（作例）
(20) また夕立か。よく降ることだね。（作例）
文法
接続は、（１）の場合、動詞のスル形（シテイル形を含む）を受ける。動詞を受けるの
が一般的である。また、形容動詞・体言（＋だ）の形を受けることもある。形容動詞につ
いては、「～である／な」の形、体言については、「～である」の形で受ける（形容詞も
受けられるのかもしれないが、実際に例は考えにくいようである）。シタ形は受けない。
（２）の場合も、（１）に準じる。（３）の場合、動詞のスル形に加えて、形容詞・形容
動詞を受ける。形容詞については連体形、形容動詞については「～である／な」の形で受
ける。体言（＋だ）は受けられないようである。基本的に「ことだ」は、「～ことで」の
ような連用中止の形も、「～ことだった」「～ことだろう」のような・過去・推量の形も
とれるが、連体修飾では使われない。
ノート
１．「ものだ」という言い方が、“一般性”を基本に考えられるのに対して、「ことだ」
の方は、“個別性”を基本に考えられるのではないかと思われる。すなわち、「～ことだ」
の用法は、「個別的なこととして（＝今ここでは）～だ」という意味を基本とするものと
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見ることで説明できそうである。つまり、“今ここでは～だ”とそこで採るべき事柄を指
示するところから（１）の用法が出てくるし、それが主体的に選びとれない自由にできな
いことであれば、（２）の用法になる。また、“今ここでは～だ”と確認することが（３）
の用法だともいえるのである。
２．従って、「当為」といっても、「～ものだ」が一般論的にそうすべきとするのに対
し、「～ことだ」は、“今ここでは”そうすべきという言い方であり、個別的な指示とし
てつかえる。「いいから、急いで行くものだ」とはいえないが、「いいから、急いで行く
ことだ」とはいえるのである。
３．なお、（１）の用法の否定の言い方として、「～ことはない」が考えられ、例えば
「なにも無理することはない」のように用いて、「～する・である必要はない」といった
意味を表わせる。（２）の用法の否定の言い方としても、「～ことはない」が使えるよう
で、「なにもこんな日に客なんか来ることはないのに」などと用いて、「～するのはあり
がたくない」といった気持ちを表わす。これらの「～ことはない」は「～ことがない」の
形には言い換えられないが、「～ことはない」には、もちろん「～ことがない」の形に言
い換え可能な「～する・した・である機会・経験がない」といった意味の言い方もある。
４．「～という」を付した「～ということだ」という言い方で、伝聞の意味にも、また、
そこで問題になるなんらかの具体的な事柄の実情・本質を解説する言い方にも使わ れ
る。例えば、「このあたりも秋になったということだ」という場合、「天気予報で言って
いたが、このあたりも秋になったということだ（＝なったそうだ）」のような言い方とも、
「虫の声が聞こえるようになった。このあたりも秋になったということだ」のような言い
方とも解せられるのである。
５．ちなみに「まあ、おかしな話だこと」のように、「こと」が文末で話し手のつくづ
くそう思う気持ちを表すような言い方で用いられることがある（女性語的な表現といえ
る）。この場合、「～だこと」と終止形を受けることからもわかるように、これは「～こ
とだ」の「だ」が省略された形ではなく、「こと」がこの形で終助詞化したものと考える
べきである。
関連項目
Ｂ１「～ものだ」，Ｂ１２「～ことがある」，Ｂ１４「ことになる」，Ｂ１５「ことにす
る」
◇Ｂ１２ ～ことがある
接続
用言及び「名詞＋断定の助動詞」のシタ形に付く。
意味・用法
「Ａことがある／あった」という言い方で、過去に経験されたことがあることをいう。
用例
(1) ここには一度来たことがある。（作例）
(2) 彼は、かつて国立国語研究所にいたことがあるのかね。（作例）
(3) 父親は外交官で、フランスで長く暮らしたことがある。（朝日新聞 '94.10.14）
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(4) 実際、私は、これからの日本が世界に知的貢献をするのであれば、それはノーべル
賞受賞者を増やすことにはない、と断言してよいとさえ考えている。「ノーべル賞受賞者
はもう要らない」という主旨の講演を行ったこともある。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(5) かつて、戦場において、象が戦象として使われ、今日の重戦車のような役割りを果
していたことがあった。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(6) 小学生時代涼子は父母に連れられ四国に行ったことがあった。（黒岩重吾「海の蛍」)
(7) ゼミナールの最中に研究室の電話が鳴ったことがありました。（阿部謹也「自分の
なかに歴史をよむ」)
(8) 昭和の初期に、ある料理研究家がこれらの食い合わせを自ら試食し、中毒のおそれ
はないと発表したことがあるそうだ（朝日新聞 '94.8.31)
(9) シラードは、かつてべルリンで一緒に研究したことのあるアインシュタインを「利
用」しようと思い立った。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(10) 村長選に立ったことのある人もいるが、多くはこれまで選挙とは無縁の人。（朝
日新聞 '94.12.1)
(11) 仕事が早く終わったこともあって、田野村氏はいつもより早く帰宅した。（作例）
(12) 彼の学校は男子校だが、制度の改正で今年から家庭科が必修になった。実習でジ
ャムを作ったこともあって、料理への関心が深まったようだ。（朝日新聞 '94.6.23）
文法
連用中止の形も、疑問や推量の形もとれ、連体修飾でも使われる。また、「～ことがあ
った」と過去の形もとられる。否定の形は、「～ことがない」になる。
ノート
１．「～ことがある」には、「今でも、田沢氏のことが話題になることがある」のよう
に、「～スルことがある」の形で、ときどきそうした体験をすることをいう言い方がある
が、こうした例では、「田沢氏のことが話題になることが、今でもある」のように、「～
ことが」と「ある」との間に修飾語を挿入することができる。この意味の場合には、複合
辞としないほうがよいようである（この項で扱った“過去の経験”の意味の例でも、「～
ことが」と「ある」との間に修飾語を挿入することができなくはないように思える場合が
あるが、例えば「ここには、かつて来たことがある」を「ここには、来たことがかつてあ
る」とすると、相当不自然であり、この意味の場合には、ある程度「～ことがある」の複
合辞としての固定化は進んでいるものと思われる）。
２．過去の経験を表わす「～したことがある」と類義の表現としては、「～している」
も、過去の経験を表わことができるものとされ、ある程度相互に書き換えも出来る。しか
し、「～したことがある」の場合、過去のある時点でそのようなことが経験されたことを
言うだけで、それが現在とのかかわりでどう意義づけられるかについての含意はない。一
方、「～している」は、“現在に意味をもつ過去の出来事を言う”などといわれ現時点と
のかかわりが意識されがちである。とりわけ「彼は滋賀大学を卒業している」のように経
歴として現在に意義をもっていたり、「去年は経済学部が公開講座を担当している」のよ
うに現時点と対比される場合は、それが際立って来て、「～したことがある」との書き換
えは、はっきり出来なくなる（つまり、「彼は滋賀大学を卒業したことがある」「去年は
経済学部が公開講座を担当したことがある」ということはできない）。
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３．「～することはない」の形で、「～する必要はない」の意味になる言い方がある。
ただし、この場合は、「ことがない」の形はとれない。
３．「～する／したこともあって」と中止法で使われると、“～する／したことも一つ
の理由で”といような理由表現になる。この場合も、「ことがあって」の形はとれない。
関連項目
Ｂ１１「ことだ」，Ｂ１２「ことがある」，Ｂ１５「ことにする」
参考文献
高橋太郎(1994)
◇Ｂ１３ ～ことができる
接続
動作的な意味の動詞のスル形（シテイル形を含む）を受ける。「研究する」「連絡する」
など“漢語＋する”型の動詞の場合は、語感の漢語の部分を受けて、「研究ができる」「連
絡ができる」などの言い方も可能である。
意味・用法
「Ａスルことができる」の形で，Ａということを実現することが可能であるという意味
を表す。
用例
(1) 高さを調節できるシャワー用のいすを使えば、入浴代わりに自宅で体を洗うことが
できる。（朝日新聞 '94.1.9）
(2) 地下のマグマの温度は直接測定することはできないが，実験室内で岩石をとかすこ
とによって，推定することができる．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(3) 花が咲かない枝は、そのままさし穂に使うことができます。（「覚えたい山野草の
．．．
テクニック」)
(4) 長男が生れ、やっと自分の家を建てることができた。（半村良「秋子の写真」)
(5) ものの二時間余で十数種のキノコを見つけることができた。（朝日新聞 '94.1.27)
(6) 月は，表面では重力が小さいので，大気や水蒸気をとどめておくことができない．
（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(7) 土星より遠い，天王星・海王星・めい王星は肉眼では見ることができない。（坪井
忠二ほか「新理科２分野上」)
(8) 私はこのニュースをどうしても信じることができなかった。（村上陽一郎「科学者
とは何か」)
(9) 長い年月の間に積もり積もった不満が、ここにきて一気に噴き出してきたとみるこ
とができよう。（朝日新聞 '94.10.24)
(10) また、ＣＤの伴奏部分を普通の音量のまま、音声部分だけを小さく再生すること
ができ、カラオケも楽しめる。（朝日新聞 '94.8.30）
(11) また，原子力の発見と開発によって，人間は巨大なエネルギーをわが手におさめ
ることができたが，それとともに，地球上の全人類を破滅させることのできる力をもわが
手ににぎった。（中村元ほか「倫理・社会」)
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(12) 鎌倉幕府は，２度にわたるモンゴル襲来の危機をきりぬけることができたが，幕
府や御家人の負担も大きかった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(13) ハブ空港になることができれば、航空便が集中し、利便性が増す。（朝日新聞 '9
4.8.30)
(14) サラエボで取材した同紙記者に託された手紙を読んだサマランチ会長は深く感動
し、「近くサラエボを訪れることができたら、会って勇気づけたい」と話している。（朝
日新聞 '94.2.15）
(15) 固体では，分子は自由に動きまわることができず，れんがを積み重ねたように規
則正しく並んでいる．（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(16) 結果、コメ備蓄には多大なエネルギーコストがかかり、財政的にもコメ備蓄量を
増やす事が出来ずに、今回の緊急輸入の事態を招くことになったと思われる。（朝日新聞
'94.3.1)
(17) もっと多くの観測がおこなわれ、得られたデータを慎重に解析し、それらが一致
したのちでなければ、天文学者は胸をなでおろすことができそうもない。（野本陽代「宇
宙の果てにせまる」)
(18) シャプレイが天の川の地図を描くことができたのは、この望遠鏡のおかげである。
（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(19) このように、陸上動物のからだの大きさは、その体重を支えることができる筋肉
や骨の力学的な強さによって限界点があり、無限大の大きさをもつことができない。（亀
井節夫「日本に象がいたころ」)
(20) 夫婦のそれぞれが結婚前の自分の姓を名乗ることができる仕組みを、選択的夫婦
別姓制度という。（朝日新聞 '94.7.14)
(21) 学歴以外に価値あるものを発見することができた私は、三年前に比べてひと回り
大きくなったように思う。（朝日新聞 '94.2.6)
(22) このようなときに，ナポレオンが現れ，外国の軍隊を次次に破り，商工業者や土
地をもつことができた農民などの支持をうけて，１８０４年には皇帝の位についた。（鵜
飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
文法
連用中止の形も、疑問や過去・推量の形もとれ、連体修飾でも使われる。否定の形は、
「～ことができない」になる。
ノート
１．現代日本語の可能表現の代表的な形式である。現代語の可能表現としては、「読め
る」「話せる」「書ける」などの可能動詞の表現があるが、「～ことができる」との違いは、
可能動詞が内的能力の点で可能であることをいうのに対して、「～ことができる」は、外
的条件の点で可能であることをいうとする見方がある。つまり「最近は、年のせいか、あ
まり酒が飲めなくなった」という方が、「最近は、年のせいか、あまり酒を飲むことがで
きなくなった」より自然だなどということからもそれがうかがわれるというのである。確
かにそのような傾向がなくはないが、むしろ、現代語では、そうした区別はあまり感じら
れず、「～ことができる」が広く一般に用いられるようになって来ているようである。
２．可能表現のシタ形については、解釈の可能性が二つで出くる。「～ことができた」
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に関しても、例えば「読むことができた」の場合、「読むことを成し遂げた」という解釈
と「読む能力を持っていた」という解釈がありうる。いわば、前者は完了的な読み、後者
は過去時制としての読みと言えるだろう。
関連項目
Ｂ３９「～得る」
参考文献
久野暲（1974）
◇Ｂ１４ ～ことになる
接続
名詞＋「である／であった」に付き、また、用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテ
イタ形を含む）に付くが、詳しくは文法の項参照。
意味・用法
「Ａことになる」の形で、（１）Ａという事柄が実現する成り行きになる、（２）Ａと
いう事実認識や了解・解釈が成り立つ、といった意味を表わす。
用例
(1) このままでは、本学の教育学部は改革の嵐の中で消滅することになる。（作例）
(2) 王子様はシンデレラと結婚することになりました。（作例）
(3) 相談の結果、我々は外で待っていることになり、いままでここでこうしていたのだ。
（作例）
(4) どうせこの店を継ぐことになるお前だ、二十両ぐらいなんとかならねえはずがない
だろう。（作例）
(5) 生体リズムは外界と接触しなければ「二十五時間サイクル」の時計に従おうとする
ので、毎日一時間ずつ後ろにずれていくことになる。（朝日新聞 '94.1.15）
(6) これにより総資産で全米十位の銀行が誕生することになる。（朝日新聞 '94.1.29）
(7) 人口が増加しないとすれば、日本国民１人当たりの社会資本や住宅のストックは急
速に拡大することになります。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(8) そこで、町外れに駐車場をつくってバスを中心部から締め出し、観光客には電車か
船を利用してもらうことになった。（朝日新聞 '94.5.3)
(9) やっと熱がとれ、痛みもおさまって、十三日目に私は退院することになった。（森
村桂「天国にいちばん近い島」)
(10) 奥州ではこののち，後三年の役で義家とむすんだ藤原清衡が平泉を中心に全盛を
きわめ，基衡・秀衡と三代の栄華をむかえることになった．（宝月圭吾ほか「詳説日本史
（再訂版）」)
(11) 大統領はこの日、経済社会情勢に関する演説をすることになっていた。（朝日新
聞 '94.7.17)
(12) 「それがね、ニューカレドニアってね、遠い島へ行くことになったんだげど」（森
村桂「天国にいちばん近い島」)
(13) テレビのドキュメンタリー番組で、スペインの生んだ詩人、ヒメネスについて取
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材することになって、わたしは此の隣町、モゲールに、三日前から来ていた。（岸田今日
子「セニスィエンタの家」)
(14) 一国の黒字があまり大きくなると，他の国国の赤字がそれだけふえることになり，
国際的な経済の均衡がみだされることになる。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(15) 自分の寿命が長いと考えれば、働いて勤労収入のある時期に、それだけ多く貯め
るか、あるいはそれだけ長く働くことになるだろう。（経済企画庁編「平成１０年版国民
生活白書」)
(16) 九七年から、消費税率が五％に引き上げられることになったが、これには異論が
相次いだ。（朝日新聞 '94.10.29)
(17) またカルテが患者の目に必ず触れることになれば、医師のカルテ記載がますます
簡略化する心配もある。（朝日新聞 '94.2.21)
(18) 今の中年世代は、本格的な高齢社会で老後を迎えることになる初めての世代であ
る。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(19) 登山は観光旅行と違い、ちょっとした判断の差で死ぬことになる危険なスポーツ
であることを忘れるような、登山を観光旅行と混同させる業者がいます。（朝日新聞 '94.
8.22)
(20) 体調を崩し、残念ながらホテルで結果を待つことになった家族に、最高の贈り物
ができた。（朝日新聞 '94.2.18）
(21) 牧師館のおじさんとクリスマスを過ごすことになったキャロラインが、怖い家政
婦の目をくぐり、街の子ボビーと内証でネコのお産を助ける。（朝日新聞 '94.12.18）
(22) そこにいたのが、磯村さんじゃないとすると、犯人は高山だったことになる。（作
例）
(23) ネアンデルタール人は、ヨーロッパ・中東にしかいなかったから、彼らは原田尾
人の祖先ではありえないことになる。（河合信和「ネアンデルタール人と現代人」）
(24) いい加減にしておこう。これ以上食い下がっていると、我々の方が悪いことにな
るだろうしな。（作例）
(25) 父親が読み終わるまで、家族は新聞を開いてはいけないことになっているが、新
聞に入っているチラシだけは母親が関に抜いて見てもいいことになっているのだった。（ね
じめ正一「高円寺純情商店街」）
(26) 哺乳類としてのヒト、という観点は、結局、比較解剖学的なヒトのとり扱い、と
いうことになろう。（養老孟司「ヒトの見方」)
(27) つまり、いくら夢にまで見た豪華なウエディングドレスを着たところで、傍らに
最愛の男性がいなければ、アナタはそのドレスを本当に味わったことにならないのです。
（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(28) エントロピーの法則、つまり熱力学の第二法則〔略〕によって不可逆的な無秩序
の増大が物理的に運命づけられているため、閉鎖系のなかで永久運動はありえないという
ことになるわけだ。（中村雄二郎「術語集」）
文法
接続は、（１）の場合、動作的な意味の動詞のスル形・シテイル形ともに受ける。（２）
の場合、動詞については、スル形・シテイル形・シタ形・シテイタ形ともに受ける。形容
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詞については、スル形・シタ形を受ける。形容動詞については、「～デアル／ナ／デアッ
タ」の形を受ける。体言について、「～デアル／デアッタ」の形を受ける。連用中止の形
も、疑問や過去・推量の形もとれ、連体修飾でも使われる。
ノート
１．（２）の意味の場合、例えば「犯人は高山だったということになる」のように「と
いう」を介する形がとれる（更に、「Ｎ＋ダ（／ダッタ）」を受ける形については「ダ」
が落ちて、「…Ｎということになる」という形もとれる）。逆に言えば、「という」を介す
る形をとることで、（２）の意味であることがはっきりすると言える。
２．もっとも、（２）の意味の場合でも、未完了の「スル形」を受ける場合、未完了の
ことについてそうであるとする事実認識や解釈が成り立つとなると、実際にそうなるとい
う推論も生じやすく、（１）の意味と区別しにくくなりがちである。
３．「～ことになっている」とシテイル形がとれるが、基本的に「～ことになっ」た結
果としての物事の進み方や事実認識がそのままになっているという意味になる。また、そ
れが反復的なものと解せられるときは、いつもそうなると決まっている・そういう事実認
識が成り立つといった意味になる。しかし、後者の、いつもそういう事実認識が成り立つ
という（２）の意味の「～ことになっている」は、結局一般論として「～ことになる」と
いう言い方をした場合と、あまり違わない意味になってくる。例えば、「推理小説では、
大抵一番怪しくない人物が真犯人であるということになっている」は、「推理小説では、
大抵一番怪しくない人物が真犯人であるということになる」としても、ほぼ同じ意味と解
せられるだろう。
４．また、「～ことになる・なっている」に対しては、「～ことに（は）ならない・な
っていない」という否定の形が考えられる。（１）（２）いずれの意味の否定にもなる。
関連項目
Ｂ１１「～ことだ」，Ｂ１５「～ことにする」
◇Ｂ１５ ～ことにする
接続
名詞＋「である／であった」に付き、また、用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテ
イタ形を含む）に付くが、詳しくは文法の項参照。
意味・用法
「Ａことにする」で、（１）あることを行うことに決める、（２）事実はＡということ
だとの立場をとる・想定にする、という意味を表わす。
用例
(1) 電子レンジを買い替えることにした。（作例）
(2) しばらくは、外国へでも行って、ゆっくり過ごすことにしろ。（作例）
(3) 朝は、黒砂糖を食べることにしている。（作例）
(4) ダイエットのために食べないことにしたカツカレーが、ふと無性に食べたくなった。
（作例）
(5) 力のはたらき方を表すのに矢印を用い，矢の長さで力の大きさを，矢の向きで力の
- 199 -
４ 第二部 助動詞的複合辞
向きを示すことにする。（坪井忠二ほか「新理科１分野上」)
(6) そこで、日本の子供たちがどのくらい家事を手伝っているかをみてみることにする。
（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(7) 私は、電話は極力使わないことにしている。（朝日新聞 '94.1.18）
(8) 私は疲れたので、もう寝てしまうことにした。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(9) 私はいろいろ悩んだのですが、思いきって東京に帰ることにしました。（阿部謹也
「自分のなかに歴史をよむ」)
(10) 文部省は眼鏡をかけている子の裸眼視力検査を省略することにしたという。（朝
日新聞 '94.4.26)
(11) 「直観的判断」については、いろいろむずかしい問題がかかわってきますので、
あとの章でとりあげることにしたいと思います。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(12) 消費者団体の中には「結果的には使ってよいことになる農薬を決めるのではなく、
原則的に使わないことにしてほしい」との主張が根強いが、同省は「今後も指定農薬を増
やすことで検査の網の目を細かくしたい」と説明する。（朝日新聞 '94.2.17）
(13) 今はとりあえず新横綱誕生を祝福し、来場所の雄姿を待つことにしよう。（朝日
新聞 '94.11.24)
(14) 丈一「ジョーか！ それいいな。おれのこと、ジョーって呼ぶことにしな。明日
のジョーみたいでいいじゃんか」（君塚良一「グッドニュース」)
(15) 警察庁は十日、バイク（原動機付き自転車）やオートバイなど二輪車の運転免許
制度を全面的に見直すことにし、その検討に入った。（朝日新聞 '94.6.11)
(16) 正解は少しあとに述べることにして、さきに比喩についてもうちょっと議論をし
ておきましょう。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(17) そこのドイツ語夏季講習を受けることにしたが、通うには遠すぎる。（朝日新聞
'94.10.27)
(18) 新食糧法は制度上も自主流通米を中心にすえることにしたから、組織もスリムに
しようというわけだ。（朝日新聞 '94.12.18)
(19) 例えば、最初の二ケタを都道府県番号、次の二ケタを市区町村、その次の三ケタ
を丁目まで細分化することにすれば実にわかりやすく、覚えやすい。（朝日新聞 '94.12.
24)
(20) 入荷したコメを、申し込んだ人数で割ることにした結果、三月は一世帯四キロず
つになった。（朝日新聞 '94.3.10）
(21) 高木氏は在任七年で辞めることにした理由として、「前社長も七年だった」こと
を挙げている。（朝日新聞 '94.5.19）
(22) わたしは、何も見なかったことにしよう。後はよろしく頼む。（作例）
(23) セットでは、玄関は、普通より大きいことにしますか。（作例）
(24) シスターも退屈らしいから、君、お父さんが牧師であったことにして、彼女の世
間話に付き合ってやってくれ。（作例）
(25) わたしも、Ｅメールが使えることにしてはいるが、ほんとは、機械オンチなんだ。
(26) 大五郎「とにかく俺は聞かなかった事にするからな。この問題はお前らだけで解
決しろ」（坂東賢治「新・俺たちの旅」)
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(27) どうしても休まなくてはならないときは、叔父や叔母が死んだことにした。（朝
日新聞 '94.11.13)
(28) 良美「この事件は、誤解だったことにしない？」（寺田敏雄「24時間だけの嘘」)
(29) 〔前略〕アサヒビールは、今年一月から地方メディアへの広告出稿の内容、タイ
ミングは七十九の支店、支社で決めることにさせた。（朝日新聞 '94.11.8)
文法
接続は、（１）の場合、動作的な動詞のスル形を受ける。（２）の場合、動詞について
は、スル形・テイル形・シタ形ともに受ける。形容詞については、スル形・シタ形を受け
る。形容動詞については、「～デアル／ナ／デアッタ」の形を受ける。体言について、「～
デアル／デアッタ」の形を受ける。いずれの場合も、連用中止の形も、疑問、意志、希望、
命令や過去・推量の形もとれ、連体修飾でも使われる。
ノート
１．（１）の意味の場合のみ、「～ということにする」と「という」を介する形がとれ
る。逆に言えば、「という」を介する形をとることで、（２）の意味であるということが
はっきりすると言える。「そこへ行くことにした」という場合は、そう意志決定したとも、
そういう建前でいるようにしたともとれるが、「そこへ行くということにした」と、後者
の読みに決まってくる。
２．「～ことにしている」とテイル形がとれるが、基本的に「～ことにし」た結果の意
志決定や立場の取り方が継続している意味になる。また、それが反復的なものと解せられ
るときは、いつもそうすると決めている・そういう立場を取っているといった意味になり、
いつもそうすると決めているということから、更に、それをいつも実行していると読まれ
ることにもなる。それ故、「～ことにしている」は、しばしば習慣を表わすなどとされる
のである。
３．また、「～ことにする・している」に対しては、「～ことに（は）しない・してい
ない」という否定の形が考えられるが、否定の言い方ができるのは、やはり（２）の意味
の場合のみである。「東京に行くことにはしていない」といえば、建前としてそのような
ことを言ったりはしていないなどといった意味にしかならないだろう。
関連項目
Ｂ１１「～ことだ」，Ｂ１４「～ことになる」
副助詞複合系
◇Ｂ１６ ～までだ・～までのことだ
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く連体形に付くが、詳し
くは文法の項参照。
意味・用法
（１）「Ａスルまでだ／Ａスルまでのことだ」の形で、問題の物事に対してはＡすると
いうことが対処として用意されているということを指摘して述べる。しばしば、Ａするこ
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とで問題の物事に対しては十分だ、問題の物事は片づくという気持ちを伴うことが多い。
（２）「Ａシタまでだ／Ａシタまでのことだ」の形で、あくまでＡ以上の意図・意味の
あるものではないという意味を表わす。
用例
(1) もしも、言うことを聞かなかったら、腕力に物をいわすまでだ。（作例）
(2) 来ないというのなら、こちらが乗り込むまでのことだ。（作例）
(3) では仕方がない。先生がお会いくださるというまで、ここで待っているまでのこと
だ。（作例）
(4) あくまで仮定の話を言ったまでのことで、他意はない。（作例）
(5) なに、ちょっとからかってみたまでよ。（作例）
(6) プロ歌手は、なによりも自らの声で何かを表現しようとしているはずである。聞き
手としては、歌詞の字幕など必要はない。耳をとぎすませて歌手の声を受けとめるまでだ。
（朝日新聞 '94.3.6）
文法
（１）の意味では、意志的な行為を表わす動詞のスル形・テイル形を受ける。（２）の
意味では、一般に意志的な行為を表わす動詞のシタ形・テイタ形を受ける。言い切りで用
いられることがふつうで、「～までで／までのことで」のような連用中止形もとれなくは
ない（もっとも、（１）の意味では稀だろう）。過去・推量の形もとれるが、否定にはな
らない。また、連体修飾では用いられない。
ノート
１．（１）の意味の用法については、類義的な言い方として「～だけだ／だ けのこと
だ」が考えられる。例えば、例文(1)は「もしも、言うことを聞かなかったら、腕力にも
のをいわすだけだ」としても、ほぼ同義である。しかし、「～だけだ／だけのことだ」は、
「～スル・～ニナル以外のことはない」といった広い意味を基本とするもので、そこから
「そうすることで十分だ」との意味が派生してくるので「～までだ／までのことだ」に近
づくが、それにとどまらず、より広い用法で用いられる。例えば、「何があっても彼を信
じるだけだ／だけのことだ」「あとは、返事を待つだけだ」といった用法では、「～だけ
だ／だけのことだ」は「～までだ／までのことだ」には書き直せない。
２．「～までだ／までのことだ」という述部に対しては、「～は」という主語は立てら
れない。主語が立つのは、例文(2)のような総記（“問題となるもののうち～の方が”と
いう含みが出る用法）の「～が」の場合に限られる。
３．（２）の意味の用法については、類義的な言い方として「～に過ぎない」が考えら
れるが、この言い方は、基本的に「物事はそれ以上のものではない」という判断を述べる
もので、意志的な動詞にとどまらず無意志的な動詞も受けることができ、例えば、「ちょ
っと余震が来たに過ぎない」などということが可能である。その点で、意志的な行為の行
為意図がこれこれの程度だと説明する「～までだ／までのことだ」とはっきり異なってい
る（「ちょっと余震が来たまでのことだ」は不自然である）。
関連項目
Ｂ１７「～までもない・～までのこともない」，Ｂ２５「～に過ぎない」
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◇Ｂ１７ ～までもない・～までのこともない
接続
動詞のスル形に付く（シテイル形も不可ではなかろうが、スル形にするのが自然であ
る）。
意味・用法
必要を満たすために、そのレベルまでの行為を行わないでも（あるいは、出来事が起こ
らないでも）十分であるという意味を表わす。
用例
(1) そんなことは、いちいち報告するまでもないよ。（作例）
(2) わざわざ手紙を書くまでもない。電話で十分さ。（作例）
(3) 台風が来るまでのこともないさ。ちょっとひどい夕立が降れば、もうこの辺りは水
浸しだよ。（作例）
(4) それぐらい調べるまでもなくお見通しだ。（作例）
(5) マスメディアが患者のプライバシーを大切にすべきことは、いうまでもない。（朝
日新聞 '94.2.19)
(6) 無論、日本人であれば辞書にあたるまでもない。（朝日新聞 '94.7.31）
(7) 客は待っているはずですから、こちらから呼びにいくまでもないと思っていたので
すが、玄関からは誰も出てくる気配がありません。（三浦哲郎「お菊」)
(8) 足の跡も残っていたので、ビデオで確認するまでもなかった」と説明した。（朝日
新聞 '94.1.13）
(9) 病院へ行くまでもなく、あめなど甘い菓子類を与えると症状が治まる場合もよくあ
ります。（朝日新聞 '94.8.7)
(10) サッチャーやレーガンの例を見るまでもなく、長く政権を維持することで国際的
な発言力も強まる。（朝日新聞 '94.4.9)
(11) 郵政省に指摘されるまでもなく、これは自ら反省すべきことがらだ。（朝日新聞
'94.4.13)
(12) ありきたりの物語が、凡庸な語り口で描かれた映画なら、ここで紹介するまでも
ないことである。（朝日新聞 '94.12.16)
(13) しかし、こうした国々では、患者の知る権利は議論するまでもない前提だ。（朝
日新聞 '94.6.17)
(14) 核兵器の脅威はいまさら申すまでもない。（朝日新聞 '94.6.15)
(15) なぜなら、途上諸国の国づくり・人づくりを支援する国が多ければ多いほど良い
ことは論ずるまでもないからだ。（朝日新聞 '94.9.2)
(16) 住宅需要は、いうまでもなく、人口の増減の影響を飾る。（経済企画庁編「平成
１０年版国民生活白書」)
(17) 日本人からみれば、そんなことは他国からいわれるまでもなく、自明のことであ
る。（朝日新聞 '94.7.7)
(18) お祭り好きを喜ばせるように出来ているのはいうまでもなかろう。（朝日新聞 '9
4.9.9)
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(19) 「作家としての漱石」論が中核をなすことはいうまでもないだろう。（朝日新聞
'94.1.9)
(20) もちろん、言うまでもないが、そのような成文化された倫理規定などあるわけで
はない。（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(21) 事故の悲惨さはいうまでもないが、悲劇の教訓に学んで、空の安全技術が築かれ
てきたこともまたひとつの現実だ。（朝日新聞 '94.5.2)
文法
「～まで（のこと）もなかった」と過去の形でも用いられ、連体修飾の形や「…なけれ
ば」といった条件の形はとれる。連用中止の形で用いると、並列・列記といった関係でな
く、条件規定的な係り方になる。
ノート
１．類義的な表現として、「～する必要がない」が考えられるが、こちらが 単にそう
することは無用のことだとするのに対し、「～するまでもない」の類は、当該の必要を満
たすためにそこまでしないでよいという含みの言い方である。従って、“当該の必要を満
たす”ということが特に意識されない場合は、用いにくい。例えば「あんな奴に会う必要
はない」とはいえても、特別の文脈なしに「あんな奴に会うまで（のこと）もない」とい
うのは、不自然である。
２．何らかの行為がなされる・出来事が起こる必要を云々する言い方である。従って、
動詞であっても状態を表すものとは結びつかない。
３．「言うまでもない」の場合、結びつきがいっそう強まり「自明のことだ」「もちろ
んだ」といった意味を表す一語の単語に近づいていると感じられる。
４．例(3)のように、出来事が起こることの必要を云々する言い方も確かにできるが、
こうした言い方は、かなり制約のあるものらしい。たとえば、「宝くじが当たるまでもな
い。今の貯金で十分やれる」というような言い方は、不自然と言ってよかろう（恐らく、
具体的な何かを引き起こすという因果関係がはっきりしていなければ、この種の言い方は
不自然になるものと見られる）。
◇Ｂ１８ ～ばかりだ
接続
動詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付くが、詳しくは文法の項
参照。
意味・用法
（１）ある動作がなされた・ある出来事が引き起こされてから、時間がほとんど経って
いない時点であるということを示す。（２）ある動作しか行わない・ある出来事しか起こ
らないということを示す。
用例
(1) たった今、東京から帰ったばかりだ。（作例）
(2) 晩飯を食ったばかりで、何をするのも億劫だった。（作例）
(3) さっき研究室で会ったばかりの阿部君が、どうしてここにいるの。（作例）
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(4) 国内では、凶作によるコメ不足騒ぎが一段落したばかりだ。（朝日新聞 '94.4.15)
(5) 親会社の勧めもあって昨年、新工場を近くに建てたばかりだ。（朝日新聞 '94.10.
19)
(6) 「またこれか……と思った。昨夜ボクは、まったく同じ事を両親から言われたばか
りだった」（吉田紀子「卒業旅行」)
(7) 宇宙の歴史をたどり、ルーツを探す私たちの旅はまだはじまったばかりである。（野
本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(8) どんなにキレイなドレスを着ていても昨日飼っていた子犬が死んだばかりだった
ら、やはり手放しで笑みを浮かべるわけにはいきません。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(9) 各社の夏のキャンペーンは終わったばかりだが、文庫売り場の陣取り合戦はこれか
らなお激しさを増しそうだ。（朝日新聞 '94.9.4)
(10) このとき、かれはミュンヘン大学を卒業したばかりで、二七歳の若さであった。
（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(11) その一つは、ちょうど五年前に私に市民権を与えてくれたばかりだった国、すな
わちアメリカ合衆国は一体何ができるか、という点についての冷めた感覚であり、もう一
つは科学がどの方向に進みつつあるかを知った上での嘔吐を催すほどの恐れであった。（村
上陽一郎「科学者とは何か」)
(12) たい積したばかりの地層は，粒子間に水が含まれて軟弱であるが，上にたい積し
た地層の重さによって，しだいに圧縮される．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(13) 菜穂子は、やきもきするばかりで、どうしていいか分からなかった。（作例）
(14) こんなことをしていても、時間が経つばかりだ。（作例）
(15) 善行は、文句を言っているばかりで、協力はしてくれないさ。（作例）
(16) 平気で失敗を繰り返すばかりの人に、何が言えますか。（作例）
(17) あとは、経理に回すばかりだ。（作例）
(18) 問題が山積しているこの時期に、分裂騒ぎなど起こせば、期待どころかひんしゅ
くを買うばかりだ。（朝日新聞 '94.11.16)
(19) エリートコースだそうだが、並のサラリーマンならストレスがたまるばかりだろ
う。（朝日新聞 '94.7.29)
(20) 諸藩の財政も，早くから苦しくなり，都市の大商人から金をかりて，一時をしの
いでいたが，借金はふえるばかりであった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(21) 三人の息子たちを失った祖母は墓に出かけては泣くばかりでした。（朝日新聞 '9
4.9.26)
(22) それどころか、痒いエリアは広がってゆくばかりで、よくよく見ると皮フの下に
小さな水庖が多数結集している。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(23) が、首相との溝が深まるばかりだった武村氏にとって、いつかこの日が来ること
は織り込み済みだった気配もある。（朝日新聞 '94.4.9)
(24) 古都のたたずまいを守ろうとする側は、開発側を破壊者であるといわんばかりだ。
（朝日新聞 '94.3.16)
(25) 今や林家の台所は、ヤシの実が、棚といわず床といわず、あふれ出んばかりであ
る。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
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文法
（１）の用法では、基本的に動詞のシタ形を受ける。連用中止の形や連体修飾の形はと
れるが、この形式自体を否定にすることはできない（「～したばかりでない」とすると意
味が違ってくる）。（２）の用法では、基本的に用言の連体形（テイル形を含む）を受け
る。やはり、連用中止の形や連体修飾の形はとれるが、この形式自体を否定にすることは
できない（「～する／しているばかりでない」とすると意味が違ってくる）。
ノート
１．「～するばかりだ」の形では、“～するのが残っている・～しさえすればいい”と
いった意味になることもあるが、基本的にこうした場合、“あとは”のような、「～する
ばかりだ」に対する主語と見なされる語句が出てくるから、まだ文末形式的な複合辞にな
りきっていないと考えるべきだろう。
２．（１）の用法では、受けることができるのは、動作的な意味の動詞で、状態的な意
味の動詞は受けられない。例えば、「彼はそこに来たばかりだった」といえても、「彼は
そこにいたばかりだった」とはいえない。
３．また、（１）の用法の「～したばかりだ」の類義表現としては、「～したところだ」
が考えられる。両者は極めて近い言い方であるが、「～したばかりだ」の方が「～したば
かりの」「～したばかりだった」など連体修飾では、ずっと自然に用いられるようである。
４．（１）の用法では、動作に入ってから間がないのか、動作全体が終了してから間が
ないのかという意味の違いを考える必要がある。例えば「さっき寝たばかりだ」は、どち
らとも解せられ、「さっき寝入ったばかりだ」とも「さっき寝て、起きたばかりだ」とも
とれるが、「さっき雨が降ったばかりだ」は、「さっき雨が降って、止んだばかりだ」と
いうような意味で、「さっき雨が降り出したばかりだ」のような意味にはならない。こう
した相違は、動詞の意味のタイプによって決まってくるとされる。
５．（２）の用法では、「～だけだ」とほぼ同義的に書き換えができる。一見、この用
法の「～ばかりだ」と「～だけだ」とは、互換的のように見えるが、厳密には、「～だけ
だ」は「することは～しかない」という言い方で、「～ばかりだ」は「いくらでも～をす
る」というような意味と思われる。従って、結果として違わないことが多いのでほぼ同義
的な言い換えになるのがふつうだが、上記のずれが表立つような場合には、書き換え不可
になる。例えば「そんなことをしても、せいぜいケガするだけだ」は、「そんなことをし
ても、せいぜいケガするばかりだ」とは言えない。何度もケガをするわけではないからで
ある。
６．なお、例文(23)(24)のように古典語の仮定・婉曲の助動詞「ン」を伴う形に由来す
るなどとされる「～センばかりだ」という言い方で、「ほとんど～したも同様の有り様だ」
という意味を表す言い方もある。この場合は、「～センバカリノ」「～センバカリニ」と
連体修飾・連用修飾の形もとれ、「～センバカリデ」と連用中止もとれる。これは「ンバ
カリだ」でひとまとまりの複合助辞とみるのがよいと思われ、この項の「バカリダ」とは
厳密には別のものとして扱うべきだろうが、ここで参考までに挙げておく。
関連項目
Ｂ４「～ところだ」
参考文献
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森山卓郎（1984）
～ニ系
◇Ｂ１９ ～に決まっている
接続
動詞・形容詞のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。また、形容
動詞・名詞の「～デアル／デアッタ」の形に付くか、語幹もしくは名詞に直接付く。
意味・用法
「Ａにきまっている」で、何らかの事柄・考えを念頭に置いて、そうである以上、Ａ以
外の可能性はないとの主張を述べる。
用例
(1) こういう連中は、運転中にだって居眠りするに決まっているのだ。（土屋賢一「哲
学者かく笑えり」）
(2) 行かないのかって、何いってんだよ。行くにきまってるだろ。（作例）
(3) すぐに歳出が増大し、五年後には再び「福祉充実のために消費税を一〇％にしたい」
などと言い出すに決まっているのである。（朝日新聞 '94.4.29)
(4) うるせェのがいなくなったって、大喜びするにきまってるんだから」（山田太一「そ
れからの冬」)
(5) こんなことをいうと俳人に叱（しか）られるにきまっているが、それではプロでな
くては良い句が出来ないかというと、全くそうではない。（朝日新聞 '94.7.17)
(6) だれだって言いたいことを率直に言い、玉虫色でない決着をしたいに決まっている。
（朝日新聞 '94.2.19)
(7) 空気の悪い都会のマンモス校よりも、過疎の村の小学校の方がずっといいに決まっ
ています。（朝日新聞 '94.1.17)
(8) 暗譜で怪しげに弾くよりも楽譜を見てちゃんと弾いた方がよほど良いに決まってい
るし、そもそもただ覚え込むことが本当に音楽的能力であるのかも疑問である。（朝日新
聞 '94.10.16)
(9) Ａ ところで桑田は第５戦で１６７球も投げたけど大丈夫かな。Ｃ 二十七日の試
合で「交代するか」と言われて、「完投します」と答えている。第７戦も投げますという
桑田の意思表示だよ。本当なら、完投させずに余力を残す形を作った方がいいに決まって
るけど、監督もそれを認めた。（朝日新聞 '94.10.29)
(10) あいつがやったに決まってる。（作例）
(11) 初めからうそだったに決まっている、と考える人もいるだろう（朝日新聞 '94.3.
15)
(12) 加納「誰にも気づかれないで外に出るなんて無理に決まってる」（寺田敏雄「24
時間だけの嘘」)
(13) 「道端で声をかけられたなんて、ウソに決まっている。（朝日新聞 '94.10.29)
(14) 丈一「無理に決まってるでしょ。今の世の中、おれみたいのに金貸してくれる人
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なんかいませんよ。知ってるでしょ、今は不況で」（君塚良一「グッドニュース」)
文法
「きまっている」は、言い切りで使われるのが一般で、「～にきまっていて」というよ
うな中止形や連体修飾では、使えなくはないもののかなりぎこちない。「～に決まってい
た」と過去の形はとれる。（なお、Ｂ２４「にちがいない」のノートもあわせて参照）
ノート
それ以外の可能性はないという主張の言い方なので、言い切りで使われるのが普通であ
る。物事を理を推して考えていくというより、何らかの考えから、それ以外にないと主張
する言い方なので、しばしば主観的で決めつけるような言い方にもなる。実際、「別に証
拠はないが、あいつがやったに決まってるよ」という強引な言い方はできても「別に証拠
はないが、あいつがやったにちがいないよ」というのは幾分不自然である（でなければ、
「証拠はない」といいながら、何らかの根拠となることがあると感じられる）。「～にち
がいない」の方は、物事を理を推して考えてそうである可能性が高いという言い方だから
である。
関連項目
Ｂ２３「～にちがいない」
◇Ｂ２０ ～に限る
接続
名詞に付く。また、動詞・形容詞のスル形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
「ＡはＢに限る」で、ＡについてはＢが一番だという意味をあらわす。
用例
(1) 犬はビーグル犬に限る。（作例）
(2) 冬は鍋に限る。（作例）
(3) 「良いじゃん別に。そういう時は卓球に限るよ。どお？ 俺たちと清々しい汗でも
かいてみない？」（坂東賢治「新・俺たちの旅」)
(4) 織り台に向かうのは、神経を集中できる夜に限る。（朝日新聞 '94.5.21)
(5) そういうわけで、ひとり暮らしの３０歳すぎた男は手料理でオトすに限りますよ。
（永尾カルビ「体育会系恋愛論」）
(6) 冬は南国へ行くに限る。（作例）
(7) こうなると、国民は一日も早く細川さんに見切りをつけるに限る。（朝日新聞 '94.
3.3)
(8) もちろん女は美しいに限る。（山口洋子「愛されかた知っていますか」）
(9) 日本酒は冷やに限る」。（朝日新聞 '94.11.29)
(10) 結局あぶないものには近づかないに限る、ということになってしまうんですよ。
（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(11) 目の不自由な方にとって発車ベルの音は必要だとしても、毎日聞かされるものは、
やはり単純なものに限る。（朝日新聞 '94.2.13)
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文法
「～に限る」といいきりで用い、連用中止や過去の形（「～に限った」）は用いられな
い。連体修飾の形は、とれなくはないかもしれないが、稀であろう。否定の形も用いられ
ず、「～に限らない」とすると、“～以外にもある”という意味をあらわし、ここで扱う
形式とは別の表現と見るべきものになる（ちなみに、この場合は「～に決して限らない」
などと副詞を挿入して述語を修飾できるから、「限らない」にはかなり実質的意味が残っ
ていて、「～に」との固定度も低く、複合辞と扱わないほうがよいようである）。
ノート
１．動詞・形容詞の基本形（スル形）に接続するが、これらも、「南国へ行く、冬はそ
れに限る」のように代名詞で受け直すことができるから、名詞相当のものとして使われて
いるものと考えられる。
２．「ＡはＢに限る」で、ＡはＢが一番だという言い方だが、どういう意味で「一番」
なのかは、文脈に委ねられる。その点、いわゆるウナギ文の「ＡハＢダ」が、ＡとＢとが
関係付けられることを述べるだけで、具体的どのような関係かは文脈に委ねられることと
通じるものがある。実際、例(1)(2)のようにＢに名詞を受ける場合、いずれも「犬はビー
グル犬だ」「冬は鍋だ」といわゆるウナギ文的に書き直しても、同様の意味の表現になる。
「に限る」は助動詞「だ」のヴァリエーション的な形式になっていて、ウナギ文のうちの
特定の意味タイプのものを明示的に表現するために用いられると言えるかもしれない。
◇Ｂ２１ ～にとどまらない
接続
名詞あるいは用言のスル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａにとどまらない」の形で、Ａという行為・事実・有り様だけでなく、それを超える
ものがあるという話し手の見方を示す。基本的に、“ＡはＢにとどまらない”で、ＡはＢ
だけでなく、それ以上のものがあるという言い方である。
用例
(1) 検校の悪行は、それにとどまらない。（作例）
(2) 悲報は、東部戦線での大敗にとどまらなかった（作例）
(3) これは、もはや個人の責任にとどまらない問題だ。（作例）
(4) 裁判所と特許庁の判断の行き違いは、この一例にとどまらない。（朝日新聞 '94.1
1.28)
(5) 有料老人ホームへの関心は決して一部の高齢者にとどまらない。（朝日新聞 '94.9.
30)
(6) オーストリアの領土をめぐるオーストリア・プロイセンの戦争は，たんに２国だけ
の戦争にとどまらず，全ヨーロッパ的な戦争となった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(7) 〔吉行淳之介氏の〕最期をみとった宮城まり子さんとは、「ねむの木学園」の理事
を務めるなど、恋愛にとどまらないパートナーだった。（朝日新聞 '94.7.27)
(8) 「東京に本格的な国際音楽フェスティバルを」との狙いでスタートした〈東京の夏〉
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音楽祭（アリオン音楽財団、朝日新聞社主催）が今年で十周年を迎える。地域や時代で切
り取った新鮮なテーマで、クラシックにとどまらない新しい音楽の聴き方を提案してきた
ユニークなイベントだ。（朝日新聞 '94.6.14)
(9) アルツハイマー病にはまだ有効な治療法がなく、医療費に比べ、看護費用の方が圧
倒的に多いのが特徴。米国では、老人保健施設に入ると年間四万ドル必要だが、在宅看護
でも年間二万ドルかかる。在宅の場合、肉親が看護することが多いため、負担は経済面だ
けにとどまらない。（朝日新聞 '94.8.22)
(10) 原発事故の影響が一国だけにとどまらないことを知らされたのは、一九八六年の
チェルノブイリ事故（現ウクライナ）だった。（朝日新聞 '94.6.20)
(11) もはやヴィラ・ロボスは、一ブラジルの作曲家であるにとどまらず、世界的な存
在というべきであろう。（作例）
(12) しかしこの問題は、夫婦間の問題であるにとどまらず、子どもの利益や福祉にと
ってどうかという側面からも考える必要がある。（朝日新聞 '94.7.13)
(13) それは第二次大戦後のヤルタ体制を崩壊させたにとどまらず、チェコスロバキア
やユーゴスラビアの解体に示されるように第一次大戦後のベルサイユ体制の遺制をも突き
崩しつつある。（朝日新聞 '94.7.12)
文法
接続は、名詞については、直接受けるか、「～デアル／デアッタにとどまらない」とな
る。動詞・形容詞・形容動詞については、スル形・シタ形（形容動詞は“～デアル"の形
・“～デアッタ”の形）ともに受けるが、これらも、実質的には“スルこと”“シタこと
”のような名詞相当の表現として理解されるものである（なお、）あわせて、Ｂ２５「に
ほかならない」のノート１も参照）。「とどまらない」は、言い切りでも、「とどまらず」
のような中止形でも、また連体修飾でも用いられ、「とどまらなかった」のように過去形
もとれる。
ノート
「～に過ぎない」と対照的に見えるが、「～にとどまらない」は、事柄の評価というよ
り、むしろ、それ以上のものがあるという事実をいうことに重点があるようである。それ
だけ、具体的な意味が強く辞化が進んでいないといえる。そのことと相応じて、「～に必
ずしも／決してとどまらない」のように「～に」と「とどまらない」の間に副詞が挿入で
きる。
関連項目
Ｂ２５「～に過ぎない」
◇Ｂ２２ ～に足りない
接続
動詞のスル形に付く。
意味・用法
「Ａするに足りない」で、「Ａするだけの価値がない」という意味を表わす。
用例
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(1) 「ジンギスカン＝義経説」などということを大まじめに唱える輩もあるが、歴史学
とはどういうものかを弁えない独りよがりの主張であって、まともに論ずるに足りないも
のである。（作例）
(2) そのような提案は、本委員会で検討するに足りないことである。（作例）
(3) その意味で社会党は自民党に吸収されていくわけであるから、政策転換自体は不可
避であって、問題とするに足りないともいえる。（朝日新聞 '94.8.10)
(4) 特にＭＲＳＡは健康な人にも検出される常在菌で、手洗いなどを励行すれば恐れる
に足りない弱い菌といわれる。（朝日新聞 '94.6.29)
(5) 自民・さきがけはもともと同根だろうから怪しむに足りないが、自民・社会には越
えることの出来ない政策の相違がある。（朝日新聞 '94.7.5)
(6) 人口約八百万の神奈川県が定数四、その七割の人口の北海道が定数は二倍の八とい
う逆転現象があっても「違憲の問題が生ずる程度の著しい不平等状態が生じていたとする
に足りない」という判決だ。（朝日新聞 '94.5.3)
(7) 理由の中で岩佐裁判長は「出入国管理法は『日本人の配偶者』の在留資格について、
何の条件もつけておらず、夫婦関係の実体がないから在留が認められないとする法務省の
処分は、裁量権を逸脱している」などとした一審判決を引用、「新たな証拠調べの結果に
よっても、この結論を動かすに足りない」と述べた。（朝日新聞 '94.5.27)
文法
「～するに足りない（／足りぬ）こと・ものだ」というような言い方で用いられること
が多い。なお、「～するに足らぬ」という形も有り得る。
ノート
一般的には、「論ずる・言う・批判する」といった“問題にする”意の動詞としか結び
つかないようである。例えば、「会うに足りない人だ」「買うに足りない品だ」といった
言い方はできない。もっぱら“問題にする”価値がないことをいう言い方と言える。例文
(5)の「怪しむに足りない」も、こうした用法上の延長上にあると思われるが、より固定
した言い方で、「怪しむ価値がない」というより「怪しむ必要がない」といった意味で用
いられる。更に固定化し、もはや一語化したというべき「とるに足りない」（＝つまらな
い）といった語もある。なお、(6)(7)のように裁判の判決文に「～には不十分だ」といっ
た意味で用いられた例が見られるが、一般的でなく「足りない」がなおもともとの実質的
な意味を残した用法かと考えられる。
◇Ｂ２３ ～にちがいない
接続
動詞・形容詞のスル形・シタ形（動詞については、シテイル形・シテイタ形を含む）に
付く。また、形容動詞・名詞の場合、「～デアル／デアッタ」の形に付くか、語幹もしく
は名詞に直接付く。また、「～スル（／シタ）」のにちがいない」と準体助詞を介する形
をとったり、「～から」「～時」などの理由節・時間節に付いたりもする。
意味・用法
「～にちがいない」で、その可能性が非常に高いという推量を述べる。
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用例
(1) 宇宙の歴史を探るうえで、Ｘ線はこれからさらに重要な役割をはたすにちがいない。
（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(2) 現在の「ちょっとかわいくて、歌がまるでへ夕」程度のアイドルは、恥ずかしくて
消え去るにちがいない。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(3) 川合玉堂の作品に接する若い人々はきっと、これが日本画！と驚きの声を発するに
ちがいない。（朝日新聞 '94.1.25)
(4) 米国も内心では、空爆という強硬手段を避けたいに違いない。（朝日新聞 '94.2.1
1)
(5) １球目の変化球を見逃して、自信を持って投げ込んでくるに違いない直球を待つ。
（朝日新聞 '94.9.7)
(6) 子供を犠牲にするなというメッセージが共感を呼んでいるのに違いなく、ダニエル
に父親の理想像を見ているのに相違ない。（朝日新聞 '94.4.8)
(7) 赤羽根氏なら、宇都宮のことは何でも知っているに違いない。（作例）
(8) 被害状況から考えると、かなり大きな地震だったに違いない。（作例）
(9) 女性の幸福は結婚にあるといわれた時代、ものを書くことは大変な重荷だったに違
いない。（朝日新聞 '94.2.22)
(10) 私の「鈍感さ」を悟らせてやろうという有り難い親切心だったに違いない。（村
上陽一郎「科学者とは何か」)
(11) この私たちの常識を古代人や中世人にも押しつけ、古代人や中世人も同じ感じを
もっていたにちがいないと考えがちです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(12) 昔は、日本の風景も今よりずっと広かったに違いない。（朝日新聞 '94.8.24)
(13) しかし、今生きていれば喜んでくれたに違いない母に、「なぜ父親がいないの」「育
てられないなら産まなければ良かったのに」と言葉を投げつけた日のことを思い起こすこ
ともある。（朝日新聞 '94.1.15)
(14) しかも、とても読みやすいのは、問題意識がはっきりしていたからに違いない。
（朝日新聞 '94.10.23)
(15) そんなことが言えるのだから、権威ぶっていたって、あの男も相当な食わせ者に
違いない。（作例）
(16) これは天狗の仕業に違いない。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(17) あの遠い地ひびきは、足を踏み鳴らす音にちがいない。（森村桂「天国にいちば
ん近い島」)
(18) が、それでも書き直したい個所が次々と思い浮かぶのは、まだ作家になりきれて
いない証左にちがいない。（朝日新聞 '94.7.3)
(19) 〔宝くじの一等賞に〕かすめたのも私が持って生まれた運の大小にちがいないだ
ろうと変な悟りを持ってしまったのだ。（朝日新聞 '94.12.18)
(20) あの戦争は、侵略戦争に違いないんです。（朝日新聞 '94.8.12)
(21) どちらかといえば、家で本を読んだり、レコードを聞いていることの好きな彼を、
山登りや深夜の海へ誘い出したり、ぺアの服を着てドライブすることになったのも、彼女
の思いつきの結果にちがいなかった。（夏樹静子「鼓笛隊」)
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(22) この傷からして、下手人は侍、それも、かなりの使い手に相違ない（作例）
(23) いずれも重要な視点にちがいないが、個々には、これまでの各種の答申や提言で
強調されてきたことだ。（朝日新聞 '94.12.27)
(24) 何か恨みがあったに違いないが、浅野は禁じられて遺言を残せなかった。（朝日
新聞 '94.3.14)
(25) 確かに、不愉快な話には違いないが、これで、相手が何を考えているのかよく分
かった。（作例）
文法
「ちがいない」は、言い切りでも、「ちがいなく」のような中止形でも、また連体修飾
でも用いられる。「ちがいなかった」のように過去形もとれる。
ノート
１．「～にちがいない」は、名詞を受ける場合は、一種の繋辞的な形式となる。いわば
「ＡはＢだ」構文を形成する「だ」の指定の意味を強めたヴァリエーションの一つといえ
る。ところで、「ＡはＢだ」構文については、例えば「寒かったから、ヒーターをつけた」
→「ヒーターをつけたのは、寒かったからだ」のような強調の表現がある。「ＡはＢにち
がいない」の場合も、例文(14)に見るとおり、同様の表現が可能である。「ＡはＢだ」構
文では、「彼は東京でＣＤを買った」→「彼がＣＤを買ったのは、東京でだ」など、この
種の強調がかなり自由に行われるが、「ＡはＢにちがいない」構文もこれに準ずるものと
言える（あまり使わないだろうが、「～に決まっている」も同様と思われる）。
２．ほぼ同義的な言い方として、「～に相違ない」という表現が考えられる が、現代
語としては古風な語感があり、今日では普通書き言葉でしか用いられない。
３．類義的な言い方として、「～にきまっている」があるが、「～にちがいない」が、
根拠となる事柄を踏まえるとそうである可能性が高いという推量判断を述べるのに対し、
「～にきまっている」は、何らかの事柄を念頭に置いて、そうである以上コレコレ以外の
可能性はないと主張する言い方である。
４．事実について根拠を踏まえて判断するという点では、「はずだ」も「ちがいない」
と一面で近くなるが、「はずだ」は、基本的に、話し手が知っている知識に拠る以上、理
の当然としてコレコレなのだと思うということをいう言い方である。
５．「～に（は）ちがいないが、…」と前置き的に使われると、推量判断というより「～
であることはもちろんだが・～であることには間違いはないが」と言った断りを述べる言
い方となる。この言い方では「違い（が）ない」との原義がなおいくらか生きているとい
える。そして、こうした言い方の場合、「～に」と「ちがいない」の間に「は」が挿入し
やすくなる。
関連項目
Ｂ２「～はずだ」，Ｂ１９「～に決まっている」
参考文献
野田尚史（1985）
◇Ｂ２４ ～にほかならない
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接続
名詞・名詞節もしくは「～から」「～時」などの理由節・時間節に付く。
意味・用法
「Ａにほかならない」の形で、話題になっているものが、まさしくＡであることを表す。
用例
(1) この数が大きく異なるということは、彼の理論モデルがまちがっている、というこ
とにほかならない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(2) 一九四〇年にソ連に併合されたエストニアにとって、ロシア軍は「占領軍」にほか
ならない。（朝日新聞 '94.9.2)
(3) この上向きの力が浮力にほかならない。（坪井忠二ほか「新理科１分野上」)
(4) こうした動きが出てきたのは、米国の現状に米国民が悩んでいるからにほかならな
い。（朝日新聞 '94.8.31)
(5) 行助がこの仕事に単調さを感じなかったのは、大学で建築学をまなんでいたからに
ほかならない。（立原正秋「冬の旅」）
(6) しかし、良かれ悪しかれ、それは切実な現実社会の反映にほかならない。（朝日新
聞 '94.10.5)
(7) 東京五輪は、敗戦でうちのめされた日本が見事に立ち直り、世界に日本の存在感を
大きく示した証（あかし）にほかならなかった。（朝日新聞 '94.10.9)
(8) 誕生日を祝うということも過去の再現にほかならないでしょう。（阿部謹也「自分
のなかに歴史をよむ」)
(9) 人にモノをあげるという行為は、「あなたと付き合いたい」という意思表示にほか
ならないので、受け取らざるをえません。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(10) その壁とは、戦後の出発点で憲法によって否定されたはずの男女の不平等にほか
ならないが、あるいはこう言った方が分かりやすいかもしれない。（朝日新聞 '94.8.21)
(11) このように考えてみると、輸出の円建て比率を上げるということは、小手先の円
高対策にほかならず、長期的な対策としてはあまり意味がない。（朝日新聞 '94.8.10)
(12) 〔上略〕あやしげな一ふしが聞えて来たのは、この深夜に他のたれが歌うものぞ、
まさしくわたしみずからの唇から洩れて来るひびきにほかならないのだが、〔下略〕（石
川淳「葦手」）
(13) 「黒」という題詠である。恐らく作者は、ひたすら「黒」について想いを凝した
のであろうが、得たものはまさしく彼自身の心に他ならず、題詠の類型を超脱した特色あ
る形を成している点で興味ある歌と思うのであげたのであるが、〔下略〕（小林秀雄「実
朝」）
(14) 他の国民への挑発にほかならない歌詞だ。（朝日新聞 '94.10.21)
(15) 公共事業を食い物にする政・官・業の癒着の中心部分にあるのが、ほかならぬ談
合だった。（朝日新聞 '94.3.9)
文法
過去の形や連用中止の形（「～にほかならず」）、連体修飾の形もとれる。
ノート
１．「～にほかならない」は、一種の繋辞的な形式で、いわば「ＡはＢだ」構文を形成
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する「だ」の指定の意味を強めたヴァリエーションの一つといえる。ところで、「ＡはＢ
だ」構文については、例えば「寒かったから、ヒーターをつけた」→「ヒーターをつけた
のは、寒かったからだ」のような強調の表現がある。「ＡはＢにほかならない」の場合も、
例文(5)にみるとおり、同様の表現が可能である。ただし、「ＡはＢだ」構文では、「彼は
東京でＣＤを買った」→「彼がＣＤを買ったのは東京でだ」など、この種の強調がかなり
自由であるが、「ＡはＢにほかならない」の場合、Ｂにとれるのは、理由や時間規定の節
に限られるようである（また、「ＡはＢにすぎない」「ＡはＢにとどまらない」となると、
理由節しか不可のように思われる）。
２．「ほかならない」の部分が、連体修飾専用の修飾語として用いられ、「ほかならな
い竹下氏」「ほかならぬ研究所の仕事」などと使われることがある。こうした場合、意味
としては、“重要で無視できない”といった意に等しくなる。
◇Ｂ２５ ～に過ぎない
接続
動詞・形容詞のスル形・シタ形（動詞については、シテイル形・シテイタ形を含む）に
付く。また、形容動詞・名詞の場合、「～デアル／デアッタ」の形に付くか、語幹もしく
は名詞に直接付く（なお前項Ｂ２４「にほかならない」のノート１も参照）。
意味・用法
「Ａに過ぎない」の形で、Ａという行為・性質・あり様以上のものではないという話し
手の事実についての評価的見方を表す。
用例
(1) 電子は普通は金属の内部を動きまわるにすぎないが，これは，表面から外に出よう
とすれば電子を引きもどす力がはたらくからである．（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(2) 男の育児が珍しくなくなったとはいえ、これまでは妻の手伝いや、いわれたことを
やっているにすぎない人が多かった。（朝日新聞 '94.12.3)
(3) 別に面倒なことをするのではなく、間に立ってちょっと口を利いてやるに過ぎない。
（作例）
(4) 古畑氏は、実はそれを知っていたふりをしたに過ぎなかった。（作例）
(5) 彼女は、寛容というわけではない。ただ、ちょっと人より気が長いに過ぎず、君の
ことを思いやってのことではないのだ。（作例）
(6) しかも，原子核の大きさ（直径）は，原子の大きさの約１０万分の１にすぎない．
（柴田雄次ほか「化学Ⅰ」)
(7) サウジアラビアは，アラビア半島の大部分を占めるが，砂漠が広大な面積を占め，
耕地は国土の１％未満にすぎない．（青野壽郎ほか「高校新地理Ｂ」)
(8) 批判者に「おまえにそんなことを言う権利はあるのか」と切り返すのは、論点のす
りかえにすぎない。（朝日新聞 '94.5.11)
(9) しかしシラードは当時、コロンビア大学の一介の外国人客員研究員に過ぎなかった。
（村上陽一郎「科学者とは何か」)
(10) しかし現実は、親友の言葉は彼女の、「こう言われたい」（つまり、励ましの言葉
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が欲しい）と思う心の反射鏡に過ぎないのです。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(11) 白書によると、男性の場合、同じ企業で六十歳まで働きつづける割合は、おおむ
ね二割程度にすぎないという。（朝日新聞 '94.7.16)
(12) 人類は死滅して、つぎに来る何者かへバトン・タッチしていくための存在にすぎ
ないのだろうか？（石川喬司「彗星伝説」)
(13) 漢字は意思伝達や表現の道具にすぎないのだから、読めて理解でき、判別できる
形が書ければ十分だと思ってきた。（朝日新聞 '94.12.3)
(14) いつのころからか、私にとってコメは、数ある主食用穀類のうちの一つにすぎな
くなった。（朝日新聞 '94.4.1)
(15) 国連専門機関の一部署にすぎない我々のオフィスでも、年間数千通の手紙が寄せ
られる。（朝日新聞 '94.9.6)
(16) アマチュアバンドのボーカルに過ぎなかった彼女を、レコードデビューまでもっ
ていった。（朝日新聞 '94.5.2)
文法
「過ぎない」は、言い切りでも、「過ぎず」のような中止形でも、また連体修飾でも用
いられる。「過ぎなかった」のように過去形もとれる。
ノート
１．事柄がそれ以上ではないという話し手の評価を言う言い方である。一見価値が低い
ものとして評価するように見えるが、必ずしもそれがよくないことというような意味でば
かり用いられるわけではない。「彼は大学の必修授業の単位を二つ取ったに過ぎない」と
いうと、あまりよくないとしているように見えるが、「彼は大学の必修授業の単位を二つ
落としたに過ぎない」ともいえて、この場合“単位を二つ落とした”ぐらいは気にするほ
ど悪いとも言えないとするような言い方である。つまり、「～に過ぎない」は、本質的に
は価値評価ではなく、事実のレベルをそれ以上でないと評価する言い方なのである。
２．名詞を受ける場合、固有名詞を単に受けることはできない。つまり、「あれは富士
山に過ぎない」のような言い方は不自然である。「～に過ぎない」は、事実のレベルをそ
れ以上で評価する言い方であり、事実のレベル（どのようなあり様か）が分かる言い方が
来なければならない。しかし、固有名詞は、対象を指示するだけで、それがどのような性
質・状態・あり様であるかを示すものではないからである。（ちなみに「あれは富士山と
いう一個の山に過ぎない」と、対象の問題となる側面が分かるようにすると可となる。）
関連項目
Ｂ２１「～にとどまらない」
◇Ｂ２６ ～には及ばない
接続
動詞のスル形（シテイル形を含む）か動作的な意味の名詞に付く。
意味・用法
「Ａには及ばない」の形で、Ａまでする必要はないという意味を表わす。
用例
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(1) 礼を言うには及ばない。（作例）
(2) 心配には及ばない。（作例）
(3) 税金を払っているのだから、施設課の迅速な対応だって、何も感謝するには及ばな
いのだ。（作例）
(4) わざわざ学部長自らがおいで下さるには及びません。（作例）
(5) 「社長はどうぞ家でお休みになっていて下さい。わざわざ出社して来られるには及
ばないでしょう」（赤川次郎「女社長に乾杯！」）
文法
基本的に、言い切りでは「～には及ばない」の形でしか用いられない（「及ばなかった」
の形は、「～には及ばなかったのだ」「～には及ばなかったことだ」などといった形で、
済んでしまった事実を振り返る言い方でなら出てくる）。連体修飾なども、不可ではない
が、まれであろう。
ノート
１．「ＡがＢするには及ばない」のように、「には及ばない」が受ける動詞には主語立
てにくく、敢えて主語を立てると、例(4)のように総記（いろいろある中でも特に）の意
味が出てくる。
２．「必要はない」という言い方と、類義的であるが、「～には及ばない」の場合、そ
こまで（特に人間関係の面で）厄介なこと・負担になることをしなくてもよいと言った含
みがある。従って、そうした含みのないような場合は、「～には及ばない」は使いにくい。
例えば、「私の仕事ではパソコンがあれば、ワープロを買う必要はない」といえても、「私
の仕事ではパソコンがあれば、ワープロを買うには及ばない」というのは（指示を与えて
いるような場面でもなければ）不自然である。
イイ／ワルイ系
◇Ｂ２７ ～ほうがいい
接続
前接語が動詞・形容詞の場合、スル形・シタ形（動詞については、シテイル形・シテイ
タ形を含む）に付く。形容動詞の場合、「～ナ／デアル／デアッタ」の形に付く。名詞の
場合、「ノ／デアル／デアッタ」を伴う形に付く。
意味・用法
「Ａほうがいい」の形で、選択の幅があることを念頭に置いて、Ａがそれ以外よりもよ
いとする話し手のとらえ方を示す。そのような事柄の選択についての判断を述べることか
ら、その判断を相手に持ちかけ示すことで、忠告の用法にもなる。
用例
(1) 酒は、冷やで飲むほうがいい。（作例）
(2) あんまり早くいい目を見るより、年とってからの楽しみをとっておく方がいいかも
しれない。（柴門ふみ「恋愛論」)
(3) 須磨さんは「バイパスを長持ちさせるためには動脈を使う方がいいが、手術は難し
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い。静脈は太くて手術しやすいという利点もある」と話す。（朝日新聞 '94.1.16)
(4) それぞれの国の文化に優劣をつけるべきではないが、質の違い、背景にある文化観
の違いは理解しておく方がいい。（朝日新聞 '94.3.17)
(5) 下手に動くとセンサーに引っ掛かるのが落ちで、じっとしている方がよかった。
(6) やっぱり、夜景は、美しい方がいいな。（作例）
(7) ここに置きます。ちょっと小さいですね、この花瓶。もっと大きかった方がよかっ
たですかねえ。（作例）
(8) 棒寒天は、洗ってすぐに煮てもとけることはとけるが、多少とけ残りがあるので、
やはり３０分ぐらいは水につけてもどしたほうがいい。（「なつかしい手作りおやつ」)
(9) 良吉「領収書、もらっといた方がいいよ。領収書のあて名はねえ……」（大石静「ア
フリカの夜」)
(10) 観客に長いナレーションの抄訳が渡されるが、客席の反応を高めるためにも、日
本語の字幕かイヤホンを用意した方がよかったのではないか。（朝日新聞 '94.1.28)
(11) 三輪子は、薄気味悪そうに塩村の顔をみて、「警察に届けたほうがいいんじゃな
いかしら」（向田邦子「鮒」)
(12) そろそろヘルパーのお世話になったほうがよさそうなお年寄りの姿が多かった。
（朝日新聞 '94.11.15)
(13) また、象はからだの大きいわりに臆病な動物だともいわれているが、これは臆病
というより用心深いといった方がよいらしい。（亀井節夫「日本に象がいたころ」)
(14) 遺族に会葬者の応対をさせずに、じっくり悲しみにひたらせることもあれば、逆
に会葬者とともに故人を語る機会をつくったほうがよい場合もあるだろう。（朝日新聞 '
94.11.21)
(15) 彼とうまくやって行きたいなら、何も隠し事をしない方がいいよ。（作例）
(16) 「今からコメが余る、余ると言わない方がいいのではないか」。（朝日新聞 '94.8.
30)
(17) ただ、あなたのその性格では、早急には結婚しないほうがよいと思います。（柴
門ふみ「恋愛論」)
(18) 世の中には、見ないほうがいい事実もあるんだよ。（作例）
(19) しかし噺（はなし）家と同じで、おもしろい話は語り手がはしゃがない方がいい。
（朝日新聞 '94.7.17)
(20) そんなこといって、私が日本人だったほうがよかったの？（作例）
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、連用中止は不可が
ではないまれである。過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．動詞については、一般に連体形を受ける場合とシタ形を受ける場合とが見られるが、
シタ形を受ける場合の方が、完了的な意味が加わって“ちゃんとやってしまう”というよ
うなニュアンスを帯びるようである。それゆえ、忠告に用いても、「行くほうがいい」よ
り「行ったほうがいい」のほうがやや強い意味合いが感じられる。
２，）動詞以外では、一般にシタ形を用いることはないが、事実と反対のことを述べて、
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「～方がよかった（のに）」のような反事実的な想像の言い方があり、後悔や反省の意味
で用いられるが、この場合には、動詞以外の語・語句（また、否定の「～ない」）でもシ
タ形で「ほうがいい」に接続する（ただし、連体形でもよい）。
３．「私は寝た方がいい」のような一人称の主語をとることは、通常は不可である。「～
ほうがいい」は、話し手が選択の幅のある事柄について選択の結果を述べるものであり、
話し手においてはどう選択すべきかが既に決まっているのに、「～ほうがいい」とコメン
トされる側にあって、これから実際に行為を選択することになるはずの主体がその同じ話
し手では矛盾するということなのであろう。
関連項目
Ｂ２８「～たらいい」，Ｂ３０「～て（も）いい」，Ｂ４０「～ざるを得ない」，Ｂ４１
「～べきだ」，Ｂ４２「～なければならない」，
参考文献
森山卓郎（1997）
◇Ｂ２８ ～たらいい・～といい・～ばいい
接続
「～たらいい」は、用言（及び用言＋否定の助動詞“ない”の連用形（動詞については、
「シテイル」の連用形「シテイ」を含む）に付く。
「～といい」は、用言（及び用言＋否定の助動詞“ない”の終止形（動詞については、
シテイル形を含む）に付く。
「～ばいい」は、用言（及び用言＋否定の助動詞“ない”の仮定形（動詞については、
「シテイル」の仮定形「シテイレ」を含む）に付く。
意味・用法
「Ａしたらいい」等の形で、当該の状況・場面で「Ａ」という事柄の実現が望ましい・
然るべきことであるという話し手のとらえ方を述べる。そこから、行為者自身が実現可能
なことについては、当為（「～するのがしかるべきだ」）の意味、行為者自身では実現不
可能なことについては、願望（「～なることがねがわしい」）の意味になる。また、当面
している問題に関して相手に持ちかけることで、当為の意味から勧めの用法も出てくる。
事実と反対のことをこの言い方でいうことで、後悔というようなニュアンスが出てくる。
用例
(1) 豊かな暮らしがしたいなら、あなたが働けばいいのです。（柴門ふみ「恋愛論」)
(2) 黒みつを作るときは、かたまりのまま水を加え、かきまぜながら煮とかせばいい。
（「なつかしい手作りおやつ」)
(3) 高かったり、サービスが悪かったりすれば、品物やお店を変えればいいことだ。（朝
日新聞 '94.9.23)
(4) 胚のどの部分が，どのような器官になるように予定されているかを知るには，発生
の過程を逆にたどればよいわけである．（石田寿老ほか「生物Ⅰ」)
(5) 安心して皆で悪口を言える「悪役」が必要とされる一方で、人々はだれもが感情移
入できる「涙の物語」を求めていると言ったらいいのか。（朝日新聞 '94.3.15)
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(6) ペアは息があった者どうしで組むと良いので、夫婦一緒に楽しんではいかがか。（朝
日新聞 '94.1.29)
(7) どちらの道を歩んだらいいのか、アドバイスをお願いします。（柴門ふみ「恋愛論」)
(8) ぼくは、こんなとき、どんなアイサツをしたらいいか、わからない。（田中小実昌
「不思議な娘」)
(9) 国の経済力をはかるためには，なにをものさしとすればよいだろうか。（鵜飼信成
ほか「新しい社会［歴史］」)
(10) 必要以上に、自分が先生に向いているなんて言わないこと。これも、心得ておい
てよいポイントの一つだ。（作例）
(11) 一日一回だけ飲めばいい薬だと、患者の七割は全部きちんと飲んでいたが、一日
に三回飲まないといけない薬では、半分くらいしか飲んでいなかった――朝日生命成人病
研究所（東京）が高血圧の通院患者を調べたら、こんな結果が出たという。（朝日新聞 '
94.10.30)
(12) 明日は晴れたらいいね。（作例）
(13) うまく行くといいですが、まだ予断を許しませんな。（作例）
(14) 「上海バンスキング」の中で、ヒロインのまどかが出征する兵士に「戦争も夢だ
ったら良かったのにね」というせりふがあります。（朝日新聞 '94.6.22)
(15) 幸子「それにしたって、ひとこと言ってくれたらいいのに」（山田洋次・高橋正
圀「北の夢」)
(16) 「青木さんが力になって下さるといいんですけどね。（森村桂「天国にいちばん
近い島」)
(17) 確かに裁判は早ければいいというものではない。（朝日新聞 '94.7.19)
(18) 安打は１０回に３回成功すればいいけど、バントは１０回のうち、９回成功させ
なければいけない。（朝日新聞 '94.4.23)
(19) 一刻も早く日が暮れてくれればいいのに、曇り空と灰色の海は、いつまでも闇に
包まれる気配がなかった。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(20) ストレスがたまったときは、温泉に入るといい。（作例）
(21) 子どもが生まれたら、庭の鉢でもかまわないから、木を植えたらいい。（朝日新
聞 '94.10.26)
(22) 先輩の話を聞いて、いいところは率先してまねしたらいい。（朝日新聞 '94.5.5)
(23) 「〔前略〕大昔からクジラを魚と見て利用してきた民族に、牛肉を食べたらいい
じゃないかという言い方はないですよ」（朝日新聞 '94.9.30)
(24) 旅行するなら、社会のルールを少しずつでも教える場にしたら良いのでは。（朝
日新聞 '94.8.8)
(25) 良からぬことをしていそうだ、何をされるか分からないと不気味がる前に、遠く
からでも隣人の暮らしぶりをのぞいてみるといい。（朝日新聞 '94.7.26)
(26) 栽培棚は、高いほど風通しがよく、乾きやすいので、植物の種類によって、高さ
を決めるとよい。（「覚えたい山野草のテクニック」)
(27) まず、芝生の上で練習するといいそうだ。（朝日新聞 '94.7.17)
(28) 男の浮気を解釈するには、「源氏物語」を読めばよい。（柴門ふみ「恋愛論」)
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(29) もし、この事態を打開できる案があるのなら、提案するがよい。（朝日新聞 '94.
3.15)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、連用中止は不可が
ではない稀である。過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．これら三つの表現は、極めて近いもので、用法は基本的に重なってくる。このうち、
「～したらいい」と「～すればいい」とは、ほとんど同義といっていい。これに対して、
「～するといい」と「～すればいい」「～したらいい」とは、微妙に用法が異なるところ
がある。すなわち、「～するといい」が、単に～がよいといえることだというのに対して、
「～すればいい」「～したらいい」は、～すればそれで十分だ・事足りるといった含みが
出てきがちである。それゆえ、「子供を助けたかったら、身代金を払えばいい／払ったら
いい」というのは自然でも、「子供を助けたかったら、身代金を払うとよい」は、特別の
文脈でもなければ、極めて不自然であろう。
２．類義的な言い方として、「～するがいい」という表現もあり、当為の意味では、以
上とほぼ同義的に用いられた。例えば、「すぐに行くがいい」は「すぐに行くといい」等
とほぼ同義といってよいだろう。しかし、この言い方は現代語としては、かなり古風なも
のと感じられ、特別な立場・地位などの者が、ものものしく言い渡すような効果を考えた
場合でもなければ、ふつうは使われない。
関連項目
Ｂ３０「～て（も）いい・～たっていい」，Ｂ２９「～てはいけない」，Ｂ３１「～て
も仕様がない」，Ｂ４１「～べきだ」
参考文献
高梨信乃（1995）
◇Ｂ２９ ～たらいけない・～といけない・～てはいけない
接続
「～たら／てはいけない」は、動詞・形容詞（及び“動詞／形容詞”＋“助動詞／補助
形容詞のナイ”）の連用形（動詞については、「シテイル」の連用形「シテイ」などを含
む）に付く。形容動詞・“名詞＋断定の助動詞”については、「～ダッタラ／～デハイケ
ナイ」の形をとる。
「～といけない」は、用言の終止形（シテイル形を含む）に付く。
意味・用法
「Ａたらいけない」等の形で、当該の状況・場面で「Ａ」という事柄の実現がしかるべ
きことでない・のぞましくないという話し手のとらえ方を述べる。そこから、行為者自身
が実行可能なことについては、なすべきでないという意味、行為者が自力では自由にでき
ないことについては、危惧（「～なることきづかわしい」）の意味になる。また、当面し
ている問題に関して相手に持ちかけることで、為すべきでない意味から禁止の用法も出て
くる。「いけない」は、しはしば「いかん」となる。
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用例
(1) おれも、いつまでも、こんなだらしないことしていたらいけないな。（作例）
(2) このまま忘れて帰るといけないから、持って出ることにするよ。（作例）
(3) 食べてはいけない乾燥剤まで食べてしまったのか。（作例）
(4) 人たるもの、信義をないがしろにしてはならない。（作例）
(5) これ、本当は笑っちゃいけないんですが、人間というものは人の過剰な不幸を笑っ
てしまう。（朝日新聞 '94.5.11)
(6) これらのことは，物質と物質とを反応させる場合，一方の物質の量だけに注目して
はいけないことを示している。（坪井忠二ほか「新理科１分野上」)
(7) そのうえ、誤植かと思って簡単に訂正してしまうと、「わざとまちがえている」の
で直してはいけない場合もあるのですから、問題は単純ではありません。（野崎昭弘「人
工知能はどこまで進むか」)
(8) あらかじめ患者の脳の血管の立体画像を撮影しておき、手術前に患者の頭をこの装
置でのぞくと、傷つけてはいけない血管などが事前に把握できる。（朝日新聞 '94.4.27)
(9) 「そんな浮わついた暮らしを続けていては駄目だ。（半村良「秋子の写真」)
(10) 我々は歴史的な転換の中で、日本が今までと同じことでは駄目だ、変わらなけれ
ばならないと言っている。（朝日新聞 '94.10.15)
(11) 十グラムは、健康人が高血圧にならないために、これ以上摂取してはならない量
だ。（朝日新聞 '94.10.9)
(12) 黒豆というのは、カチ栗みたいに堅くてはいけないが、さればといって、ふやけ
たように柔く煮いてもいけない。（田辺聖子「姥ごよみ」)
(13) なんだって？ アメリカ暮らしが長くてはいけないのかい。（作例）
(14) お侍さん、嘘ついてはいけないな。こっちはすべてお見通しなんだ。（作例）
(15) こら、芝生の上で遊んでは行かんぞ。（作例）
(16) 気を許してはいけない、もう一息だ。（作例）
(17) 犬もいけない猫も駄目、伝書鳩もうちを汚すといけないづくしだったが、鮒を飼
っていけない理由はすぐには考えつかなかった。（向田邦子「鮒」)
(18) そして、見知らぬ人々に、自分が誕生日だからといって祝福を強制してはいけな
い。（柴門ふみ「恋愛論」)
(19) その日は朝から何も食べてはいけない。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(20) 希望していた県立高校に落ちて入ったミッションスクールは、「最悪」。「靴下を
折っちゃいけないだの、アルバイトは厳禁だの、罰則ばっかり。
灰色もいいところでした」（朝日新聞 '94.10.26)
(21) たまたま訪ねてきた息子に、二時間以上続けたら駄目だよと言われ、機械が壊れ
るのかとあわてたら、いや、その前に体がこわれるよ、なんておどかされたこともありま
す。（朝日新聞 '94.5.9)
(22) 座の雰囲気が息苦しくてはいけないと、いろいろ気を配っている（作例）
(23) 後で文句を言われたらいけない。一言断っておきなさい。（作例）
(24) 「足が弱くなったらいけない」と週に一回、五ホール程度のゴルフをしていたが、
今夏は猛暑でお預けとなった。（朝日新聞 '94.9.4)
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(25) 角地に立つわが家の北側、袋小路を見やると、子供たちが雪の滑り台で遊んでい
る。邪魔したらいけない、放っておこうと勝手に決めた。（朝日新聞 '94.2.15)
(26) 電話をしたいのは山々だけれど、そのために、先生に迷惑がかかるといけないと
考え自重した」（佐野洋「無事永眠」)
(27) 王女はガチョウ番をさせられたのですが、家から連れてきた馬のファラダは口が
きけるので、腰元は自分のしたことがばれるといけないと思って、王子に頼んで馬を殺さ
せたのです。（阿部謹也「自分のなかに歴史をよむ」)
(28) 「パニックを起こすといけないから言わなかったけれど」。（朝日新聞 '94.4.10)
(29) 「おぼれてはいけないからと、水泳のできない人を水に入れなかったら、一生泳
げない。〔下略〕」（朝日新聞 '94.11.1)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、連用中止は不可が
ではない稀である。過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．「～したらいい」「～するといい」「～すればいい」と、ちょうど裏返しの判断だと
言える。そして、三つの形式間で意味は重なるところもあるが、「～するといけない」は、
基本的に危惧の意味にしか使われない。また、「～してはいけない」に比べると、方言差
もあるようだが、「～したらいけない」はいささか不安定である。例えば、「こんなとこ
ろで死んではいけない」に比べ、「こんなところで死んだらいけない」はかなり不自然と
思われるが如何か（「こんなところで死んだらあかん」と関西方言的な形をとれば、かな
りよくなると思われる）。
２．「いけない」に代えて、「だめだ」「ならない」などの言い方も用いられる。ただし、
「だめだ」はもっぱら「（～し）たら／てはだめだ」の形で、「ならない」は「（～シ）て
はならない」という結び付きでしか用いられない。また、もちろん「～だめだ」「～なら
ない」といった言い方は、為すべきでないという意味でしか用いられない。
３．「（～し）ては／（～する）といけない」が、“動詞＋否定の助動詞”を受ける「～
しなくてはいけない」「～しないといけない」の形は、義務・必然等を表わす複合辞と同
形になり紛らわしいが、文脈的に文意がはっきりとれれば、使われないわけではない。「陰
になって見えないといけないから、席を移った」のような言い方は、ここでとり上げる危
惧の意味のものといえる。
４．これらの形式でも、当面の事実と反対のことを言うのに用いると、「こんなときに、
嘘をついてはいけなかったな」のように、後悔というようなニュアンスが出てくる。
関連項目
Ｂ２８「～たらいい」，Ｂ３０「～て（も）いい・たっていい」，Ｂ３１「～ても仕様
がない」，Ｂ４１「べきだ」
◇Ｂ３０ ～て（も）いい・～たっていい
接続
前接語が、動詞・形容詞の場合、「動詞・形容詞の連用形（「シテイル」の連用形「シ
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テイ」なども含む）＋テモ／タッテイイ」の形をとる（なお、否定の助動詞の接続につい
ては、「～しないでもいい」の形もある）。形容動詞・名詞の場合、「形容動詞・“名詞＋
断定の助動詞”の連用形（～デ）＋モイイ（もしくは終止形（～ダ）＋ッテイイ）」の形
をとる。「いい」に代えて、「かまわない」「さしつかえない」「けっこうだ」なども用い
られる。
意味・用法
「Ａしてもいい／たっていい」で、基本的には、あり得ると容認できる事柄としてＡと
いうこともあるということを述べる。そこから、相手の側の行為・物事のあり様について、
許可・許容の言い方として用いられたり、自分の側の行為について、申し出の言い方とし
て用いられたりする。また、論理・道理の上での可能性を述べる言い方にもなる。
用例
(1) 夕食は、外で食べてもいいな。（作例）
(2) 別にその日は、急いで帰らなくてもよかった。（作例）
(3) マイクの設備さえあれば、会場は狭くてもいい。（作例）
(4) スタンドの従業員の手を借りず、自分で給油、あとでレジで代金を払う「セルフ化」
の導入も本気で考えてみてもいい。（朝日新聞 '94.6.25)
(5) 風土、気候、文化にあったコメをそれぞれ食べてきたのだから、むりやり日本のコ
メと同じように食べなくてもよい。（朝日新聞 '94.6.11)
(6) 現在の物語なのだろうが、二、三十年前の設定にしてもいいし、「古き、よきアメ
リカ」のころにしても通用する。（朝日新聞 '94.10.17)
(7) ミキサーでなく、泡立て器でまぜてもいいが、卵がなめらかにまざりにくいので、
紅茶こしでこしてから凍らせること。（「なつかしい手作りおやつ」)
(8) 宇宙が膨張・収縮していたっていいではないか。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(9) 聞きかじりですからまちがっているかもしれませんが、一手指すのに何時間かかっ
てもかまわないというぐらいの覚悟でやらせれば、いまコンピュータはチェスではめちゃ
くちゃに強いのです。（野崎昭弘「人工知能はどこまで進むか」)
(10) したがって，イオンの質量も，原子の全体の質量と同じと考えてさしつかえない．
（大塚明郎ほか「標準高等物理Ⅰ」)
(11) 今日は、だいたいの図柄が描き上がったら、帰ってもいいよ。（作例）
(12) おまえさんも、命が惜しくなかったら、断ったっていいんだぜ。（作例）
(13) うそだっていいから、愛してるっていってくれ。（作例）
(14) 腕白でもいい。たくましく育ってほしい。（作例）
(15) 次回は、野外実習なので、各自汚れてもいい服装で集まってください。（作例）
(16) 小さなせいろがない場合は、底が平らなざるを使ってもいい。（「なつかしい手作
りおやつ」)
(17) あさみ「写真、撮ってもいいですか？」（大森美香「美少女Ｈ 十七歳の記録」)
(18) 公一「じゃあこのまま別れてもいいの？」（吉田紀子「卒業旅行」)
(19) 高橋「まったく。そんなんじゃ、また振られ……い、いや、（咳払い）とにかく
……だ。今日のコンパは俺の顔立てて、遅れてもいいから来いよ」（田渕佐奈「あの日の
君にありがとう」)
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(20) 欲しいという人があれば、あげてもいいくらいだ。（朝日新聞 '94.8.3)
(21) テコンドーは拳（こぶし）で突いたり、腰より上はどこをけってもいい格闘技。
（朝日新聞 '94.8.30)
(22) じぶんに不利益な質問には答えなくてもよい黙秘権や，弁護人をたのむ権利があ
る（第３３～３６，３８条）。（鵜飼信成ほか「新しい社会［歴史］」)
(23) 母親がストレス解消のため少しくらいお金を使ったっていいのです。（朝日新聞
'94.3.5)
(24) ＩＷＣの科学者たちが合意した資源管理方式をあてはめれば、南極海のミンクク
ジラは、年間二千頭ほど捕獲しても差し支えないという結論が出ている。
(25) 二十人以上の父母が応じ、「約束を破ったときは、きつくしかっても結構です」
などと、教諭に一切の指導を任せる趣旨の文書を出した。（朝日新聞 '94.12.19)
(26) もうそろそろ戻って来てもいいんだがね。（作例）
(27) さんざん心配かけたんだ。ごめんなさいの一言ぐらい言ったっていいんじゃない
か。（作例）
(28) もうみんなそこそこ金持ちでそこそこリッチなのだから、つまらない見栄なんか
捨ててもいいのではないかと思う。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(29) 本当は福祉が整っていれば入院しなくてもいい人が病院に残され、重症で介護の
必要な人が追い出される。（朝日新聞 '94.7.27)
(30) この川でなら、ぼくだって、水上生活者になったっていいですよ。（伊藤桂一「羊
蹄甲の花の蔭」)
(31) 次回の議長は、私がやってもいい。（作例）
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、連用中止は不可が
ではない稀である。過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．「行ってもいいし、行かなくてもいい」「行ったっていいし、行かなくったってい
い」と、相反することを並列して、同列の選択項として言えることでもわかるように、「～
してもいい／たっていい」は、「～」という事柄を、他に比べてこれこそよしとしたりダ
メとしたりするような価値づけはしないで、一つの選択肢としてただ提示する言い方であ
る。
２．「～しても（／たって）かまわない」「～しても（／たって）さしつかえない」「～
しても（／たって）けっこうだ」のような形も用いられるが、例(26)のような論理の上で
の可能性を述べる言い方では、用いにくい。
３．類義的な言い方として、「～していい」が考えられるが、基本的に許可や許容の意
味でないと使いにくい。例えば、例(1)は独白的に所感を述べて許可・許容とはいえない
が、これを「夕食は、外で食べていいな」としては、不自然である。また、不定代名詞と
結びつくことができない。「何をしても（／したって）いい」とは言えても、同じ意味で
「何をしていい」とは言えない。
関連項目
Ｂ２７「～ほうがいい」，Ｂ４０「～ざるを得ない」，Ｂ４１「～べきだ」，Ｂ４２「～
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なければならない」
参考文献
森山卓郎（1997）・高梨信乃（1995）
その他
◇Ｂ３１ ～ても仕様がない・～たって仕様がない
接続
動詞・形容詞の連用形（「シテイル」の連用形「シテイ」なども含む）＋「テモ／タッ
テ仕様がない」の形をとる。また、形容動詞・“名詞＋断定の助動詞”に接続する場合、
「～デモ／～ダッテ仕様がない」の形をとる。
意味・用法
「Ａシテモ（／シタッテ）仕様がない」で、（１）敢えてＡする・Ａになる・Ａである
ことに意味が認められないという話し手のとらえ方、（２）Ａという成り行きになっても、
それを残念に思ったりできないという話し手のとらえ方を表わす。「～しても／たって仕
方がない」という言い方もある。「しようがない」は、しばしば拗音化して「しょうがな
い」となる。
用例
(1) いまさら謝っても仕様がないだろう。（作例）
(2) 言っても仕方のないことをいつまでも繰り返すなよ。（作例）
(3) 何笑ってるんだ。君がおもしろくても仕方ないだろ。（作例）
(4) 歴史をどうきちんと総括するかは生やさしい仕事ではないが、過去から目をそらせ
たり、過去を言い繕ったりしてみてもしようがない。（朝日新聞 '94.9.12)
(5) 何事にも中途半端で、よく言えば「へたうま」なんだけど、デザインについては、
これ以上勉強してもしょうがないなとあきらめた。（朝日新聞 '94.3.28)
(6) 外交官じゃない私におっしゃってもしょうがないのに。（朝日新聞 '94.7.25)
(7) 帰ると、おやじに説教された。「一カ月も遊んでて、今さら高校で勉強したって仕
方ない。体を生かしてプロレスでもやれ」と。（朝日新聞 '94.5.4)
(8) 根本監督（ダ）「チームのリズムを崩さないようにやっていくだけ。まだ先がある
から。ゲーム差を気にしてもしょうがない」（朝日新聞 '94.8.8)
(9) 「〔前略〕でも、車が売れないのだから、『賃上げを』と言ったってしょうがない
よ」と話す。（朝日新聞 '94.1.13)
(10) きちんと品質管理してなかったのだから、食中毒が起こったって仕様がなかった
のだ。（作例）
(11) だいたい、健のやつ、責任感なんかないんだから、発起人になっておいて、当日
出席しなくたって仕様がないさ。（作例）
(12) こんな状態では負けても仕方がないが、せめて一言相談しててほしかったな。（作
例）
(13) こんなお粗末な台本では、往年の大スターが主役であっても仕方がないよ。（作
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例）
(14) 完全試合まで残り一人になり、「ここまできたら、思い切って振って、アウトに
なってもしょうがない」と思い、打席に立ったという。（朝日新聞 '94.3.27)
(15) 最初から犯人だときめつけ、無自覚に情報を垂れ流すのでは、騒ぎ立てるだけの
「お囃子（はやし）ジャーナリズムだ」とさげすまれても仕方がない。（朝日新聞 '94.4.
1)
(16) 「この方法は理論モデルに依存しすぎているから、あまり信用がおけない」とあ
る会議で発言した人がいたが、現時点ではそういわれてもしかたがないだろう。（野本陽
代「宇宙の果てにせまる」)
(17) 「悪いことをしたんなら、殴られても仕方ないじゃないですか」。（朝日新聞 '94.
11.3)
(18) 野心満々とみられても仕方がない経歴である。（朝日新聞 '94.3.5)
(19) たとえば、売春反対を唱えている政治家が売春婦を買っていれば、それは、欺瞞
行為であるから、政治家生命を断たれてもしようがない。（柴門ふみ「恋愛論」)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、連用中止は不可が
ではないがまれである。過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．類義的な言い方として、「～したところで仕様がない・仕方がない」といった言い
方があるが、（１）の“～することに意味が認められない”意でしか使われない。
２．また、「～ても／～たってやむをえない」といった言い方もあるが、（２）の“～
となっても、残念に思ったりできない”意でしか用いられず、「～ても／～たって仕様が
ない」と違って、こちらは、その成り行きを一応あるべき筋目・筋道に反したこととはと
らえない言い方のようである。従って、物事の道理に反した成り行きについてあきらめて
言う場合などは、「やむをえない」は使いにくい。「あいつは、いい加減な奴なのだから、
約束を破ったって仕方がない」とはいえるが、「あいつは、いい加減な奴なのだから、約
束を破ったってやむをえない」は、いささか不自然だろう（いい加減な奴だからといって、
約束を破って言い道理はないわけである）。
◇Ｂ３２ ～ないではいられない
接続
動詞の未然形（「シテイル」の未然形「シテイ」も含む）に付く（サ変動詞については、
「～シ」の形を承ける）。
意味・用法
「Ａシないではいられない」の形で、その場の状況（及び主体の性向）からＡする行為
・有り様に入ってしまうのは、主体が押さえようとしても押さえられない必然のことだっ
たというとらえ方を述べる。「せずにはいられない」「なくてはいられない」などの形も
ある。また、「いられない」の部分は「おられない」を用いることもある。
用例
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(1) こんな話を聞いてしまっては、泣かないでいられない。（作例）
(2) 当然至極、単純この上ないことながら、句にされてみると着眼の非凡さに感銘を受
けないではいられない。（朝日新聞 '94.10.2)
(3) 一個の人間として、私はそれを想像しないではいられないのです。（朝日新聞 '94.
12.8)
(4) すなわち，この地上に生を受けた人間のだれもが問いつづけ，われわれもまた人間
として問わないではいられない課題である．（中村元ほか「倫理・社会」)
(5) 人間心理の的を見事に射当てていて、親近感を抱かずにはいられない。（朝日新聞
'94.6.19)
(6) その後、参政権を皮切りに、受胎調節の自由を手中に収め、結婚後も人生の選択の
幅を広げて、最近は夫婦別姓の声を上げるまでになった女性をみていると、五十年の歳月
の重さを考えずにはいられない。（朝日新聞 '94.9.4)
(7) しかし、枚数が少なくても、年賀はがきを買い求め、出せること自体、健康のあか
しであり、感謝せずにいられない。（朝日新聞 '94.11.30)
(8) しかし、苦労して入国し、一生懸命働いて故郷に送金している姿を見ていると、か
わいそうで助けずにはいられなかった。（朝日新聞 '94.7.22)
(9) しかし、いま、親元から離れ、両親の作ったお米を子供たちと食べていると、どの
ようにして作ったかがわかるだけに、感謝せずにはいられなくなるのです。（朝日新聞 '
94.4.20)
(10) 英語との格闘、まずさ中心の食談議、泥棒との遭遇、王室事情、英会話学校での
珍事など、噴き出さずにはいられないエピソードを満載。（朝日新聞 '94.6.12)
(11) 子どもの行動がいちいち気にかかり、子どもが友達同士で遊んでいても口を出さ
ずにはいられない親。（朝日新聞 '94.3.16)
(12) あの娘のことだから、箸がこけてもわらわないでおれなかっただろう。（作例）
(13) 一言反論せずにはおれなくて、彼は人垣を押し分けて進み出た。（作例）
(14) 参加者には、もれなくスヌーピーの絵入りの懐中電灯が当たるというのだから、
これは、行かずにはおれない話ですなあ。（作例）
(15) あんなところに一日中立たされていたんだから、風邪を引かないではおれないよ
（作例）
(16) そうしたことによって、新しい事実は次々に発見され日本の第四紀についてのこ
れまでの定説のいくつかは、破綻を示さないではいられなくなった。（亀井節夫「日本に
象がいたころ」)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、「～いられず」「～
いられずに」「～いられなくて」「～いられないで」といった連用中止の形も、過去・推
量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．基本的に主体が自由に制御できるか、少なくとも制御を試みることがで きる行為
について使われる（例えば、例文(15)の場合、「風邪を引かないでおこう」と思って自由
に“引かないで”いるというわけには行かないが、少なくとも「風邪を引かない」ように
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その場で努めることはできるまた、例文(16)の場合は、“定説”を主張する主体が意識さ
れ、その説を正しいとしつづけようと務めてもできなくなったという含みで解されるもの
だろう）。そうではなく主体が制御を試みることさえできない行為・変化の場合は、いく
ら必然の成り行きでも、こうした言い方はできない。例えば、「こんなところを殴られて
は、死なないではいられない」などという言い方は、かなり不自然である。
２．仮に制止しようという意志があっても、それを越えてしまうくらいだとの言い方で
あるので、明確な意志に基づいて迷いなくやることについては、たとえそれが必然的な行
動であったとしても、こうした言い方はとりにくい。例えば、「明日までに金を払うと決
めていたので、彼も働かないではいられなかった」は、かなり不自然で、このような場合
は「明日までに金を払うと決めていたので、彼も働かないわけにはいかなかった」のよう
にするところであろう。
◇Ｂ３３ ～てならない・～て仕方ない・～てしようがない・
～てたまらない
接続
「～てならない」等の形で、感情形容詞の連用形「～ク」（動詞＋タク」などを含む）
・感情的な意味の動詞の連用形に付く。「ならない」以外に、「仕方ない」「仕様がない」
「たまらない」なども用いられる。感情的な意味の形容動詞については、その連用形「～
デ」＋「ならない」の形で同様の用法がある（「ならない」以外は不自然なようである）。
意味・用法
「Ａてならない」等の形で、Ａという感情が抑えられないほど募っていることを述べる。
しばしば、「～クってならない」のように促音の入った強調形でも用いられる。
用例
(1) その生命がいとおしくてならない。（朝日新聞 '94.9.23)
(2) なんともその桐山という男が憎くてならなかったが、憎めば静子が桐山にいじめら
れるみたいで、憎むことも出来なかった。（藤原審爾「風とまる」)
(3) 春の到来が待ち遠しくてならないのが、落語家の柳家小緑さん＝写真。（朝日新聞
'94.1.7)
(4) 四十数年におよぶ長い付き合いだが、このまま交流が途絶えていくように思えて残
念でならない。（朝日新聞 '94.11.30)
(5) おまけに、なんだかダルくて仕方がない。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(6) さまざまな場所でさまざまな人と芝居をすることが、楽しくて仕方がない。（朝日
新聞 '94.12.28)
(7) 部屋に閉じ籠ってテレビを見たが、退屈で仕方がない。ベッドに寝転がっても、な
かなか眠りはやって来ない。（阿刀田高「夜間飛行」)
(8) 「それにぼくは学校がおもしろくてしかたがないんです。〔下略〕」（井上ひさし「夏
に花散る天坊一座」)
(9) 「こういう仕事、やってみたくて仕方がなかった。〔下略〕」（朝日新聞 '94.3.17)
(10) 私は葬式のおみやげの弁当が楽しみで仕方なかった。（さくらももこ「もものか
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んづめ」)
(11) 痛くて仕方がないが、病院に行くのは恥ずかしい。（朝日新聞 '94.2.21)
(12) 知事の緊張から解かれ、一人の人間に戻るのが楽しみで仕方ないようだ。（朝日
新聞 '94.12.7)
(13) 「自分がやりたくて仕方がないものを探してほしい。（朝日新聞 '94.11.9)
(14) まして『泉』のあんなウェイトレスでは、睦子やユカ子の手前もカッコ悪くてし
かたがない。（ねじめ正一「ただしい恋愛」）
(15) 腹が立って仕様がない和博は、傍らのドラム缶を思いっ切り蹴飛ばした。（作例）
(16) 昨夜、船においてかれたら困るので、このときばかりは母も時計も信用できず、
目をしっかり開いたまま寝たので、眠くてしょうがない。（森村桂「天国にいちばん近い
島」)
(17) それでも心の中では、そんなだらしない自分が嫌でしようがない。（朝日新聞 '9
4.12.22)
(18) 大学は楽しくてしょうがなかった。（朝日新聞 '94.2.28)
(19) 結婚したくてしようがない若い男性が増えていると聞く。（柴門ふみ「恋愛論」)
(20) 他人の持ってるものほど、自分の持ってないものほどステキに思えて、欲しくて
欲しくてたまらない。（柴門ふみ「恋愛論」)
(21) いつまた大きな揺れが来るかと思うと、不安でたまらない。（朝日新聞 '94.1.18)
(22) そんな学食のおばさん達が特別につくってくれた炊きこみ御飯であるから、おい
しくてうれしくてたまらなかった。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(23) 兄は転勤して豊橋にいるし、私がいなくなったら、母はわびしくてたまらないだ
ろう。（森村桂「天国にいちばん近い島」)
(24) 事故以来、生きるのが苦しくてたまらず、何かにすがりたい一心で出かけた。（朝
日新聞 '94.12.4)
(25) 「雑木林を歩いているうちに、絵本を書きたくてたまらなくなりました」（朝日
新聞 '94.12.15)
(26) 彼とともに青春を過ごし、結婚したくてしたくてたまらない人と一緒になった私
ですが、じつはプロポーズされたときはすでに心は冷めてしまっていたのです。（柴門ふ
み「恋愛論」)
文法
「～なくて」の形で連用中止でも用いられ、連体修飾も可能である。過去・推量の形も
とれ、疑問でも使えなくはない。
ノート
１．感情形容詞と呼ばれるものは、一般に「わたしはそれが悲しい」のように、スル形
の言い切り述語で使って、その感情主体を主語にとれるものである（感情的な形容動詞も
同様）。ここでとり上げている「～てならない」等の表現が受ける形容詞も、基本的には
その種のものだが、一部例えば「やかましくてたまらない」の「やかましい」のように、
そのような規定から外れるもの（「やかましい」は、「わたしはそれがやかましい」とは
使えないだろう）も出てくることがある。例文(14)の「カッコ悪い」もその例である。
２．「～てならない」等の表現が受ける感情的な動詞は、「腹が立つ」「悔やまれる」な
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ど、もっばら心中に感情が持続的に発生することを言うものであり、「いらいらする」の
ように外的に観察されるものとしての感情の動きや「がっかりする」のような瞬時的な感
情の発生を言うものは受けることができない。
３．類義的な表現として「～といったらない」が考えられるが、「～といったらない」
は、広く物事のありようが並大抵の程度でないということを述べるもので、問題になるの
は感情に限らない。
関連項目
Ｂ３５「～といったらない」
◇Ｂ３４ ～といったらない
接続
形容詞・形容動詞の終止形（スル形）もしくは“語幹＋さ”の形に付く。（「～シタイ」
「～ナイ」など形容詞に準ずる語句も同様）。形容動詞の場合、「いやみったらありゃし
ない」のように、語幹を終止形相当として受けることもある。また、有り様の意味の読み
取れる程度性の際立つ名詞も受ける。
意味・用法
「～といったらない」の形で、物事のありようが並大抵の程度でないとい うことを、
詠嘆的に述べる。しばしば「～ったらない」という省略形も用いられ、「～（とい）った
らありゃしない」という形もある。
用例
(1) 来年の３月までには仕上げなくちゃならなくなってね、全く忙しいといったらない
よ。（作例）
(2) そんなことまで言われて、全く悔しいったらありゃしない。（作例）
(3) その時は、ほんとに死んだかと思ったんだけど、いたずらだと分かったときの馬鹿
らしさったらなかったよ。（作例）
(4) 簡単そうだが、ゆっくり上げ下げすることのつらさといったらない。（朝日新聞 '
94.3.5)
(5) 別に悪いことをしていたわけではないが、この時のはずかしさ、バツの悪さといっ
たらなかった。（朝日新聞 '94.12.20)
(6) しばらく仕事のつきに見放された状態が続きました。つらかったですね。 劣等感、
屈辱感といったらなかった。（朝日新聞 '94.7.2)
(7) 全然気がついてなかったんだな。ほんと、あの時の彼女の顔ったらなかったぜ。（作
例）
(8) あいつ、ほんとに気が利かないったらありゃしない。（作例）
(9) 彼も、本気になってさ、やたら食ってかかるったらなかったよ。（作例）
文法
詠嘆的な言い方であり、基本的に言い切りで用いられ、「といったらなかった」と回想
的に過去の形はとれるが、連用中止や連体修飾の形では用いられない。
ノート
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１．感情形容詞も状態形容詞も受けるが、主観的なとらえ方が際立つ語を受け、どちら
かというと物事の客観的なありようについていう語は受けにくい。例えば、「その赤さっ
たらなかった」とか「まったく正しいといったらありゃしない」などという言い方は、困
難であろう。また、例文(6)のように、その行為の程度性が際立つ場合には、動詞でも受
けることが有り得る。
２．“語幹＋さ”の形や名詞を受ける場合は、「そのやかましさといったらない」の「な
い」の部分に、「ない」に代えて程度表現のいろいろな述語をとれる（「そのやかましさ
といったら並大抵でない」「そのやかましさといったら物凄いものだ」等々）。この場合、
「ない（ありゃしない）」は、こうした程度述語の特殊なものと見ることができる。これ
に対して、終止形を受ける場合は、「ない」に代えて別の程度表現述語をとることはでき
ない。
３．類義的な言い方として、「おかしいのおかしくないのって（ない）」「おかしいのな
んのって」のような言い方が、考えられる。「おかしいったらない」に比べ、大仰なだけ
詠嘆の度合いの強い言い方といえよう。
◇Ｂ３５ ～つつある
接続
動詞の連用形に付く。細かには文法の項参照。
意味・用法
「Ａつつある」の形で，Ａの動詞（述語句）の表わす行為が成立・完成する完了点に向
けて、行為・動作・変化が継続進行していくことを示す。
用例
(1) 燭台の明かりも、もはや消えつつあった。（作例）
(2) 都市の成長，農民解放の動き，国王の力の伸張にみられる，１４～１５世紀のヨー
ロッパの社会変動は，中世のわくを破りつつあった．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(3) 政治が大きく動きつつあるいま、新聞の政治報道はどう評価されているのか。（朝
日新聞 '94.10.18)
(4) 最近はピークを超えつつあるとはいえ、都市部では前年比二〇％前後の物価上昇が
続いている。（朝日新聞 '94.8.14)
(5) 最後に、日本は国連安保理常任理事国入りを希望しているようだが、それは沈みつ
つあるタイタニック号の一等船客になりたがっているようなもの。（朝日新聞 '94.11.18)
(6) ジェット機は、滑走路を滑走しつつあった。（作例）
(7) 三百数十キロ離れたチェルノブイリ原発から飛び散った放射能は、風に乗って北上
しつつあった。（朝日新聞 '94.10.16)
(8) 私は自分の運命が、大きく開けつつあるのを感じた。（森村桂「天国にいちばん近
い島」)
(9) 女子の志向が四年制に移りつつあるうえ、大学で編入枠を増やしている
(10) フラれて泣くのは男の子 男と女がどんどん近づきつつある世の中である。（柴
門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
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(11) 道場氏は、秋の味覚を生かして、茶わん蒸しを作りつつあった。（作例）
(12) 日本での研究論文集を作りつつある張さんは、今も資料探しに研究室をよく訪ね
る。（朝日新聞 '94.5.19)
(13) ＳＦの域を出なかったこの人工生命がいま、主にコンピューターサイエンスの分
野で具体化しつつあります。（朝日新聞 '94.2.4)
(14) 委嘱を請けた研究所では、その文書を解読しつつあった。（作例）
(15) ２０世紀後半の世界においては，欧米の植民主義によって長い間抑圧されていた
アジア・アフリカ・ラテン－アメリカの諸民族が自主的な生活と文化をとりもどしつつあ
る。（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(16) 社会主義建設の第１次５か年計画を実施しつつあるソ連だけは，恐慌下の諸国と
異なってこの時期にめざましい工業化に成功した．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(17) オーストリアの加盟決定で、ドイツ語人口も英語に次ぐ地位を固めつつあり、公
式文書をめぐる三言語の勢力争いは激しさを増しそうだ。（朝日新聞 '94.8.5)
(18) 日本の一般家庭ではもはや見られなくなった豆炭と七輪（コンロ）が、いまアフ
リカのザンビアで森林減少を食い止めるのに、重要な役を演じつつある。（朝日新聞 '94.
2.2)
(19) その船は、洲本港に向けて進みつつあった。
(20) その快晴の虚空を、はるか太陽の彼方からこちらに向いつつあるという彗星の姿
を、私は想像しようとしてみた。（石川喬司「彗星伝説」)
文法
「つつある」は、継続動詞（～テイル形で動作の継続を表わす動詞）とも、瞬間動詞（～
テイル形で瞬間的動作の結果の残存を表わす動詞）とも結びつくが、状態動詞（「ある」
など～テイル形がとれない動詞）や第四種動詞（「そびえる」など言い切りとしては～テ
イル形しかとれない動詞）とは結びつけない。「～シつつあり」のような連用中止の形や
連体修飾でも用いることができるが、「～シつつある」に対する否定の言い方はなく、ま
た、命令や意志の表現でも用いられない。
ノート
１．瞬間動詞＋「つつある」の場合、例文(1)～(5)のように、動詞の表わす瞬間的変化
が成立する時点にむけて変化が進行していく意味を表す。
２．継続動詞＋「つつある」の場合、以下の３のような条件がなければ、例文(6)～(10)
のように、動詞の表わす動作・行為に完全に入り切ってしまう時点にむけて変化が進行し
ていく意味を表す。
２．継続動詞＋「つつある」が、①例文(11)～(13)のように動作結果として生まれるも
のを示す目的語を伴う場合、②例文(14)～(18)のように特定されるものを表わす目的語を
伴う場合、③例文(19)(20)のように動作の目的地を規定する語句を伴う場合には、動詞の
表わす動作の進行する意味を表す。こうした条件によって、継続動詞の継続動作がどこま
で続けられたら完了かが明示されることになる（①なら結果としてその産物を生み出すま
で、②ならその特定のものを処理するまで、③なら目的地まで）ので、その時点までの動
詞の表す動作の進行が示されることになるのである。このような場合に限り、「～シつつ
ある」は「～シている」とほぼ同義に書き換え可能になる。
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関連項目
Ｂ３７「～（よ）うとする」
参考文献
高橋純(1996)
◇Ｂ３６ ～（よ）うとする
接続
動詞の未然形（「シテイル」の未然形「シテイ」も含む）に付く。
意味・用法
動詞の未然形を受けて、
（１）主体がその行為の実現を意図して、そのための行動・態勢に入る、
（２）事柄の実現が近づいている、という意味を示す。
用例
(1) 佐藤氏は、直美に本当のことを話そうとした。（作例）
(2) おもしろい本を読むと、子どもは親に感動を伝えようとする。（朝日新聞 '94.10.
7)
(3) 政治家はこぞって「政治改革」を唱えるが、疑惑をかけられると「知らぬ存ぜぬ」
を繰り返し、ウヤムヤにしようとする。（朝日新聞 '94.4.6)
(4) 彼女は、その家の前に立つと、すぐそのドアをひこうとした。（澤野久雄「小さな
林檎の実から」)
(5) 財政難におちいったルイ１６世は，重農主義者チュルゴーを蔵相に任命し，特権身
分へも課税して，国庫収入をふやそうとした．（土井正興ほか「三省堂世界史」)
(6) イエズス会は東洋でカトリックの勢力をひろめようとしていた．（宝月圭吾ほか「詳
説日本史（再訂版）」)
(7) 徹底的に嫌ったのは長女の真弓で、鮒が来てから、うち中が生臭くなった、と言い、
顔をそむけて絶対に鮒を見ようとしなかった。（向田邦子「鮒」)
(8) 自動車不況の中で、メーカーは未来車の研究開発をどう進めようとしているのか。
（朝日新聞 '94.1.7)
(9) 私は手紙を彼女に返そうとして、何気なく封筒の裏を見た。（石川喬司「彗星伝説」)
(10) 政府は，地租改正を進めるとともに，近代的な産業をさかんにしようとし，さま
ざまな改革を進めていった。（鵜飼信成ほか「新しい社会［公民］」)
(11) 固体は形が一定で，圧縮しようとしても体積はほとんど変わらない。（坪井忠二
ほか「新理科１分野上」)
(12) せっかく自分の言葉で語ろうとしたのに、うまくいかなかった。（朝日新聞 '94.
10.20)
(13) しかし日本全体に水まきで一ミリの雨を降らせようとしますと、日本人一億人と
して、総出で一人ドラム缶十九本ぐらいまかないと一ミリになりません。（朝日新聞 '94.
8.29)
(14) 仮に貯蓄だけで老後の生活を賄おうとすれば、かなり多くの金額を保有しなけれ
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ばならないであろう。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(15) ブランドで恋人選びをしようとしている人たちは、きっと一生燃える恋に巡り合
えないであろう。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(16) 先日、定期預金を下ろそうとしたとき、若い局員に「利率の高い時の定期ですの
で、短期間でしたら、貸し付けの方がお得です」と言われ、解約せずに済んだ。（朝日新
聞 '94.8.12)
(17) スクリーンから文字が消えても、席を立とうとしない観客がいる。（朝日新聞 '9
4.3.23)
(18) 価値の多元化時代に自分を見失うまいとすると、何かにこだわらざるをえない。
（朝日新聞 '94.4.3)
(19) 二人の対戦を一手も見逃すまいとする目の肥えたギャラリーたちの真剣なまなざ
しが印象的だった。（朝日新聞 '94.8.16)
(20) この時、沖縄ではサミットが開かれようとしていた。（作例）
(21) 夏の夜は短く、もう夜が明けようとしていた。（作例）
(22) あれから間もなく二年がすぎようとしている。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(23) 風化しようとしている戦争体験を五十年という節目の前にきちんと刻んでおきた
い」と話している。（朝日新聞 '94.7.30)
(24) 人口が増加する時代が終わろうとしている。（経済企画庁編「平成１０年版国民
生活白書」)
(25) ライフスタイルが変わろうとしている現在、できるだけ多くの方が納得でき、み
なさんの「暮らし」に役立つニュースをお届けしたいと考えています。（朝日新聞 '94.2.
20)
(26) 東京生活も、半年になろうとしています。（朝日新聞 '94.9.17)
(27) 摘発は企業のトップクラスや地方自治体の首長から中央政界にも及ぼうとしてお
り、そこに検察の意気込みを見る思いがする。（朝日新聞 '94.1.28)
(28) 涼子の身体は、青白い夜光虫に取囲まれながら沈もうとしている。（黒岩重吾「海
の蛍」)
文法
五段動詞には「うとする」、それ以外には「ようとする」の形で接続する。意志的な動
作を表す動詞を受ける場合は、（１）の用法になる。主語としては意志をもつ主体がとれ
る。無意志的な動き・変化を表す動詞を受ける場合や、例文(20)のように受け身化されて
動作主が背後に隠れ、出来事の叙述だけが表に出てくる場合は、（２）の用法になる。後
者の用法の場合、例文(21)～(28)のようにテイル形でしか用いられない。（１）の用法で
は、例文(18)(19)のように行為の非実現を意図する言い方として「～スルまいとする」と
いう形があるが、これは、いささか古風な語感がある。
ノート
１．（１）の用法でも、テイル形をとると、意図された行為の実現に向けての動作の継
続という面に焦点が当てられ、実現へ向けての進行・実現が近づくという意味が表立って
くる。
２．（２）の用法に関連して、類義的な言い方として「～シつつある」が考えられるが、
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「～シつつある」は、実現に向かって既にそれにつながる動作に入っていることをいうが、
「～シ（よ）うとしている」は、その実現が近づいていることをいうのが基本で、必ずし
もそれにつながる動作に入っているとは限らない。従って、「三日後に、臨時国会が開か
れようとしていた」とはいえても、「三日後に、臨時国会が開かれつつあった」というの
は不自然である。
関連項目
Ｂ３５「～つつある」
◇Ｂ３７ ～かもしれない
接続
前接語が、動詞・形容詞の場合、スル形・シタ形（動詞については、シテイル形・シテ
イタ形を含む）に付く。形容動詞・名詞の場合、「～デアル／デアッタかもしれない」と
なるか、語幹もしくは名詞に直接付く。また、「～のかもしれない」といった形でも用い
られる（この場合、形容動詞・名詞については、「～デアル／デアッタ／ナ」の形で承け
る）。
意味・用法
「Ａかもしれない」の形で、Ａであると考えるが、それが絶対確実とも言えないとする
推量を述べる。
用例
(1) もう少し遺伝子の解読が進めば、人間の老化のなぞも解明されるかもしれない。（作
例）
(2) あなたがたは面白いかもしれないが、そんなものを書かされる私の身にもなってみ
なさいよ。（作例）
(3) 芸風も所属する協会も異なる二人が師弟であることを意外と思うかもしれない。（朝
日新聞 '94.3.12)
(4) 高台の地区などでは水の出が悪くなるかもしれないという。（朝日新聞 '94.7.19)
(5) 最近では、電子レンジがなければ生きていけない、という人も多いかもしれない。
（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(6) その意味で、二年目を迎えたＪリーグは恐らく、ファンの怖さを味わうかもしれな
いね。（朝日新聞 '94.3.27)
(7) あなたに怪我がなかったことがわかれば、警察でもそこまでは調べないかもしれな
いけど。（夏樹静子「鼓笛隊」)
(8) 日本の伝統のなかには，人生に対するすぐれた考えかたが含まれているかもしれな
い．（中村元ほか「倫理・社会」)
(9) あなたは「きちんとしたメイク」だと思っていることが、じつは、ケバいと思われ
てるかもしれないのです。（柴門ふみ「恋愛論」)
(10) 全く新しい素粒子の仲間「超対称粒子」をとらえたかもしれない興味深いデータ
が、文部省高エネルギー物理学研究所（茨城県つくば市）の粒子加速器トリスタンの実験
で出てきた。（朝日新聞 '94.2.14)
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(11) このとき、ヴェーゲナーの見た地図が正確なものでなかったとしたら、彼は大陸
移動説を思いつかなかったかもしれない。（野本陽代「宇宙の果てにせまる」)
(12) もっと早く行動を起こしていれば、あるいはこれほど収拾不能な状態にはならず
に済んだかもしれない。（朝日新聞 '94.11.9)
(13) 多分、彼は彼女が好きだったのかもしれないな。（作例）
(14) とすれば多分、植民地時代に西欧化がより進んだアフリカよりも、独自の文化の
長い歴史を持つアジアに、〔民主化への〕反発は強いのかもしれない。（朝日新聞 '94.1.
29)
(15) 平気で悪口なんか言うから、ほんとに天狗の罰があたったのかもしれんぞ。（作
例）
(16) 二十面相の奴は、その事実を知っとったのかも分からないぞ。（作例）
(17) 片道十分程度なので、大した運動にはなってないのかもしれないが、それ以前よ
りは確実に足の筋肉がついてきた。（柴門ふみ「恋愛論２ 応用篇」)
(18) もしかしたらこの男の人は水道屋さんで、真夜中なのに点検に来たのかもしれな
い。（さくらももこ「もものかんづめ」)
(19) 迷わずに使っていたら、いくらかでも効果があったからかもしれず、一概に薬効
がなかったとも言い切れない。（作例）
(20) ひょっとすると、さっきの電話は彼からのものかもしれない。（作例）
(21) ひょっとすると、この作品のカンヌ・グランプリ受賞は、西欧のオリエンタリズ
ムを刺激しただけのことかもしれない。（朝日新聞 '94.5.12)
(22) 確かに、あなたの言うとおりかもしれない。しかし、世の中には論理で片付かな
いこともあるのだ。（作例）
(23) ビッグ・バン自体が、前の宇宙の死かもしれない。（石川喬司「彗星伝説」)
(24) ちょっと耳慣れない名前かもしれないが、ギリシャ語の「五」に由来すると聞け
ば納得する。（朝日新聞 '94.9.26)
(25) ご存じかも知れませんが、私たち、もうすぐ結婚します。（作例）
(26) ですけど、それがかえってよかったのかも分からない。（朝日新聞 '94.7.19)
(27) こうした自然災害に際しての行動の仕方に限らず、いつ巻き込まれるかもわから
ない旅先での火事や交通機関の事故、デマやパニックへの対処の仕方は、家庭や地域社会
だけで教えるのは難しい。（朝日新聞 '94.6.27)
文法
「かもしれない」は、言い切りでも、「かもしれず」のような中止形でも、連体修飾で
も用いられる。「かもしれなかった」のように過去形もとれる。また、「かもしれない」
の「ない」は、しばしば「ぬ（ん）」とも交替する。
ノート
１．口頭語では、「かもわからない」というヴァリエーションが見られ、また、「そう
かもね」のように「かも」という省略形も使われる。
２．「かもしれない」は、しばしばそうであると確信する度合いが低い言い方とされる。
確かに共起する副詞としては例文(20)(21)のように、「ひょっとすると」などが典型的だ
が、例文(6)(13(14)のように「多分」「恐らく」など確信の度合いがかなり高いものとも
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結びつき、一概に確信の度合いが低いとも言えない。「かもしれない」が共起できないの
は「絶対」「明らかに」のような絶対的な確信を表わすもので、この点から考えると、基
本的には、「かもしれない」は、そう考えるが、それが絶対確かだ、そうでしかないとは
見ていないといった気持ちでの推量を示すとするのが穏当であろう。そして、そのような
意味から、例文(21)のようないったん相手の主張を受け入れる言い方や例文(2)(25)のよ
うに相手に配慮して決めつけない言い方も出てくるものと考えられる。
関連項目
Ｂ２３「～にちがいない」
参考文献
寺村秀夫(1984)・野田尚史(1984)・森山卓郎(1989)
◇Ｂ３８ ～とは限らない・～とも限らない
接続
前接語が、動詞・形容詞の場合、スル形・シタ形（シテイル形・シテイタ形を含む）に
付く。形容動詞・名詞の場合、「～デアル／デアッタとは限らない」となるか、語幹もし
くは名詞に直接付く。
意味・用法
「Ａとは限らない」の形で、Ａと考えられるだろうことを予想しつつ、自身の見解に立
ってＡ以外の可能性もあると述べる。「とも限らない」は、「とは限らない」の「は」が
「も」に入れ替わったバリエーションで意味・用法が変わらない場合もあるが、「Ａナイ
とも限らない」と否定を受ける形で、Ａする可能性がすこしでもあるという推量判断を示
すことがある。。
用例
(1) なにも、下手人が侍だったとは限らないだろう。（作例）
(2) きれいなバラならみんな刺があるとは限らないさ。（作例）
(3) お嬢様だからと言って、おとなしいとは限らないよ。（作例）
(4) 男が皆狼とは限らない。（作例）
(5) これでうまく行くとは限らないが、まずは様子を見てみよう。（作例）
(6) 会えるとは限らない人を追って、どこまで行くつもりなのだ。（作例）
(7) 必ずしも多数派の世論が正しいとは限らない。（朝日新聞 '94.2.7)
(8) そして、一つの恋のすぐあとに新しい恋に巡り合えるとは限らない。（柴門ふみ「恋
愛論」)
(9) 地下室といっても暗いとは限らない。（朝日新聞 '94.9.13)
(10) もうインターネットが結ぶのは、人間だけとは限らない。（朝日新聞 '94.5.9)
(11) 痛みなどを起こすのは激しい運動とは限らない。（朝日新聞 '94.1.23)
(12) 「歴史的混乱に陥った社会に身を置くのは、創作者にとっては不幸とは限らない。
（朝日新聞 '94.1.6)
(13) それより大事なことは、世の中がコンピュータのおかげでますます便利になると
しても、それで人間が幸せになるとは限らない、ということでしょう。（野崎昭弘「人工
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知能はどこまで進むか」)
(14) 見たことがないからといって、いないとは限らないし、いなかったとしても信じ
ていれば、私の心の中でサンタクロースは、いつまでも存在している。（朝日新聞 '94.1
2.2)
(15) 子供と同居している高齢者が必ずしも経済的に子供に依存しているとは限らない
が、逆に経済的に子供に依存している高齢者にとっては同居による生活費節約の効果は非
常に大きいといえよう（図１）。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(16) 三交代制の看護婦の場合、土・日曜日が休めるとは限らないが、だいたい三日に
一度は休みの計算だ。（朝日新聞 '94.10.18)
(17) しかし、事実は変わりやすく、常に真実を伝えるとは限らないから、その演出や
表現手段はリサーチや事実に基づいて真実を伝えようとする制作者の判断にまかされる。
（朝日新聞 '94.9.14)
(18) 容姿とか、大手のメディアに出たからというだけで人気が出るとは限らなくなる。
（朝日新聞 '94.10.10)
(19) 算数でも答えが一つとは限らない問題や、素材を示して問題そのものを作らせる
問題など、児童が自分で考えたり判断したりする力を試している。（朝日新聞 '94.3.16)
(20) カネが絡んでいる話だから、下手をしたら、妙な事件に巻き込まれないとも限ら
ない。（朝日新聞 '94.7.23)
(21) あまり調子に乗ってつまらないことを言うと、検察官が義行のアリバイのことを
蒸し返さないとも限らなかった。（作例）
(22) 元気でいると元気であることが当たり前のように思われるが、私だっていつ入院
しないとも限らない。（朝日新聞 '94.3.24)
(23) ひょっとして、「うそ」から「まこと」が出てこないとも限らない。（朝日新聞 '
94.4.1)
文法
言い切りや「～が」「～ので」など独立度の低くない節で使われるのが一般で、「～と
は限らず」というような中止形や連体修飾では、使わえなくはなかろうがかなりぎこちな
い。「～とは限らなかった」と過去の形はとれる。「～シナイとも限らない」は、やはり、
言い切りや「～が」「～ので」など独立度の低くない節で使われるのが一般で、「～とは
限らず」というような中止形や連体修飾では、かなり使いにくい。過去の形はとれる。
ノート
１．「Ａとは限らない」は、「Ａに決まっている」という言い方のいわば裏返しである。
「そうにきまってるよ」「いや、そうとは限らないよ」という応答になることからも知ら
れるように、Ａ以外の可能性はないという「Ａに決まっている」の主張を否定すると、Ａ
以外の可能性もあると述べる「Ａとは限らない」という表現が対応してくるのである。
２．「Ａナイとも限らない」は、可能性は高くないがありうることを推し量っていう言
い方で、その意味では、一見「Ａかもしれない」と近いもののように見える。しかし、「Ａ
かもしれない」は、「多分そうするかもしれない」のように、可能性がかなりあるという
気持ちを示す副詞とも結びつき、実際は、可能性が絶対とはいえない程度の気持ちで推量
する言い方である。それに対して、「Ａナイとも限らない」は、「ひょっとするとそうし
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ないとも限らない」とはいえても「多分そうしないとも限らない」などとはいえず、可能
性が本当に高くないという気持ちでしか使えない言い方だといえる。そして、その必ずし
も大きいわけでない可能性を云々する言い方であるから、いちいち気にしている・気遣っ
ているというような語感も際立ってくるのであろう。
関連項目
Ｂ１９「～に決まっている」，Ｂ３７「～かもしれない」
◇Ｂ３９ ～得る
接続
動詞の連用形に付く。
意味・用法
「Ａ得る」の形で、状況・性質などからＡすることが可能であるということ を言う。
用例
(1) 作物の生育が天候や疫病に左右される生産性の不安定な社会状況では、大規模な飢
饉がしばしば起こり得た。（作例）
(2) 被害者側のプライバシーについて何らかの保護措置を考えなければならなくなる場
面もあり得るだろう。（作例）
(3) 美術展で、図録に写真が掲載され、解説などに「出品」とありながら実際には展示
されていないという事故は、たまには起こりうる。（朝日新聞 '94.2.23)
(4) 日本には多数の外国機が乗り入れており、外国機絡みの事故は今後もありえる。（朝
日新聞 '94.12.14)
(5) うまくすれば、首都移転の必要がなくなることも十分あり得よう。（朝日新聞 '94.
3.30)
(6) 万が一、銀行倒産でも起これば、預金の一部切り捨てすらありうるかもしれない。
（朝日新聞 '94.12.12)
(7) しかし、要介護となることは誰にでも起こり得、しかも、いったんそうなると、そ
の費用負担も、介護する人の負担もかなりのものとなり得るために、多くの人が介護に不
安を感じている。（経済企画庁編「平成１０年版国民生活白書」)
(8) 確かに、よほど条件が良ければ、数千万年以上前の化石からＤＮＡを取ることがで
きるケースもあり得るが、極めてまれ。（朝日新聞 '94.10.4)
(9) なお、「改正の目玉」とされている「五年別居」条項の導入については、本来ケー
ス・バイ・ケースである「破綻」を一律に判断するという点で疑問があり、「離婚の自由」
を規制する方向でも働きうるので、賛成できない。（朝日新聞 '94.11.24)
(10) 障害者も社会にかかわって生きざるを得ないのですから、出来得るならば特殊教
育と普通教育校の双方が同じ敷地で学び交流を持ち、それぞれに合う教育を受けられたら
良いと思います。（朝日新聞 '94.4.2)
(11) 人がもしそれぞれの役割を持ってこの世に生かされているとしたら、彼にもたら
されたそれはまさしく、彼でしか成し得られないものだったと思う。（朝日新聞 '94.6.1)
(12) 将来の治療の柱にもなり得る遺伝子治療だけに、どんな形で始めたら良いのか慎
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重な検討が必要だろう。（朝日新聞 '94.2.5)
(13) 原爆の使用は、人類の滅亡をもたらし得る唯一の要因であることを再認識しなけ
ればならないと思う。（朝日新聞 '94.10.13)
(14) 経済大国をめざし共通の目的を掲げ得た時代にはなかった現象が広がっている。
（朝日新聞 '94.1.3)
(15) 十八世紀になって実用化されたピアノも、小さい部品にかかる力とその運動を力
学的に計算し、材料を非常に高い精度で加工する高度な技術なしには完成し得なかった。
（朝日新聞 '94.11.27)
(16) オペラは女性歌手がいなければ存在しえないし、ごつい男がゴリゴリと楽器を弾
くより、きれいな女性が弾く方がだれが見ても華があるし音楽的だ。（朝日新聞 '94.1.1
6)
(17) これに対し、検察側の控訴を受けた二審の大阪高裁は九一年九月、自白について
「犯人しか知り得ない事実が含まれ、客観的証拠と符合するものもあり、
重要な点で信用できる」と評価。（朝日新聞 '94.10.20)
(18) 夫婦の話し合いが離婚や病気で不可能な場合や、合意ができない場合などはどう
するか、裁判所が決め得るか、といった問題が出てくる（朝日新聞 '94.7.14)
(19) 本書がそうした問題にただちに有効な解決を与え得ているわけではむろんない。
（朝日新聞 '94.11.13)
(20) だから、彼とラグビー観戦に行くのなら、ラガーたちに充分対抗し得るボーイフ
レンドを選ぶべき。（柴門ふみ「恋愛論」)
(21) 新幹線も、現在なお利用客が着実に増加していることから考えても、今後どのく
らい長期間利用されるのか、だれも知り得ないが、長く日本列島を支えるであろうことは
明瞭（めいりょう）である。（朝日新聞 '94.10.8)
(22) 減税はありがたいが、財源のめどのない減税などあり得ず、直間比率是正の上か
らも、消費税アップは避けられないものと覚悟はしていた。（朝日新聞 '94.10.1)
(23) その戦いは既に始まっているはずで、政党が政策を示し得ないなら、政党ではな
く政治家を選ぶ選挙制度を再び検討しなければならなくなるかも知れない。（朝日新聞 '
94.10.29)
(24) そしてこの問題は、じつは私がドイツヘ留学する際に解決しえないままであった
問題に、ひとつの解答を示してくれる問題でもあったのです。（阿部謹也「自分のなかに
歴史をよむ」)
(25) 貧困の問題は，こうした必要限度の貨幣収入が得られず，最低限の生活資料を購
入し得ないところに発生する．（辻清明ほか「政治経済 新訂版」)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、「～シえ（て）」と
いった連用中止の形も不可ではないが、稀であろう。過去・推量の形もとれる。連体修飾
も可能である。
ノート
１．可能表現だが、可能と言っても用法が限定されており、基本的に状況・条件的に可
能であることをいう用法しかない。能力的に可能であるといったいみの言い方はできない。
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つまり、「彼は英語を話せる／話すことができる」のような可能にする能力を持っている
意味の可能表現として「彼は英語を話し得る」とは言えない（例文(18)のような例でも、
「裁判所が決める」ことができる法的条件が整っているかという意と解される）。
２．漢文訓読に由来するやや硬い言い方で、基本的に硬い書き言葉専用と言える。それ
ゆえ、用法も固定化しつつあるようで、上記のような文体的な経緯から、サ変動詞・連用
形の「～し（／じ）得る」や、「ある」の連用形を受けた「あり得る」のような形が多い。
このことから、あるいは同じ連用形でも「～し／じ／り」といった活用語尾のものと結び
付きやすいという傾向が生じて来ているのかもしれない。たとえば、サ変動詞や「ある」
でなくても、「なし得る」の方が「行ない得る」より使いやすそうであるし、「起こり得
る」の方が「起き得る」より自然な印象があるように思われる。
関連項目
Ｂ１３「～ことができる」
◇Ｂ４０ ～ざるを得ない
接続
動詞の未然形に付く。
意味・用法
「Ａざるを得ない」の形で、Ａのようにしない・ならない可能性はないという事実・成
り行きのもとで、必ずＡということになるという判断を述べる。
用例
(1) 君の意気込みを聞けば、私だって本気にならざるを得ないよ。（作例）
(2) 確かに幕府財政をある程度立て直した田沼の功績は、定信も認めざるを得なかった。
（作例）
(3) 今回はいったん見送らざるを得ないが、次の機会を記することにしよう。（作例）
(4) さすがに法医学界の権威の鑑定だけに、裁判所としても証拠として採用せざるを得
ず、それが冤罪を生む一つのきっかけとなってしまった。（作例）
(5) この寒さでは、今夜は雪にならざるを得ないだろうな。（作例）
(6) 税制改革論議は、しばらく先延ばしにならざるを得ないだろう。（朝日新聞 '94.6.
30)
(7) デジタル技術で大容量情報の伝送を可能にする光ファイバーケーブルの今後の普及
によって、幅広い領域を一つのチャンネルでしか放送出来ない今のテレビ形態は変わらざ
るをえない、との見方があるからだ。（朝日新聞 '94.11.1)
(8) 打つ手がすべて裏目に出て、ついに憂慮せざるを得ない事態を招いてしまった。（作
例）
(9) 固定資産税を上げれば、土地の有効利用を考えざるを得ない。（朝日新聞 '94.2.1
9)
(10) この連休にテレビの画面に映し出された人の群れとごみの山に埋まった屋久島の
姿に、私はがく然とせざるをえなかった。（朝日新聞 '94.5.27)
(11) ついには、悩み抜いた末に病院でのケアを選ばざるを得なかったのです。（朝日
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新聞 '94.10.18)
(12) トイレやふろ場が狭くて段差がある家の場合、要介護になると施設や病院に移ら
ざるをえず、それが特別養護老人ホームの増設や医療費の増大を余儀なくさせる。（朝日
新聞 '94.7.9)
(13) 「かりに何らかの告白があったとしても、〔少年に〕罪を問えるわけではない。
成人の事件のように裁判所へ起訴する手続きがない以上、慎重にならざるをえないし、結
論を急ぐ必要もない」（捜査幹部）との判断からだ。（朝日新聞 '94.2.25)
(14) 仕事に行く際も、月に三、四回病院通いしなければならない私は、現行料金でさ
えも往復ともにタクシーを使わざるを得ないので、一回ごとに四、五千円もの金が消えて
ゆく。（朝日新聞 '94.6.22)
(15) 立場はどうであれ、銃を持たざるを得ない現状が不幸だ。（朝日新聞 '94.11.7)
(16) これらの医薬品は「副作用発生の危険性が高いが、ほかに代わる治療法がなく、
危険性を承知で使わざるを得ないケースがあるから」というのが厚生省の説明だ。（朝日
新聞 '94.10.6)
(17) 数千万円の入居一時金を払って、「終身利用型」ホームに入りながら、介護用の
部屋や職員が足りないため、老人病院に移らざるをえないお年寄りも少なくない。（朝日
新聞 '94.5.21)
(18) 言論弾圧の中で、子どもですら、本当の気持ちとは裏腹のことを書かざるを得な
かった事情がうかがえる。（朝日新聞 '94.8.8)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、「～ず」「～ずに」
といった連用中止の形（「～なくて」「～ないで」も不可ではないが、口調がよくない）
も、過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．「Ａざるを得ない」という言い方は、“避けられない成り行き”であることを念頭
に置いて、Ａという結果・結末になる（それ以外の可能性はない）とする言い方であるの
で、しばしば「望んだわけではないが」「不本意ながら」といった含みが生じてくる。
２．「Ａざるを得ない」という言い方は、動作主が自分でできる行為について言う場合
と、そうでない場合とで、かなり意味合いが違ったものになってくる。前者の場合、自分
で自由にできることについて「（成り行きからして）Ａする以外の可能性がない」ことを
いうのだから、そうする必要があるという当為の表現になってくる。後者の場合、物事が
“避けられない成り行き”であることに焦点が当てられて、事実の必然的な関係を述べる
表現になる。
３．当為の表現として、類義的なものに「Ａべきだ」「Ａなければならない」があるが、
これらは、相手に対して、命令的な言い方で用いることができるのに対して、「Ａざるを
得ない」はそうした用法ができない。つまり、「すぐ行くべきだ」「すぐ行かなければな
らない」と相手に言ってそうさせることはできるが、「すぐ行かざるを得ない」は、その
ようには使えない。これは、「ざるを得ない」に「望んだわけではないが」といったニュ
アンスが付いて回ることによるようである。つまり、望んだわけでもないのに、それを相
手に持ちかけてそのようにさせるべく促すのは、矛盾した行為だからであろう。
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関連項目
Ｂ４１「～べきだ」，Ｂ４２「～なければならない」
参考文献
野林靖彦(1996b)・森山卓郎(1997)
◇Ｂ４１ ～べきだ
接続
動詞のスル形（なお、シテイル形も含む）に付く。サ変動詞については、古い終止形の
「～ス」の形に付くこともある。また、形容動詞・“名詞＋断定の助動詞”の「～デアル」
の形に付く。形容詞については、敢えて受けるなら「～クある」の形を受ける（ex.「美
しくあるべきだ」）が、やや無理した言い方という印象がある。
意味・用法
「Ａスルべきだ」の形で、話し手がＡという行為・事態の実現が妥当だと評価し、それ
が必要だと述べる言い方である。否定の言い方として、「Ａスルべきでない」があり、Ａ
という行為・事態の実現が妥当でないとし、実現回避が望ましいとする言い方である。
用例
(1) 毎食後には、歯を磨くべきだ。（作例）
(2) 岩国に行くなら、ぜひ錦帯橋を見るべきだ。（作例）
(3) 日本映画でいいものがあれば、米国に「リメークしてみては」と積極的に売り込む
べきだ。（朝日新聞 '94.5.7)
(4) しかし、苦情がある乗客は、やはり言葉でいうべきだ。（朝日新聞 '94.9.13)
(5) すべての人は同じように自由・権利を保持し，平等であるべきである。（鵜飼信成
ほか「新しい社会［歴史］」)
(6) 高い買い物ですから、建物の構造のほか権利関係もチェックすべきです。（朝日新
聞 '94.12.14)
(7) こんなことになるなら、ふだんから早起きの癖をつけておくべきだった。（作例）
(8) 今回は、ドキュメンタリーの手法の一つとして許されうる再現と思うので、再現な
ら再現とはっきり断っておくべきだった。（朝日新聞 '94.9.9)
(9) 対外的なことを考えると、委員長は、ぜひ教授であるべきだろう。（作例）
(10) 木登りは自分の能力の範囲で、安全に楽しむべきだろう。（朝日新聞 '94.6.12)
(11) そして、新しい物語がはじまった以上、古い物語の幕は、やはりここで一度下ろ
されるべきでしょう。（長田弘「ねこに未来はない」)
(12) 読み手の気持ちを考えれば、こうした儀礼的な文章は極力簡潔であるべきだった。
（作例）
(13) 父の倒れました折に、あるいはお知らせすべきだったかもしれませんが、父の考
えで、人に余計な心配を与えてはならぬ、といわれ、さしひかえました。（伊藤桂一「羊
蹄甲の花の蔭」)
(14) 例えミスジャッジだったとしても、抗議は短時間で切り上げるべきだったろう。
（朝日新聞 '94.9.10)
- 244 -
４ 第二部 助動詞的複合辞
(15) ここまで来たら潔く負けを認めるべきだが、今少し猶予をいただけないだろうか。
（作例）
(16) これに対し、父親は「プライバシーの保護は十分尊重するべきだが、それを盾に
作文を公開しないのは、むしろ校内暴力やいじめなど学校側に都合の悪い情報を隠してし
まう恐れがある」と反発している。（朝日新聞 '94.1.17)
(17) なお、最高税率については、中長期的には引き下げていくべきであるが、当面は、
現行水準を維持する。（朝日新聞 '94.9.23)
(18) 変革の時代に直面し、早急に検討すべき課題は山積している。（作例）
(19) 〔前略〕気象異変をハレー彗星と結びつけて注目すべき仮説を立て、われわれに
警告を発しているのが、太陽物理学の桜井邦朋博士である。（野本陽代「宇宙の果てにせ
まる」)
(20) ここは即答を避けて態度を保留するべきで、つい言質を取られてしまったのは、
どうにもＹ君が拙かったな。（作例）
(21) 公共投資についても、地下鉄の建設などは受益者負担で行うべきで、いたずらに
財政の負担を増やすのはおかしい。（朝日新聞 '94.4.19)
(22) 米政策当局は、もはや円高・ドル安に誘導するような発言は慎むべきだし、その
余裕もないはずである。（朝日新聞 '94.4.6)
(23) 高齢者社会の福祉とリンクして考えれば、さらに地価は下がるべきであるし、下
げなければならない。（朝日新聞 '94.9.22)
(24) どんな名前でもいじめはありうるし、もしそうなったら騒いだ分だけ周囲が守っ
てやるべきでは。（朝日新聞 '94.1.29)
(25) 子どもの受験があるからといって、単身赴任はすべきでない。（朝日新聞 '94.1.
13)
(26) 選挙の取り組み方はいくつか選択肢があるが、政治が混迷している時代に急いで
結論を出すべきではない。（朝日新聞 '94.10.7)
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、「～べきで」とい
った連用中止の形も、過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．類義表現として「～なければならない」の類が考えられるが、「～0なければなら
ない」等が外的状況・規制などからそれが必要とする当為表現であるのに対して、「～べ
きだ」は、話し手が～する・～なることを妥当ととらえて、それが必要だと述べる言い方
である。したがって、話し手の主観による判断という面が表立ってくる。それ故、特定の
話し手の判断と意識されないことについては、「～べきだ」を使うのは不自然である。例
えば、「鉤を紛失した場合は実費弁償しなければならない」といった規則の言い方では、
「ロッカーの鍵を紛失した場合は実費弁償すべきだ」と「～べきだ」を使うのはもちろん
不適切である。
２．また、「これから私は行かなければならない」とは、ふつうにいえるが、「これか
ら私は行くべきだ」は、特別の文脈でなくては不自然である。つまり、「～べきだ」は、
一人称主語を取っては使いにくい。自分自身が当事者である以上、何をなすのか直接意志
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表明しまえばいい（あるいは、分かっているなら実行したらいい）ことについて、わざわ
ざ何をなすのが妥当と判断するかを語る形をとるのはいかにも迂遠な言い方になるからで
あろう。（ちなみに、「～シなければならない」が不自然でないのは、それが要請される
状況にあるという状況説明の意味をもつからであろう。）
３．「～べきだ」は、推量の形もとれるとしたが（「～べきだろう」）、「～にちがいない」
という強い推定の言い方とはなじみが悪く、「～べきにちがいない」とは言いにくい。し
かし、「～に決まっている」となら、「～べきに決まっている」というような言い方も可
能である。「～にちがいない」が事実を踏まえた推定という意味に重点があるのに対し、
「～に決まっている」は、話し手の主張という面が際立つ言い方であるので、後者が、話
し手の評価としての意味の際立つ「べきだ」となじみがよいのも首肯される。
４．「～べきだ」は、もともと古典語の助動詞「べし」に由来するが、現代語でも「べ
し」の連体形「べき」・連用形「べく」は、やや硬い文章語ではなお使われる。その場合、
「べし」の多義的な表現性を引きずっていて、必ずしも当為の意味とばかりは読めないも
のが多い。例えば、「私には帰るべき家がない」の場合なら、「べき」は可能の意味に読
めるし、「準備不足はいかんともしがたく、負けるべくして負けた」の場合は、「べく」
は当然といった意味になる。こうした「べき」「べく」は、「べきだ」に準じて扱えると
は限らないと見ておく必要があろう。
関連項目
Ｂ４０「～ざるを得ない」，Ｂ４２「～なければならない」
参考文献
丹羽哲也(1991)・野林靖彦(1996a)(1996b)・森山卓郎(1997)
◇Ｂ４２ ～なければならない・～なくてはならない
接続
動詞の未然形（「シテイル」の未然形「シテイ」も含む。なお、サ変動詞は「～シ」の
形）及び形容詞・形容動詞・「名詞＋断定の助動詞」の連用形に付く。
意味・用法
「Ａシなければならない」等の形で、状況や決まり・道理といった外的な制約・要請か
らＡという行為・事態の実現が必要だと述べる言い方である。“否定の条件形式＋ならな
い”という構成で、前半については、「～シナクテハはならない」「～セネバならない」「～
シナクチャならない」「～シナキャならない」など、ヴァリエーションがいろいろ考えら
れる。また、後半の「ならない」の部分についても、「～しなければイケナイ」「～しな
ければダメダ」などのヴァリエーションがあり得る。
用例
(1) 死因に不審がある死体については、医師は直ちに警察に届け出なければならない。
（作例）
(2) 恒星がその形を保ち続けるためには，内部のどの部分でも，内部からの圧力と外側
からの圧力がつりあっていなければならない．（湊正雄ほか「地学Ⅰ」)
(3) 出発二時間前空港集合のため、首都圏では四時間ほど前に自宅を出なければならぬ。
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（朝日新聞 '94.2.21)
(4) 今回ロサンゼルスで見られた電話の障害や停電などは、程度や広がりはともかく、
日本でも起きることを覚悟しなければならないだろう。（朝日新聞 '94.1.19)
(5) 町おこし、村おこしの一環として、まず玄関口である駅の活性化を図らなければな
らないでしょう。（朝日新聞 '94.2.1)
(6) 場合によっては石油の消費を増やさなければならないかもしれない。（朝日新聞 '
94.3.8)
(7) 重量挙げは、男性の競技と思ってきたが、もうそんな考えは改めなければならない
ようだ。（朝日新聞 '94.10.4)
(8) 高校教師の夫とその妻は、二十三歳になった長男をなぜ殺さなければならなかった
のか。（朝日新聞 '94.10.23)
(9) フリーエージェント（ＦＡ）制度について、現行では選手が所属球団以外と交渉す
るまで、宣言して約１カ月待たなければならないが、この期間を短縮することで意見がま
とまった。（朝日新聞 '94.4.14)
(10) 政党というのは、あくまでも自由でなきゃならない。（朝日新聞 '94.2.3)
(11) あなたには覚えて貰わなきゃならないことがたくさんあるの。（武田徳久「屋根
裏のガラスの靴」)
(12) この手紙を、母にみせねばならなかった。（伊藤桂一「羊蹄甲の花の蔭」)
(13) いまさら、後に引くわけにもいかず、周作も、今度こそ、又八郎に会って入門を
許してもらわなくてはならなかった。（作例）
(14) ハナさんは夫を亡くし、病気の娘を抱え、生活のために働かなくてはならなかっ
た。（朝日新聞 '94.7.16)
(15) 二十年先、三十年先をにらんで何をしなくてはならないかという議論が抜け落ち
た。（朝日新聞 '94.9.17)
(16) また，地表付近の大気の流れでは，地表と大気との摩擦の影響を考えなくてはな
らないが，上層の大気の流れでは，このような摩擦の影響は無視することができる．（湊
正雄ほか「地学Ⅰ」)
(17) メーカー側でも客に商品をきちんと説明したり、見積もりを出したりできる専門
職を置かなくてはならなくなった。（朝日新聞 '94.9.14)
(18) 家具など重いものは税関から自力で運ばなくてはならず、運送料がかさむ。（朝
日新聞 '94.9.10)
(19) 大会組織委員会の最大の悩みは、参加者数が確定しないまま準備作業を進めなく
てはならないことだ。（朝日新聞 '94.4.2)
(20) どうしても休まなくてはならないときは、叔父や叔母が死んだことにした。（朝
日新聞 '94.11.13)
(21) ときには、「私はなんで、こんなに仕事をしなくちゃならないの」と不満にも思
った。（朝日新聞 '94.7.1)
(22) 大学教官といえども、研究者であるとともに教師であるという自覚をもたなくて
はいけないだろう。（作例）
(23) 「なんであんな男のためにあたしが身を粉にして働かなくちゃいけないの」（柴
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門ふみ「恋愛論」)
(24) みんな、これほど心配してくれるのだから、おじいちゃんだって、これからも元
気でなければいけないよ。（作例）
(25) 石油資源がなくなったときには、木材がそれに代わる可能性があり、たくさん残
しておかなければいけない。（朝日新聞 '94.3.10)
(26) たとえ物語でも、その物語世界での真実を描かなければいけない。（柴門ふみ「恋
愛論２ 応用篇」)
(27) 今回、別の日本の検査関係者が「なぜこれほどあせらなければいけなかったのか」
と首をひねった。（朝日新聞 '94.11.29)
(28) 裕生「なんで、引っ越ししなきゃいけないんだよ。ここがボク達のうちなんでし
ょ！」（森治美「さわやか3組(第19回)」)
(29) 今度の監督は、なんとしても長島級の大物でないといけないので、球団側も人選
に苦労しているという。（作例）
(30) 一日一回だけ飲めばいい薬だと、患者の七割は全部きちんと飲んでいたが、一日
に三回飲まないといけない薬では、半分くらいしか飲んでいなかった――朝日生命成人病
研究所（東京）が高血圧の通院患者を調べたら、こんな結果が出たという。（朝日新聞 '
94.10.30)
(31) 良いコンクリートを作るには、構造物の条件や環境をすべてクリアしなければだ
めだ。（朝日新聞 '94.7.22)
(32) チェーン化するには店長始め、人材育成から始めないとだめだ。（朝日新聞 '94.
1.22)
(33) 「太りすぎだ。やせさせなくっちゃダメだ」と獣医は言った。（朝日新聞 '94.1.
8)
(34) 「人を助ける前に自分をどうにかすることを考えなきゃだめでしょ！！」。（朝日
新聞 '94.5.14)
(35) ３時には東京を発ったのだから、もういいかげん着いていなければならない。（作
例）
文法
言い切りや「～が」「～のに」など独立度の低くない節で用いられ、「～ず」「～ずに」
といった連用中止の形（「～なくて」「～ないで」も不可ではないが、口調がよくない）
も、過去・推量の形もとれる。連体修飾も可能である。
ノート
１．「～べきだ」が、話し手が～する・～なることを妥当として、それが必要だと述べ
る言い方で、いわば内発的な評価に基づく当為表現であるのに対して、「～シなければな
らない」の類は、外的状況・規制などからそれが必要とする当為表現である。そうしたと
ころから、しばしば建前を述べる言い方だなどともされるが、もちろん必ずしも実質のな
い建前を言うものとは限らない。
２．外的な状況・制約から～になる必要があるという当為の意味を示す言い方だが、そ
こから例文(35)のように、そんな条件下では必然的に～ということになるという論理関係
に焦点を当てた言い方も派生してくる。
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３．この言い方の一ヴァリエーションとして、「～シてはだめだ」といういいかたがあ
るが、これは、その場で具体的な事実を指して評価・判定や指示の言い方で用いられるこ
とが普通で、もともと決まっていたようなことについては使えない。例えば、「わたしは、
６時から人に会わなければならない」とはいえても、「わたしは、６時から人に会わなけ
ればだめだ」とは、いえない。
関連項目
Ｂ４０「～ざるを得ない」，Ｂ４１「～べきだ」
参考文献
丹羽哲也(1991)・野林靖彦(1996a)(1996b)・森山卓郎(1997)
第 三 部 複 合 辞 関 係 文 献 目 録
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複合辞関係文献目録
現代日本語の複合辞を主に取り扱っている研究文献のリストである。ただし、どの程度
立ち入って論じているものを採るかによって取捨の幅も違ってくる。そのあたりの判断も
微妙なことが出てくるので、ここではまず一応機械的に題名に個々の複合辞を示している
ものを採ることとし、更に、そうでないものでも内容として重要と思われるものを採った
（なお、雑誌論文を中心とし、単行本は、用例集など特に重要なものにとどめた。単行本
として刊行された書物の名称にのみ『』を付した）。方言を対象とするものは採り上げて
いない。まだ落ちているものもあるかもしれないが、ご教示いただければ幸いである。な
お、調査の範囲は、日本国内で日本語で発表されたものに限った。
文献の表示の仕方は、著者、発表年、題名、出典の順にあげた。文献の掲出順は，著者
のよみの五十音順である。中国語・韓国語で表記された人名については、検索の便のため，
便宜上現代の日本漢字音で読んだ場合のよみのところに配列した。
青木三郎(2000) ＜ところ＞の文法化，青木・竹沢編『空間表現と文法』くろしお出版
青山文啓(1992) 説明をめぐる日本語の文末表現，東海大学文明研究所紀要 12
揚妻祐樹(1990) 形式的用法の「もの」の構文と意味－〈解説〉の「ものだ」の場合－
国語学研究 30
揚妻祐樹(1991) 実質名詞「もの」と形式的用法との意味的つながり，東北大学文学部
日本語学科論集 1
揚妻祐樹(1992) 体言的素材性カテゴリーとしての「もの」，東北大学文学部日本語学
科論集 2
揚妻祐樹(1999a) 「ものだ」文の表現構造，加藤正信編(1999)『日本語の歴史構造』
明治書院
揚妻祐樹(1999b) 「ような（みたいな）ものだ」「というものだ」の表現構造，佐藤
武義編(1999)『語彙・語法の新研究』明治書院
阿曽村陽子(1999) 「ほうがいい」についての一考察，湘南文学（東海大学） 33
安達太郎(1999) 『日本語疑問文における判断の諸相』くろしお出版
雨宮雄一(1999) 現代日本語における義務論的表現 「して（も）いい」「しなければ
ならない」をめぐって，日本学報（大阪大学） 18
雨宮雄一(2000) 「するべきだ」「したほうがいい」と「しなくてはいけない」につい
ての覚え書き，現代日本語研究（大阪大学大学院文学研究科日本語学講座） 7
有田節子(1999) テハ構文の二つの解釈について，国語学（国語学会） 199
４ 第三部 複合辞関係文献目録
－252－
案野香子(1996) 「モノダ」の意味・用法 「トイウモノダ」文を例として，千葉大学
留学生センター紀要 2
案野香子(1997) トイウモノダの主観性，語文論叢（千葉大学） 24
井口厚夫(1988) 「ところを」に関する考察，Sophia International Review（上智大
学比較文化学部） 10
池田英喜(1996) 経験をあらわす「シタコトガアル」について，待兼山論叢（大阪大学
文学部） 30
石川禎紀(1972) 近代女性語の語尾 「てよ・だわ・のよ」，解釈（解釈学会） 18-10
石川 守(1985) 「～てみる」と「～ようとする」に関する一考察，語学研究（拓殖大
学） 41
石川 守(1988) 目的の「ために」と「ように」，及び既定条件の「たら」，と「て」
における自己の意志の問題，語学研究（拓殖大学） 54
石川 守(1997) 否定形のモダリティ，語学研究（拓殖大学） 86
井島正博(1998) 組立モダリティ表現，『東京大学国語研究室創設百周年記念国語研究
論集』汲古書院
磯山麻衣(2000) 「なんて」の意義と用法，昭和女子大学大学院日本文学紀要 11
伊藤 晃(1993) 分裂文と「のだ」文 課題設定のあり方と構文の文脈依存性，さわら
び（文法研究会） 2
伊藤 勲(1987) 「ても」の用法，国際学友会日本語学校紀要 12
伊藤 勲(1994) 「ものの」の用法，国際学友会日本語学校紀要 16･17
伊藤智博(1996) 原因・理由の「だけに」に関する一考察，三重大学日本語学文学 7
糸川 優(1990) 「つもり」を含む文の陳述性 日本語教科書の例文，緑岡詞林（青山
学院大学） 14
今井新悟(1990) シタ方ガイイとスル方ガイイの意味・構文的な違い，東京外国語大学
日本語学科年報 12
今井新悟(1991) 認識的議事モダリティーのモダリティー度，東京外国語大学日本語学
科年報 13
今井新悟(1992) モダリティ――モダリティ形式のモダリティ度，日本語教育（日本語
教育学会） 77
今尾ゆき子(1994) ガ／ケレド／ノニ／クセニ／テモ― 談話語用論からの考察，日本語
学（明治書院） 13-9
岩崎 卓(1996) ノデの視点とノニの視点 トイウノデとトイウノニから，現代日本語
研究（大阪大学） 3
岩野靖則(1984) ～てから／～たあと，日本語学（明治書院） 3-10
尹 相実(1995) 日本語の判断モダリティ形式について(Ⅰ) ノダ・ワケダ・ハズダを
４ 第三部 複合辞関係文献目録
－253－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
中心に，国語国文研究（北海道大学国語国文学会） 101
尹 相実(1996) 日本語の判断モダリティ形式「モノダ」について，日本学報（大阪大
学） 37
尹 相実(1999) 話し手の不確実な判断を表すモダリティ，国語国文研究（北海道大学）
113
于 日兵(1997) 動作目的表現と結果目的表現－［タメニ］と［ヨウニ］を中心に－，
筑波日本語研究（筑波大学文芸・言語研究科日本語学研究室） 2
衛 東(1992) 日本語のムード表現の一形式 「のだ」文を中心に，国文学論集（上
智大学） 25
江後千香子(1999) 小説文の構造 「のだ」の機能を中心に，早稲田大学大学院文学研究
科紀要 第3分冊44
遠藤織枝(1984) ～からは／～からには，日本語学（明治書院） 3-10
王 暁宇(1985) 「ものの」は形式名詞だとの説は正しくない，日本語教育研究論纂（在
中華人民共和国日本語研修センター紀要） 4
王 笑峰(1992) 連体法の引用の諸問題，日本学報（大阪大学） 11
大島資生(1991) 連体修飾構造に現れる「という」の機能について，人文学報（東京都
立大学） 225
岡野喜美子(1991) 許可を求める表現 ～タインデスケドをめぐって，早稲田大学日本語
教育センター紀要 3
岡部 寛(1994) 説明のモダリティ 「わけだ」と「のだ」の用法とその意味の違いの
比較の観点から，日本学報（大阪大学） 13
岡部嘉幸(1995) 「のですか」質問文の表現性，築島裕博士古稀記念会(1995)『築島裕
博士古稀記念国語学論集』汲古書院
岡部嘉幸(1998) ハズダの用法について，『東京大学国語研究室創設百周年記念国語研
究論集』汲古書院
沖 裕子(1998) 接続詞と接続助詞の「ところで」 転換」と「逆接」の関係性，日本
語教育（日本語教育学会） 98
奥田靖雄(1986) 現実・可能・必然（上），言語学研究会編『ことばの科学１』むぎ書
房
奥田靖雄(1990) 説明（その１）－のだ、のである、のです－，言語学研究会編『こと
ばの科学４』むぎ書房
奥田靖雄(1992) 説明（その２）－わけだ－，言語学研究会編『ことばの科学５』むぎ
書房
奥田靖雄(1993) 説明（その３）－はずだ－，言語学研究会編『ことばの科学６』むぎ
書房
－254－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
奥田靖雄(1996) 現実・可能・必然（中）－「していい」と「してもいい」－，言語学
研究会編『ことばの科学７』むぎ書房
奥田靖雄(1999) 現実・可能・必然（下）－「しなければならない」－，言語学研究会
編『ことばの科学９』むぎ書房
奥津敬一郎(1966) 「マデ」「マデニ」「カラ」－順序助詞を中心として－，日本語教
育 9
奥津敬一郎(1975a) 形式副詞論序説－「タメ」を中心として－，人文学報 104
奥津敬一郎(1975b) 程度の形式副詞，都大論究 12
奥津敬一郎(1983) 続・形式副詞論－理由・目的の形式副詞－,平山輝男博士記念会編
(1983)『平山輝男博士古稀記念 現代方言学の課題１』明治書院
奥津敬一郎・他(1986) 『いわゆる日本語助詞の研究』凡人社
小高 愛(1999) 動詞派生の後置詞「とって」，千葉大学留学生センター紀要 5
小野米一・李志華(1988) 係助詞「でも」と「だって」の用法について，北海道教育大学
紀要 1A39-1
影浦慎太郎(1996) 後置詞「ために」，日本文学研究（大東文化大学） 35
梶井恵子(1995) 話し言葉の分析1 文末形式，立教大学日本語研究 2
片村恒雄(1980) 「のである」の用法－主として芥川龍之介の初期小説における－，解
釈 26-1
片村恒雄(1981) 「のである」と「からである」－小説における理由表現をめぐって－，
島田勇雄先生古稀記念論文集刊行会編(1981)『島田勇雄先生古稀記念ことばの
論文集』明治書院
加藤陽子(1999) 話し言葉における「トイウコトダ」の諸相，日本語と日本文学（筑波
大学） 28
加藤理恵(1999) 「ところ」を含む文について－２つのタイプの構文とその解釈の可能
性－，名古屋大学人文科学研究 28
金子尚一(1983) 日本語の後置詞，国文学 解釈と鑑賞（至文堂） 48-6
金子尚一(1994) ～－テハ／－デハとその用法をめぐって，国文学 解釈と鑑賞（至文
堂） 59-1
河上誓作(1986) 「マエニ」の前の肯定と否定，大阪大学文学部共同研究論集3日本語
・日本文化研究論集
川越菜穂子(1989) トコロダ文の意味と構造 情報のなわばりとの関連で，日本学報（大
阪大学） 8
川越菜穂子(1990) トコロヲの用法について，帝塚山学院大学研究論集 25
川端芳子(1995) 「ところが」について，立教大学日本語研究 2
河原修一(1997) 「だ」で終る日本語の表現 ＜ウナギ文＞と＜のだ＞文の統合，表現
－255－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
研究（表現学会） 65
北川千里(1995) 「わけ」というわけ，日本語学（明治書院） 14-9
北村よう(1989) 日本語におけるアスペクトとaspectual character－～ヨウニナルと
いう表現をめぐって－，『吉沢典男教授追悼論文集』吉沢典男教授追悼論文集
編集委員会発行』
許 夏玲(1999) 文末の「って」の意味と談話機能，日本語教育（日本語教育学会） 1
01
金 銀淑(1989) 連体修飾構造における「トイウ」の意味機能，国語学研究（東北大学）
29
金 勝漢(1992) アスペクトの複合接続助詞「～て以来」の構文をめぐって，国文学論
集（上智大学） 25
金 仙姫(1990) 現代日本語における「について」「に関して」「に対して」の用法上
の差異について アンケート調査を中心に，国語学研究（東北大学） 30
金 仙姫(1992) 現代日本語における「についての」「に関する」「に対する」の用法
上の差異の考察，東北大学文学部日本語学科論集 2
金 東郁(1995) 単独形式化モダリティ，日本語と日本文学（筑波大学） 21
工藤真由美(1996) 「～ノデハナイ」の意味と機能，横浜国立大学人文紀要 2語学・文
学 43
工藤真由美(1997) 否定文とディスコース－「～ノデハナイ」と「～ワケデハナイ」－，
言語学研究会編『ことばの科学８』むぎ書房
久野 暲(1973) 『日本文法研究』大修館書店
グループ・ジャマシイ(1998) 『日本語文型辞典』くろしお出版
権 奇洙(1991) 受身文の動作主マーカーについての一考察 主に「に・によって・か
ら」を中心に，東北大学文学部日本語学科論集 1
権 奇洙(1992) 「うちに」と「あいだに」について－時間的限度を表す用法を対象と
して－，東北大学文学部日本語学科論集 2
小出慶一(1994) ヨウニスル形の使役性，群馬県立女子大学紀要 15
黄 麗華(1985) 「～や否や」「～が早いか」「～し（た）かと思うと」「～か……ない
うちに」「～か……ないかに」，日本語教育研究論纂（在中華人民共和国日本
語研修センター紀要） 3
幸田佳子(1994) 「わけがない」、「わけではない」、「わけにはいかない」について，
語学教育研究論叢（大東文化大学） 11
江田すみれ(1991) 複合辞による条件表現(1) 「となると」の意味と機能，日本語教育
（日本語教育学会） 75
江田すみれ(1992) 複合辞による条件の表現2 「と」「とすると」「となると」の意味と
－256－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
機能について，日本語教育（日本語教育学会） 78
江田すみれ(1994) 複合辞による条件の表現 「ば」「とすれば」「となると」，日本語教
育（日本語教育学会） 83
小金丸春美(1990) 相手の推論を否定する形式をめぐって 「～といっても」と「～から
といって」，梅花短大国語国文（梅花短期大学国語国文学会） 3
小金丸春美(1991) 「のではなく」の機能，阪大日本語研究 3
国立国語研究所［永野賢］(1951) 『現代語の助詞・助動詞－用法と実例－』大日本図書
［もと、秀英出版より刊行］
木下りか(1997a) ハズダの意味分析－他の真偽判断モダリディ形式と比較して－，日
本語教育（日本語教育学会） 92
木下りか(1997b) カモシレナイ・ニチガイナイ 真偽判断のモダリティの体系におけ
る「可能性」，言語学研究会編『ことばの科学１０』むぎ書房
木下りか(1998) 真偽判断を表す文末形式と「既定性」，言語学研究会編『ことばの科
学１１』むぎ書房
此島正年(1973) 複合助詞「とは」の解釈，解釈（解釈学会） 19-12
小針裕樹(1996) 同意要求文の位置と形式，国語学研究（東北大学） 35
小松紀子(1985) 意向表現の現れ方 ツモリ・タイ・ウ／ヨウを中心にして，アメリカ
・カナダ11大学連合日本研究センター紀要 8
小矢野哲夫(1981) 「のだ」をめぐる諸問題，島田勇雄先生古稀記念論文集刊行会編(198
1)『島田勇雄先生古稀記念ことばの論文集』明治書院
小矢野哲夫(1995) 格くずれ，仁田義雄編(1995）『複文の研究（上）』くろしお出版
近藤純子(1998) 複合辞としての「ということで」，日本語教育（日本語教育学会） 9
9
近藤純子(1999) 複合辞「ところを」についての論考，日本語教育（日本語教育学会）
103
近藤真宣(1999) 「トイウコト」から考える「トイウ」の特性，語学研究（拓殖大学）
90
才田いずみ(1980) 「のに」と「ても」，アメリカ・カナダ11大学連合日本研究センター
紀要 3
斎藤 学・他(1999) ドコロカについて，東アジア日本語教育・日本文化研究（東アジア
日本語教育・日本文化研究学会） 1
佐伯哲夫(1966) 複合格助詞について，言語生活 178，佐伯(1976)『語順と文法』関西
大学出版・広報部に再録
佐伯哲夫(1987) 受動態動作主マーカー考（上）（下），日本語学（明治書院） 6-1・2
三枝令子(1991) 「だけに」の分析，言語文化（一橋大学語学研究室） 27
－257－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
三枝令子(1997) 「って」の体系，言語文化（一橋大学） 34
佐治圭三(1989) 「～のだ」の本質を求めて 再び山口佳也氏に答えて，阪大日本語研
究 1
佐治圭三(1991) 『日本語の文法の研究』ひつじ書房
佐治圭三(1992) 『外国人が間違えやすい日本語の表現の研究』ひつじ書房
佐竹久仁子(1984) ～もので／～ものの／～ものを，日本語学（明治書院） 3-10
佐藤尚子(1989) 現代日本語の後置詞の機能－「～について」と「～に対して」を例と
して－，横浜国立大学国語研究 7
佐藤尚子(1990) 後置詞と前置詞 名詞の格の周辺，国文学 解釈と鑑賞（至文堂） 55
-1
佐藤尚子・他(2001) 社会科教科書における後置詞について，千葉大学留学生センター
紀要 7
佐藤雄一(1996) 補助的な品詞から，同音形式・多機能形式，国文学 解釈と鑑賞（至
文堂） 61-1
沢田奈保子(1986) 複合接続助詞「うちに」の時を特定する用法の分類，ことば（現代日
本語研究会） 7
塩入すみ(1993) 「テハ」条件文の制約について，阪大日本語研究 5
塩入すみ(1994) 「トハ」文の主節の述語について，現代日本語研究（大阪大学） 1
塩入すみ(1999) 「変化の連動」を表す副詞節の分析 トトモニ・ニツレ・ニトモナイ
・ニシタガイ，東呉日語教育學報（東呉大學日本語文學系） 22
清水佳子(1997) 主題連鎖と「のだ」との関連，現代日本語研究（大阪大学） 4
謝 新平(1999) 中国語の“由字句”と日本語の“によって”受け身文について，福岡
教育大学国語科研究紀要 40
初 玉麟(1981) どころか その接続と意味の説明・分類をめぐって，言語（大修館書
店） 10-10
申 鉉竣(1999) 近代語可能表現の推移 「～コトガナル」から「コトガデキル」へ，
国学院雑誌（国学院大学） 100-4
新屋映子(1989) “文末名詞”について，国語学（国語学会） 159
須賀一好(1995) 「かもしれない」の意味と蓋然性，山形大学紀要 人文科学 13-2
杉田くに子(1997) 学術論文における思考判断を表す文末表現の用法 「と思う」「と考
える」を中心して，言語文化（一橋大学） 34
杉村博文(1980) 「の」「のだ」と「的」「是……的」，大阪外語大学報 49
杉本和之(1996) 「～たあとで～」と「～てから～」，愛媛大学教育学部紀要 ２人文
・社会科学 29-1
鈴木重幸(1972) 『日本語文法・形態論』むぎ書房
－258－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
鈴木義和(1993) テハ条件文について，親和国文（親和女子大学） 28
須田義治(1991) 「なければならない」の文，東京外国語大学日本語学科年報 13
鈴藤和子(1984) ～あいだ／あいだに，日本語学（明治書院） 3-10
砂川有里子(1984) 〈に受身文〉と〈によって受身文〉，日本語学（明治書院） 3-7
砂川有里子(1987) 複合助詞について，日本語教育（日本語教育学会） 62
砂川有里子(2000) 空間から時間へのメタファー，青木・竹沢編『空間表現と文法』くろ
しお出版）
関 正昭(1989) 評価述定の誘導成分となる複合助詞について，日本語教育（日本語教
育学会） 68
千 昊載(1994) 真偽判断のモダリティと丁寧さ，東北大学言語学論集 3
戴 宝玉(1987) 複合助辞「にしても・にしろ・にしたところで」－接続助詞と限定助
詞との関連－，日本語教育（日本語教育学会） 62
高市和久(1989) 文法的なてだてとしての形式名詞－「こと」の場合，山梨英和短期大
学紀要 23
高市和久(1991) 述語での「もの」の用法，日本文藝論集（山梨英和短期大学日本文学
会） 23･24
高梨信乃(1995) 条件接続形式による評価的複合表現 スルトイイ，スレバイイ，シタ
ライイ，阪大日本語研究 7
高梨信乃(1996) 条件接続形式を用いた＜勧め＞表現－シタライイ、シタラ、シタラド
ウ－，現代日本語研究（大阪大学現代日本語学講座） 3
高橋匡雄(1996) 使用のなかでの「スルコトダ」 ダブルテンスの述語形式を中心にし
て，大学院年報（立正大学大学院文学研究科） 13
高橋匡雄(1997) 意味の“限定”と時間の“限定” ダブルテンスの述語形式「スル
バカリダ」の意味・用法，立正大学国語国文 34
高橋 純(1996) 「～つつある」について，日本語教育（日本語教育学会） 89
高橋太郎(1983) 動詞の条件形の後置詞化，渡辺実編(1983)『副用語の研究』明治書院
所収
高橋太郎(1989) 形式名詞についてのおぼえがき，『吉沢典男教授追悼論文集』吉沢典
男教授追悼論文集編集委員会発行』
高橋太郎(1994) ダブルテンスの観点からみた＜スルコトガアル＞の種々相，立正大学
文学部論叢 100
高橋太郎(1997) 「～というもの」「～ということ」「～というの」，立正大学人文科学
研究所年報 34
高橋美奈子(1994) 名詞修飾表現における「トイウ」の介在可能性について－「内の関係」
の名詞修飾表現を中心に－，待兼山論叢（大阪大学文学部） 28
－259－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
立薗洋子(1984) ～まで/～までに／～までは／～にかけて，日本語学（明治書院） 3-
10
田中章夫(1977) 近代語における複合辞的表現の発達，松村明教授還暦記念会編(1977)
『松村明教授還暦記念国語学と国語史』明治書院
田中俊子(1993) 「～カモシレナイ」について，東北大学留学生センター紀要 1
田中 寛(1988) 動詞派生の後置詞について 「中止形」の意味と機能，言語と文化（文
教大学言語文化研究所紀要） 1
田中 寛(1989) 逆接の条件文＜ても＞をめぐって，日本語教育（日本語教育学会） 6
7
田中 寛(1994) 条件表現と基本文型，日本語学（明治書院） 13-9
谷守正寛(1998) ムードの「わけだ」再考，鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科
学 49-2
田野村忠温(1986) 命題指定の「の」の用法と機能－諸説の検討－，言語学研究 5，田野
村(1990)『現代日本語の文法Ⅰ－「のだ」の意味と用法－』和泉書院に再録
田野村忠温(1990) 『現代日本語の文法Ⅰ－「のだ」の意味と用法－』和泉書院
田野村忠温(1993) 「のだ」の機能，日本語学（明治書院） 12-11
田野村忠温(印刷中) 辞と複合辞，『日本語学と言語学（仮題）』（２００１刊行見込み）
明治書院
玉村禎郎(1984) ～ものなら，日本語学（明治書院） 3-10
田村直子(1995) ハズダの意味と用法，日本語と日本文学（筑波大学国語国文学会） 2
1
田村直子(1997) 必然系と可能系のモダリティ 条件接続表現によるモダリティ形式を
例に，日本語と日本文学（筑波大学） 24
田村直子(1998) 命題要素のモダリティ化について ナケレバナラナイやテモイイ等を
例に，筑波応用言語学研究 5
田村直子(1999) ナケレバナラナイの用法と命題要素とのかかわり ザルヲエナイ，ベ
キダ，ハズダとの置換性を手がかりに，日本語教育（日本語教育学会） 103
趙 順文(1989) 国語辞書に見る「もので」の記述，『吉沢典男教授追悼論文集』吉沢
典男教授追悼論文集編集委員会発行』
張 正来(1995) 文末の助詞についての一考察，立教大学日本語研究 2
張 素芳(1993) 「どころか」の用法と機能 「ばかりか」との比較を中心にして，文
芸研究（日本文芸研究会） 132
張 麗華(1984a) ～て仕方（仕様）がない，日本語学（明治書院） 3-10
張 麗華(1984b) ～よりほかはない／～より（ほかに）仕方がない，日本語学（明治
書院） 3-10
－260－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
塚本秀樹(1991) 日本語における複合格助詞について，日本語学（明治書院） 10-3
蔦原伊都子(1984) ～に（へ）かけて，日本語学（明治書院） 3-10
蔦原伊都子(1984) ～について，日本語学（明治書院） 3-10
土屋博嗣(1987) 条件節と「～（という）わけでもない」について，亜細亜大学教養部
紀要 36
坪根由香里(1996) 「ことだ」に関する一考察 そのモダリティ性を探る，ICU日本語教
育研究センター紀要（国際基督教大学日本語教育センター） 5
坪根由香里(1994a) 「ものだ」に関する一考察，日本語教育（日本語教育学会） 84
坪根由香里(1994b) 「もの」「こと」「の」に関する考察－「のだ」を中心に，南山二
言語教育 1
坪根由香里(1996) 終助詞・接続助詞としての「もの」の意味 「もの」「ものなら」「も
のの」「ものを」，日本語教育（日本語教育学会） 91
鶴田洋子(1999) 「～とばかりに」「～といわんばかりに」，立教大学日本語研究 6
鄭 相哲(1994) 所謂確認要求のジャナイカとダロウ 情報伝達・機能論的な観点か
ら，現代日本語研究（大阪大学文学部日本学科現代日本語学講座） 1
寺村秀夫(1978) 「トコロ」の意味と機能，語文（大阪大学） 34
寺村秀夫(1980) 名詞修飾部の比較，国広哲弥編(1980)『日英語比較講座２』大修館書
店
寺村秀夫(1982) 『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』くろしお出版
寺村秀夫(1984) 『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』くろしお出版
寺村秀夫(1991) 『日本語のシンタクスと意味Ⅲ』くろしお出版
寺村秀夫(1992) 『寺村秀夫論文集Ⅰ－日本語文法編－』くろしお出版
徳田裕美子(1989) 「という」の使われ方の研究，東京外国語大学日本語学科年報 11
戸村佳代(1989) 日本語における二つのタイプの譲歩文 「ノニ」と「テモ」，文芸言
語研究 言語 15
永井鉄郎(1997) 「～ようとする」の意味と用法について，日本語教育（日本語教育学
会） 92
中里理子(1996) 「ものの」の意味・用法について，東京大学留学生センター紀要 6
中野伸彦(1993) 終助詞の連接形「よね」について，松村明先生喜寿記念会編(1993)『国
語研究』明治書院
永野 賢(1953) 表現文法の問題－複合辞の認定について－，金田一博士古稀記念論文
集刊行会編(1953)『金田一博士古稀記念言語民族論叢』三省堂所収，永野賢(1
970)『伝達論にもとづく日本語文法の研究』東京堂出版に再録
中畠孝幸(1990) 「という」の機能について，阪大日本語研究 2
中畠孝幸(1993) 確かさの度合い カモシレナイ・ニチガイナイ，三重大学日本語学文
－261－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
学 4
中畠孝幸(1999) 当然を表すモダリティ形式について ハズダとベキダ，甲南大学紀要
文学編 111
中道知子(1995) 「～（ヨ）ウトスル」について，語学教育研究論叢（大東文化大学）
12
仁田義雄(1981) 可能性・蓋然性を表わす議事ムード，国語と国文学 58-5
仁田義雄(1991) 『日本語のモダリティと人称』ひつじ書房
仁田義雄(1992) モダリティ――判断から発話・伝達へ 伝聞・婉曲の表現を中心に，
日本語教育（日本語教育学会） 77
仁田義雄(1994) ＜疑い＞を表す形式の問いかけ的使用 「カナ」を中心とした覚書，
現代日本語研究（大阪大学） 1
仁田義雄(1997) 断定をめぐって，阪大日本語研究 9
丹羽哲也(1991) 「べきだ」と「なければならない」，大阪学院大学人文自然論叢 23
・24（合併号）
丹羽哲也(1993) 引用を表す連体複合辞「トイウ」，人文研究（大阪市立大学文学部紀
要） 45-1
丹羽哲也(1994) 主題提示の「って」と引用，人文研究（大阪市立大学文学部紀要） 4
6-2
丹羽哲也(1995) 「さえ」「でも」「だって」について，人文研究（大阪市立大学文学
部紀要） 47-7
丹羽哲也(1998) 逆接を表す接続助詞の諸相，人文研究（大阪市立大学文学部紀要） 5
0-10
祢津仁美(1990) 辞結合における慣用表現の文法的考察，日本文学（東京女子大学） 7
4
野田春美(1992a) 複文における「の（だ）」の機能 「のではなく（て）」「のでは」
と「のだから」「のだが」，阪大日本語研究 4
野田春美(1992b) 単純命題否定と推論命題否定 「のではない」と「わけではない」，
梅花短大国語国文 5
野田春美(1993) 「の」の言語学－「のだ」と終助詞「の」の境界をめぐって，日本語
学（明治書院） 12-11
野田春美(1997) 『「の（だ）」の機能』くろしお出版
野田尚史(1984) ～にちがいない／～かもしれない／～はずだ，日本語学（明治書院）
3-10
野田尚史(1994) 仮定表現のとりたて－「～ても」「～ては」「～だけで」などの体系
－，日本語学（明治書院） 13-9
－262－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
野林靖彦(1996a) 「ベキダ／ホウガイイ」「ナケレバナラナイ」が表し分ける評価的
態度の差異と類似，文藝研究（日本文芸研究会） 141
野林靖彦(1996b) 「～ベキダ」「～ナケレバナラナイ」「～ザルヲエナイ」 ３形式が
表わす当為判断の連関，東北大学文学部日本語学科論集 6
野村真一(1999) 「Ｓッテ」文の分析 引用標識「ッテ」を用いたストラテジー，金沢
大学語学・文学研究 27
野村真一(2000) 「Ｓッテ文」伝聞用法の分析，金沢大学語学・文学研究 28
野村剛史(1984) ～にとって／～において／～によって，日本語学（明治書院） 3-10
馬 小兵(1997a) 「立場・資格」を表す「として」の用法について－「に・で」との
比較を中心に－，筑波日本語研究（筑波大学文芸言語研究科日本語学研究室）
2
馬 小兵(1997b) 複合助詞「として」の諸用法，日本語と日本文学（筑波大学） 24
蓮沼昭子(1985) 「ナラ」と「トスレバ」，日本語教育（日本語教育学会） 56
蓮沼昭子(1987) 条件文における日常的推論－「テハ」と「バ」の選択要因をめぐって
－，国語学（国語学会） 150
蓮沼昭子(1993) 日本語の談話マーカー「だろう」と「じゃないか」の機能－共通認識
喚起の用法を中心に－，『第１回小出記念日本語教育研究会論文集』
蓮沼昭子(1995) 対話における確認行為「だろう」「じゃないか」「よね」の用法，仁
田義雄編『複文の研究（下）』くろしお出版
蓮沼昭子(1997) 「だって」と「でも」 取り立てと接続の相関，姫路獨協大学外国語
学部紀要 10
服部 匡(1995) 「～どころか（どころではない）」等の意味用法について，同志社女
子大学日本語日本文学 7
花薗 悟(1999) 条件形複合用言形式の認定，国語学（国語学会） 197
馬場俊臣(1996) 時間的後続性を表す従属節 「～シタあと，あとで，あとに」を中心
として，北海道教育大学紀要 １Ａ人文科学編 47-1
馬場俊臣(1997) 条件表現形式による継起・対比・反期待用法 「（か）と思うと、思
ったら、思えば」について，北海道教育大学紀要 1A人文科学編 47-2
馬場俊臣(1999) 複合接続詞の体系的考察の試み 動詞の条件表現形式による複合接続
詞を対象として，語学文学（北海道教育大学札幌校）37
浜田麻里(1991) 「デハ」の機能－推論と接続語－，阪大日本語研究 3
原田登美・小谷博泰(1994) 「はず」の現代と近世，甲南大学紀要 文学編 91
備前 徹(1989) 「～ことだ」の名詞述語文に関する一考察，滋賀大学教育学部紀要人
文科学・社会科学・教育科学 39
姫野伴子(1989a) 「のだ」の機能と用法，東京外国語大学日本語学科年報 11
－263－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
姫野伴子(1989b) 「説明ムード助動詞」について，『吉沢典男教授追悼論文集』吉沢
典男教授追悼論文集編集委員会発行』
福田嘉一郎(1998) 現代日本語におけるモノダの構文と意味，熊本県立大学文学部紀要 4
-1
福田恵子(1997) 話しことばにおける「の（だ）」，東京外国語大学日本語研究教育年
報 1
藤井義久(1997) 「ものだ」の意味論，神戸大学留学生センター紀要 4
藤井ゆき(1996) 文末の「モノダ」の意味・用法，広島大学留学生センター紀要 6
藤城浩子(1997) 判断のモダリティについての一考察，日本語教育（日本語教育学会）
92
藤田保幸(1987) 「～トイウト」「～トイエバ」と「トイッテ」「～トイッテモ」 複
合辞に関する覚書，国語国文学報（愛知教育大学国語国文学研究室） 44
藤田保幸(1989) 「意図引用」の諸相－「仇を討とうと旅に出る」などの表現について
－，愛知教育大学研究報告（人文科学） 38
藤田保幸(1991) 引用と連体修飾，表現研究（表現学会） 54
藤田保幸(1992) 「～ト来ル」から「～ト来タラ」へ，国語国文学報（愛知教育大学国
語国文学研究室） 50
藤田保幸(1995a) 思考・発話の内容節として働く「～ヨウニ」について，詞林（大阪
大学古代中世文学研究会） 17
藤田保幸(1995b) 「～トハ」構文小考 「嘘をつくとはけしからん」などの表現につ
いて，滋賀大国文 33
藤田保幸(1998) 複合助辞「トイッテモ」「トイッテ」「トハイエ」について，滋賀大
国文 36
藤田保幸(1999) 「～するごとに」という言い方について，表現研究（表現学会） 70
藤田保幸(2000) 『国語引用構文の研究』和泉書院
細川由紀子(1986) 日本語の受け身文における動作主マーカーについて，国語学（国語学
会） 144
堀口和吉(1985) 「のだ」の表現性，山辺道（天理大学国語国文学会） 29
堀川智也(1991) 「のだ」を用いる文の焦点，北海道大学言語文化部紀要 19
堀口純子(1995) 会話における引用の「～ッテ」による終結について，日本語教育（日
本語教育学会） 85
前田直子(1993a) 「目的」を表す従属節「～するように」の意味・用法 様態用法か
ら結果目的用法へ，日本語教育（日本語教育学会） 79
前田直子(1993b) 逆接条件文「～テモ」をめぐって，益岡隆志編『日本語の条件表現』
くろしお出版
－264－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
前田直子(1994a) 「比況」を表す従属節「～ように」の意味・用法，東京大学留学生
センター紀要 4
前田直子(1994b) テモ／タッテ／トコロデ／トコロガ，日本語学（明治書院） 13-9
前田直子(1996) 必須成分として機能する「～ように」節の意味・用法 発話・思考の
内容節の場合を中心に，東京大学留学生センター紀要 6
前田直子(1997) 原因・理由を表す「ばかりに」と「からこそ」，東京大学留学生セン
ター紀要 7
牧原 功(1994a) 蓋然性判断のムード形式と疑問化，言語学論叢（筑波大学） 13
牧原 功(1994b) 間接的な質問文の意味と機能 ダロウカ，デショウカについて，筑
波応用言語学研究 1
マクグロイン・Ｈ・直美(1984) シリーズ・日本語の談話分析（４） 談話・文章におけ
る「のです」の機能，言語（大修館書店） 13-1
又平恵美子(1996) 終助詞の研究 「っけ」の機能，筑波日本語研究 1
松岡 弘(1987) 「のだ」の文・「わけだ」の文に関する一考察，言語文化（一橋大学
語学研究室） 24
松岡 弘(1993) 再説－「のだ」の文・「わけだ」の文，言語文化（一橋大学語学研究
室） 30
松岡 弘(1994) 「文型」を見直す，言語文化（一橋大学） 31
松木正恵(1987) 複合辞の認定－その基準と尺度－，国語学会昭和62年春季大会要旨
松木正恵(1990) 複合辞の認定基準・尺度設定の試み，早稲田大学日本語研究教育セン
ター紀要 2
松木正恵(1992a) 複合辞性をどうとらえるか－現代日本語における複合接続助詞を中
心に－，『辻村敏樹教授古稀記念論文集 日本語史の諸問題』明治書院
松木正恵(1992b) 複合接続助詞の特質，早稲田大学大学院文学研究科紀要別冊（文学
・芸術学編） 18
松木正恵(1993a) 「の」と終助詞の複合形をめぐって，日本語学（明治書院） 12-11
松木正恵(1993b) 複合辞，国文学 解釈と教材の研究（学燈社） 38-12
松木正恵(1994) 「～はずだった」と「～はずがない」－過去形・否定形と話者の視点
－，学術研究〔国語・国文学編〕（早稲田大学教育学部） 42
松木正恵(1995a) 時制と視点－「～はずだ」を中心に－，学術研究〔国語・国文学編〕
（早稲田大学教育学部） 43
松木正恵(1995b) 複合助詞の特性，言語（大修館書店） 24-11
松木正恵(1996a) 引用の形式をとる複合辞について 引用から複合辞へ，学術研究
国語・国文学編（早稲田大学） 44
松木正恵(1996b) 「とみえる」の表現性 「らしい」との比較を通して，表現研究（表
－265－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
現学会） 64
松木正恵(1997a) 「と思うと」の連続性，学術研究 国語・国文学編（早稲田大学）
45
松木正恵(1997b) 「見る」の文法化－「てみると」「てみれば」「てみたら」を例とし
て－，早稲田日本語研究（早稲田大学国語学会） 5
松木正恵(1999) 「とみえ（て）」をめぐって－出現頻度対照表を検証する－，学術研
究〔国語・国文学編〕（早稲田大学教育学部） 47
松田剛丈(1986) 受身文の「によって」，大谷女子大国文 16
松村瑞子(1995) いわゆる～テイルの交替形としての～タ，言語科学（九州大学） 30
松本泰丈(1976) 補助的な品詞とその周辺，国語国文論集（学習院女子短大国語国文学
会） 5
丸山直子(1996) 話しことばの助詞 「とか」「なんか」「なんて」，日本文学（東京女
子大学） 85
三浦 昭(1974) 「と」と「って」，日本語教育（日本語教育学会） 24
三上 章(1953) 『現代語法序説』刀江書院，復刊 くろしお出版 1972
水谷 修(1964) ～やいなや・～が早いか・～とともに，森岡健二他編(1964)『口語文
法講座３ ゆれている文法』明治書院所収
水谷信子(1985) 『日英比較 話しことばの文法』くろしお出版
三隅友子(2000) 文末の「ンジャナイ（カ）」の誤用論的機能，言語科学研究（神田外
語大学大学院紀要） 6
三井正孝(1993) ニツイテ格の意味，静岡英和女学院短期大学紀要 25
三井正孝(1995) 現代日本語におけるヲモッテ格の意味，静岡英和女学院短期大学紀要
27
三宅知宏(1996) 日本語の確認要求表現の諸相，日本語教育（日本語教育学会） 89
宮崎和人(1996) 確認要求表現と談話構造－「～ダロウ」と「ジャナイカ」の比較－，
岡山大学文学部紀要 25
宮崎和人(1997) 判断のモダリティの体系と疑問化，岡山大学文学部紀要 27
宮崎和人(1998) 推量と想像 「ダロウ」と「コトダロウ」，岡山大学文学部紀要 30
宮崎茂子(1984) ～たところで／～たところでは，日本語学（明治書院） 3-10
宮島達夫・仁田義雄編(1995)『日本語類義表現の文法（上）（下）』くろしお出版
村木新次郎(1983) 日本語の後置詞をめぐって，日語学習与研究 18
村田 年(1991) 「なんか」の用法(1) 接続の形態から，日本語と日本語教育（慶應
義塾大学日本語・日本文化研究センター） 19
村田 年(1993) 中・上級表現文型研究 「…を通して／…を通じて」，日本語と日本
語教育（慶應義塾大学日本語・日本文化研究センター） 22
－266－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
村田美穂子(1993) 「ニ＋ハ」「デ＋ハ」「ト＋ハ」をめぐる考察 日本語教育の立場か
ら(5)，千葉大学留学生センター雑誌[1993] 1993
村田美穂子(1997) 『助辞「は」のすべて』至文堂
村松由起子(1997) 順序を表す「～てから」と「～まえに」，雲雀野（豊橋技術科学大学
人文・社会工学系紀要） 19
籾山洋介(1989) 現代日本語「トコロ」の意味的・統語的・文体的特徴，Litteratura
（名古屋工業大外国語教室） 10
森重 敏(1954) 「て、って」「てば、ってば」「たら、ったら」について，国語国文
23-11（『日本語文法の諸問題』笠間書院(1971)に所収）
森田良行・松木正恵(1989) 『日本語表現文型 用例中心・複合辞の意味と用法』アル
ク
守時なぎさ(1994) 話し言葉における文末表現「ッテ」について，筑波応用言語学研究（筑
波大学大学院文芸・言語研究科応用言語学コース） 1
守屋三千代(1989) 小説の対話文に見られる文末の「ノ」の用法，『吉沢典男教授追悼論
文集』吉沢典男教授追悼論文集編集委員会発行
守屋三千代(1989) 「モノダ」に関する考察，早稲田大学日本語研究センター紀要 1
森山卓郎(1984a) ～するやいなや／～するがはやいか，日本語学（明治書院） 3-10
森山卓郎(1984b) ～ばかりだ／～ところだ，日本語学（明治書院） 3-10
森山卓郎(1988) 『日本語動詞述語文の研究』明治書院
森山卓郎(1989) 「認識のムードとその周辺」（仁田・益岡編『日本語のモダリティ』
くろしお出版）
森山卓郎(1992) モダリティ――価値判断のムード形式と人称，日本語教育（日本語教
育学会） 77
森山卓郎(1995) 伝聞考，京都教育大学国文学会誌 26
森山卓郎(1997) 日本語における事態選択形式 「義務」「必要」「許可」などのムー
ド形式の意味構造，国語学（国語学会） 188
森山卓郎・安達太郎(1996) 『セルフマスターシリーズ６ 文の述べ方』くろしお出版
安田芳子(1997) 連体修飾形式「ような」における＜例示＞の意味の現れ，日本語教育
（日本語教育学会） 92
山内啓介(1987) トハ措定とトイウノハ ことばと意味のとらえかた，愛知大学国文学
27
山口佳也(1975) 「のだ」の文について，国文研究（早稲田大学国文学会） 56
山口佳也(1987) 「からといって」について，十文字学園女子短期大学研究紀要 19
山口佳也(1989) 「のだ」文のとらえ方，早稲田大学教育学部紀要 Ⅰ-37
山崎和夫(1994) 「～ウチニ／～ウチハ」と「モウ／マダ」の視点－時間接続名詞と取
－267－
４ 第三部 複合辞関係文献目録
り立てのハを巡って－，北九州大学文学部紀要 50
山崎和夫(1996) 従属節における誘導型否定疑問について－「～ないかと（思って）」
表現をめぐって－，北九州大学文学部紀要 53
山崎 誠(1996) 引用・伝聞の「って」の用法，国立国語研究所研究報告集 17
山下明昭・他(1993) 「に対して」の文法的機能，国語と教育（大阪教育大学） 18
山中美恵子(1996) 引用と評価，砂川他編(1996)『小泉保古稀記念記念論文集 言語探求
の領域』大学書林
楊 凱栄(1995) 「かわりに」「そのかわりに」について，仁田義雄編『複文の研究（下）』
くろしお出版
吉田茂晃(1988) ノダ形式の連文論的側面，国文学研究ノート（神戸大学） 21
吉田茂晃(1994) 疑問文の諸類型とその実現形式 ノデスカ／マスカ型疑問文の用法を
めぐって，島大国文（島大国文会） 22
ラオハブラナキット，カノックワン(1996) 「カナ」「カシラ」に関する考察，日本語と
日本文学（筑波大学） 23
季 林根(1983) 「あとに」、「あとで」、「あと」及び「あとから」の特徴について，
日本語教育研究論纂（在中華人民共和国日本語研修センター紀要） 1
劉 向東(1996) 「わけだ」文に関する一考察，日本語教育（日本語教育学会） 88
劉 笑明(1998) 判断系のモダリティ 「なければならない」と「べきだ」を中心に，
国語国文研究（北海道大学） 109
鷲見幸美(1996) テイルの意味機能，名古屋大学日本語・日本文化論集 4
渡辺誠治(1994) 認識，知識と表現の形式主語表示形式《ハ／ガ／ッテ》に関する試論，
さわらび（文法研究会） 3
渡辺誠治(1995) 題目表示に関わる「￠」「ッテ」をめぐって，さわらび（文法研究会）
4
渡部 学(1995) 形式名詞と格助詞の相関，仁田義雄編『複文の研究（上）』くろしお
出版
渡邊ゆかり(2000) 「動詞の過去形＋ままだ」述語文と「動詞の連用形＋っぱなしだ」
述語文の意味的相違，広島女学院大学日本文学 10
（平12-20）
現代語複合辞用例集
平成13年3月31日
発行・国立国語研究所
〒115-8620 東京都北区西が丘3-9-14
電 話 03-3900-3111（代表）
ＦＡＸ 03-3906-3530（〃）
URL http://www.kokken.go.jp/
